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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──むかしむかし、この国には桃もも太た郎ろうがおりました。




「むかしむかし」で始まって「これでおしまい」という言葉で終わる説話。

「伽とぎ」の折、ひとびとの退たい屈くつを慰なぐさめるために語られた、他愛もない与よ太た話ばなし。

　喜き怒ど哀あい楽らくの人間模様や社会のあれこれが、万まん華げ鏡きようを覗のぞき見みるように妖あやしげに揺ゆらめく寓ぐう話わ。

　そんな御お伽とぎ噺ばなしですが、稀まれに現実世界──現うつし世よへ顕あらわれることもあるようで。

　御お伽とぎ噺ばなしから生まれたのか、過去に顕あらわれたから御お伽とぎ噺ばなしになったのかはわからないけど、再び顕あらわれた英えい雄ゆうたちは人知れず、幽かく世りよからの侵しん略りやく者しや──奇き奇き怪怪かいの夷い狄てきを討とう滅めつしていたのです。

　この荒こう唐とう無む稽けいで新しい噺はなしを、わたしは『百鬼目録フエイクロア』と名付けました。実際に体験したり下々のものから聞いたりしたことを取り留めなく書きつらねた記録です。

　いつか愉ゆ快かいな昔話として語るために。

「めでたしめでたし」で物語を結ぶために。

　まあ、「うつし世はゆめ、夜の夢こそまこと」という言葉もありますけどね。




　──これはゆめかうつつか、ひとへに観音の御ご利り生しようなり。
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「あぁ──」

　東京都内の歴史ある下町──浅あさ草くさの片かた隅すみで、ひとりの女が死にかけていた。

「やっぱり、御お伽とぎ噺ばなしじゃないんだ」

　不ふ明めい瞭りようなつぶやきを肉付きの薄うすいくちびるから漏もれさせている彼かの女じよの名前は、桃もも瀬せみろく。20歳さいの大学生だけど、休学中なので現在は無職。

　切れ長の双そう眸ぼう。平安美人のような黒くろ髪かみ。小こ綺ぎ麗れいな身なりをして出歩けば、道行く者たちが振ふり向むいて口笛を吹ふきそうな麗うるわしさなのだけれど。

　そんな見み栄ばえをすべて台無しにするように薄うす汚ぎたないジャージ姿で、靴くつ下したも片方だけ脱ぬげかけている。ほつれまくった髪かみの毛けも適当に束ねていて、百年の恋こいも冷めるようなだらしない風ふ情ぜいだ。おまけに今は、意味不明な気味の悪い独り言をぶつぶつと呻うめいている。

「お金だ、お金が必要なんだよ絵本じゃなくて現実なんだからさあ──王子さまとか魔ま法ほう使つかいとかが不意に訪おとずれてめでたしめでたしな展開に誘いざなってくれるわけがないんだからさあ……。ははっ、光熱費を支し払はらわなければ水道も電気も停とまるよね。からからに干ひからびてお先真っ暗！　お腹なかもぺこぺこで死んじゃいそう、いま死ぬすぐ死ぬ。死んじゃう」

　畳たたみの上で胎たい児じのように身を丸めて、みろくは我わが身みを抱だきしめる。空腹が酷ひどすぎて、もはや胃い袋ぶくろが痛い。しばらく使ってなかったので、腐くさり始はじめてるんじゃなかろうか。

「金、金、金！　いつもそうだ、おまえたちは！　畜ちく生しよう──神さま仏さま、いったいわたしが何の罪を犯おかしたというのでしょう？　もう嫌いやだよ、生まれてから良いいこと一個もなかったよ！　だけど死にたくないよおお、このまま死んだら負け犬すぎるよおお！　桃もも太た郎ろうなのに負け犬ってね！　あは──はは、ははは……。犬になれるなら良いいかもねぇ、何の役割も与あたえられないまま死んじゃうよりはさ！　あははは！」

　せめて苦痛をまぎらわせるためか、気を利きかせた脳のう味み噌そが快楽物質を分ぶん泌ぴつし始はじめたので無意味に笑えてきた。笑って笑って笑って、泣いた。泣きじゃくった。

「………？」

　ふと、垂れ流される脳のう内ない麻ま薬やくのせいか──おかしなものが見えた気がする。羽の生えたちいさな人間、のようなものが倒たおれ伏ふしたみろくの目の前を横切っていったのだ。足音もなく、ふわふわと……。ぱっと見、どう考えても妖よう精せいか何かのように思えた。

　みろくは理わ由けあって、そういう不可解なものは嫌というほど見慣れてはいる。けれど、家の中でそういうものが視みえたのは初めてだ。ギョッとして、両目を瞬しばたたかせる。

「小こ鬼おには食べたくないけど、妖精なら食べられるかなあ、教えてお祖ば母あちゃん──」

　衣え紋もん掛かけに吊つるした祖母の形見インバネスコートを見上げつつ、生存本能に突つき動うごかされるまま、みろくはその妖精らしきものに手を伸のばす。今はとりあえず他のなによりも優先で、生きとし生けるものの精気を搾さく取しゆし、カロリーを摂せつ取しゆしないと本気で死ぬのだ。

　けれど、みろくの細い指先が妖精らしきものに触ふれそうになった瞬しゆん間かん──。

「やぁ姉ちゃん！　生きてる？　小こ太た郎ろうだよ！　愛してるよ……☆」

　素すっ頓とん狂きような声が響ひびいて、みろくの意識を現実に引ひき戻もどした。





■　■　■






　桃もも瀬せみろくはつい先日──正確には２０１９年の正月、筑つく波ばの大学を休学して東京へ戻もどってきたのだが、橋はし場ばのリバーサイドなマンションの実家には帰りづらく、同じ台たい東とう区く内ないのアパートで一人暮らしをしていた。

　不動産屋に紹しよう介かいされたのは、他の都市部と比べても時間の進みが緩かん慢まんな感じの浅あさ草くさ一帯でも特に鄙ひなびた印象で、敗戦直後からほとんど変化してないのではないかと疑いたくなる一角──千せん束ぞく四丁目。２０２０年の東京オリンピック開かい催さいを口実にした都市再開発からも取り残された、風ふう俗ぞく街がいの外れにある錆さびと罅ひび割われだらけの木造モルタル独身アパート、おとぎり荘そうの２０３号室。

　家賃は月３万３０００円で、東京都心では破格の安さだが、みろくは無職な上に親とは険悪で仕送りもろくに得られない立場なので赤せき貧ひんに喘あえいでいる。最初はバイトでもするかと思っていたが、東京に戻ってきてから、どういうわけか何をやっても失敗続きで、気力を失ってしまったのだ。

　冬の寒さは毛布一枚の上に拾ってきたダンボールを積んで乗り切ったが、今も軽く飢うえ死じにしかけており、もしかしたら、前世とかで何か良からぬことをやらかした報むくいの生いき地じ獄ごくではないかと疑ってもいる。

「…………」

　世界のすべてを呪のろうように据すわった目つきで、みろくは行ゆき倒だおれのように床ゆかに転がったまま顔だけ上げて正面を睨にらむ。

　次の瞬間、豪ごう快かいに扉とびらが開き、ボロアパートを倒とう壊かいさせそうな勢いで見知った顔が現れた。自ら輝かがやきを放つようなお日さまめいた笑え顔がおで、「やっほう☆」と両手を振ふっている。

　みろく以外の女性なら、思わず見み惚ほれるであろう長身の美青年であった。淡あわく桃もも色いろを帯びた、色の抜ぬけた髪かみ。女性的に長い睫まつげと、何ど処こか色気のあるくちびると腰こしつき。防寒ではなくお洒しや落れが目的であろうマフラーと、果物の桃ももを逆さにしたような、特とく徴ちよう的てきなベルトのバックル。

　時空が捻ねじ曲まがって六ろく畳じよう間まと高級ホストクラブが直結しました、と言われても驚おどろかないような派手な身なりの美形が、安やす普ぶ請しんで老ろう朽きゆう化かしきったアパートの景観に面おも白しろいほど浮ういている。

「姉ちゃん？　返事ぐらいして！　抱きしめてそしてキスして！　弟という名の王子さまが助けに来てあげたよ！　まったくもう、姉ちゃんはぼくがいないと何もできないんだから──あ痛っ、痛たたたた!?」

　優ゆう雅がに腰を折り、手を差さし伸のべてきたので、みろくは彼かれの指先を思いっきり嚙かんだ。もぐもぐと味わう。今のみろくは極限の飢き餓が状じよう態たいで、あらゆる肉が魅み惑わく的てきなタンパク質に見えていた。

「姉ちゃ～ん？　正気に戻って？　痛いのは嫌きらいだな！　愛がなくっちゃ嫌！　そうかお腹なかが空すいてるんだねっ、ちょっと待って！　姉ちゃんが相変わらず生活苦に喘あえいでるって風の噂うわさに聞いたから、ごはんを振ふる舞まってあげようと思ってさ～、食材とか買ってきたから！　ちゃちゃっと料理しちゃうね～♪」

　一方的にあくまで朗ほがらかに語ってから、美青年──桃もも瀬せ小こ太た郎ろうは火花が飛び散りそうなウインクをした。

「まっかせて！　いつだって、ぼくが姉ちゃんを助けてあげるからっ☆」

　いよいよ背筋が寒くなってきて、たぶん脳まで栄養が行いき渡わたらなくなったのだろう──みろくの意識が溶とけるように消えた。いつものように、御お伽とぎ噺ばなしに登場するヒーローみたいに都合良く助けにきた弟に対して、どろどろとした煮にえ切きらない苛いら立だちを抱かかえたまま。

　視界がぐるりと暗転する。





■　■　■






　夢を見ていた。

　幼い頃ころの思い出が、起承転結もなく垂れ流されている。

　まだろくに物心もついていない頃だろう。当時の視点は低く、みろくのそばにそそり立つ神社の鳥居がやけに巨きよ大だいに見える。

　浅あさ草くさは観光地だが、滅めつ多たに誰だれも立ち入らない小さな社も多い。そのうちのひとつが子供の頃は絶好の遊び場だった。近所の橋はし場ば不ふ動どう尊そんだったのか、他の神社だったのか、記き憶おくを手た繰ぐってもはっきりと思い出せないけど。

　無人の古ぼけた拝はい殿でんのそばで、薄うす汚よごれた石いし畳だたみに立っていた。

　棒きれを握にぎりしめて、みろくは得意げに騒さわいでいる。

「ひとぉつ！　人の世の生き血を啜すすり！　ふたぁつ、不ふ埒らちな悪あく行ぎよう三ざん昧まい！　みっつ、醜みにくいこの世の鬼おにを！　退治てくれよう、桃もも太た郎ろう！」

　がんばって暗記した桃もも太た郎ろう侍ざむらいの決きめ台詞ぜりふを口にして、みろくは近くでほんわかと微ほほ笑えんでいた弟に向き直る。

　そして我ながら酷ひどいことするなと今でも思うが、手にした棒きれで遠えん慮りよなく小こ太た郎ろうの頭をぶん殴なぐった。

「ぴぃ!?」

　小こ太た郎ろうはびっくりしたのか痛かったのか、泣きじゃくる。幼いみろくより更さらに年下で、ほとんど赤あかん坊ぼうと変わらない年ねん齢れいだ。幼児が転がして遊ぶ電車の玩おも具ちやに繫つながった紐ひもを手にしていて、謎なぞの遊びに夢中な姉を吞のん気きに眺ながめていたのに。

　いきなり暴力を振るわれて、小こ太た郎ろうはわんわん泣いた。勢いよくその場にへたり込んだせいで、電車の玩おも具ちやに乗っていた犬と猿さると雉きじの人形がコミカルに跳はねる。

「あ～ん！　お姉ちゃんがぶった～！」

　大おお粒つぶの涙なみだを零こぼす小こ太た郎ろうを見て、まずいことをしたかも、とみろくは今いま更さら思った。慌あわててかわいい弟に駆かけ寄より、自分で殴なぐったところを必死に撫なでる。

「ご、ごめんね。ごめんね小こ太た郎ろう……。泣かないで。だって、わたしが桃もも太た郎ろうであんたが鬼だから。退治しなくちゃいけないでしょ、ね？」

　幼児らしい舌足らずな口調で、自分なりの論理を主張する。

　記憶がかなりぼんやりしているが、これは当時、よくやっていたオママゴトのようなものだった。みろくは桃もも太た郎ろうになりきって、無理やり鬼の役目に任命した小こ太た郎ろうをやっつける。

　無む邪じや気きな、子供の遊びだった。

　いま思い出すと、微ほほ笑えましいとすら思えない──胸に突つき刺ささるような嫌な感かん慨がいが湧わいてくる、残ざん酷こくな構図だ。

　少なくとも、何の罪もない幼い弟を棒きれで殴るような姉に、御お伽とぎ噺ばなしの主人公たる資格はない。どちらかというと、みろくのほうが悪あつ鬼き羅ら刹せつだ。

　そんな過去が現在の状況と重なっているのが嫌だし、当時も小こ太た郎ろうをかわいく思ってはいたのだ──夢の中のみろくも泣なき止やまない彼を心配して、必死に撫でている。

「ごめんね、ごめんね。ほら、お姉ちゃんが良いいものをあげるから泣なき止やんで」

　妙みよう案あんを思いついたみろくは、着ていた子供服のポケットに入れておいた小さな包みを取りだす。

「はい、きび団子をあげる。甘あまくておいしいよ、小こ太た郎ろう」

　にっこり笑って、中身を小こ太た郎ろうの口に押おし込こんだ。良いいことだと信じて。

「おいしい、おいしい、ね？　これで、小こ太た郎ろうもわたしの──桃もも太た郎ろうの友達ね？」

　そのきび団子は冷蔵庫にあった調味料や白玉粉に、そのへんで拾った野草や虫の死し骸がいをすりつぶしたものを自分なりに調合した代しろ物ものだった。近所の犬にでも食べさせようと思っていた──当然、小こ太た郎ろうはお腹なかを壊こわして、しばらく高熱を発して寝ね込こむことになる。

　そんな未来を知らず、当時のみろくはこれで小こ太た郎ろうも泣なき止やむだろう──喜んで笑顔になってくれるだろう、なんて疑いもせずに信じていて。

「ね？　小こ太た郎ろう……これで、めでたしめでたしね？」

　とかなんとか、見当外れなことを言っていたのだ。

　馬鹿みたいだが、それでもまだ、幸せだった頃の夢だ。





■　■　■






　いい匂においがして、みろくは目覚めた。

　がんがんと、目覚まし時計みたいに自分の腹の音が鳴なり響ひびいている。これは本気でまずいやつではないのか、死ぬやつではないのか。生きていて良いいことなどあまりなかったが──みじめに、ド底辺のままくたばりたくもない。

　最後の力を振ふり絞しぼって、みろくは身を起こした。

　長い黒髪は目元に垂れ下がって視界を塞ふさいでいるし、エネルギー不足で周囲のすべてがもやもやとしている。汚お泥でいをぶちまけられたような視界の中で唯ゆい一いつ、輝かしいもの──弟の小こ太た郎ろうがこちらを振り向いて微ほほ笑えんだ。

「あっ、姉ちゃん起きた？　うっかり死にそうになってたでしょ～、そういうの何となくぼくにも伝わるんだよね弟だから！　駄だ目めだぞ、姉ちゃんが死んだらぼくが哀かなしいからね！」

「小こ太た郎ろう。ごはん。あと、水……。食べたい、飲みたい。死にそう」

「空腹すぎて言げん語ご中ちゆう枢すうにすらガタがきてるね、姉ちゃん！」

　何が面白いのかニコニコしながら、小こ太た郎ろうはフライパン片手に寄ってくる。

　ついでに勝手知ったる姉の家、という感じに洗い立ての皿を棚たなから出してきて、どさどさとフライパンの中身をぶちまける。

　卒そ塔と婆ばのようにスプーンを刺し立てられたので、思わず両手を合わせてしまった。

「どうぞ召めし上あがれ！　味は保証するよ！」

　いただきますも言わずに、かっこんだ。

　暫しばし、がつがつと夢中で貪むさぼる。

　お腹なかが空すきすぎて味なんかわからない。どころか、自分が口の中に押し込んでいるものが何なのかもわからない。けれど空腹は最高のスパイス、ひたすら美う味まい。

　満たされる。あぁ、生きていて良かった。

「胃の中が空っぽだったのに急に馬鹿食いすると吐はくよ、姉ちゃん」

　新しん婚こんの若わか奥おく様さまのように、小こ太た郎ろうは嬉うれしそうにハンカチでこちらの口元を拭ぬぐってくる。みろくはされるがままだ。今はとりあえず、生せい命めい維い持じ可能なレベルまでカロリーを摂取するしかない。

　小こ太た郎ろうは満足げに、そんなみろくを眺めている。

「あはは。犬にごはんをあげてる気分……。どうどう、美お味いしい？　近所にある純じゆん喫きつ茶さ『マウンテン』のやきめしを再現してみたんだよ～、炒チヤー飯ハンでもピラフでもなく昔ながらのやきめし！　お肉が少ないのは大目に見てね、昼飯時だから売り切れててさ～？」

「…………」

　小こ太た郎ろうの囀さえずりを無視して口いっぱいに詰つめ込こんだやきめしを吞のみ込こむと、ようやく涅ね槃はんから意識が戻ってきた。

「小こ太た郎ろう」

　みろくは今更ながら問うた。

「アンタ、何しにきたの。平日の昼間だよ、学校はどうしたわけ。まぁ、アンタは真面目に勉強しなくても常にテストは学年首位～みたいな腹の立つ生き物ではあるけど」

「え～。姉ちゃんがそろそろ飢え死にするんじゃないかと思って、ごはんを作りに来てあげた優やさしい弟にお説教するの？　拗すねるよ？」

「それはまぁ──普ふ通つうに、ありがとう。本気で今回は、やばかった」

　ごちそうさま、と米の一ひと粒つぶも残さず平らげた皿を小こ太た郎ろうに手て渡わたす。食った食った、とお腹なかをさすりながら胡座あぐらをかいて、暫しばし、食欲が満たされた恍こう惚こつ感かんに酔よいしれる。

「姉ちゃん、仕草がオッサンくさい～♪」

「ほっとけ。弟しかいないのに、余よ所そ行いきの振る舞いをする意味がないでしょ」

　そこまで語ってから、ふと弟以外の気配を感じる。このボロアパートは壁かべが薄いから、未いまだ見知らぬ隣りん人じんの不気味な生活音がほぼダイレクトに聞こえるのだが、そういう感じでもない。

　間近に、この部屋の中に──何か巨大な存在感がある。

　みろくはビクッとして、周囲を見回した。

「…………」

　小こ太た郎ろうがいるのとは反対側の壁に背中を預け、誰かが無言で座すわり込こんでいる。

　今の今までごはんに夢中になっていたので気づかなかったが、みろくが空腹で意識を失っている間に我わが物もの顔がおで入ってきたのだろうか──。

　あまり話したこともないが知人ではあるので、みろくは特に警けい戒かいすることなく「どうも」と軽く会え釈しやくする。

　その人物はこちらに目も向けずに、引ひっ越こしてくる前から部屋の隅すみに積んであった古い漫まん画が本ぼんを熟読している。前の住人が残したゴミの山なのだが、諸もろ星ぼし大だい二じ郎ろう『妖よう怪かいハンター』の初版本とか、たまにレアな代物も紛まぎれているから捨てられなかったのだ。

「どうも──」

　ぼんやり一いつ拍ぱく遅おくれて応えつつ、『ドカベン』の岩いわ鬼きのように口にくわえた四つ葉のクローバーをくるくる回している人物は、わかりやすく女子高生らしい見た目。都内にある仏教系な高校の制服を大だい胆たんなロングタイのアレンジで着こなし、屋内なのに学がく帽ぼう（？）をかぶっている。髪は長く艶つやがあって、ぱっと見は清せい楚そな印象。

　帽ぼう子しはかぶったままなのに何故なぜか生足で、悩なやましい感じに壁にもたれかかっている。性欲を芸術的感性に転化することに成功した中年男性が大喜びで絵に描かきたがるような構図だ。
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　彼女の名前は、猿さる喰はみななみ。

　みろくの弟である小こ太た郎ろうの──何だろう、恋こい人びとでもないようなのだが。いつも近くにいて、ベタベタと寄より添そっている女の子である。

　以前、「カノジョなの？」と小こ太た郎ろうに尋たずねてみたことがあるが、「わかんない！　追っかけって感じ？」と意味不明な返事をされた。ついでに「ぼくが愛してるのは姉ちゃんだけだよ！」と頭のおかしいことを言われたので、話を打ち切った。

　だから未いまだに、かなり正体不明の女の子である。

「あっ、私については気にしないでください。小こ太た郎ろうについてきただけなので……。あと、このコミックスの続き、何ど処こにあるか知ってます？」

　ななみは人形めいた無表情で、手にした漫画本をぴらぴら振っていた。

「ななみちゃん、くつろぎすぎ。あとその漫画、人気なさすぎて打ち切りになったから世界の何ど処こを探しても続刊はないよ」

　小こ太た郎ろうが𠮟しつ責せきするというより、子こ猫ねこを撫なでるような声で言った。

「そういえば今日、キサラさんは？　珍めずらしくいないね？」

「ん……。あのひとはまだ寝ねてる時間じゃないの」

　ななみは素っ気なく答えた。キサラというのはななみと同様に小こ太た郎ろうの追っかけ（？）をしている成人女性で、みろくはこれまたよくどういう人物なのか知らない。毎日が浅あさ草くさサンバカーニバルというか、よく鍛きたえられた足が艶なまめかしい陽気な人物で、けっこう威い圧あつ感かんがあるので、みろくは苦手だ。

　じめじめと苔こけむした暮らしをしている陰いんキャのみろくにとって、陽性のオーラを漂ただよわせている人物はおおむね眩まぶしすぎる。
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　自室なのに何だか身の置き場がなくて、みろくがもじもじしながらコップに水を汲くんで飲んだりしていると、ななみが不意に目つきを鋭するどくする。

「それよりも。小こ太た郎ろう、この部屋に何かキモいのがいる」

　一いつ瞬しゆん、自分のことを言われたのではないかと思って、みろくはビクッとした。自分も中高生の頃はそうだったが、このぐらいの年齢の子はよく悪意なくキモいとかヤバいとか言うので、ちょっと傷つく。

　けれど、ななみの視線はみろくではなく──部屋の隅っこのほうに向いている。何だろう、ゴキブリでもいたのだろうか。害虫すら餓が死しするほど、この部屋には食べるものがないから生存は難しいと思うのだが。

　そういえば先ほど、気絶する寸前に──視界の隅っこに何か小さな物体がいたような。虫とか鼠ねずみとかではなく、人間のような形をした何かが。

　ななみにも視みえるということは、妖精とかではないのか。そういえば、ななみも視えないものが視えてしまうのだったか。

「ちょっと気になるから、調べてくる。最近、よく見かける小こ太た郎ろうの変態ストーカーが盗とう聴ちよう器きとか小型ＣＣＤカメラとか全部入りの自じ律りつ駆く動どう型がたドローンを放ったのかもしれないし。見つけて、今日こそ潰つぶす」

　ずいぶん具体的で物ぶつ騒そうなことを言いながら、ななみはふらっと玄げん関かんへ向かってしまった。靴下も穿はかず、アメ横よこの中なか田た商しよう店てんで買ったのか、と思うようなゴツいドレスシューズに足を入れて、そのまま立ち去ってしまう。

　あんな奇き人じんがまた増えるのか──何となくその後ろ姿を視線で追っていたみろくに、小こ太た郎ろうが話しかけてきた。

「それよりも。姉ちゃん、今日はちょっと話したいことがあるんだけど」

「何……。ごはん食べさせてくれたし、気分が良いいから適当に聞くだけ聞くよ。襲おそってきたら容よう赦しやなく殴るけど」

　部屋に身内しかいなくなったので、やや安心したみろくは軽く応えた。足を崩くずして座り込むと、胃のあたりをさすってごはんが栄養になるのを促そく進しんしておく。

「姉ちゃん、いつまでこんな暮らしを続けるつもり？」

　小こ太た郎ろうは少し真面目な顔になると、みろくの目の前に正座して顔を覗のぞき込こんでくる。基本的に美形なので、シリアスな顔をするとそれなりに迫はく力りよくがある。

　弟だし、こいつが寝ね小しよう便べんを垂れてた時代も知ってるので、特に怖こわくもないが。

「父さん母さんが心配してるよ。生活に困ってるなら、普通に家うちに帰ってくればいいのに。こんな戦前からある廃はい墟きよみたいなアパートで、質素な暮らしをしなくてもさ」

「いや、いちおう戦後の建物だと思う……。たしか、築70年超ごえだったかな？」

「半世紀以上も前の粗そ悪あくな建築物が、この地じ震しん大たい国こくで今日まで生き延びてきたことがびっくりだけど。こんなとこ防犯とかもしっかりしてないでしょ、近所は〈大人のお風ふ呂ろ屋やさん〉ばっかりで治安も悪そうだし。女の一人暮らしには、ぜんぜん向いてないよ」

「うう。谷や中なかのアパート借りようとしたんだけど、家賃の問題とか色々あってさ～……」

　同じ台たい東とう区くのオンボロアパートでも、谷や根ね千せんの谷や中なかあたりはサブカル的にお洒しや落れな街として人気があるから、家賃も高い。ほぼ無収入のみろくには敷しき居いが高すぎた。

　小こ太た郎ろうは、呆あきれたように自分の頭頂部から垂れた髪の毛を指で弄いじっている。

「実家も浅あさ草くさなんだし、一人暮らしする必要ないじゃん──って言いたいんだけど」

「でも。両親とは、顔を合わせづらいし」

「まぁ、多少のお説教ぐらいは覚かく悟ごすべきだけど」

「アンタも嫌でしょ。せっかく楽しく暮らしてるのに、わたしのせいで家のなかの空気が悪くなったらさ。両親としても、アンタがいれば充じゆう分ぶんじゃん……。アンタが桃もも太た郎ろうで、わたしは要いらない子だし」

「それでも家族じゃん。ぼくは姉ちゃんが要らない子だなんて思わないよ、むしろ全ぜん肯こう定ていする！　宇宙でいちばん愛してるよ！」

　小こ太た郎ろうが抱きつきにきたので、裏うら拳けんで黙だまらせた。簡単に一線を越こえようとするな。

　もろに顎あごを打たれたのにふらつきもせず、小こ太た郎ろうは渋しぶ々しぶと下がる。

「でもね。真面目な話、姉ちゃんが好き放題に生きてるから父さんも母さんも苛いらついてるみたいでさ。実家に戻ってこないんだったらもう知らん、仕送りも止やめて鳥とつ取とりの渇かつえ殺ごろしにしてやる～とか言い始めてるよ」

　うちの両親は羽は柴しば秀ひで吉よしと黒くろ田だ官かん兵べ衛えか。

「こ、困る。東京へ戻ってきてからどんどん削けずられてるのに、その仕送りすら途と絶だえたら本気で無収入になる、この国では珍しい餓死者になっちゃう。桃もも瀬せ家も末代までの恥はじだよ」

「それが嫌なら、せめて仕事でも見つけなよ。万が一、仕送りが止められても実家に戻らずに生きていけるようにさ。なんなら、ぼくの心当たりを紹介するよ？」

　ちょっと待ってね、と小こ太た郎ろうはみろくの返事も聞かず、手早くスマホを操作し始めた。ポケットから取り出した名めい刺しを見ながら、何ど処こかへ電話している。

　どうも都合良く会話を誘ゆう導どうされたような気がする──。

　最初から、こいつはみろくに仕事を紹介するためにアパートを訪れたのではないか。劇の台本を読み上げるように、淀よどみなく話を進めていたような。

「ねぇ、仕事って何……。わたし、そんなの頼たのんでないんだけど」

「姉ちゃん、筑つく波ばの大学では考古学・民みん俗ぞく学がく主しゆ専せん攻こうだったよね？」

「そうだけど……ひとの話を聞けってば！」

　不安になってくるし、所しよ詮せんは高校生でしかない弟がどんな仕事を紹介できるのやら──と疑問も湧いてくる。

　あぁ、流されている気がする。どんどん、胸むな騒さわぎがしてくる。

　御お伽とぎ噺ばなしの主人公のような、特別な存在でもない自分が──いまさらどんな運命に巻き込まれるというのだろうか。
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　小こ太た郎ろうが何ど処こぞへ電話をかけ終えた、十数秒後。

　泡あわを食ったような様子で、ななみが「小こ太た郎ろう！」と叫さけびながら駆かけ込こんできた。

　そのまま靴くつすら脱がず、荒あらい足音をたてて室内へ上あがり込こんでくると、吞のん気きに皿洗いを始めようとしていた小こ太た郎ろうを見る。

「ど、どうしたの？」

　いつも太平楽な小こ太た郎ろうもこれには驚いたか、うっかり皿を落としそうになりながら小首を傾かしげる。頭から伸びている触しよつ角かくのような垂れ毛が、びよんと跳ねる。

「そういえば、姉ちゃん、水道料金も払はらってなかったみたいでさ。水が出なくなっちゃったよ。ななみちゃん、悪いけど督とく促そく状じようを探し出して、コンビニまで支払いに……」

「隠かくれて！」

　小こ太た郎ろうのどうでもいい語りを遮さえぎったななみは、大事そうに彼の手を摑つかんで周囲を見回す。けれど六畳間と台所しかない狭せまい部屋だ。ひとが隠れる空間はない。

　舌打ちしたななみは、柔じゆう道どう技わざのような動作で小こ太た郎ろうの足を払うと、その場に押おし倒たおし、押おし入いれに放り込んだ。そして、そのへんに積んでいたみろくの洋服や漫画本などを被かぶせるようにバラ撒まき始はじめる。

「ちょっ、何？　お～い、ななみちゃん？　いろいろ説明してほしいかな！」

「何か、やばいのがくる。わた、私が、小こ太た郎ろうを守る」

　目をぐるぐるさせて、ななみはそのまま小こ太た郎ろうを雑多な諸もろ々もろで覆おおい隠かくし、襖ふすまを閉めると、弁べん慶けいの立ち往生じみた仁に王おう立だちで完全に塞いでしまった。

　鼻息も荒く身構えているそんな彼女を、みろくは呆ぼう然ぜんと眺めるしかなかった。小こ太た郎ろうも気け圧おされたのか、無言のまま、ガサゴソ蠢うごめいているだけだ。

　いったい何なのだろう？　やばいのがくる、と言っていたが……？

　脳のう裏りに渦うず巻まく疑問に戸と惑まどっていると、不意に、みろくの背筋をぞくぞくとした悪お寒かんが迫せり上あがってきた。凍こおった魚を砕くだいてできる生なま臭ぐさく冷え切った肉が、背中を這はい回まわるような不快感。

　原因不明の感覚に混乱しながら怯おびえていると、豪快に玄関の扉が開いた。

　飛び込んできたななみが施せ錠じようしなかったから、開けようと思えば普通に開くけど、しっかり鍵かぎをつけていても、板などを打ち付けて厳重に封ふう鎖さしていたとしても破られたのではないか──と思うような、激しい正しよう面めん蹴げりだった。

「おう、邪じや魔ますンぜ」

　紫し煙えんのように渋しぶく低い声が、薄い壁に反はん響きようする。

　みろくは恐おそる恐おそる、声の主を見上げた。

　煤すすけた木製の扉をブチ破るようにして入ってきたのは、怖おそろしくド派手な身なりの老人だった。かなりの長身で、年齢不相応に鍛きたえ上あげているのか、背筋がシャンと伸びている。綺き麗れいに色の抜けた髪の毛は人食い鬼のようにざんばらに伸ばしており、全体的に押おし出だしが強い。

　けばけばしい原色のスーツを身に纏まとい、高級そうなサングラスをかけている。すべての指に亀かめの甲こう羅らを模したような、独特な指輪を塡めていた。

　口には葉巻をくわえ、室内を傲ごう岸がんに見回している姿は──どこから見ても暴力を生なり業わいとした裏うら街かい道どうぶっちぎりの人間にしか見えない。

　安っぽいオンボロアパートに、マフィアの大幹部のようなその偉い容ようは完全に浮いている。

「えっ、う……？」

　みろくは完全に怯ひるんでしまい、まともな日本語も紡つむげない。

　助けを求めて周囲を見たが、小こ太た郎ろうは押し入れの中に軟なん禁きんされ、門番のななみは野生動物が威い嚇かくするように唸うなっているだけだ。

　そちらは気にせず、謎の老人はずかずかと土足で踏ふみ込こんできた。

「おめェさンが、桃もも瀬せみろくか？」

　値ね踏ぶみするように、膝ひざを抱えて震ふるえ上あがっているみろくを見下ろしてくる。無視したり、噓うそをついたりしたら殺されそうな気がして──みろくは何度も頷うなずいた。訝いぶかしげな目で相手を眺めながら。

「まったく、死んだ亀かめのような眼めをしていやがる」

　吐はき捨すてるような嘲あざけりが、みろくにわずかな反はん抗こう心しんを芽生えさせた。

「……どんな眼めですか、目つきが悪いのは認めますけど」

　切れ長の双そう眸ぼう、と言えば聞こえは良いいが、子供らしい可か愛わいさとは無む縁えんだったから、昔はよく周囲の不興を買っていた。

「だいたい、どうして名前が弥み勒ろくなンだ？　弥み勒ろく菩ぼ薩さつの化け身しんじゃあるめェし」

　みろくを睥へい睨げいしていた老人は葉巻をゆっくりと燻くゆらせ、口元だけで笑った。

　弥み勒ろくは戸こ籍せき名めいだけど、普ふ段だんはひらがな書きにしている。うら若き乙女おとめの名前としては相応ふさわしくないというか、積極的に使いたくないからだ。

「そうかそうか、ふぅン……。てめェに比べると、弟の名前はえらく平へい凡ぼんだが」

「あれもお祖ば母あちゃんが付けたんですけど、はじめての男の名前だったんですよね。なお、お祖じ父いちゃんはまったく別の名前を付けてほしいと懇こん願がんしたらしいんですけど、軽かろやかに無視されたそうです」

「……よくわかンねェが可か哀わい想そうだな、てめェの祖じ父いちゃン」

　老人は呆あきれたが、それ以上に小こ太た郎ろうが押し入れの中で呻うめいたのが気になる。初耳だったらしい。

「まァ、そんなこたァ今はどうでもいい。それよりも──てめェ、金に困ってンだろ？」

　頭から丸まる齧かじりにするつもりなのか、と疑うほど顔を近づけてきて──老人は凄すごむように告げた。

「じゃあ、うちで働けよ。桃もも太た郎ろうの小こ僧ぞう──小こ太た郎ろうの紹介じゃ仕方あるめェ、ちょうど人手が足りねェって思ってたとこだ。本命は小僧だが、その姉貴なら何かしら使い道もあるだろうよ」

　老人は一瞬、押し入れのほうを見たが、番犬のように睨にらみつけるななみを軽く鼻で笑うと、すぐにみろくへ視線を戻した。

「えっ、あの……あなたはっ？　何なんですか？」

　問いかけながらも、ようやく知ち恵えが回り始め──みろくは察する。

　そういえば、小こ太た郎ろうは何か仕事を紹介してくれると言っていた。そして何ど処こかに電話をかけ、この老人を呼び出した。

　ということは、この老人の下で働け……ということなのか。

「そういうこった。とりあえずまぁ見習いって扱あつかいで、報ほう酬しゆうは出で来き高だか払ばらいってことで──」

　こちらの心を読んでいるのか、老人は猟りよう奇き殺さつ人じん鬼きみたいな笑えみを浮かべて言った。

「さっそく、今日から働いてもらうぜ。まずは、一いつ緒しよに来いや」

　そのまま強ごう引いんに首根っこを摑つかまれて、みろくは引きずられていく。

　目の前が真っ暗になっていく。こんなの絶対に、まともな仕事なわけがない。端はした金がねとか面めん子つとかのために若い命を花と散らす鉄てつ砲ぽう玉だまか、それとも普通にお風ふ呂ろ屋やに沈しずめられるのか──何にせよ、人生が詰んだ気がする。

　小こ太た郎ろう、と縋すがるように弟のほうを見たが──彼は押し入れの隙すき間まから手を突つき出だして、「がんばってね、姉ちゃ～ん♪」と吞のん気きに囁ささやいているだけだ。

「おいおい、そんな不景気なツラをするンじゃねェよ」

　みろくを引きずりながら、老人が豪快に笑っている。

「てめェにやってもらうのは、簡単な仕事だ。いわば、街のゴミ掃そう除じってとこか……。一緒にみんなが大好きなこの街を、浅あさ草くさを綺き麗れいにしようぜェ♪」

　朗らかに語りながら歩く老人の行き先──アパートの横には明らかに特とく別べつ防ぼう弾だん仕し様ようの黒いアルファードが停とまっていた。本物のやくざの、それも親分クラスしか乗らない最上級のエグゼクティブラウンジだ。

　あぁ、これはどう考えても──めでたしめでたし、で結ばれるような展開は期待できそうにない。
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「もぐもぐ」

　猿さる喰はみななみが散ちり蓮れん華げを子供握りして、無表情ながらどこか上じよう機き嫌げんに微ほほ笑えむ。

「やきめし美お味いしい。小こ太た郎ろう、料理が上手だよね──好き。結けつ婚こんしようね」

　みろくが謎の老人に拉ら致ち（？）されてから、十数分が経過したボロアパートの室内である。老人とみろくを乗せた車はエンジン音も荒く遠ざかっており、この空間には平へい穏おんが戻っていた。

　フライパンにわずかに残っていたやきめしを捨てるのももったいないので、ななみに食べてもらっていた。彼女はクールな美び貌ぼうながらも、乳児のように微ほほ笑えみ、かと思えば不意に艶なまめかしく舌なめずりしたりして──幼さと大人の色気が同居している。

　そのくせ無防備に生足を投げ出して、小動物のように食事に夢中になっている。かなり仕草に隙すきがあるのだ──こういう子、中年男性は好きそうだなと小こ太た郎ろうは思う。

　簡単に手た折おれそうな、可か憐れんな花。かといって同世代──若者特有の排はい他た的てきなところはあまりなく、話しかければ普通に応えるし人ひと懐なつっこい。すぐに、ひとに好意を抱いてしまう。

　彼女は誰に対してもこうだ。だから出会った年上の男に、やたらかわいがられる。挙げ句──勘かん違ちがいして暴走した変態男に酷ひどい目に遭あわされそうになっていたところを、たまたま通りかかった小こ太た郎ろうが助けたことがある。

　それが、出会いだった。何な故ぜか小こ太た郎ろうは、そういう物語めいた決定的な瞬間に立ち会うことが多い。姉はいつも、『この主人公属性が』などと憎にく々にくしげに言っていた。

「おかわり」

　綺き麗れいにやきめしを平らげて、ななみが天てん真しん爛らん漫まんに皿を掲かかげてくる。表情はあまり変わらないのに動きは子供っぽくて、これまた変なギャップがある。

　ちょっと和なごみつつもお皿だけ受け取って、小こ太た郎ろうはそれをシンクに放り込む。

「もう材料ないし、食べ足りないならどっかお店にでも行かない？」

「うん、そうしよ。へへ……今日は私が、小こ太た郎ろうを独ひとり占じめだね」

　学帽（？）をかぶり直し、嬉うれしげにななみが立ち上がった瞬間である。

「おぉっと、そうは問屋が卸おろさないよ！」

　元気な声とともに、開けっ放しだった玄関扉の向こうから、もうひとりの知人が姿を見せた。

　背が高く、体格も良いい成人女性である。露ろ出しゆつが多く化け粧しようも濃こいめで、見るからに肉食系女子。鳥の羽う毛もうめいた麗うるわしい金きん髪ぱつ。とくに足がよく鍛えられていて、くっきりと筋肉が浮いているのが目で見て取れる。

　彼女の名前は雉き子じ谷たにキサラ。ななみと同じく、小こ太た郎ろうの取り巻き（？）である。

　浅あさ草くさ六ろつ区くのショーパブに勤める社会人で、生まれも育ちも浅あさ草くさ──生きつ粋すいの地元民だ。気きっ風ぷが良くて頼もしく、気は優しくて力持ち。小こ太た郎ろうとななみにとっては、みろくより姉らしく見える姉貴分だ。
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　夜のお仕事をしているので、午前中から昼にかけては寝ていることが多いのだが、目覚めてすぐに駆かけつけたらしい。

「キサラさん」

　ななみが親しい姉でも見るように呼びかけてから、小首を傾かしげる。

「何か汗あせかいてるね。朝からダンスのトレーニングをしていたの？」

　キサラの職業はポールダンサーだ。正直、小こ太た郎ろうは業務内容をいまいち理解していないのだが、不用意に触れた客は容赦なく回転ポールキックで迎げい撃げきするというので、それほどいかがわしくはないようだ。ちなみに店ではけっこうな人気者らしい。

　彼女は意外とお行ぎよう儀ぎ良よく靴を脱ぎながら、ななみと小こ太た郎ろうにそれぞれ片目を瞑つぶってご挨あい拶さつ。

「いや、珍しく午前中に目覚めちまって体調悪いんだよね。だから仕事の前に小こ太た郎ろうから元気をもらいたくってさぁ──今日はお姉さんのところに寄ってくって聞いてたから、顔だけ見にきたよん」

　語りながら、ちょっとだけ顔に困こん惑わくを浮かべる。

「それよりさ。行きがけにまた見かけたんだけど、あの眼鏡の子」

「あぁ、小こ太た郎ろうのストーカー……？」

　ななみが眉まゆをひそめて、不満げにぼやく。

「そういうのが出てくるのは、小こ太た郎ろうが魅み力りよく的てきすぎるから仕方ないけど。こそこそ付け回さずに、普通に声かけてくればいいのに。私、仲間として迎むかえ入いれる準備は万ばん端たん」

「常にななみちゃんが怖い顔で睨にらみをきかせてるから、近寄りがたいんじゃない？」

　きちんと靴を揃そろえてから、キサラが入室──と同時に小こ太た郎ろうに背後から抱きついた。

「ぎゅう～……。あぁ、やっぱり小こ太た郎ろうちゃんといちゃいちゃしないと一日が始まらないね」

「わかる。小こ太た郎ろうは、私たちの必ひつ須す栄養素」

　頭のおかしい会話が繰くり広ひろげられているが、いつものことなので小こ太た郎ろうはとくに突つっこまず、されるがまま普通に会話へ参加する。

「それよりさ。これからどっかお店にでも行って昼ごはんでも食べようか、って話になってたんだけど。仕事に遅ち刻こくしない範はん囲いで、キサラさんもご一緒する？」

「もちろん。ついでに行きがけにストーカーの子も引っかけていこうか。いつまでも近くをうろつかれると不気味だし。この際だから腹を割って話して、友達になっちゃおうよ」

　キサラが小こ太た郎ろうに抱きついたまま、思案げな顔になる。

「そういや、ここに来る途と中ちゆうで高級っぽい車が走っててさ……。このへん普段は車通りなんてあんまりないし、珍しくって気になったんだけど。その車内に、小こ太た郎ろうのお姉さんがいた気がするんだよ。いや曇くもり硝子ガラスになってて、ぼやけてたんだけどさ」

「あぁ……。小こ太た郎ろうのお姉さん、さっき怖いひとに誘ゆう拐かいされてた」

　ななみの物言いに犯はん罪ざい臭しゆうが漂うので、キサラが不思議そうに首を傾かしげる。

「……大だい丈じよう夫ぶなの？　あれだったら、アタシがお姉さんを救出してこようか？」

「あぁ、大丈夫大丈夫。あの爺じいちゃん、ぼくの知り合いだから。姉ちゃんが食うに困ってたようだから、仕事を紹介しただけ。まぁ、いきなり拉致するとは思わなかったけど」

　ちょっとだけ心配そうに、小こ太た郎ろうは遠い目をする。

「ぼくらが余計な気を回さなくても、姉ちゃんなら大丈夫だと思うよ。子供の頃から今までずっと、姉ちゃんはぼくにとって御お伽とぎ噺ばなしのヒーローだから。……たとえ無能の顕現者でも、ね」
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　同時刻。

　お気楽に今日のランチについて話し合っている弟とは対照的に、姉のみろくは明日の命も知れない、生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわに立っていた。

　否いな、座すわっていた。

　これから切腹するかのようなきちんとした正座で、声も出せずに震え上がっている。

　いきなり拉致されたので、身なりも中ちゆう途と半はん端ぱだ。祖母の形見の外がい套とうは辛かろうじて摑つかんだので、羽織っているが。

「…………」

　分厚い眼鏡のレンズ越ごしに、みろくは何気なく周囲を観察する。

　豪ごう華かというか成なり金きん趣しゆ味みな原色の壁かべ紙がみ。古風、あるいは中ちゆう華か風ふうの家具があまり広くない床や壁を埋うめており、圧あつ迫ぱく感かんがある。

　部屋の奥おくにはそれこそ極ごく道どう映えい画がかカンフー映画に登場する悪役のボスしか使わないようなデスクが鎮ちん座ざしており、その上には何故なぜか安っぽいケミカルな色しき彩さいの雑誌やチラシ、汚よごれと付ふ箋せんだらけの書類が山と積まれている。

　その山の向こうで、先ほどみろくを拉致した恐おそろしい老人がこちらに睨にらみをきかせている。彼の銜くわえた煙管キセルから、もくもくと有害物質が混じった煙けむりが溢あふれて漂っている。

　何だこの、昭和の映画の世界へタイムスリップする際に事故に遭ってよくわかんない感じになっちゃったような、ぐちゃぐちゃの異空間は。どういう目的で使われている、何のための部屋なのかもわからない。

　だから、これから自分がどんな酷ひどい目に遭うのかも想像できない。

　酷ひどい目には遭うのだろう。たぶん。それは確定な気がする。

　退たい廃はい的てきにごちゃついた空間は、江こう東とう区くあたりの産さん業ぎよう廃はい棄き物ぶつ処しよ理り施し設せつを想起させ、これから空あき缶かんのように潰される未来しか見えない。いや、そんな未来は見たくない。眼鏡を取り、みろくは両手で顔を覆おおう。

　啜すすり泣ないた。

　何でこんなことに……。

　自分が何をしたというのだろう……。

「めそめそすンじゃねェや」

　一服していた老人（そういえば、まだ名前も知らない）は苛いら立だったのか、口に銜くわえた煙管キセルを嚙かみしめ、嫌な音をさせつつ唸うなった。

　室内なのにド派手な外がい套とうをまとったまま、長い足をデスクの上に投げ出す。

　その衝しよう撃げきで、あきらかにピンクチラシとしか思えないものが蝶ちよう々ちよのように舞まった。

「鬱うつ陶とうしいなァ、おい。てめェ、ほンとにあの脳の捻子ネジが緩ゆるみっぱなしの軽けい薄はくなガキの姉貴か？　姉弟きようだいで陰と陽のバランス取ってンじゃねェぞ？　あぁ？」

「ご、ごめんなさい。許してください、命だけは勘かん弁べんしてください」

　凄すごまれただけで失禁しそうなぐらい怖く、みろくは平ひら謝あやまりする。

　何も悪いことはしていないのだが。怖いひとには逆らわず、黒いと言われれば白いものでも黒と言う。それがこの社会を生いき抜ぬくための処世術だ。

　そういうのが苦手だったからこそ、こうして干ひ物ものみたいになってるわけだが。

「てめェの命なんざ、もらっても使い道はありゃしねェよ。会話になンねェな──おい、何度も言うようだけどよ、そんなに怯おびえるンじゃねェぞ」

　老人は鬱陶しそうにかぶりを振ると、唇くちびるの隙間から紫煙を零こぼす。

　その煙が宙でぐにゃぐにゃと歪ゆがみ、平ひら目めや鯛たいのような海の生き物の形になった──ように見えた。錯さつ覚かくだろうか。みろくは目を擦こすり、外していた眼鏡をかける。

「おっ、いまのが見えたか？」

　老人は何な故ぜか嬉うれしそうに、サングラスの奥の双そう眸ぼうを細めた。

「なるほど。まったく何の役にも立たねェ穀ごく潰つぶしでもなさそうだなァ。てめェの名前は、桃もも瀬せみろく──だったか。……桃もも太た郎ろうなンだろ？」

「…………」

　常人には意味がわからないだろう、不可思議な問いかけ。

　けれど。みろくには、その言葉が理解できた。不本意なことに。

「いえ──」

　あまり触れたくない話題だったので、みろくは顔をしかめて答える。

「桃もも太た郎ろうは……いえ、桃もも太た郎ろうの顕現者は──弟の小こ太た郎ろうです。わたしは何だろう？　失敗作というか、出で来き損そこないというか、生まれてきてごめんなさいというか、何かそんな感じで」

　我ながら卑ひ屈くつな物言いだが、それなりの長い時間をかけて積み上げられた劣れつ等とう感かんはそう簡単に拭えない。自分の言葉に自分で傷つきながら、みろくは吐き捨てる。

「わたしは、桃から生まれなかった──御お伽とぎ噺ばなしの登場人物になれなかったみそっかすです」

　語りつつ、みろくは脳内で思考を巡めぐらせる。

　桃もも太た郎ろう。顕現者。あぁ、そっち方面の話なのか……と理解して。

　ならば尚なお更さら、自分が関わってもどうしようもない話だなと、諦あきらめながら。
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　この世には、不思議なものが存在する。

　化け物。妖精。心しん霊れい。宇宙人。天使。超ちよう能のう力りよく。その他もろもろの怪かい奇き現げん象しよう──コンビニで売られている安っぽいオカルト本の中でしか見かけない摩ま訶か不ふ思し議ぎな代物は実在している。そうとしか思えない奇き々き怪かい々かいなる存在や現象が。

　学校では教えてくれない、この世の常識では計り知れないことが──意外といっぱい。

　みろくには、それが見える。

　今どき霊れい感かん少しよう女じよかよ、何世代前の流行だよ、という心の声が聞こえてくるけど──見えてしまうのだから仕方がない。

　たとえば人気のない教室の片隅に。

　切れかけの街灯が照らす夜の道に。

　自宅の簞たん笥すと簞たん笥すの隙間のなかに。

　──何かが、いる。

　蠢うごめいている。

　みろくには、それが見える。

　見えるのが自分だけなら「時じ代だい遅おくれな思春期特有の症しよう状じようね」で片付けてしまったのだが……奇き妙みようなものが見えるのは自分だけではなかった。

　祖母にも見えていたのだ。

　というか、祖母の一族には、たまに「視みえる」者が生まれるらしい。

　お化けが見えるよ怖いよ怖いよと騒ぐ孫まご娘むすめに、生前の祖母は他の大人たちのように痛々しそうな顔をするだけではなく──様々な知恵を授さずけてくれた。

　生せい前ぜん分ぶん与よで、そういった怪かい異いを見えないようにする眼鏡や、身を守るための外がい套とうも遺のこしてくれた。

　怯おびえる孫娘に抱きつかれながら、祖母はいつも淡たん々たんと語っていた。

　曰いわく、みんなが知っている有名な昔話の大半は、実際に起きた出来事に基もとづいているらしい。桃もも太た郎ろう。金きん太た郎ろう。力ちから太た郎ろう。浦うら島しま太た郎ろう。猿さる蟹かに合かつ戦せんに鉢はちかづき、竹取物語かぐやひめ──。

　それらの昔話には、当たり前のように鬼や妖怪、怪奇現象が出現するから、この現代では子供向けの作り話、与太話としか思われていないのだが……。そうではないと、祖母は語った。

　御お伽とぎ噺ばなしは長い歴史の中で改変され、歪ゆがんでいるが、実話なのだと。だからこそ奇妙な現実感を帯びており、長く語かたり継つがれてきたのだと。理性では否定し馬鹿にしても、本能ではそれらの怪異の実在を認めてしまうのだと。

　祖母は幼かった孫娘に、今はまだ理解できないかもしれないけど──などと前置きをして、丁てい寧ねいに語ってくれた。

　神話の時代から、いいやそれ以前から──人間と人ならざる怪異との闘とう争そうは続いている。桃もも太た郎ろうが鬼退治をしたように。ヤマトタケルがまつろわぬものたちを討とう伐ばつしたように。しかし、理性と知性を重んじる現代人はそれらの怪異を否定し、歴史ごと葬ほうむろうとしている。

　神かみ代よの昔から続く、長い戦いの果てに（祖母は第二次世界大戦がどうとか言っていたが、みろくの当時の知識ではちんぷんかんぷんだった）、近代以降はやや人間側が優勢になっている。そのため、怪異は闇やみの中──幽かく世りよに身を潜ひそめ、滅多に姿を見せなくなった。

　だが、それらは滅ほろんだわけではない。

　だからこそ。怪異を認にん識しきして対処できる存在が必要なのだ。人類の未来のために、平和のために。

　みろくは、そんな特別な人間なのだという。

　怪異を見て、感じて、だからこそ対処もできる存在なのだと。

　当時は普通の女児だったみろくは、日曜の朝に放送されている魔ま法ほう少しよう女じよっぽいやつを連想し、「悪いやつらから世界を守る正義の味方なんだね」と言った記憶がある。

　祖母は何も応えず、どこか哀かなしそうに笑っていたが。
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　夷い狄てき。

　世界を脅おびやかす悪いものたち。

　怪異による怪奇現象は、水面下でそう呼ばれている。

　現在20歳のみろくは大学などで勉強を重ね、流ながれ込こんできた記憶の中にあったその言葉が幕末の攘じよう夷い論ろんで用いられていた単語だと知っている。海の外から国土を侵おかし、攻せめてくる外敵、という意味だ。

　大学の民俗学資料でその単語を見つけたときは驚いたが、どうして、怪異にそんな用語を当てはめているのか──由来は知らない。

　祖母は、すべてを説明する前に天てん寿じゆを全うしてしまったから。

　みろくの常識的な両親は、かつて怪あやしげな霊れい能のう力りよく者しやや占い師とも付き合いがあった祖母を犯罪者のように思っており、しょっちゅう大おお喧げん嘩かしていた。

　子供だったみろくも、近所に住んでいながら、祖母恋しさに会いに行く機会は限られていた。祖父に先立たれた最晩年はみろくの両親と同居したが、今度は嫁よめ姑しゆうとめの対立が激化し、吞のん気きにお喋しやべりするどころではなくなっていた。

　だから、祖母の教えを胸に刻みつつ、独自に勉強や修しゆ行ぎようをした。

　自分なりに。幼い、少女なりに。

　悪い夷い狄てきをやっつける、正義の味方になるんだからと。

　いつか、みろくがそれなりの年齢になったら──夷い狄てきを滅ぼすためのちからに目覚めるはず、とも祖母は言っていた。

　今は単に怪異が見えるだけだが、それに対たい抗こうできるようなちからが芽生えるはずだと。

　詳くわしい理り屈くつはわからないが、そういう仕組みになっているらしい。

　そんな夷い狄てきに対抗するための特別な存在を、顕現者と呼ぶ。

　それは御お伽とぎ噺ばなしに描かれた、怪異と遭そう遇ぐうし戦った英雄たちの魂たましいを受うけ継つぐ存在。偉い大だいなる人類の守護者たち、そのちからが顕現した特別な人々。

　恐るべき夷い狄てきに対する、唯一の希望。

　みろくは、桃もも太た郎ろうの顕現者なのだという。

　日本人なら誰でも知っている、童話の世界のスーパースターだ。どんぶらこどんぶらこと流れてきた桃から生まれ、平和のために悪あしき鬼どもをやっつけた英雄。

　そんな風に生前の祖母から告げられたみろくは、興奮していた。

　子供っぽい勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの物語に憧あこがれる、まだ青く未熟な少女だったから。

　だが、そんな幼い純情は──あっけなく崩くずれ去さった。

　中学２年生の頃だ。突とつ然ぜん、みろくの脳内に膨ぼう大だいな知識や記憶が溢あふれ返かえった。己おのれが桃もも太た郎ろうだという自覚、桃もも太た郎ろうとして生きた日々の思い出、対たい峙じした鬼の吐く息の匂いや殺したときの嫌な手て触ざわりまで。

　これか──と、みろくは感かん極きわまった。

　ついに目覚めたのだ。

　嬉うれしくって調子に乗って、みろくは我こそが桃もも太た郎ろうと主張し、周囲に触ふれ回まわった。当然、痛々しい中二病患かん者じやだと思われ、友達も離はなれ、腫はれ物ものに触れるように扱われたが──構わなかった。ずっと、この日を待ち望んでいたのだ。

　見たくもないのに視みえてしまう、忌いむべき存在──夷い狄てきに対抗するちからを得る日を。

　もう、夜道を恐れなくてもいい。

　自分は桃もも太た郎ろうなのだから。

　善を勧すすめ悪を懲こらしむ、正義の味方になったのだから。

　そう思って衝しよう動どうのままに、中学校からの帰り道──たまたま見かけた怪異、たぶん低級の、そんなに強くもなさそうな夷い狄てきに喧けん嘩かを売った。幼児のような小鬼に。

　剣けん道どう部ぶから拝借した竹刀しないを片手に、堂々と名乗りを上げて。

　──我こそ、日本一の桃もも太た郎ろう！　悪鬼よ、滅ぶべし！

　大喜びで意い気き揚よう々ようと、小鬼のように見えたその夷い狄てきに殴りかかって……。

　みろくは、あっさり返かえり討うちに遭った。

　こてんぱんにされた。
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　何度かそんなことを繰くり返かえし、変だな──と思った。

　繰り返し酷ひどい目に遭わされて、さすがに懲りてしまって。

　まだ修行や勉強が足りないのかな、なんて思いつつ、机に齧かじり付ついて図書館から借りた民話の本などを読よみ耽ふけるだけの暗い青春を過ごしていると……。

　事件が起きた。

　桃もも太た郎ろうを名乗り、夷い狄てきにちょっかいを出していたみろくが目め障ざわりだったのか、現在に至るまで理由は不明だが──化け物が急きゆう襲しゆうしてきたのだ。

　当時のみろくの自宅、高層マンションの玄関扉を容た易やすく蹴け破やぶって。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした、赤しやく銅どう色いろの肌はだを持つ大鬼が侵しん入にゆうしてきたのだ。

　手には金棒。おでこに雄お牛うしの角。わかりやすいぐらいの、鬼だった。

　みろくは、もう己の力量をだいぶ思い知っていたが──それでも自分は桃もも太た郎ろうだ、悪いやつから世界を守る正義の味方なのだと己に言い聞かせて、戦った。

　否いな、戦いにもならなかった。

　必死に金属バットで殴りかかったみろくは鬼に指先で小こ突づかれただけで吹ふっ飛とばされ、壁に頭をぶつけて昏こん倒とうした。やられるまで５秒もかからなかったと思う。

　そして、目覚めると──。

　鬼は、ばらばらの肉にく片へんと化し、みろくの周囲に撒まき散ちらされていた。

　一瞬、自分が顕現者としてのちからを無意識で発揮したのだと信じた。何か魔法みたいなのを使って、桃もも太た郎ろうとして鬼を退治したのだと。

　だが、そんな妄もう想そうは、すぐにかき消えた。

　泣き声が聞こえたのだ。

　飛び散った血肉──臓物の中で、膝を抱えている者がいた。

　当時、まだ小学生だった弟の小こ太た郎ろうである。

　幼くかわいい弟は、何がなんだかわからないまま歩み寄る姉に気づくと、涙でぐちゃぐちゃの顔で叫んだ。

　──ぼく、ひとを殺しちゃった！

　──お姉ちゃんを助けたくて！

　──このひとが、お姉ちゃんをいじめてたから！

　そう言うと、熟うれた桃のように耳まで真っ赤になり、言葉を正しく紡つむぐことすらできなくなってしまった。

　みろくは、混乱している小こ太た郎ろうのまとまらない話から、状況を推測した。

　まず、小学校から帰宅した小こ太た郎ろうは、鬼に殴なぐり飛とばされ気絶している姉を発見した。

　鬼は、華きや奢しやな姉の肉体を蹂じゆう躙りんすべく、金棒を高く掲げ、にじり寄っていた。

　それを見て、小こ太た郎ろうは激げつ昂こうした。小学生だ、己の感情を抑おさえられるはずもない。

　そのまま、たまたま手にしていたリコーダーで──小学校の音楽の授業で使うそれで、巨きよ軀くの鬼へ殴りかかった。

　すると、鬼は粉々になった。

　あっけなく、小こ太た郎ろうが鬼を退治したのだ。

　意味が──わからなかった。

　間もなく、鬼の臓物は幽かく世りよからの憑つき物ものを祓はらい落おとされたことで、依より代しろの錆さびた鉄てつ屑くずへ戻った。みろくの黒髪にべっとりと降りかかった血も蒸発し、霧む散さんした。

　その後、何度も同じような災さい厄やくに遭遇した。みろくが怪異に襲われるたびに、たまたま一緒にいた小こ太た郎ろうが姉を守ろうと奮ふん闘とうし、あっさり退治する。先述の鬼のように粉ふん砕さいしてしまうこともあったし、そうでなくても最低限──夷い狄てきを追おっ払ぱらってくれた。

　いともたやすく。道みち端ばたの蟻ありを踏ふみ潰つぶすくらい、簡単なことのように。

　そのたびに、小こ太た郎ろうは褒ほめてもらいたがった。

　──どう？　すごいでしょ！

　──お姉ちゃんを守れて良かった！

　──大好きなお姉ちゃんを！

　……そのたびに、みろくのなかの何か純じゆん粋すいなものが擦すり切きれていった。それでも高校３年生──17歳までは、自分にも相応のちからがあるのではないかと思っていたのだけども。

　高校を卒業し、大学に進み──自分探しのように民俗学などを学んだ。大胆すぎる仮説と会費の滞たい納のうにより、学会から追放された異い端たんの考古学者の資料まで漁あさり、実際に取材へ行ったりもして。

　みろくは、察した。

　顕現者の記憶と結びつけ、推論を構築した。

　自分は、確かに顕現者なのだろう。この世を侵す怪異──夷い狄てきに対抗しうる、人類の希望。その一族の子として生まれたことは事実らしい。

　だが、みろくに芽生えたのは顕現者のちからの残のこり滓かす──ごく一部だった。

　具体的には、偉大なる桃もも太た郎ろうの『記憶』のみ──のようだ。

　英雄としての権能は、鬼を退治するちからは、みろくではなく弟の小こ太た郎ろうに受け継がれたらしい。実際、小こ太た郎ろうも一族の子だ。そちらに顕現者としてのちからが芽生えるのも不思議ではない。

　桃もも太た郎ろうは、男だ。

　女の子の桃もも太た郎ろうなんて、すくなくとも一いつ般ぱん的てきな童話では有り得ない。

　男の子である小こ太た郎ろうが顕現者となるほうが、むしろ当然のようにも思える。

　でも。だったら、どうして中ちゆう途と半はん端ぱに記憶だけが姉のみろくに顕現したのか。その点は不思議だったが──追究する方法はなかった。

　肝かん心じんなことは、ただひとつ。

　みろくは、できそこないの無能な顕現者でしかなかった──ということだ。

　御お伽とぎ噺ばなしの登場人物のような英雄には、なれないということだった。





■　■　■






「ふむ──」

　老人は煙管キセルから灰を落としつつ、老犬のごとく唸うなった。

「オレの手元にある御お伽とぎ機き関かん──もとい、デイリーコルチャックの資料によると、だ」

　眼前にある書類の山から薄っぺらい紙切れを取り出して、老眼なのか、微び妙みように顔からそれを離したまま眺めている。

「てめェは桃太郎の顕現者として生まれ、本来なら将来を嘱しよく望ぼうされるはずだったが……。顕現者としての権能はまるで発現せず、己おのが使命を悟さとることもなく、半ばお払はらい箱ばこになってるって感じか。勝手に期待されて勝手に失望されンのは辛つれェよなァ、お察しするぜ」

　そうではない。

　確かに最初は、期待があった。

　だから調子に乗って、将来は日本一の桃もも太た郎ろうになるのだと思おもい込こみ、自じ慢まんして、自分なりに特訓もしていた。子供向けの御お伽とぎ噺ばなしから記き紀き神しん話わ、その他もろもろの資料も読みまくり猛もう勉べん強きようして、いろいろと空想しては、期待に胸を膨ふくらませていた。

　だが、みろくは桃もも太た郎ろうにはなれなかった。

　辛かろうじて『記憶』だけは宿ったが、怪異に対抗する桃もも太た郎ろうの権能──神じん通ずう力りきは弟の小こ太た郎ろうのほうに顕現した。要するに、桃もも太た郎ろうとして覚かく醒せいしたのは、小こ太た郎ろうだったのだ──。

　そして、みろくは存在理由を失ってしまった。

　勘違いして盛り上がって、ずっと自分が顕現者になるのだと思い込んできたけど。すべてが過あやまちだった。悔くやんでも悔やみきれない。

　その事実を悟った瞬間、みろくの中の無邪気な部分がぽっきりと折れた。

　折れてひん曲がり、腐りながら、今もこうして生ける屍しかばねのように現うつし世よに留とどまっている。いてもいなくても、どうでもいいのに──生いき恥はじを晒さらしている。

　桃もも太た郎ろうになれなかった、哀あわれな勘違い女。

　それが桃もも瀬せみろくで、それ以外の何者でもない。生きている価値もない。

　それなのに。

「だが、てめェには知識がある。顕現者がどうしようもなく忘れちまう視点、普通の人間の視点で怪異を見ることができる」

　老人は手にしていた書類を丸めて屑くず箱ばこへ放ると、足をデスクから下ろし、改めてみろくへ向き直る。サングラスでは隠せない鋭い眼光が、こちらを射い貫ぬいている。

「ガキの時分、真面目にお勉強したからなのかねェ？　それとも、一族の子としてお情け程度の才能はあったのか──夷い狄てき、この世ならざるものは視みえる」

「それはまぁ、仰おつしやるとおりですけど」

　みろくは老人が何を言いたいのかわからず、戸惑いながらも相あい槌づちを打つ。

　怪異が現うつし世よへ顕現する際には、何らかの物質──依より代しろに取とり憑つく必要がある。それは勉強や経験や『記憶』の断辺から導き出した、みろくの推論だ。

　人間に憑ついた場合は顕現者、無機物や霊格の低い動植物などに憑ついた場合は夷い狄てきとなる。もっとも、例外は無数にあり、幽かく世りよから現うつし世よへの悪意を持ったまま依より代しろ無しで受肉して紛まぎれ込こむ上じよう級きゆう夷い狄てきなんてのもいるようなのだが──おおざっぱな括くくりではそんな感じだ。

　なので、顕現者と夷い狄てきには、明確な区別はほとんどない。人間の側かそうでないかという違ちがいだけで、本質的には等しく怪異なのだ。物語のように、善玉と悪玉としてきっちり差を設けられてはいない。

　それらは通常、一いつ般ぱん人じんには認識できない。

　もちろん、憑つかれた人間や物質は目に見えるのだが、怪異が現うつし世よへ干かん渉しようすることで生じる超常現象はほとんど知覚できない。たとえば、顕現者が霊れい的てきなちからを放って誰かを殺しても、普通のひとには『何な故ぜかわからないが、死んだ』ようにしか思えない。

　だが、みろくには、霊的なちから──神通力の流れが目で見える。

　不可思議な現象が生じても、それを知覚した上で理解できる。

　警察も普通の人間なので、呪いで人が死ぬなんて想像すらしない。だから、夷い狄てき絡がらみの事件は捜そう査さできないし、何かの間ま違ちがいで逮たい捕ほできても犯人を裁くことはできない。罰ばつも与えられない。

　みろくは違う。そこで何が起きているのか理解し、怪奇現象、超常現象にも対処可能な調査官になれるかも知れない。

　もちろん、みろくは知覚できるだけだ。普通の顕現者や、低級な夷い狄てきと比べてすら弱すぎる。万が一、それらに敵意を向けられ喧けん嘩かになっても太た刀ち打うちできない。

　けれど。

　それは己に誇ほこれるものが何もないみろくにとって、ほぼ唯一の、一般人に比べて優すぐれている部分……。否いな、異なっている部分だ。

　誰にでもできることじゃないことをすれば、それが飯の種になることもある。

　──そういうことなのだろうか？

　そういえば、この老人はみろくに仕事を紹介してくれるという話だったが。

「理解力は悪くねェようだな。善ぜん哉ざい善ぜん哉ざい、助かるぜェ……。こちとら底そこ抜ぬけ馬ば鹿かの相手をしている余よ裕ゆうはねぇンだ。見ての通り、老い先短い爺だかンな」

　何が面白かったのか、老人はちょっと心配になるぐらいの大声で笑った。噓うそくさいほど大おお仰ぎように両手を叩たたきながら。

「……ともあれまぁ、そういうことだ。桃もも瀬せみろく、てめェをうちで雇やとってやる。食くい扶ぶ持ちに困ってンだろ？　渡わたりに船だよなァ？」

　いや、竜りゆう宮ぐう城じように亀か……とかなんとか言って、老人はまたげらげらと笑う。

　大丈夫か。このお爺じいちゃん、ボケちゃってるんじゃないのか。

「えっと」

　胡う乱ろんになりながらも、みろくは足が痺しびれてきたので正座を崩して立ち上がる。

「正直、あんまり顕現者とか夷い狄てきとか──御お伽とぎ噺ばなしっぽいことにはもう関わりたくないんですけど。働かないとマジで飢え死にしそうなので、お仕事をくれるなら有あり難がたいです」

　でも、と念のため言いい添そえる。

「わたし、ちゃんとした顕現者ではないので……。単に怪異が視みえるだけなので、ゴーストバスターズみたいなのをやらされても困りますよ。死にますよ、あっさりと」

「あぁン？　安心しろや。てめェみたいな骨と皮と眼鏡だけのモヤシっ子にドンパチさせるほど、オレは馬鹿じゃねェよ。つうか、てめェ何か勘違いしてねェか？」

　老人は片かた眉まゆだけ上げる嫌いやみっぽい表情を作ると、何かを放り投げてきた。

　みろくは慌てて投げつけられたものを受け取り、見るともなく見る。

　それは雑誌だった。

「今はウェブ主体で印刷はしてねぇンだがな、出資者を騙だます……もとい、募つのるときは現物があったほうが良いいからな。よりぬき傑けつ作さく選せんを刷ってンだよ」

　受け取った雑誌の表紙には『デイリーコルチャックジャパン』と記されていた。大学の図書館で海外のオカルト関連資料を漁あさっていた頃、シカゴの名物新聞記者が独立創業したという触ふれ込こみの怪しげなネットニュースサイトを見たけど、あれに日本版なんてあったのか。

「わかるか？」

　老人は悪いた戯ずら小こ僧ぞうじみて笑いながら、語り続ける。

「つまり、うちは堅かた気ぎの新聞社……でもねェな。ちっぽけなネットニュースサイトを運営しているンだよ。てめェの仕事は、そいつに載のせる記事の執筆だ」

　──なるほど、新聞記者か。

　拉致されたときは、てっきり鉄砲玉やお風ふ呂ろでぬるぬるする仕事だとばかり思っていたので、みろくはものすごく安あん堵どした。拍ひよう子し抜ぬけし、思わずその場にへたり込みそうになったぐらいだ。

　けれど。

「ね、ネットニュース？　わたしが記事を書くんですか……？　そんな経験ないんですけど！」

　それっぽい文章など、大学時代にレポートを作成した程度で、人様に読ませるような技術も経験もない。なのに、いきなり新聞記事を任せられるなんて、すごく困る。

「ま、しばらくは様子見って感じだけどな。よっぽど文才がねぇンなら、資料整理とかお茶汲みとか風ふ呂ろに沈めるとか、できそうなことを考えるが」

　うわ。やっぱり風ふ呂ろに沈められるのか……。

「まぁ、どうせ暇ひまだろ──うちもここンとこの株価乱高下で本業の財政が火の車でな。ちゃンとしたバイトを雇う余裕はねえンだよ、手伝ってくれると助かる……」

　老人は殊しゆ勝しように見える態度で、軽く頭を下げて言った。

「わ、わかりました……。わたしで良ければ、お手伝いします」

　その態度に絆ほだされたみろくは、安易に頷うなずいてしまった。

「そうかそうか。そいつは良かったぜェ、てめェがお利口さンでなァ」

　一転──口くち裂さけ女おんなのように口角を上げて笑った老人は、再び足をデスクの上へ投げ出した。

「それじゃ、今後ともよろしくな……馬ば鹿か弟で子しのみろくちゃン。せっかく生まれてきたンだ、死ぬなら死ぬで多少は他ひ人と様さまの役に立ってから死ねや」





■　■　■






　小一時間後。

　みろくは何の因果か、弟の小こ太た郎ろうと一緒に食事をしていた。

　師し匠しよう（老人は何な故ぜか自分をそう呼ばせたがった。とりあえず雇やとい主ぬしなので従っておく）に仕事を任され、渡された資料を読よみ込こもうと、師匠の事務所──浅あさ草くさ雷かみなり門もんの裏手（浅あさ草くさ一丁目）の雑居ビルから、千せん束ぞく四丁目の自宅へ徒歩で帰る途中、目ざとい小こ太た郎ろうに見つかったのである。橋はし場ばの実家を通らないよう、遠回りしたのに。

　今朝、やきめしを食べさせてもらったけど、栄養が足りてない感じだったし、ランチも奢おごってくれるというのでお言葉に甘えて……。ずるずると、順調に弟のヒモになりつつある気がして嫌だが。

　なお、あまりにみすぼらしい身なりを見かねた師匠から、数着の服や靴も渡された。「なんで師匠が女物を……も、もしかして、女装趣味とか……」と呟つぶやいてステッキで小突かれたが、階下にいた美人秘書さん（少し困ったような口調が色っぽい三み十そ路じ妻づま）のお古だったので、有あり難がたく受け取り、そのまま着ている。

「──一いつ寸すん法ぼう師し？」

　ともあれ。浅あさ草くさ六ろつ区くの知る人ぞ知る名店たる鰻うなぎ屋やにて、みろくが絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆを己の糧かてにする背徳感とともに蒲かば焼やきを嚙かみしめていると、勝手に資料を読んでいた弟が愉快そうに笑った。

「姉ちゃん、昔からそういう御お伽とぎ噺ばなしっぽいこと好きだよねぇ？」

「好きじゃないよ大っ嫌いだよ、仕事じゃなければ関わりたくないよ……。でも仕方ないじゃん、大人は大変なんだよ」

　栗り鼠すみたいに口いっぱいに詰めたごはんを吞のんでから、みろくは吐き捨てた。

「師匠が作ってるウェブ雑誌みたいなの──デイリーナントカっていうの、そういう都市伝説っぽい話をよく記事にして載せてるんだって」

「師匠？　あぁ、耳毛の爺じいちゃんのこと？」

　耳毛？

　言われてみれば、確かに師匠──あの偏へん屈くつな老人はやけに立派な耳をしていて、そこから獣けものみたいにふさふさの毛が溢あふれていた気がする。怖くてあんまり直視しなかったので、微妙に曖あい昧まいだが。

　敬うべき高こう齢れい者しやを相手に耳毛呼ばわりはどうかと思ったが、突っこむ元気もなく、それより気になることがあったので──みろくは弟を問とい詰つめる。

「アンタ、あのおじいちゃんとどういう関係？」

「どういう関係って……。安心して、ぼくは姉ちゃん一筋だから」

　綺き麗れいな顔とうっとりするような甘い声で頭のおかしいことを囁ささやかれたので、みろくは無視した。弟のこういう言動にいちいち付き合っていたら日が暮れる。

　例によって弟と一緒に取り巻き女子がいて、会話にじっと耳をそばだてているので、何となく居たたまれない気分になるし。

「きっひひ、相変わらずお熱いねぇ──」

　怪かい鳥ちようのごとく笑いながら、今朝は姿を見なかった小こ太た郎ろうの取り巻きそのに──雉き子じ谷たにキサラが、豪快に鰻うな丼どんと肝きも焼やきとビールを貪りながら顔を寄せてきた。

　ちなみにこの場には桃もも瀬せ姉弟きようだいの他にキサラと取り巻きそのいち・猿さる喰はみななみがおり、テーブル席で小こ太た郎ろうの真横をがっちり固めている。みろく一人がそんな三人と相対する偏かたよった形だ。古風な鰻うなぎ屋やさんでキャバクラみたいな空気を醸かもし出だすな。

「あぁんもう妬やけちゃう！　ななみちゃん、おねぇさんの持て余した身体からだの火ほ照てりを鎮しずめて！　めちゃくちゃにして！」

「キサラさん、ごはんつぶ飛んできてウザい」

　嫌そうに眉をひそめて、相変わらず無表情のななみがぼやいた。

「私は二番手でもいい。お姉さんの次でもいい。法律的にはお姉さんと小こ太た郎ろうは結婚できないから、実質、それで私が世間的には小こ太た郎ろうの正妻になる」

　こっちはこっちで正気度の低いことを言っているななみと、「なるほど！　ななみちゃん賢かしこいっ、でも正妻の座はアタシがもらうけどね！」とか言って馬鹿笑いしているキサラ──変態は変態を呼ぶのか、常に小こ太た郎ろうの周りにはこういう奇人が群れている。

　常識人は自分だけだ……と思いつつ、みろくは食べ終えたうな重をテーブルに置く。

「それよりさぁ、小こ太た郎ろうちゃん──」

　どこまでが冗じよう談だんかわからぬキサラは、変わらぬハイテンションのまま語る。

「いまさ、一いつ寸すん法ぼう師しって言った？」

「うん？　うん……何かさぁ、姉ちゃんがそれについて調べてるんだって」

　左右から美女と美少女にまとわりつかれつつ、慣れた風ふ情ぜいで態度を変えず、お茶を飲んでいる小こ太た郎ろうが微ほほ笑えんだ。

「それがどうかしたの、キサラさん？」

「ん。ちょっと聞き覚えがあってさー。アタシは仕し事ごと柄がら、街の噂うわさ話ばなしとかよく耳に入ってくるんだよ。女の子はオカルト話が大好き～みたいな誤解が広がってるのか、きゃあきゃあ悲鳴を上げられたいのか、怪かい談だん話ばなしをしたがるお客さんが多くてねー」

「キサラさんのお仕事、大変そうだよね。私には絶対、無理」

「ななみちゃんなら稼かせげると思うんだけどなぁ──むしろ天然で同じようなことやってるんだし、お金もらわないぶん損してる気ぃするよ？」

「……そういうの飽あきたし」

　ななみの独り言っぽい台詞せりふにも律りち儀ぎに反応しつつ、キサラが話を戻す。

「それってアレでしょ、近ごろ噂うわさのやつ……。何かとくに浅あさ草くさ付近で、小人だか妖精さんだか、ちっさいオッサンだかが頻ひん繁ぱんに目もく撃げきされるっていう。そういうのをひとくくりにして、ネットとかでは一いつ寸すん法ぼう師しって呼ばれてる……んだっけ？」

「あぁ、定期的にそういう噂うわさが流れるよね──うちの学校でも同クラの女子が騒いでた。目の錯覚だと思うんだけどな、私は」

　ひつまぶしに出だ汁しを注ぎつつ、ななみがアンニュイな溜ため息いきを漏らす。

「そうでなきゃ、夷い狄てき。でも、それなら普通のひとには見えないはずだし」





■　■　■






「…………」

　取り巻きふたりの会話を聞いていたみろくは、胸にじんわりとした痛みを覚える。

　ちゃんと確かめたことはないが、彼女たち──猿さる喰はみななみと雉き子じ谷たにキサラは顕現者だ。ふたりとも別に隠している様子はなく、平然と顕現者特有の用語を理解して使っていたから、すぐにそれと知れた。

　それぞれ、桃もも太た郎ろうの仲間である『猿』と『雉きじ』に相当するらしい。

　ならば、『犬』がいないと収まりが悪い気もするが……。童話の流れに忠実に、『桃もも太た郎ろう』の小こ太た郎ろうへ猿と雉きじが懐なついている構図はみろくを微妙な気持ちにさせる。やはり自分は桃もも太た郎ろうではなく、それは弟の小こ太た郎ろうなのだと──。

　常に思い知らされるようで、心が荒すさんでいく。

　だから、みろくは小こ太た郎ろうの取り巻きふたりもちょっと苦手だ。多少、癖くせが強いが、喋しやべれば気の良いい善人だと理解はできるけど──もやもやした気分が消えない。

　かわいい弟が他の女に取られて寂さびしい、とかではない。嫉しつ妬となどではない。断じて。

「えっと。雉き子じ谷たにさん、だっけ」

　みろくは深呼吸し、平静を取とり繕つくろうと、大人ぶった澄すまし顔がおで訊きいた。

「何か心当たりがあるなら、お話を聞かせてほしいな。わたし、その一いつ寸すん法ぼう師しとやらについて調べて記事を書くのが仕事だから」

　それが、師匠から与えられた職務である。

　働かざるもの食うべからず。記き事じ執しつ筆ぴつの経験などないから不安だが、根が真面目なみろくは最善を尽つくそうと思ってはいる。師匠に逆らうと後が怖そうだし。

「きっひひ、『雉き子じ谷たにさん』じゃなくて、『キサラちゃん』でい～ですよ☆」

　ばっちり横ピースしながら言われたが、みろくは反応に困る。キサラは聞いた話、みろくよりも年上だし（25歳だという）──『ちゃん』付けで呼ぶのもどうかと思う。

　そんなようなことを曖昧に言うと、キサラはまた「きっひひ♪」と笑った。

「お姉さん、まだ20歳ぐらいだっけ？　でも将来、アタシと小こ太た郎ろうちゃんが結婚したらほんとに『お姉さん』になるわけだし──妹あつかいしてくれて、いっすよ♪」

　いっすよと言われても、何もよくないし、こんなプチ熟女＆玄くろ人うと感かんを漂わせる妹は嫌だし、そもそも話が逸それている。

「そうじゃなくてね。えっと、キサラ……さん」

「あぁ、一いつ寸すん法ぼう師しについて知りたいんだよね。でもさぁ、アタシも詳しくないっつうか──最近、浅あさ草くさでちっちゃい人間をよく見かけるって風の噂うわさで聞いたぐらい。それ以外のことはあんま知らないけど」

　ちっちゃい人間……高校時代にうっかり遭遇した最悪最低の夷い狄てきだったら、すごく嫌である。あれは17歳専門の変態鬼だったから、今年狙ねらわれるのはななみだけだけど。

「──キサラさん、しっ！」

　不意に、ななみがキサラの声を半ば遮って声を上げた。

　そのまま彼女は学帽に手を添えて、鰻うなぎ屋やさんの出入り口付近に厳しい視線を向ける。どうしたんだろう急に。敵の来らい襲しゆうを察知した野生動物みたいな反応だけど。

「ど、どしたの？」

　目を丸くしたキサラが、大きく胸むな元もとを強調するように身を乗り出す。

「あぁ──何か気配がするね、ごはんに夢中で気づかなかった」

　彼女もまた顕現者なので、常人より感覚は鋭えい敏びんなのだろう。特に夷い狄てきへの感度が高いようだ。

「噂うわさをすれば何とやらで、一いつ寸すん法ぼう師しが出たかな。いや……たぶん違うよねこれ、変なバイブ……いや、モーター音が聞こえるし。機械？　ドローンとかかな？」

「ちょっと見てくる」

「ん～ん、雉きじのほうが速いからアタシが行く。腹ごなしの運動、したかったし」

　ななみが腰を浮かせかけたのを制して、キサラが機き敏びんに動いた。米こめ粒つぶも残さず食べ終えた丼どんぶりをテーブルに置くと、座ったままの姿勢から真上に跳ちよう躍やく──。

　鳥が飛び立つみたいに、一回転の一足飛びでみろくの背後──鰻うなぎ屋やの玄関扉へ。

　みろくには、ほとんど視し認にんできないほどの速度だった。

　瞬間移動したようにしか思えなかった。

　これが顕現者……。夷い狄てきを討うち滅ほろぼす、人類の希望。英雄。

　感覚も身体能力も何もかも、みろくとは違いすぎる。

「危ないことはしないでね、キサラさ～ん？」

　小こ太た郎ろうは驚きもせず平然と、吞のん気きにキサラに声をかけている。キサラも「うん、わかってる！　愛してるよぉ小こ太た郎ろうちゃん！」と微妙に嚙かみ合あってない返事をして片目を瞑つぶっていた。

　そのまま、彼女はやはり目にも留まらぬ動きで青空の下へ飛び出して行く。

　──そんなに素す早ばやく動かれたら、視みえるひとでも見えないよ。

　置いてきぼりにされたような気持ちを抱き、みろくはそんな奇人たちを眺めているしかなかった。





■　■　■






　数秒後。

「ほにゃああああああ!?」

　素っ頓狂な声を上げながら、鰻うなぎ屋やさんの出入り口を突つき破やぶらんばかりの勢いで誰かが飛び込んできた。

　小こ柄がらな、愛らしい美少女だった。

　やや褐かつ色しよくがかった黒髪を頭の左右で結ゆわえている。顔立ちは素そ朴ぼくだが、双そう眸ぼうは少女漫画的に大きく潤うるんでいるが焦しよう点てんが曖昧で、妙みように蠱こ惑わく的てきだ。その印象的な両眼を隠すように眼鏡をかけていて、制服姿なのも相あい俟まって優等生っぽく見える。

　が、制服があちこち着崩れていて、眩まぶしいほどの白い肌が覗のぞいていて──変に隙がある。鞄かばんや小物は子供っぽくメルヘンちっくだが、何な故ぜかアダルトグッズめいた革チ製ヨのー首カ輪ーを装着している。

　幼さと大人びた雰ふん囲い気きを併あわせ持もちながら、女王様然としているななみとは正反対というか、妙に嗜し虐ぎやく心しんをくすぐられる不思議な見み栄ばえの少女だった。

　彼女は転がるように店の床へ土下座すると、何な故ぜかそのままものすごい速度でにじり寄ってくる。ゴキブリ走法か。おおきな双そう眸ぼうの端はしっこから、宝石みたいな涙が零こぼれている。

「小こ太た郎ろうさま小こ太た郎ろうさま！　里り菜なの運命の王子さま！　助けてください大ピンチなのです今こそ物語の扉が開くのですっ、里り菜なと小こ太た郎ろうさまの愛の逃とう避ひ行こうがぁあああ!?」

「……小こ太た郎ろう、知り合い？」

　意味不明な発言をしつつ迫ってくる少女にドン引きしたみろくが、仰のけ反ぞりながら弟に問うた。

　それに小こ太た郎ろうが答える前に、嫌けん悪お感かんを剝むき出だしにしたななみが罵ののしった。

「……やっぱり。こいつ、たまに見かけた小こ太た郎ろうのストーカーだ」

「ひいい!?　ちがうんです怪しい者ではないんですっ、ただ里り菜なは好きすぎるだけなんです小こ太た郎ろうさまが！　たぶんエササニ星のバシャールあたりの高次元存在に匹ひつ敵てきする現あら人ひと神がみの小こ太た郎ろうさまから運命を受信しちゃったんです！　だからつまり里り菜なと小こ太た郎ろうさまが離れていることがそもそも変であり運命に反することですから、里り菜なの行こう為いは犯罪じゃなくて世界の命運を守る英雄的行動であって──んぎゃああああああ!?」
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　やはり理解不能なことを叫ぶ少女──里り菜なという名前なのだろうか、彼女を追って戻ってきたキサラが問答無用で背中を豪快に蹴り飛ばした。

　容赦のない、サッカーボールキックだった。

　里り菜なは小石のように蹴り飛ばされ、驚くべきことに天てん井じようまで上じよう昇しようして跳はね返かえって落下した。全身を強したたかにぶつけて、「ぎゃふん！」とか悲鳴を上げていた。

　そして、くるくると目を回してしまう。

「ったくもぉ、逃にげ足あしの速い」

　股こ関かん節せつが柔じゆう軟なんなのか、キサラは蹴り足をそのまま自らの両手で抱え、器用に片足立ちをしたままぼやく。その足元に、こちらもいつの間に動いていたのか──ななみがしゃがみこみ、失神した里り菜なの後頭部を無造作に摑つかんで引き上げる。

「ねぇ」

　目と口と鼻から無む駄だに体液を流している里り菜なに、ななみは凄すごんだ。

「起きて。なんなのあんた。存在自体が惨みじめすぎて意味わかんない。可か哀わい想そうに絶滅寸前な鰻うなぎに代わるソイレント・グリーンな新しい食材としてこの店へ納入して、美お味いしい蒲かば焼やきにしてもらおうか？」

「──ふひぃ!?」

　怖いことを囁ささやかれて生存本能が励れい起きしたのか、里り菜なが豚ぶたのような悲鳴を上げて目覚めた。

　大きな双そう眸ぼうの中、ぐるぐる回転する瞳ひとみが右に左にピンボールみたいに動いている。

「ななな何なんですか急にあなたたちはっ、里り菜なの恋こい路じを邪魔するんですか？　小こ太た郎ろうさま！　助けて小こ太た郎ろうさまっ！　里り菜ながお姉さまがたに意地悪されて嗜し虐ぎやく的てきな拷ごう問もんで嬲なぶられて、手足も切断されて代わりに車輪を装着して人間かぼちゃの馬車にされたシンデレラになっちゃいますぅうう！」

　どんなシンデレラだ。

「んっと。あんまり暴れないでね～……お店や、他のお客さんに迷めい惑わくだから」

　話題の中心にいるのに、今の今までのんびり食事を続けていた小こ太た郎ろうが（こいつも大たい概がいだと思う）、場ば違ちがいなぐらい無邪気な笑顔で里り菜なに告げる。

「えっと。君、どこかで会ったっけ？　見覚えがあるような気はするんだけど……？」

「はい！　お会いしましたっ、前世で！　何度も何度も巡めぐり会あってきましたぁああ！」

　蹴られた拍ひよう子しに吹っ飛んだ眼鏡を探しているのか、里り菜なはあちこち床をまさぐりながら、髪の房ふさをぴょこぴょこ揺らして嬉うれしそうに返事している。

　その口からは、よだれが垂れている。

　何か餌えさを待ってる犬みたいだな、とみろくは思った。

　犬。犬か……。そういえば猿と雉きじはいるのに、まだ犬がいなかった。

　もしかして。

「現世でも、いちどお会いしたことがありますですぅ！　覚えてらっしゃいますか？　里り菜なは里り菜なですっ、小こ犬いぬ丸まる里り菜なと申しますぅうう！」

　小こ犬いぬ丸まる。やはり、犬か。

　単なる苗みよう字じでしかないが、『猿』のななみも『雉きじ』のキサラも狙ったかのようにそれぞれの元ネタの名前が入っている。それこそ、運命みたいに。みろくと小こ太た郎ろうも『桃もも』瀬せだし。

　夷い狄てきや顕現者にまつわる出来事では、そういう物語みたいなことも珍しくはない。

　ついに桃もも太た郎ろうのお供が、勢せい揃ぞろいしたということか。

　一気に騒そう々ぞうしくなった店内で、みろくだけはその場から動けず──それこそ遠い世界の物語でも眺めるみたいに、そんなよしなしごとを考えていた。





■　■　■






　小一時間後。

　みろくは師匠から渡された資料の確かく認にんを終えていた。

　ていうか、奇妙な小人──一いつ寸すん法ぼう師しにまつわるネット上の噂うわさ話ばなしを適当にまとめた代物で、Ａ４用紙で数枚ほどの分量だから、読むだけなら数分も必要なかった。

　それでも上から下まで通しで何度も読み返し、気になる単語は資料と一緒に渡された使い捨てフリーＳＩＭスマホで調べつつ、気になることをこれも貸たい与よされたメモ帳に記していく。

　わりと真面目に、与えられた仕事をこなそうとしていたのだ。

　ただ、出先ではこれ以上のことはできそうもない。半ば誘拐されて放り出されたみろくは着の身着のままで財さい布ふすらないのだ。最低限の機材だけじゃなくて、経費も出してよ。

　師匠から与えられたもので何となく格好つけて仕事してるふりはしていたが、まずはいったん自宅に戻っていろいろ準備するべきだとようやく気づいた。

　幸か不幸か、師匠からは期日のようなものは言いい渡わたされてはいないし。たぶん、みろくを正式に雇うかどうか判断するためのお試ためし的てきな案件なのだろう。気長に調べればいい。ていうか、早く気づけ。

「小こ太た郎ろう──」

　場所は変わらず、たっぷり暴れたわりに追い出されなかった鰻うなぎ屋やさん（キサラが地元の人気者で、ショーパブの客も大量に回していたから、店主にお目こぼししてもらえたようだ）。

「姉ちゃん仕事に戻るから、一いつ寸すん法ぼう師しについて何か新しい事実が判明したら連れん絡らくして。これ電話番号ね。鰻うなぎ、ごちそうさま」

　言いながら、使い捨てスマホの電話番号を記したメモを紙飛行機にして小こ太た郎ろうに投げる。

「りょ～かい♪　ぼくと姉ちゃんの愛のホットラインだね！　今夜は寝かさないよっ♥」

「用もなく電話かけてきたら、全部録音してストーカー規制法の餌え食じきになってもらうからね！」

「うわあ。冗談だよー。お仕事がんばってね、姉ちゃん！」

　紙飛行機を無駄に優雅に受け取り、小こ太た郎ろうがばっちりウインクしてくる。

「ぼくはいつでも、姉ちゃんの味方だからね！　愛してるよ～♪」

　更に投げキスで追つい撃げきしてくる鬱陶しい弟の周りには、ななみ、キサラに加え、さっきの闖ちん入にゆう者しや──小こ犬いぬ丸まる里り菜なもいた。

　彼女はちゃっかり鰻うなぎを奢おごられ、先せん輩ぱい取り巻きコンビからあれこれ詰きつ問もんされているうちに意気投合してしまったらしい。ちょっと目を離して調べ物をしている間に、あっさり仲良く団だん欒らんの輪に加わっている。

「だからですね、小こ太た郎ろうさまは里り菜なの運命のひとなんですぅ！」

　里り菜なはくねくねと身み悶もだえしながら、嬉うれしそうに取り巻きコンビと一緒に小こ太た郎ろうへの愛を叫んでいた。

「あれは忘れもしない半年前の雨の日！　ちょっとした事情があってダンボール箱に詰めこまれていた里り菜なを見つけてお優しい小こ太た郎ろうさまが声をかけてくださったのです、『何してるの？　何の遊び？』って！　あぁ、あのときハイレゾ対応の録音機材を持ち歩いていなかったのが悔やまれます！」

「どんな事情でダンボール箱に」

「特とく殊しゆなプレイ？　そういうの好きそうだよね里り菜なちゃん、首輪つけてるし？」

　ななみとキサラの相あい槌づちを聞いているのかいないのか、里り菜なが恍こう惚こつとした表情でねっとりと笑う。

「んもう、ちょっとお静かに先輩がた！　そこから先が重要なんですぅ！　小こ太た郎ろうさまはお返事に困ってもじもじする挙きよ動どう不ふ審しんな里り菜なに、何も訊きかず優しく傘かさを差し伸べてくれました！　そして、『良かったら使って』とか言って雨のなかを駆け去って行きました！　あの後ろ姿……！　里り菜なは、里り菜なは一生忘れません！」

「あぁ、思い出した」

　小こ太た郎ろうがぽんと手を叩たたいて、会話に加わる。

「何か見覚えあると思ってたんだよね～、里り菜なちゃん。あのときの子かぁ、何かいかにも『雨の日の捨て犬』って感じだったから印象に残ってたよ。そっかそっか、大丈夫だったの？　風か邪ぜとか引かなかった？」

「はいぃ！　健康管理に気を遣つかうのがプロですよっ、事故って死んだりしたら他の同志にも迷惑かけちゃいますから！　でも里り菜なは風邪かぜは引かなかったけど他の病気に罹り患かんしちゃったんですけどねっ、それはもちろん恋の病……☆」

「…………」

　正直、聞いているだけで頭痛がしてきたので、これ以上は脳が認識しないよう努めつつ、みろくは鰻うなぎ屋やさんの暖簾のれんを潜くぐって出た。

　まだ時刻はランチタイムだ、日差しがきつい。

　もろ観光地のド真ん中なので、平日のこんな時間でも行ゆき交かう人波は途と切ぎれない。それでも大都会に比べれば閑かん散さんとしているし、歩くのに困るほどではないが。

　普段は利用しない六ろつ区く側がわの高級店だったから、自分のいる場所と自宅との位置関係が一瞬わからなくなり、ぐるりと周囲を見回した。

　浅あさ草くさにはスカイツリーとか例の下品さがカンストして逆に芸術的にすら見えるうんこビルとか、目印になるものがたくさんあるからそういう点では助かる。最悪、しょっちゅう通りすがる人力車のお兄さんに道を訊きけばいいし。

「あぁ、待って待って待ってくださいお姉さん！」

　不意に、背後から里り菜なが突とつ進しんしてきた。

　この子犬めいた少女にはブレーキがついてないのか、思いっきり背中に体当たりされてしまう。「げふう!?」と呻うめいたみろくは、せっかくの鰻うなぎを吐くかと思った。

「な、何？　えぇっと、小こ犬いぬ丸まる……さん？」

「里り菜なでいいですよぅっ、お姉さんはいつか里り菜なのほんとのお姉さんになるわけですから気さくにお願いします！　お姉さまって呼んでもいいですか？」

「それ、他の取り巻きふたりにも言われたことあるよ……。どんどん妹が無む限げん増ぞう殖しよくするのも困るんだけどね。弟ひとりだけでも持て余してるというのに」

　ぼやきつつ、みろくは近くで見ると殊こと更さらに小さい里り菜なを睨ねめ下おろす。

「で、何？　そんなことを言うために追っかけてきたの？」

「いえいえ！　なんだか里り菜な、お食事の邪魔しちゃったりとかご迷惑をおかけしたので──その償つぐないがしたいんですぅ！　『罰として鞭むちで打たれる』とかも考えたんですがそれだと里り菜なが嬉うれしいだけですので、お姉さんの仕事の役に立てればと！」

　里り菜なは意外なぐらい無む垢くに微ほほ笑えむと、握あく手しゆを求めるみたいな仕草をしてきた。

　変態的な振る舞いに相応ふさわしくない、世界中の少女たちが愛する着きせ替かえ人にん形ぎようみたいな細く艶つややかな指。健康的な桃色の爪つめ。

　その先に抓つままれているのは、ちいさな瓶びん──のようなものだった。

「お姉さん、一いつ寸すん法ぼう師しについて調べてるんでしょう？　だったらこれ、きっとお役に立つと思いますぅ♪」

　その瓶のなかには、どうも人間の肉片──のようなものが入っていた。
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　なんじゃこれ……。

　みろくは里り菜なに渡された瓶を、己の眼前に掲げて観察する。

　瓶そのものは、たぶん元々は香こう水すいが入っていたブランド品だ。みろくには縁えんがないので詳しくもないが、何か見覚えがあるようなないようなロゴが記されている。

　ハートの形をした、半はん透とう明めいの桃色の瓶である。

　その内側に──肉、にしか見えないものが蠢うごめいていた。

　一瞬、巨大な山やま蛭びるかと思ったが、不定形の肉片だ。色はピンク色で、何な故ぜかＲＰＧの雑ざ魚こキャラちっくにぐにゃぐにゃと動いている。あからさまに気色が悪く、みろくは「ひっ」と叫んで取り落としそうになった。

「あっ、気をつけて扱ってくださいね！　瓶が割れたら、中身が逃にげちゃうかもしれませんから！」

「中身って……。これ、何？　肉？　変に動いてない？」

　心配そうにしている里り菜なを、みろくは宇宙人でも見るように冷ややかに眺める。

「あぁ、やっぱりお姉さんにも動いて見えるんですか？」

　里り菜なはそんな視線に傷ついた素そ振ぶりもなく、むしろ幸せそうに破顔した。

「さっき先輩がたとも話してたんですけど、みなさん顕現者っていう、ものすごい変態なんですよね？　この世ならざるものが見える──里り菜な、そういうのは里り菜なだけだって思ってたので他に仲間がいて嬉うれしいですぅ♪」

「いや、変態ではないんだけど……。うん、そうだろうね」

　顕現者や夷い狄てきの存在については基本、一般人は知らない。

　覚醒したときに特有の用語など基き礎そ知ち識しきは刷すり込こまれるようだが、それだけだ。みろくの一族、というか祖母が妙に詳しくて孫にいろいろ教えてくれていたから、みろくや小こ太た郎ろうにはある程度の応用知識もあるが（取り巻きたちには、小こ太た郎ろうが又また聞ぎきの知識を伝えているらしい）。

　普通は、それこそ古き良き霊感少女のように、急に他のひとには見えないものが見えると言い出して周囲に白眼視されたりして──まず、まともには取り合ってもらえない。

　里り菜なも、ずっとそういう周囲の反応に苦しんでいたのだろう、同じ顕現者と知り合いになれたことを心から喜んでいるようだった。

「って、そんなことはどうでもいいですね！　でもでも、何か感激しちゃって♪」

　犬の尻尾しつぽじみた髪の房をふわふわと揺らしながら、里り菜なは語る。

「えっとですね。これ、たぶんお探しの一いつ寸すん法ぼう師しなのですよ」

「これ……が？　一いつ寸すん法ぼう師し？」

　みろくは改めて、瓶に収まった謎の肉片を眺める。

　みろくが記事にする対象──最近、街で囁ささやかれている都市伝説。

　一いつ寸すん法ぼう師し？　これが？

「はい！　里り菜な、趣味で小こ太た郎ろうさまをこっそり尾び行こうしたりしてるんですけど最近！　それで人気のない路地裏とか、物もの陰かげとかによく身を潜めてるんですけどね？　あっ、犯罪じゃないです！　愛があるので無罪です！」

「まぁ、それはいいけど。小こ太た郎ろう本人が気にしてないっぽいし」

　もうちょっと気にしろよとは思うし、小こ太た郎ろうは本当に子供の頃から何があっても吞のん気きに構えていて──姉としては気を揉もむことも多いのだが。

　まぁ小こ太た郎ろうの人生だ、好きにすればいい。

「それよりも、これが一いつ寸すん法ぼう師しっていうのはどういうこと？」

「あっはい！　えっとですね、それで里り菜なは日々のルーティンワークでライフワークな愛あるストーキング行為をしていたんですけど！　そのとき身を潜めていたゴミ捨て場の隅っこに、こいつがいたので捕ほ獲かくしたんです！」

「何でまた、こんな不気味なものを……？」

「いえいえ、ぐちゃぐちゃに崩れちゃいましたけど、最初はもっと愛らしい見た目だったんですよ？　ちっちゃい女の子というか──何て言うんでしょう、魔法少女みたいな？　ふりふりのドレス着てたりして！」

「魔法少女……？」

「はい！　詳しく言うと練ねり馬ま方面から魔ま貫かん光こう殺さつ砲ぽうで狙そ撃げきされそうですけど、プ＊キュアみたいな感じでした！」

「その発言、一ひとツつ橋ばし方面も敵に回しそうな気もするけど……」

「不気味なものとか見えるのは個人的に嫌だなって思ってたんですけど、これなら愛せると思って捕つかまえてみたんですよ！　小こ太た郎ろうさまの飼い犬という立場でありながら、他の生き物をペットにするというのも烏お滸こがましい話ですが！」

「いつ小こ太た郎ろうのペットになったの、アンタ？」

　いちいち突っこみを入れてみたが、里り菜なが「もちろん、前世からの肉にく奴ど隷れいです……♪」と反応しづらいことしか言わないので、みろくはうんざりしてきた。

　けれど。素っ頓狂な子なので証言をどこまで信じていいものか不安になるが、もし里り菜なの話が事実なら──大いに助かる。

　一いつ寸すん法ぼう師しについて調べろと言われただけで、別に実物を捕獲しろとは言われていないのだが──根気強く情報集めとかする必要がなくなった。

　実物があるのだ。あとは、これを逃がさないように気をつけつつ調べればいい。

　早くもお仕事、ほぼ完かん了りようだ。

　肩かたの荷が下りて、みろくは深々と安あん堵どの溜ため息いきを漏らした。

「ありがと、小こ犬いぬ丸まる……里り菜なちゃん。とっても助かっちゃった」

「はい！　こちらこそ、喜んでもらえて幸いです！　小こ太た郎ろうさまとの結けつ婚こん式しきには是ぜ非ひとも参列してくださいねっ、お姉さんに向かってブーケを投げますから！」

　微妙に嚙かみ合あってない上に地味に失礼な（みろくが将来に於おいても結婚できないと決めつけてる）ことを言う里り菜なに、みろくは苦笑いを返すしかなかった。

　何はともあれ、みろくの初仕事は思いの外に前ぜん途と洋よう々よう──に思えたのだが。
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「こりゃ一いつ寸すん法ぼう師しじゃねェな」

　とりあえずおっとり刀で自宅ではなく事務所へ戻り、みろくがそれなりの期待を込こめて謎の肉片が入った小こ瓶びんを差し出すと──師匠は素っ気なくぼやいた。

「夷い狄てきや顕現者に連なる代物ではあるけどよォ。いや、待てよ……。あいつが操あやつる肉人形が街で噂うわさの一いつ寸すん法ぼう師し、って可能性もあるのか」

　師匠はなにやらよくわからないことを言いながら、今度は煙管キセルを銜くわえたまま手元のノートパソコンを操作している。矍かく鑠しやくとしているとはいえ、相当なご高齢だと思うのだけども、デジタル機器を操る手つきはみろくよりずっと上等だ。

　難しい顔でタイピングを始めた師匠に、みろくはおずおずと問いかける。

「あのう、おじいちゃん」

「『師匠』と呼べっつっただろ」

「何でですか……。あんまり口に馴な染じまないんですけど。だいたい何の師匠でわたしは何の弟子なんですか、女の子に特殊な渾あだ名なで呼ばれて喜ぶタイプの変へん態たい性せい癖へきですか」

「殺すぞ。オレは顕現者としての大先輩だぞ？　日本一の桃もも太た郎ろうに手取り足取り色々と作法や技術を叩たたき込こんでやろうと思ってたンだが？　無能とはいえ、てめェは一応、片割れだからな」

　煙管キセルを口でぴこぴこと動かし、器用に灰を落として師匠はぼやく。

「オレは長なげぇこと、御お伽とぎ機き関かん──浅あさ草くさに集まってくる顕現者どもの元もと締じめっつうか、指導役みたいなことをやってンだよ。顕現者同士の繫つながりを作って管理するンだが、場合によっちゃ団結を呼びかけて仕事を手伝ってもらったりな。そういう稼か業ぎようだ」

　ふむ。この老人、只ただ者ものではないと思っていたが。

　浅あさ草くさにおける顕現者の統とう率そつ者しや、のような立場なのか。見た目の印象から、ヤクザの大親分みたいにしか思えないが。師匠というよりボスと呼びたい。

「だからな、大たい抵ていのやつはオレを『師匠』や『浅あさ草くさの翁おきな』と呼ぶのさ。顕現者としての先輩、先生なのかねェ──師匠とばかり呼ばれるンでな、本名も忘れちまった」

　それは普通にボケてるんじゃないだろうか。

　みろくの記憶に残る祖母は最さい期ごまで頭ず脳のう明めい晰せきだったが、その旦だん那なだった祖父のほうが晩年、すっかり耄もう碌ろくしてしまったのを思い出した。みろくが小学生だった頃、病院で最後に会ったときの祖父は孫の顔もわからず、そのくせ晴れやかな笑顔で『南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、南な無む観かん世ぜ音おん菩ぼ薩さつ』などと拝んできた。

　異様な寒気がして怖くて、それっきり亡なくなるまで顔を合わせなかったのだが……。身内にすら忘れられると、己がお化けになったような気がしてぞっとしない。

「最初は桃もも太た郎ろうの権能が発現した弟のほう──小こ太た郎ろうのほうに声をかけたンだけどよ、のらりくらりと逃げられちまってな。どうしたもンかと思ってたら、何故なぜか今日、姉のほうが食くい扶ぶ持ちに困ってるから仕事を紹介してくれなんて言い始めやがった」

　師匠は眼がん精せい疲ひ労ろうなのか、サングラスを外して眉み間けんを指で揉もんでいる。

「聞けば姉のほうも桃もも太た郎ろうの記憶は芽生えてるそうじゃねェか、肝心なところは欠落ばっかりっつうか中ちゆう途と半はん端ぱなようだが……。権能と記憶が別々に顕あらわれるなンざ、聞いたこともねェよ。一いつ寸すん法ぼう師しなんぞよりそっちを重点的に調べてぇくれェだ」

　愚ぐ痴ちっぽく語っていた師匠が、不意に「おっ、繫つながった」と嬉うれしそうな声を出した。

「おい。馬鹿弟子、ちょっとこっちへ来いや」

「百歩譲ゆずって弟子と呼ばれるのは老ろう人じん介かい護ごと思って受け入れますけど、馬鹿呼ばわりされる筋合いはないと思うんですよね……。何ですか、もう」

　師匠、基本的に説明が足りないので、何がなんだかわからず戸惑ってしまう。

　今は一応、黙って従っておこうとは思うが。逆らうと怖いし、どうも師匠の目当ては弟の小こ太た郎ろうのほうだ──自分が相手をしていなければ師匠の興味は弟へ向き、余計なちょっかいをかけ始める可能性が高い。

　先ほどの、取り巻きたちと賑にぎやかに食しよく卓たくを囲んでいた弟の姿を思おもい浮うかべる。

　あの馬鹿馬鹿しくも平和な日常を謳おう歌かしている弟を、顕現者の元締めを自じ称しようする怪しげな老人と関わらせて──深みに嵌はまらせてしまうのは、何となく良くないことのような気がした。

　あの子には、さんざん世話になっている。

　ううん。家族だから、その安あん穏のんな日々を守りたいと思う。理屈ではなく。

　自分はどうせ顕現者としては中ちゆう途と半はん端ぱな、要らない子だ。たとえ死んだとしても誰も困らない──弟は、すこし寂しがるだろうけど。

　小こ太た郎ろうには、彼を愛する三人のお供がいる。かわいい女の子たちが。

　自分がいなくても、勝手にお気楽に──弟らしい幸せな人生を歩んでいくだろう。

「早く来いよ」

　ぼんやり物思いに耽ふけっていたら師匠が苛いら立だたしげに急せかすので、みろくは「はっ」と我に返り、気難しい老人のもとまで歩む。

　みろくだって死んだりして、消えたいわけではない。生きていくためには稼がなくてはならない──今はとにかく、この目の前の仕事を万ばん全ぜんにこなさなくては。

「見ろ」

　促うながされ、みろくは座った師匠の真後ろからノートパソコンの画面を覗のぞき込こむ。

　そして、ちょっと面食らった。

　画面の真ん中に、でかでかとフリルたっぷりの女の子の萌もえ絵えが表示されていたのだ。いかにも硬こう派は、みたいな顔をしてこのおじいちゃん──とみろくはドン引きする。

「おい。オレの趣味じゃねェよ」

　数歩、後ずさったみろくに師匠は嫌そうな顔をしてぼやいた。

「ＳＮＳで繫つながった相手先のアイコンだ。てめェに調査を頼んだ一いつ寸すん法ぼう師しの事件と関係がある──かどうかはわかンねェが、少なくともこの瓶の中身についてはよく知っているやつだ」

　デスクに置かれたハート形の小瓶を指さし、師匠は画面に呼びかける。

「おいルイス、オレだオレオレ。詐さ欺ぎじゃねェぞ、浅あさ草くさの翁おきなだ。生きてるか？」
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『何か用か。爺じいサン』

　瞬間、ノートパソコンのスピーカーから重じゆう厚こうな男の声が響いた。

　ＳＮＳで繫つながった先の、通話相手の声だろう。適度に若くて張りのある、けれど低く渋い良いい声だ。画面に表示されているのは萌もえ系けい美少女キャラなので逆に異様だが。

『悪いが、ちょっと立たて込こんでいる。先にも伝えたが新規の仕事は請うけられないし、くだらん用事なら後にしてくれ』

　師匠を相手にまるで媚こびない、堂々たる語り口だった。

　声しか聞こえないので想像するしかないが、通話相手はどうも頼もしそうな男である。みろくの脳内で、往年の名男優の顔が次々と浮かぶ。古き良き洋画によく登場する、どんな困難にも巨きよ悪あくにも屈くつさず立ち向かう英雄を吹ふき替かえたような声こわ音ねだ。

　聞いているだけでうっとりするような、バリトンボイス……。みろくには声に萌もえる趣味嗜し好こうはないのだが、それでも強制的に参らされてしまう魅力があった。

　語り口も優しく穏おだやかで、鼓こ膜まくが愛あい撫ぶされているみたいだ。

「おう、忙いそがしいところ悪わりィな」

　無駄に感極まっているみろくとは対照的に、老人は淡々としている。

「ただ、オレも単に話し相手が欲ほしくて連絡したわけじゃねェよ。……ちょいと、てめェに訊ききてェことがあってな、ルイス」

『その前に』

　声が、不意にどきりとするようなことを言った。

『爺じいサン、独りじゃないな？　もうひとり女性がいるだろう？』

「おう、さっき雇った新入りがいるな。なんでわかった？」

『カメラで見えている。言っておくが、私は他人の性生活を覗のぞき見みる下げ衆すな趣味は持ち合わせていない。ＳＮＳアプリがそういう設定になってるんだろう。見られていると落ち着かないなら、設定を変えてくれ』

「いや、こちとら見られて困るものはありゃしねェが。むしろ、てめェに見せたい怪異があってな」

『ほう……怪異だと？』

　気安い調子で会話しながら、師匠がいったん立ち上がる。

　そして自分が座っていた椅い子すを顎で示し、みろくに座るように促した。

「ここから先はてめェが前に出て話せ。てめェに任せた案件だし、いつまでもオレにおんぶに抱っこじゃ困るンでな」

「はぁ。と言っても、何を話せば……？」

　相変わらず説明不足の老人に苦笑いしていると、通話先の相手──師匠がルイスと呼んでいた男が、気を遣ったのか話を振ってくれた。

『まずは自己紹介をしてくれないか。貴様……いや、君は誰だ？　新入り、という話だが──』

「あー、成り行きで今日から此こ処この記者みたいな仕事をすることになりました。桃もも瀬せみろくです、よろしくお願いします……？」

　相手の立場がわからないので、煮え切らない感じの自己紹介になってしまった。

　そもそも、初対面（ＳＮＳ経由だが）の相手と話すのは苦手だ。

『桃もも瀬せ？』

　ルイスはすこし怪け訝げんそうに、反はん芻すうする。

『確か、桃もも太た郎ろうの顕現者だったか？　爺じいサンがスカウトしたがっているという話は聞いていたが……少年ではなかったのか？　私には妙みよう齢れいの美女に見えるぞ』

　妙齢の美女！

　褒めてくれてる！

　あまり褒められた経験のないみろくは、それだけで嬉うれしくなってしまう。良いい声をしてるし気き遣づかいもしてくれるし、みろくの中でルイスの好感度が無駄に高まっていく。

　弟はよく歯の浮くようなことを言ってくれるが、あれは弟だし──赤の他人、しかも初対面の相手に高評価されれば、みろくも悪い気はしない。

　すっかり有う頂ちよう天てんになったみろくは、どきどきしながら訊きく。

「えっと、そちらは？」

『あぁ、私はルイス・来くる栖す・クリストファーという』

「名前もかっこいい」

『ふむ？』

「あぁいや……。ルイスさんは、お名前からいって帰国子女とかですか？」

『あぁ、祖父の代までは欧おう州しゆうで、父はアメリカ人。母は日本人だ。もっとも、海外生活の記憶は少なくてね、幼少期からだいたい浅あさ草くさで暮らしている。気軽にルイス、と呼び捨てで構わんよ』

「ルイスは力ちから太た郎ろうの顕現者だ」

　何な故ぜか会話を黙って見守っていた師匠が、補足するように口を挟はさむ。

「ずいぶん前に知り合ってな。たまに調査や雑多な仕事を手伝ってもらっている。本職もオレと似たような──」

『デイトレーダーを元・特殊株主ソウカイヤと一緒にしないでくれ。それなりの財は築いたのでね、悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活をしているよ。たまに戯たわむれに、同じ顕現者のよしみで爺じいサンのお手伝いもしているがね』

　ふむ。この不思議な雑メデ誌イア編集部──傍はた目めにはヤクザの組事務所にしか見えない会社の非常勤職員といったところか。外部協力者と呼んだほうが的確かも知れない。

　みろくはそんなことを思いつつ、内心では少し驚いていた。

「ルイスさんも顕現者なんですね」

『うむ。顕現者はだいたい思春期のあたりで己の特殊性に気づくようだが、私も例外ではなかった。ティーンエイジャーの頃、力ちから太た郎ろうとして目覚めた』

　ルイスはどこか物もの憂うげに、色気のある溜ため息いきを漏らす。

『急に自分のものではない記憶が脳内へ流れ込み、超能力じみたことができるようにもなった。お陰かげで錯さく乱らんしてしまってね、両親にはずいぶん心配をかけたよ。とはいえ、強制的に入院させられたことは怨うらんだし、いまでも疎そ遠えんだ。まぁ、顕現者としてはそれもありふれたことだが』

　そうだろう。

　代々、桃もも太た郎ろうのちからを受け継いでいたみろくの一族のほうが例外で、大抵の顕現者は偶ぐう発はつ的てきにある日突然、覚醒するらしい。

　脳内に御お伽とぎ噺ばなしの登場人物の記憶が渦巻き、様々な異能を発揮し、他人には見えないものが見える。当然、周囲には急におかしくなったように思われる。嫌われ恐れられ、心配され排はい斥せきされ──孤こ独どく感かんや諸もろ々もろの悪意で、心を病やんでいく。

　また、御お伽とぎ噺ばなしの住人の魂が顕現し、割わり込こんでくることで、人格にも影えい響きようが生じるらしい。みろくはそのへんも中ちゆう途と半はん端ぱで、変化があったようには思えないのだが……。大抵は、変になる。どうしようもなく、まともではいられない。

　なので、顕現者には、突とつ飛ぴな人格に歪ゆがんでしまった奇人が多い。

　一般的な生活も営めない、社会不適合者へ零れい落らくしてしまうのだ。

　だからこそ。師匠はそんな顕現者たちのまとめ役となり、互たがいに助け合えるような組織をつくって取り仕切っているのかもしれない。孤独に暮らす奇人たちの寄り合い所帯を築き、せめて互いに傷の舐なめ合あいや支え合いができるようにと。

　だとしたら、師匠はみろくが思っているよりは立派な人物なのかもしれない。
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『爺じいサンには感謝しているよ』

　ルイスは感かん慨がい深ぶかげに、やはり耳がとろけるような良いい声で囁ささやいた。

『顕現者になって、得をしたとは思えない。特殊な能力を発揮できるようにはなっても──そんなもの、一般社会においてはルール違い反はんでしかない。犯罪ぐらいにしか使えない。だが、爺じいサンはそんな私のちからを善い方向に導いてくれる』

　情感を込めて、彼は語る。

『手助けが必要なら、何でも言ってくれ。できる範囲で協力しよう。まぁ天下無敵の桃もも太た郎ろうに、御お伽とぎ噺ばなしとしてはマイナーな力ちから太た郎ろうの助力など必要ないかも知れないがね』

　力ちから太た郎ろう。

　それは実際、あまり世間的には知られていない御お伽とぎ噺ばなしである。

　桃から生まれて華か麗れいに鬼退治をする桃もも太た郎ろうに比べれば、老ろう夫ふう婦ふの垢あかから生まれてひたすら汗あせ臭くさい力比べをするだけのお話で、そのへんが嫌がられるのかあまり語られることもない。桃もも太た郎ろう、金きん太た郎ろう、浦うら島しま太た郎ろうなどと並ぶ高名な存在だと思うのだが。

　いや、現代ではあまり人気がないだけで、地味でも無名でもないはずだ。

　それに。

「いえ。わたしはその、桃もも太た郎ろうとしては中ちゆう途と半はん端ぱで……。桃もも太た郎ろうの記憶しか受け継がなかったので、超能力みたいなこともできないし、基本的にはほとんど普通の人間です。だから、ルイスさんが手伝ってくれるなら助かっちゃいます」

『そうなのか？　ふぅむ、そんなケースについては聞いたことがないが……。なにやら訳ありのようだね、みろく嬢じようは』

　気遣ってくれたのか深くは追及しないルイスに、みろくははにかむ。すこし話しただけでわかる、彼は良いいひとだ。奇人変人だらけの顕現者とは思えないぐらい、まともな人格者のように思える。頼もしい。かっこいい。

「手伝いっつうかよ。てめェに訊ききたいことがあるンだがな、ルイス」

　師匠が指先で弄もてあそんでいたハート形の小瓶を、ノートパソコンのインカメラの前で振る。

「これ、てめェの能力の産物だろ」

『……何ど処こでそれを？』

　ルイスは思わず身を乗り出しでもしたのか、がたんっと物音を立てつつ叫んだ。

『カメラ越しではよくわからないが、確かにその瓶の中身は私の能力で生んだ子のように思える！　何でそこに？　どうして、瓶に収納されている？』

「ルイスさんの能力って……？」

　みろくが少し気になって問うと、ルイスは照てれ臭くさそうに言った。

『ふふ。私の御お伽とぎ噺ばなしと同様に地味な能力なんだが、言うなれば──人にん形ぎよう遣つかいのようなものだ。自分で作った人形を自在に操作するのさ。糸や手で動かさずとも、念じるだけでね。まぁ、他愛のない能力だよ』

「そうでもねェぞ」

　師匠が真顔で、謙けん遜そんするルイスを励はげますように言った。

「てめェの神通力は最大で１００体近くの人形を自由自在に操れるほど強大で、独りでも軍隊並みだ。オレでもまともに喧けん嘩かはしたくねェ──人形もひとつひとつ手が込んでいて、加工次し第だいで特殊技能も付ふ与よできる、応用の利きく能力だ。ガチンコで戦せん闘とうもできるし、情報収集もできる。使用法さえ誤らなければ、ほとんど万ばん能のうで無敵の顕現者だ」

『珍しく持ち上げてくれるね、爺じいサン』

　苦く笑しようして、ルイスは真面目に語る。

『顕現者の長おさとして、名を轟とどろかせてきた浅あさ草くさの翁おきなも、老いて丸くなったということかな』

「吐ぬかせ小僧、そっちの妙な調子に合わせてやってるだけよ。つうかよ、てめェがもっと積極的に手伝ってくれりゃ色々と助かるンだが～って、愚痴だよ」

　師匠はみろくの頭を押おさえつけ、インカメラに向かって言い放つ。

「善意で協力してくれてンのに、あんまり無む理り強じいはしたくねェけどよ」

『すまんね。これでも色々、趣味に仕事にと忙しいのだ』
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「あのう──」

　放っておくと親しいもの同士の会話に混じれず置き去りにされるので、みろくはがんばって話に嚙かんでいく。

「ご歓かん談だん中ちゆう、失礼しますけど。ていうか、わたしが調査すべきなのは一いつ寸すん法ぼう師しであって力ちから太た郎ろうではないわけですけど……。つまりえっと、どういうこと？」

『あぁ、話が読めてきた』

　ルイスが雑談を切り上げて、神しん妙みように告げてくる。

『みろく嬢。問題なければ、瓶の蓋ふたを開け、中身を外に出してほしい』

「えっ、でも……大丈夫なんですか？」

　ルイスにではなく師匠に問うと、老人は頷うなずいた。

「ルイスは悪さはしねェよ。いろいろ厄やつ介かいな性しよう分ぶんの持ち主だけどよ、オレの機き嫌げんを損そこねるほど馬鹿じゃねェ」

「…………」

　許可が出たので、みろくは言われた通り、瓶の中身を外に出す。

　どろどろ蠢うごめいていた瓶の中身──肉片がデスクに垂れて蟠わだかまる。

『見ていたまえ』

　ルイスは誇らしげに言ったが、しばし獣のような唸うなり声ごえが聞こえてくる。

「どうしたんですか？　お腹なかでも痛いんですか……？」

　みろくが見当外れな心配をしているうちに、異変が生じた。

　デスクの上で粘ねばり気けを帯びた水みず溜たまりのようになっていた肉片が、真上に伸のび上あがると、ゆっくりと変形していく。

　そして、徐じよ々じよに人間のような形へ変異していく。頭部。胴どう体たい。脚きやく部ぶ。両りよう腕うで──子供が戯れに描く棒人間みたいな、シンプルな造形の人ひと形がただ。

『ふむ』

　唸うなるのを止やめたルイスが、やや歯は痒がゆそうにぼやく。

『距きよ離りにして１．４㎞の遠えん隔かく操そう作さ。しかも、レジン……いや、正しき依より代しろもなければこれが限界か。私の美意識には反するが、この程度で妥だ協きようしておこう』

　その言葉と同時に、デスクの上で形作られた人形は姿勢を正す。そして、軍隊じみた敬礼をすると、反はん復ぷく横よこ跳とびをしたり、物憂げな姿勢でしゃがんだり、まるで生きているかのような動きを見せた。

　人形を操る能力。

　顕現者、力ちから太た郎ろうの権能。

　ルイスが何ど処こにいるかは不明だが、その言葉を信じるなら１．４㎞離れていても此こ処こまで自由自在に操れるのか──みろくは感心し、思わず拍はく手しゆをしてしまった。

「すごい。これを見せるだけでも、お金を稼げそうですね」

『そういう仕事をしていたこともある。松まつ屋や浅あさ草くさの屋上や東とう洋よう館かんで、手品師の真ま似ね事ごとをして、人形を操っていたよ。さぁさぁ皆みなさんお立ち会い、種も仕し掛かけもございません──』

　噓うそか本当か、ルイスは茶目っ気のあることを言うと、声を潜めた。

『爺じいサン。噂うわさの一いつ寸すん法ぼう師し──街のあちこちで目撃されている小人の件は私も知っていた。だが、それは私の人形ではないぞ』

　あぁ、そういうことかと──みろくは遅れて理解する。

　ルイスは小さな人形を遠隔操作できる。そして、そんな人形を目撃した人々が、一いつ寸すん法ぼう師しの噂うわさを立てたのかと──師匠は疑ったようだが。

　当の本人は、はっきりと否定し、付け加える。

『今年は……愛する東京ヤクルトスワローズが開幕ダッシュに失敗したこともあってね、少々スランプ気味というかな、ろくな新作が作れていないんだ。私は出来に満足していない子を街に放つことはない。その捕獲されて瓶に入れられた子も、見るに堪たえない完成度だったから、丁寧に弔とむらった上でゴミ袋ぶくろに詰め、捨てたものだ。形は崩れても、感覚でわかる』

「あぁ……。そういえば里り菜なちゃん、ゴミ捨て場で見かけたからつい捕まえたとか言ってたような。捨てられていたゴミだったんですね、これ」

『うむ。人形を捨てるのにはやや罪悪感もあるんだがな。見ての通り、私の人形は生体──生きている肉片だ。どれだけ気をつけて管理しても、付与エンチヤントした神通力が尽きれば、腐って異い臭しゆうを放ち、形も崩れる。だから、定期的に処分することにしている』

　ふむ。里り菜なはどうも犬の顕現者らしいし、嗅きゆう覚かくが発達しているのだろう。だから肉片の異臭にも気づいて、ぴょこぴょこ動いていた不思議な人形を発見・捕獲できたのだ。

　普通のひとなら察知もできなかった。肉片自体は物理的な存在でも、能力の産物なら一般人には認識しづらい。

『証しよう拠こは提示できないから、信用してくれと言うしかないが、私と一いつ寸すん法ぼう師しは無関係だ。ただ、街をうろつく小人は、私の能力と類るい似じ性せいがあるからな──それこそ爺じいサンに疑われたら面めん倒どうだな、と思って個人的に調査していた』

「そうかよ。疑って悪かったな、ルイス」

　師匠が渋い顔で、再び火を点つけた煙管キセルを銜くわえた。

「悪かったついでに頼むが、ルイス──良かったら一いつ寸すん法ぼう師しの調査を手伝ってくれねェか。同じ対象を調査してるっぽいし、こっちのこいつは新入りで不慣れだからな。情じよう報ほう交こう換かんをするだけでも、お互い益があるだろ？」

『ふむ。私は構わないが。というか、渡りに船ではあるが』

　ルイスは迷わず了りよう承しようしつつ、謎めいたことを言った。

『どうも、私だけでは一いつ寸すん法ぼう師しの調査をこれ以上進められそうにないからな……。そちらの彼女、みろく嬢が協力してくれるなら、かなり助かる』

「はぁ……。でもわたし、基本的には何もできませんよ？」

　みろくが戸惑いがちに言うと、師匠が「己の無能さをよくそんな堂々と主張できるな」と呆あきれるように言った。仕方ないでしょうが、事実なんだから……と、みろくは拗すねる。

　だが意地悪な老人とは真逆に、ルイスは優しかった。

『いや、貴女あなたでなくちゃ駄目なんだ。桃もも瀬せみろく嬢、私には貴女あなたが必要だ』

　プロポーズじみたことを、ルイスは大真面目に言った。

『どうも一いつ寸すん法ぼう師しは、悩める若い女性の近辺に出しゆつ没ぼつするようだからな──貴女あなたなら、一いつ寸すん法ぼう師しを誘おびき出だせるかも知れない』





■　■　■






　みろくの初仕事は山場を迎むかえていた。調査対象の一いつ寸すん法ぼう師しを誘おびき出だし、可能なら捕獲──それが難しくても間近から観察することで、様々な情報を得るのだ。

　よく考えてみれば、雑誌記事のためにそこまでする必要はない気もするが。師匠から最初に渡された資料のようにネット上の噂うわさ話ばなしを集めたり、一いつ寸すん法ぼう師しの伝承について適当に民俗学的なフィールドワークをすれば、それで事足りる。

　一いつ寸すん法ぼう師しの実物に、わざわざ手を出す意味はあまりない。

　普通の雑誌は、そんな労多くして功少なしな手段は選ばないのだ。そもそも相手は実在するかどうかも曖昧な、都市伝説のようなものだ──虫むし取とり網あみを振ふり回まわしても意味がない。

　けれど。みろくが強制的に就職（？）させられたのは、世間の裏側で暮らす顕現者たちの互ご助じよ組そ織しきでもある。この世ならざる怪異が見え、手で触れられるなら、普通のメディアには踏み込めない領域まで歩を進めるべきだ。

　否いな。他の誰にも真ま似ねできないことをやるからこそ、記事は評価され、スポンサーたちも金を出す。とかなんとか、師匠とルイスに懇こん々こんと説かれ、みろくは納なつ得とくしてしまった。

「ちょっと迂う闊かつだった気がする……。何か、まんまと乗せられたような」

　ぼやきながら、みろくは場末の居酒屋で一人、瓶びんビールをちびちびと啜すすっていた。交こう渉しようの末、飲のみ代しろ──いや、経費が出たのだ。

　最近、ホッピー通りなどは観光客向けに改装されつつあるが、オンボロな藤ふじ棚だなで覆われた初はつ音ね小こう路じと呼ばれるこのあたりは昼間も薄うす暗ぐらく、戦後のどさくさがそのまま続いているような、安普請の居酒屋が建ち並んでいる。だからこそ、地元民だけの憩いこいの場で、年がら年中、昼間っから飲酒を愉たのしむ赤ら顔の年金生活者などで地味に賑にぎわっている。

　浅あさ草くさで一番の観光スポット、浅せん草そう寺じから徒歩で数分もかからない近所にあるのに──別にわざわざ通らなくてもいい裏路地にあるからか、場外馬券場が近いからか、時空が歪ゆがんだかのような猥わい雑ざつで古くさい空気が渦巻いている。

　その場にいても、名画座でしか観みたことのない昭和30年代のモノクロ映画の中へ入はいり込こんでしまったようで微妙に現実感がない。かといって、落ち着かないのかといえばそうでもない。慣れてしまえば、居い心地ごこちはいい。

　煙草たばこの有毒ガスと酒の匂いが立ちこめる中、みろくは手て酌じやくで何なん杯ばいか空けた。串くしに刺ささったもつ焼きを歯でこそぎ落とし、吞のみ込こんではひと心地ここちつく。

「あぁ……。なんか、本当に駄目になりそう」

　ほろ酔よいの良いい気分で下した町まち情じよう緒ちよを愉たのしんでいると、ふとスマホが震ふるえた。

　みろくは周囲に気取られないよう、何気なくフリック操作をする。

『ルイスだ。こちらの準備はＯＫ』

　単なる業務連絡だったのに、みろくは一瞬どきっとする。

　ルイス・来くる栖す・クリストファー……まだ顔も知らない力ちから太た郎ろうの顕現者と共同で、一いつ寸すん法ぼう師しの調査を行うことになったわけだが。彼に秘策があるというので、みろくはそれに協力している形だ。

　ふたりの共同作業……。やっぱり、少し胸がときめいてしまう自分が不思議だ。

　思えば幼少期から男友達はほとんどおらず、桃もも太た郎ろうの記憶が芽生えた中学２年生以降は更に重度の男日照りで、弟の小こ太た郎ろうと父親以外で会話したことがある性せい染せん色しよく体たいＸＹの持ち主は、コンビニの店員さんくらいだ。

　だから慣れなくて、変に意識してしまうのだ。

　それだけだ。顔も知らない相手に、恋なんてするわけがない。

　当たり前だ。などと虚こ空くうへ向かって言い訳しながら、みろくは急いで返事を入力。

『桃もも瀬せです。こちらも配置に就ついてます』

『うむ。一いつ寸すん法ぼう師しが出現する兆候を察知したら、慌てず冷静に連絡してくれ。貴女あなたの戦闘能力は皆かい無むだと聞いているし、無茶はさせられない──敵意を感じた場合は、私が対処するから一目散に逃げてくれ』

『わかっています。わたしも無駄死にはしたくないですし……いつでも避ひ難なんできるよう、心構えはしておきますから』

　返答しながら、みろくは路地の傍かたわらに置いた自分のスクーターを横目で見る。ヤマハの50ccスクーター「Vino」だ。

　大学に通っていた頃、刑けい務む所しよのような学生宿舎からの通学やフィールドワークに便利だと思って免めん許きよを取り、バイトで頑がん張ばって稼いでローンを組んだ。何度か食うに困って売りそうになったが、ローンが残っているし、努力して手に入れたから名残なごり惜おしく、未練たらしく手元に置いている。

　だから、経費で久しぶりにガソリンを入れ、自宅から此こ処こまで乗ってきた。

　夷い狄てきや顕現者は物理法則を無視することもあるので、これで絶対に安心とは言い切れないものの──まぁ、徒歩で逃げるよりは生存率も高まるはず。

『ただ、本当に一いつ寸すん法ぼう師しが現れるかどうかはわからないですよね。もしかしたら空から振ぶりになるかも。一応、ルイスさんに指示された通りの服装はしていますけど』

　みろくより先に一いつ寸すん法ぼう師しを調べていたルイスの言に従い、みろくはいったん自宅に戻って着き替かえてきている。

　いつも着ている祖母の形見の外がい套とう──インバネスコートは置いてきた。

　自宅にある中でもトップクラスに薄汚れている古着──ジャージとＴシャツワンピを身に纏まとい、髪もわざと手でかき混ぜて乱れさせ、靴も底が削れてぺらぺらなローファーを履いている。

　我ながら、みすぼらしいというか──普通に大通りを歩いていたら職務質問されそうな、だらしなさ全開の見み栄ばえだ。

　おまけに初はつ音ね小こう路じで安酒を飲んでいるから、すごく社会の落らく伍ご者しやっぽい。

　だが、そういう風に装よそおう必要があった。

　ルイスの話によれば、一いつ寸すん法ぼう師しはどうにも可か哀わい想そうな感じの女性のところにだけ出現しているらしい。

　みろくはそんな奇妙な性癖……もとい、性質を持つ一いつ寸すん法ぼう師しを誘さそい出だすための撒まき餌えだ。

　なるべく高級品は身につけないほうがいい、とも言われたので、意外と値が張る祖母の形見──鼈べつ甲こうフレームの眼鏡も置いてきた。あれには祖母が特別なちからを込めていて、低級な夷い狄てきを遠ざける神通力があるので、むしろ今回の任務には邪魔になるかもと思ったし。一いつ寸すん法ぼう師しを誘い出すのが目的なのに、追おい払はらってしまっては意味がない。

　お陰で、いろいろ得体の知れない黒い影かげや不気味な輝きが視界の端にちらつくが、仕方ない──これも仕事だ。
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　拭えぬストレスを感じつつも、みろくはスマホ上のトークを続ける。

『記事に〆しめ切きりは設定されてないですから、わたしは気長に構えてればいいんですけどね』

『記事？　あぁ、みろく嬢は爺じいサンのところで働くんだったな。彼は見た目は怖いし言動も粗そ暴ぼうで、非合法すれすれの商売ばかり手広くやっているが、世話好きで気の良いい老人だ。仲良くするといい。この浅あさ草くさで顕現者として生きていくなら、あの御仁と縁を持って損はないからな』

『何者なんですか、あのおじいちゃん。夷い狄てきや顕現者と関わりがあるってことは……あのひとも、何かの御お伽とぎ噺ばなしとかの顕現者なんですよね』

『そうだろうな。何の顕現者だかは寡か聞ぶんにして知らないが、何度か奇き蹟せきめいた術を行っていたのは見たよ。武勇伝も枚挙に暇いとまがない。何ど処こまで実話かは知らないし、調べるだけ無駄だろうがね』

『ふぅん……。なんだか底知れない感じのひとですよね』

　などと、意味のあるようなないような雑談をしていると──。

　不意に、全身に鳥とり肌はだが立った。

　ぞくぞくして、みろくは思わず我が身を抱きしめる。

『ルイスさん』

　震える指先で、みろくは文字を入力する。

『早くもヒットしたっぽいです。一いつ寸すん法ぼう師しが釣つれた、かも』

　そんな文章を送信し──恐る恐る、みろくは周囲を眺める。

　そして絶句した。

　いつの間にか……。

「お姉さんお姉さん、大丈夫？」「元気ないですね？」「苦しいです？」「嫌なことがありました？」「可か哀わい想そうに！」「元気になって！」「笑って笑って！」「幸せにな～れ♪」「きゃはははは☆」──口々に鳴き声のように囁ささやきながら、無数の小さな生き物がみろくの周囲で飛とび跳はねていた。

　ちいさな虫のように。

「ひっ──」

　生理的嫌けん悪お感かんを覚えたみろくは、喉のどの奥から悲鳴を漏らす。

　本当に、出た。これが、一いつ寸すん法ぼう師し……？

　みろくは努めて平静さを取り繕い、深呼吸する。落ち着け。予定通りじゃないか──むしろ、思った通りの展開になったのだから喜ぶべきだ。

　生なま唾つばを飲み、みろくは己の周りに跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする小人たちを眺めた。

　小人。確かに、噂うわさ話ばなしどおりの小人である。見た目はほぼ普通の人間と変わらない。いろんな年代や性別のものがいるが、総じてべつに突飛なところのない普通の服装をしている。スーツ姿のサラリーマンっぽいのや、流行のファッションに身を固めた若い男女、制服姿の学生みたいなの……。

　ただ、ちいさい。

　全高10センチほどか。手のひらに載るぐらいの、小人である。

　それら無数の老ろう若にやく男なん女によは、みろくが空けたお酒のグラスに収まっていたり、食べ残しの薬味を口に運んでいたり、皿の並ぶテーブルに鈴すずなりになって座っていたりする。

　今のところ危険を感じるような動きはしていないが、それでもちょっと見み渡わたしただけで数十匹ぴき（数十人、と数えるべきか？）はいる……。

　それらが一いつ斉せいに襲いかかってきたら、さすがに笑えないことになる。みろくは刺し激げきしないよう、ゆっくり動く。

「ご馳ち走そうさまです」

　貧びん乏ぼう暮ぐらしなので多少、名残惜しかったが、３枚の１０００円札をテーブル上に置くと、お釣つりを待つ間もなく立ち上がって店から離れた。地面にもいる小人たちを踏ふまないよう気をつけながら、逃とう亡ぼう用ようのスクーターへ向かう。

　作戦通りだ。あとの対処はルイスに任せて逃げよう。

　そう思ったのだが──小人たちが、そんなみろくの動きを目で追っていた。

「何ど処こへ行くの？」「遊ばないの？」「愉たのしませてあげるよ？」なんて言いながら、小人たちのすべてがこちらを注視し、ぴょんぴょん跳ねて追ってくる。

　そのうちの一匹が、鬼ごっこをする子供のように「つ～かまえた♪」などと言いながら、逃げるみろくの脹ふくら脛はぎに縋すがりついてくる。

　鈍にぶい痛み。

「……ぐうっ!?」

　転びそうになりながら見ると、小人がみろくに嚙かみついていた。

　危険な小動物か、毒虫のように。

「逃げるの？」「困る！」「遊んでくれないの？」「意地悪！」「意地悪なやつは敵！」「敵はどうする？」「殺す！」「刻む！」「料理して──」

　小人たちが、一斉に叫ぶ。

「──食べる！」

　その言葉に、今度こそみろくは心からの恐きよう怖ふを覚え、絶ぜつ叫きようした。

「ひっ──いやぁああああ!?」

　服や髪に貼はり付ついた小人を手のひらで叩たたき落おとし、蹴け散ちらしながら夢中で逃げた。
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　ごちゃついた浅あさ草くさの街路を、みろくはスクーターで駆かけ抜ぬけていく。

　本当は禁止されていることだから後ろめたいし、あちこちで観光客が写真を撮とるため立ち止まっているから身動きが取りづらく、自分の足で走ったほうがマシ──という程度の速度しか出せない。

「ルイスさん！　ルイスさん！　ルイスさん！」

　みろくはスクーターをかっ飛ばしながら、スマホを耳に押おし当あてて叫ぶ。

「やばいです助けて！　ちっちゃいのがいっぱいっ、一いつ寸すん法ぼう師しがぁあああ!?」

　もうこっそり連絡をする必要もないからメールやＬＩＮＥではなく通話を選んだが、ルイスの反応は鈍い。スマホの向こうから響くのは、変態電話のような『はぁ、ふう……うぐう』というルイスの悩ましい息いき遣づかいと呻うめき声ごえだけ。

「な、何やってるんですかルイスさん？　た、助け──ひいっ!?」

　いろいろ疑念が湧いてきて不安になりつつも、みろくは情けない声を上げる。

「待って」「遊ぼう」「追いかけっこ？」「鬼ごっこ！」「桃もも太た郎ろうなのに？」「きゃはは☆」──口々に無邪気な発言をしながら、大量の小人が追いかけてくる。

　相手は手のひらサイズだから歩ほ幅はばも小さく、普通に振ふり切きって逃げられそうだと思っていたのだが……。小人たちはまるで待まち伏ぶせしているかのように先回りし、日本家屋風の建物の屋根の上や戸の隙間、自じ動どう販はん売ばい機きの下や街路樹の枝、通行人のポケットや鞄かばんの中──ありとあらゆる場所から現れては、我が身も顧かえりみず飛びかかってくる。

「きゃははははは☆」

　唱和するように笑いながら、小人たちがパラシュート降下部隊のように和柄のハンカチを広げ、滑かつ空くうしてくる。

　みろくは辛かろうじてドリフト回かい避ひ、お洒しや落れに舗ほ装そうされた歩道を蹴って方ほう向こう転てん換かん。いつも人混みの多い浅せん草そう寺じ方向へ逃げるのは避さけ、スカイツリーから遠ざかるように進路を選ぶ。対向車にクラクションを鳴らされながら国こく際さい通どおりを横切り、西にし浅あさ草くさを走る。

「待て待て待て！」「こういう遊び？」「楽しい～！」「鬼ごっこ鬼ごっこ！」小人たちはでたらめに騒いでいる。一いつ寸すん法ぼう師し自体は普通の大衆の姿をした小動物で、特殊な超能力などは使ってこないが、人間そっくりの小さな生き物が大量にいるというだけで妙に気持ちが悪い。

　下手に見た目が普通な分、夢中でこちらを追いかけてくる姿はカルト宗教の信徒やゾンビ映画のように怖いし。みろくが錯乱していた中学２年生の頃、取り囲んで馬鹿にしたり小突いたり汚お物ぶつをぶっかけたり、そんないじめをしてきた女子の集団を思い出して嫌な気分にもなってきた。

　くそったれ。吐はき気けがこみ上げてくる。

　めちゃくちゃな走行をしている上に、安酒をたらふく飲んだ直後の運転──飲酒運転で、軽く車くるま酔よいになっているのもある。

　駄目人間を演じるためとはいえ、警察に捕まったら人生アウトだし、もっと後先を考えておくんだった……。などと反省しても、もう遅おそい。

「どうして逃げるの？」「桃もも太た郎ろうなのに！」「主役なのに！」「御お伽とぎ噺ばなしの英雄なのに！」──スクーターで走はしり抜ぬけていく、閑散とした通りのあちこちから一いつ寸すん法ぼう師したちが出現して喚わめく。老若男女、すべての小人が得体の知れぬ感情で顔を歪ゆがめている。明確な敵意を帯びている。

　──ていうか。わたしが桃もも太た郎ろうだと知っているのか、こいつら。

　みろくは寒気と違い和わ感かんを覚えつつ、ひたすら疾しつ走そうする。
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　辿たどり着ついたのは、料理道具を扱う問屋が軒のきを連ねる、かっぱ橋ばし道どう具ぐ街がいだ。

　最近は物好きな観光客が来るようになったが、浅あさ草くさの中心部からは離れているし、お土産みやげ物ものなどもあまりなく実用品だけが充じゆう実じつしている問屋街だ。古ぼけて薄汚れた河童かつぱの像などがあちこちに並んでいて、夜中に歩くとマジで不気味で怖い。

　古こ色しよく蒼そう然ぜんとしていて雰囲気がある、というほどでもない。建物も中ちゆう途と半はん端ぱに現代的で、泪なみだ橋ばしのいろは会かい商しよう店てん街がいほどではないが、何となくスラムっぽい。

　普段はそれでもそぞろ歩けば、それなりに楽しい観光地らしさもあるのだが。今は何な故ぜかいつもより空気が濁にごっていた。見慣れたかっぱ橋ばし通どおりが、整備や掃除などもされないまま数十年ほど放置された結果──みたいな。

　いくつかの建物は倒壊し、開店している料理道具屋の内部では鍋なべや包丁を構えた小人がチャンバラごっこをしていて、その足元がどす黒い血の海になっていた。

　あちこちから陰いん鬱うつな悲鳴や怒ど号ごうが谺こだまし、お鍋やお玉が次々と店の棚から落ちては砕けていく。阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずだ。

「桃もも太た郎ろうっぽく振る舞うのが嫌なら！」「もう主役を演じるのが嫌なら！」

　一いつ寸すん法ぼう師したちは声を揃そろえ、叫んでいる。

「その役目、譲って！」「要らないなら、頂ちよう戴だい！」

　不自然なほど誰もいない狭い路上に、大量の一いつ寸すん法ぼう師しが並んでいた。組み体操をするように何人も重なり合って、みろくの進路を妨ぼう害がいしている。

　相手は小人だ。いくら群れようが、スクーターなら蹴散らして行けないこともないが──。

　人間と同じ姿をしたものを踏み潰していくのは、良心が痛む。

「確かに、わたしは主役には相応ふさわしくない──けど」

　不気味な小人たちと会話を成立させたくはなかったが、一方的に言われっぱなしというのもストレスが溜たまる。みろくは唇を嚙かみ、本能的に吠ほえた。

「でも！　だからって、主役になりたくないなんて一度も言ってない！」

　御お伽とぎ噺ばなしの英雄に憧れた。自分は桃もも太た郎ろうの生まれ変わり──記憶と権能を受け継ぎ、悪い鬼を退治し、正義の味方になるのだと、ずっと思っていた。

　確かに、幼い願望は叶かなわず、夢破れてやさぐれて生きてきたけど。

「だから、アンタらには何ひとつ差し出さない！　子供の頃の夢が何の価値もないガラクタでも、無た料だで渡したりしない！」

　必死に吠ほえて、前方に堆うずたかく重なっていく一いつ寸すん法ぼう師しの群れを威嚇し、道を空けさせようとした。見かけ通りの一般人が相手なら、怒ど鳴なりつければ退ひいてくれる可能性もあった──のだろうが。
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「ふぅん？」

　積み重なった一いつ寸すん法ぼう師しの群れが、泥どろのように崩れて融ゆう合ごうしていく。

「それが答え？　残念だなぁ！　可か哀わい想そうな女……お姫ひめさまを助けることで、退治されるだけの小鬼から一いつ寸すん法ぼう師しへ生まれ変われると思ってたのに！」

　そして見上げるほどの、筋骨隆々の巨きよ人じんへと変へん貌ぼうしていく。

「そのために、おまえのバイト先で何気なく問題を起こしまくったり、おまえの自宅にある食品を腐らせたり食くい尽つくしたりしていたのに！」

「……なっ！　わたしに不幸が続いたのは、アンタらのせいだったのっ!?」

　怒いかり心頭に発しつつも、みろくはスクーターを方向転換し、できるだけ巨人から離れようとする。

「いいや、我らはおまえ自身の凶きよう運うんを加速させただけ！　我らが余計な真ま似ねをしなくても、主役になり損ねた失格者は持じ衰すい──延々と失敗し続ける運命だった！」

　だが瞬しゆん時じに分解した巨人が、方向転換した先に集結し、再結合する。

「何それ!?　ずるいっ、アンタらはすぐそうやって物理法則を無視する！」

「喧やかましい！　助けを拒こばむならお姫さまじゃないっ、主役でもないっ！　物語の陰で踏み潰される雑草と同じ！　我々と同じ！」

　こちらも小人がぐちゃぐちゃに融合して形成された肉色の棍こん棒ぼうを掲げ、巨人は走るみろくへ躊躇ためらいなく振り下ろしてくる。

「生きていても死んでいても同じ！　ならば死んで、せめて来きたるべき新世界の肥やしになればいい！」

「………!?」

　やばい。二転三転するうちにスクーターは加速がついて、方向転換が難しくなってきた。

　避よけられない。最悪、小人たちを蹴散らして突とつ破ぱしようと思っていたけど、これじゃ相手が悪すぎる。

　あんな極ごく太ぶとの棍こん棒ぼうを振り下ろされたら、潰されて死ぬのはみろくのほうだ。

『みろく嬢！　スクーターから飛び降りろっ！　ちゃんと私が受け止める！』

　刹せつ那な、みろくの真横から声が響いてくる。

　慌てて見ると、無限に増殖する小鬼たちでぎゅうぎゅう詰づめになったかっぱ橋ばし道どう具ぐ街がいの先──路地の隙間に、漁に用いるような網が広げられていた。

　暗がりなので、それ以上は視認できなかったが──。

『遅れてすまない、助けに来た！　さぁ、急いでこちらに脱だつ出しゆつしろ！』

　ルイス。ようやく到とう着ちやくしてくれたのか。

　みろくは頼もしい声の主が登場したことに安あん堵どし、思わず溜ためていた息を吐く。しばらく引きこもりだったので、アクション映画のような動きを期待されても困るが──このまま一いつ寸すん法ぼう師しに突つっ込こめば圧死だ。

　覚悟を決めて、みろくはスクーターから飛び降りる。

　勢いがついていたので、自分でも驚くぐらいの滞たい空くう時じ間かんで飛ひ翔しようした。

『ハートキャッチ！　そういえば、桃は逆さまにすればハート形だな！』

　意味不明なルイスの声と共に、全身に衝撃が走ったが、無事に優しく網に受け止められる。痛みすらなかった。

　不思議なことに、ルイス本人の姿は見えなかったが──。

『後は任せてくれ！』

　網ごと地面へ下ろされ、みろくは目を回しそうになりながら、その場に尻しり餅もちをついた。激しい運動をしたからか、ルイスが助けにきてくれたのが嬉うれしかったのか──心臓が早はや鐘がねのように打っている。血が巡り、全身がぽかぽかしてくる。

『それじゃあ、季節外れのお祭りを始めようか！』

　ルイスの勇ましい声が浅あさ草くさの街に轟とどろくと同時に、ネットが広げられた建物の隙間から──何者かが飛び出して行く。

　手のひらサイズの小さな人ひと影かげ。数は５体か６体か、その程度。

　一瞬、一いつ寸すん法ぼう師しの新手かと思ったみろくは怯ひるんだが──印象はまるで異なっていた。一いつ寸すん法ぼう師しは基本的にごく普通の一般人のような装よそおいをしていたが、新たに出現した小人たちは、どれも現実では有り得ない珍ちん妙みような格好をしていた。

　動きが速すぎて、正確な視認はできないけれど。

　すべて、男性向けの漫画やアニメの中から飛び出してきたような美少女だった。

　目玉が大きく、髪は原色のピンク色や黄こ金がね色いろ。機能的な整合性は取れているが、体型や骨格も普通の人間とは違うような気がする。非現実的な服ふく飾しよくデザイン──過か剰じようなフリルの衣装を身に纏まとい、そのくせ、何な故ぜか手に手に巨大なバズーカ砲ほうや大だい剣けんといった、物騒で扱いが難しそうな武器を構えている。

　小さな、戦闘美少女たち。

　否いな。もしや、美少女フィギュアか。ルイスの能力は人形を操ること──生きた人間としては不自然な見み栄ばえだが、人形として見ればマニア垂すい涎ぜんの完成度の高い品々なのだろう。

　あくまでも普通の人間らしい動きをしていた一いつ寸すん法ぼう師したちに比べ、美少女フィギュアな彼女たちの身体能力（という表現で正しいのか？）は超ちよう人じん的てきで、物理原則もまったく無視していた。小さな身体からだだが、地面を一蹴りするだけで屋根の上まで高々と躍おどり上あがり、反動も無視して機き関かん銃じゆうやバズーカ砲をぶっ放す。

　雨あられと降り注ぐ砲ほう弾だんは、みろくが飛び降りて制せい御ぎよを失い、慣性で真まっ直すぐ進んでいたスクーターに直ちよく撃げきする。

　車体にぼこぼこと弾だん痕こんが刻まれ、ガソリンに引火したのか、すぐに大だい爆ばく発はつした。

「ぎゃ、ぎゃああああ!?」

　進路にいた巨人──合体した一いつ寸すん法ぼう師しは、絶ぜつ妙みようなタイミングで突っ込んでくるスクーターの爆発に巻き込まれ、悲鳴をあげながら身み悶もだえした。

　みろくも一緒に叫んでいた。なんてことしやがる。あのスクーターは惨みじめったらしい生活をしているみろくにとって、ほとんど唯一の財産なのに。

『さぁ、終演だ！　派手に華麗に、かわいく死ね……！』

　経済的ダメージでがくがく震えているみろくの視線の先──大爆発で半身を抉えぐられた巨人に、小さな美少女戦士たちの一いつ斉せい攻こう撃げきが放たれた。

　ある者は無数の砲弾をばらまき、ある者は手しゆ榴りゆう弾だんを炸さく裂れつさせ、ある者は大剣で斬きりかかり、ある者は得体の知れない七色の光線を放つ──。

　極小の大たい量りよう破は壊かい兵へい器きが巨人の全身を削り、穿うがち、引ひき裂さき、貫つらぬいた。

「ぎゃあああ！　おのれ、主役めえええ！　呪われてしまえ、力ちから太た郎ろうぉおおお!?」

　断だん末まつ魔まの叫びと共に、巨人は爆発──四散した。

　肉片ひとつ残さず、焼やき尽つくされた。

　呆あつ気けなく。必ず最後に悪が討たれるお約束な、子供向けの特とく撮さつ番ばん組ぐみみたいに。

『よし、デカブツは片付けたか！　これより掃そう討とう戦せんへ移行するッ！』

　何ど処こからかルイスの声が響く。小さな美少女戦士たちは訓練された軍隊のように、忠実に指揮官の声に従い、かっぱ橋ばし通どおりのあちこちにいる小人たちを虐ぎやく殺さつしていく。

　逃にげ惑まどう小人たちを迅じん速そくに追おい詰つめ、斬り、殴り、砕き、滅ぼして──。

「はは……」

　みろくはネットに絡からまりへたり込んだまま、思わず愚痴っぽく独りごちた。

「なにこれ……。こんなんじゃ本当に、わたしなんか要らないじゃん」

　途と方ほうに暮れつつ、みろくは小さくも凜り々りしい美少女戦士たちが作り上げていく地獄絵図を、呆ぼう然ぜんと眺めていた。




　ほんの数分で、浅あさ草くさには平穏が戻ってくる。
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「何、何？　何が起きてるの？　姉ちゃんは無事っ？」

　浅あさ草くさ一丁目の雑居ビル──師匠の事務所で、無作法にデスクの上へ腰こし掛かけた小こ太た郎ろうが騒いでいた。

「あぁもう、よく見えないよっ！　実写とアニメを合成して派手に失敗したＺ級映画みたいなことが起きてるのかなー、ぐらいはわかるけど！」

「あれ？　小こ太た郎ろうちゃんって、夷い狄てきが見えないんだっけ？」

　そんな小こ太た郎ろうに当たり前のように侍はべっている、取り巻きトリオの一角──雉き子じ谷たにキサラは、意外そうな表情を浮かべた。

　小こ太た郎ろうの真横に陣じん取どり、デスクから投とう影えいされる大型プロジェクターの巨大映像を観賞している彼女は、勝手にカクテルを作り手酌で飲んでいた。

　鷲わし摑づかみでミックスナッツを口へ放ほうり込こみ、豪快に齧かじるキサラの反対側には、猿さる喰はみななみが座し、映像ではなく小こ太た郎ろうをじっと注視し、すりすりと頰ほおを寄せている。彼女の興味はいつだって、小こ太た郎ろうだけだ。

　小こ太た郎ろうの足元には小こ犬いぬ丸まる里り菜ながしゃがみ込こんでおり、何な故ぜか小こ太た郎ろうの革かわ靴ぐつをうっとりと眺めては、やたらと舌なめずりをしている。

「姉ちゃんが近くにいるときは、はっきり見えるんだけどねー。離れているとぼんやりとしか見えなくてさ」

　無意味にハーレム状態でそう言っている小こ太た郎ろうを眺めながら、窓まど際ぎわで悠ゆう然ぜんと葉巻を燻くゆらせていた師匠が鼻で笑う。

「はっ、中ちゆう途と半はん端ぱなのは姉のほうだけじゃねェのかよ。顕現者……桃もも太た郎ろうの権能を万全に扱えねェから、弟のほうは幽かく世りよの側にいる夷い狄てきを認識できねェと来たもンだ。そンなンじゃ、せっかくの神通力も宝の持もち腐ぐされだぞ？」

「大丈夫です問題ありません！　里り菜なが、里り菜なが小こ太た郎ろうさまの目になりますから！」

　無駄に息を荒らげ、小こ太た郎ろうの靴のそばで舌をちろちろと動かしていた里り菜なが叫ぶ。

「里り菜なは盗とう撮さつ、盗聴、その他ストーカー行為なら何でもござれなので！　自慢することではないですけどね！　あぁ小こ太た郎ろうさまっ、いけない里り菜なをお仕置きしてください！」

　実際、デスク上に設置されている大型プロジェクターは里り菜なの私物だった。彼女はこの街のあちこちに監かん視しカメラや盗聴器を仕し込こんでおり、浅あさ草くさ全域の情報を収集していた。

　そんなイリーガル極きわまりない彼女の腕うでを買った師匠は、彼女の情報管理用ノートパソコンに神通力を付与し、こうして状況の推移を見守っていた。

　画面の中では一いつ寸すん法ぼう師し──小人たちが殲せん滅めつされ、力ちから太た郎ろうのルイスが操る人形の美少女戦士たちが勝利のポーズを極きめていた。演出効果なのか、背後には七色に輝く煙まで焚たかれている。

　その間近で呆ぼう然ぜんとしている姉を見て、小こ太た郎ろうは苦笑する。

「まぁ、姉ちゃんさえ無事なら、戦いの趨すう勢せいなんてどうでもいいけどさ。あんまり危ないことはさせないでよ──姉ちゃんをマジで泣かせたり傷つけたりしたら容赦なくブッ殺すからね、耳毛の爺じいちゃん」

「おぉ、怖こえェ怖こえェ」

　師匠は怯おびえた言葉とは裏腹に鼻で笑い、肩かたをすくめた。

「実際、オレを殺せるやつがいるなら会ってみてェけどな」

　葉巻を口に銜くわえた師匠は、妙に婀あ娜だっぽい流し目を小こ太た郎ろうへ送る。

「姉ちゃンが心配なら、てめェもオレに師事してちゃンと修行を積めや。いつまでも他ひ人と事ごとじゃいられねェぞ。てめェら姉弟きようだいはどうやら、とびっきりの奇妙な運命を抱かかえ込こんでいるようだからな……」

　紫煙を吐きながら、むしろ脅おどすように。

「強くならなきゃ、この先は生き残れねェぞ。そのための方法は教えてやる。姉ちゃンのように試練の場を設けて、強制的に鍛え上げてやる……。まァ、せいぜい気張れや」

　煙を外に出すためか、風に当たるためか──窓を開けた師匠は、夕暮れに染まっていく浅あさ草くさを眺めた。

「これから、浅あさ草くさはどんどん賑にぎやかになるぜ。記事のネタには事欠かなくなるから、オレにとっては願ったり叶かなったりだが……四六時中、夷い狄てきに狙われるだろう馬鹿弟子には堪たまったもンじゃねェわな」
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「……まぁ、姉ちゃんの就職先が潰れずに済むってことなら、良かった良かった」

　怖い顔をしていた小こ太た郎ろうは手を叩たたくと、いつもの太平楽な雰囲気に戻った。

「でも。この事件ってさ、結局はどういうことだったの？　微妙に虫むし喰くいだらけの文庫本みたいで、よく理解できてないんだよね」

「構図は単純明快だぞ。てめェの姉ちゃんの才能を見定めつつ、今回の件を理由に力ちから太た郎ろうのルイスをもっと積極的に協力させる。そして、女め狐ぎつね──夷い狄てきの長おさの反応を推おし量はかる。とまぁ、いろんな目的のためにオレは今回の事件を有効活用したのさ」

　底意地の悪い表情を浮かべた師匠に、小こ太た郎ろうは苦笑いする。

「耳毛の爺じいちゃんは最初から真相を把は握あくしていた、ってことかな？」

「おう。すべての原因は、ルイス──力ちから太た郎ろうだ。あいつは自分の垢あかや肉から人形を作り上げ、それを自在に操る能力を持っている。ただ、デザインだの何だのと喧やかましい芸術家気質でな。失敗作は何の躊躇ためらいもなく捨てちまうンだ」

「あぁ、里り菜なが捕まえた妖精さんもその失敗作だったっぽいですもんね？」

　何な故ぜかよだれを拭った里り菜なが、口調だけは無邪気な子供のように口を挟む。

「ルイスも覚醒してから長なげェからな……。実は失敗作もかなりの量になっていた」

　里り菜なの怪しげな態度を無視した師匠は、好こう々こう爺やの顔で親切に語る。

「あの野や郎ろう、失敗作にはからっきし興味がねえンだろうな。馬鹿弟子には取り繕った綺き麗れいごとを言ってやがったが、実際はぞんざいに弔とむらったらゴミ袋に詰めてさっさと捨てやがる。本当はそのままゴミ回収車に運ばれて焼しよう却きやくされるンだが──逃にげ出だした失敗作に、何ど処こにでも蠢うごめいてる下か級きゆう夷い狄てきが取とり憑ついて自己増殖しやがった」

　毒々しげな声で、独り言のように吐き捨てて。

「いや、ろくでなしの女め狐ぎつねが、下か級きゆう夷い狄てきを端たん末まつに使って侵しん攻こう開かい始しの狼煙のろしを上げたのかも知れねェな。理由はわかンねェが、あの女め狐ぎつねはてめェの姉ちゃンにご執しゆう心しんのようでな──加護のかかった眼鏡や外がい套とうを脱がせた途と端たん、大喜びで牙きばを剝むいてきやがった」

「女め狐ぎつねっていうのが何なのかはわかんないけど。一いつ寸すん法ぼう師しの元になったのも、力ちから太た郎ろうの垢あかで作られた人形だったんだ？」

　傍はた目めには間ま抜ぬけに見える小こ太た郎ろうだが、頭の回転は速い。すんなりと理解する。

「失敗作に夷い狄てきが取とり憑ついた成れの果てだから、主役に対して複雑な感情があるような言動をしてたっぽいのかなぁ。主役になれなくて悔くやしかったんだろうね」

「だろうな。だから可か哀わい想そうなお姫さま──惨みじめな女たちに声をかけ、相談に乗ったり、童話の妖精のような小さな善行もしていた。それが噂うわさ話ばなしになっていたのさ。お姫さまを助けりゃ主役に……それこそ、一いつ寸すん法ぼう師しになれると思っていたのかねェ？」

　灰皿に葉巻を置いた師匠は、唇をへの字に歪ゆがめ、腕を組んだ。

「健けな気げに善行を積めば神々に認められ、星座にでもしてもらえるってか？　そんな道理はありゃしねェよ──夷い狄てきは夷い狄てきだ、この世の裏で蠢うごめく嫌われ者の害虫でしかねェのにな」

「……そうなのかな」

　小こ太た郎ろうは微かすかに笑うと、スクリーンに投影されたままの映像へ視線を遣やる。

「でも。誰かの心を救い、少しでも慰められたのなら……。その誰かにとっては間違いなく主役で、かけがえのない存在だよ。ぼくにとっての姉ちゃんみたいにさ」

　画面の中では、みろくがゆっくりと立ち上がっていた。

　そして、無む惨ざんに滅ぼされ、主役にもなれなかった一いつ寸すん法ぼう師したちに同情したのか──手を合わせ、こっそり冥めい福ふくを祈いのっていた。

　師匠の神通力を付与された監視カメラや盗聴器は異様な性能を発揮し、その呟つぶやくような独白すら狙ったように拾い上げる。

『でも。主役じゃなくたってさ、生きてる資格すらないわけじゃないよね。わたしはもう、そんなのは望まない。……それでも生きる、生きていくよ』

「ぼくも」

　小こ太た郎ろうもまた、スクリーンの中の姉に応えるように、呟つぶやいた。

「生きていて欲しい。姉ちゃんに、ぼくの物語の主役に」
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　かくして、みろくの初仕事は、ほとんど勝手に解決して──。

　奇妙な新生活が始まった。

　みろくは必死に集めた情報で一いつ寸すん法ぼう師しの記事を書いたのだが、師匠に『変にメランコリックで読むに堪たえない文章』などと酷こく評ひようされてボツになった。書き直しを命じられつつ、新たな記事のためのネタ集めに奔ほん走そうする日々だ。

　毎日、事務所の下の階にある編集部に通い、与えられた仕事をこなす。

　給料を前借りできたので、ほんの少しだが、生活も安定してきた。

　可か哀わい想そうな女にばかり囁ささやきかける、都市伝説の妖精さんのような夷い狄てき──一いつ寸すん法ぼう師しがおとぎり荘そうの六畳間に現れることもないだろう。さんざん怖い目にも遭わされたので、もう見たくもないが。

　血を吐くように叫び、「主役になりたい」と願っていたあの夷い狄てきたちの姿を思うと、今も少しだけ切なくなる。あれは、戯ぎ画が的てきに描かれたみろく自身だった。

　昔、御お伽とぎ噺ばなしの主役に憧れた。

　勉強して修行して、いつか望みが叶かなうことを疑いもなく信じていた。

　だが、みろくはもう社会人だ。食うためには働かなければならないのだ──残念なことに、現実は残酷である。

　この世界に無数に存在している、不思議でドラマチックな事象には関われないまま、淡々と生きていくしかない。真面目に働き、己自身を養いながら。

　そんな夢のない生活の中にも、小さな幸せはある。

　たとえば──。





■　■　■






「ルイスさん」

　みろくは比ひ較かく的てき、いつもよりおめかしして自宅のおんぼろアパート──おとぎり荘そうの廊ろう下かに立っていた。事務所の秘書さんから借りた口紅などでさりげなく化粧もして、自慢の髪も丹たん念ねんに梳とかしている。

「桃もも瀬せみろくです。あのう、何か御ご用ようだったでしょうか……」

　師匠から聞いて驚いたのだが、どうも力ちから太た郎ろうの顕現者──ルイスはみろくの隣りん室しつの住人だったそうだ。

　そして、おとぎり荘そうは顕現者をまとめて管理すべく、師匠が裏から手を回していた曰いわく付つきの物件だったらしい。現在の住人はルイスとみろくだけのようだが、顕現者の生活を保護するために用意された住居だったのである。

　道理で、中退寸前の休学中で無職なみろくでもすんなり部屋を借りられたわけだ。裏があったのだ。すべては師匠の手のひらの上か。

　ともあれ。一いつ寸すん法ぼう師しの事件の際に交換していたメールアドレスから連絡があったので、出勤前の早朝、みろくはルイスの部屋を訪れていた。

　何の用事かは知らない。

　でも。ちょっと、変な期待をしてしまう。

　みろくは頼もしく、甘やかな声の持ち主であるルイスに好感を抱いていた。弟の小こ太た郎ろうは他人が羨うらやむようなハーレム状態だし、別に対抗するわけではないが、自分にも恋とか──胸がときめくような展開があってもいいはずだ。

　まぁ、相手はルイスでなくても良いいのだが。恋人でもできれば、弟がしつこく絡からんでくることもなくなるだろう。弟のことはちゃんと家族として愛しているものの、うっかりすると弟のヒモに成り下がりそうだし鬱陶しいので、あんまりベタベタされても困るのだ。

　というか、ちゃんと就職できたことだし、今後は私生活をまともにしていきたい。

　そんなことを考えつつ、それなりの期待を込めて──。

　みろくは「入ってくれ。鍵はかかっていない」というルイスの返事に頷うなずき、意を決して入室した。

　そして、啞あ然ぜんとする。

　かなり雑然とした、窮きゆう屈くつな部屋だった。同じおとぎり荘そうの部屋なので、みろくの六畳間と間取りは変わらない。一人暮らしでもかなり手て狭ぜまで、息苦しい。

　壁を埋うめ尽つくす棚には無数の人形──というか、愛らしい衣装を着た美少女フィギュアが整然と並び、部屋の奥には新旧いろいろなゲーム機が繫つながったままの大型ディスプレイと、デイトレード用だろう小型ディスプレイが曼まん荼だ羅らのように鎮座している。まごうことなくオタク部屋だ、しかもかなり業ごうが深い感じの……。

　どう考えても、ロマンチックな出来事は起きそうにない。

　そんな狭い部屋の中央に、巨大な肉の塊かたまりがあった。

　トリコロールカラーのジャージを着た、ぶくぶくに肥えた巨きよ漢かんである。

　身長は２メートル近くあるようで、頭が天井に届きそうだ。その全身に脂し肪ぼうが厚い層を作っており、妙に彫ほりの深い顔が肉に埋まっている。髪の毛はさらさらの天使のごとき金髪で、髪と顔と服装だけ見れば惚ほれ惚ぼれするほど美形の王子様だ。

　しかし、全体の印象としては、昔のホラー映画で観みた巨大な赤ん坊だった。

　恐怖すら覚えて、みろくが後ずさると──その肉にく塊かいが良いい声で囁ささやいてくる。

「やぁ、みろく嬢、わざわざご足労ありがとう」

「あぁ、いや……。大丈夫です。となりの部屋なので」

「そうだったな。ともあれ貴女あなたはこれから仕事だろうし、用件だけ手短に話そうか」

　反射的に退ひいたみろくに、巨漢はぶよぶよと揺れながら微び笑しようする。

「先日、退治した一いつ寸すん法ぼう師しの件、ずいぶん気にしていたようだったからね……。倒したあいつらを焼却した後、残った灰を固めて仏像を作ってみた」

　そして、ボクシンググローブのように膨らんだ両手で、妙に脂あぶらっこく黒光りする仏像を差し出してきた。
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「肉としては死んでいるので、もう私の能力でも操れないんだが。せめて供く養ようでもしてやろう。ただ私は見ての通り、身分は精神的貴族に位置する高等遊民だ──自分で歩くのも難なん渋じゆうするから、貴女あなたが寺にでも運んでくれると助かる」

　じゃ、任せたから──などと言いながら、彼はこちらに背を向ける。

　そして太い指で器用にタイピングをしつつ、画面に並ぶ数字を注視し始めた。

「あのう。……ルイスさん？」

　念のため、このグロテスク極まりないクリーチャーがルイスでない可能性に賭かけて呼んでみたが、彼は「何だ？」と振り向きもせず、あっさり答えやがった。

　おまけに、百年の恋も冷めるような言葉まで吐き捨てた。

「用件は終わったのだから、さっさとこの聖域から出て行ってくれないか。リアル女の腐ふ敗はい臭しゆう……カダベリンとプトレシンと化粧品が混こん淆こうした雌めす臭しゆうが、私の愛するキュートでプリティな人形たちに付着すると困るんでね」

「──畜生っ、いろいろガッカリだよ！」

　叫んだみろくは、仏像を毟むしり取とるように奪うばって走り去ると、部屋の扉に蹴りを叩たたき込こんだ。

　部屋の中から、みろくを罵る豚の鳴き声が聞こえたが、豚が人間の言葉を話すんじゃねえ。

　あぁ、神さま！

　物語の主役が甘受するような胸がときめく展開なんて、別に今更、望んではいないけど──こんなどう反応したらいいのかわからないオチをつけられても困る！
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　労働とはなにか──。

　古き神話の中において、人間は働かなくとも望めば望むだけ、食べる物に恵めぐまれ、働く必要がなかったという。

　空気を備び蓄ちくするものなどいないように、飢うえる心配がなければ、蓄たくわえる必要もない。

　蓄える必要がなければ、貧ひん富ぷの差も生まれない。奪うばい合あう必要もない。

　それこそが、楽園。

　人間は自由に、気ままに。平穏に、平和に暮らしたという。

「寝てやり過ごそうと思ったけど……眠ねむれない！」

　浅せん草そう寺じの裏──台たい東とう区くの北東部に位置する、吉よし原わら……もとい、千せん束ぞく四丁目のアパートの一室で、桃もも瀬せみろくはこの世の終わりのような声を漏らしていた。

　今時分、逆に珍しい畳たたみ敷じきの「純和風」アパートはレトロ趣味を通とおり越こして陰鬱としていた。

　もう少し小こ綺ぎ麗れいにしていればロハスな匂いも感じられようものだが、この部屋の住人にはまったくもって精神的余裕がなかった。ゆえに、ただ乱雑に散らかった小こ汚ぎたない部屋には噎むせ返かえるような倦けん怠たい感かんだけが漂っている。

　そんな状況で住人がきれいに着き飾かざるはずもない。そもそも来訪者もいないから、手持ちの中でも一番みすぼらしいジャージ姿だ。

「あうあうあああ………」

　最後の力を振り絞るようにして、みろくは首を上げ、壁に貼られた、某ぼう大おお手て家か電でん量りよう販はん店てんが無料で配っているポスター型のカレンダーを見る。

「にじゅうににち……きんようび……」

　どれだけ見ても、そこに書かれている日付と曜日は変化しない。

　絶望的な数字だった。

　これが、これが「23日、金曜日」であったならば、自然と24日は土曜日となる。

　25日は日曜日となっただろう。

　それがどうしたと、わからぬものは思うだろう。

　大違いなのだ。

　これで、25日が日曜日であれば、その日の振ふり込こみ予定は前まえ倒だおしされ、23日の今日、金曜日に振り込まれる。

　だがそうではない。

　そうではないから、振り込みは３日後の月曜日となるのだ。

　何を言っているのかわからない？

　なるほど、わからないということは、とても幸せな人生を生きているということなのだろう。

　少なくとも、給料日の３日前に生活費を使い切ってしまい、食うにも事欠いた経験がないということなのだから。

「お腹なかすいたよう……」

　２日前、最後のカップラーメンを啜すすったとき、「水さえあれば人間一ヶ月は死なないっていうし、大丈夫、月曜日まで耐たえられる！」と思った。

　しかし、みろくは考かんがえ違ちがいをしていた。

　死なないというだけで、苦しくないわけではない。

「明日になれば、朝がくれば………苦しいことなんか忘れられる」

　昨日もそう思った。

　そんなことを呟つぶやきつつ、昨日は畳の上で丸一日うなだれていた。

　ずりずりっと、畳に身体からだをこするように這はいつくばって、台所に向かう。

　冷れい凍とう庫このかわりに製氷機があるだけの、古く小さな冷蔵庫を開けてみる。

「ない………」

　すでにマヨネーズも啜すすった後である。

　次に、食料庫──シンクの下の戸と棚だなを開ける。

「ない………」

　インスタントラーメンやレトルトのカレーはおろか、飴あめ玉だまの一つもない。

「ちっきしょう、こんなときだけは、このスレンダーボディがうらめしい」

　体内脂肪が少ないせいもあって、飢えがダイレクトに心まで蝕むしばんでいく。

　それほど冷える気候でもないのに、寒さと虚きよ無む感かんが骨身にしみまくる。

「背に腹……代えらんないか……」

　吐つく溜ため息いきすら弱々しく、みろくは呟つぶやいた。





■　■　■






　みろくの住む千せん束ぞくの隣となり町まち──隅すみ田だ川がわ沿いの眼前にそびえ立つのは、橋はし場ばの高層マンションだ。

「ここだけは、頼たよりたくなかったけど………」

　都営バスなら20分強──歩くには微妙な距離を、みろくは歩いてやってきた。吉よし原わら大おお門もん、衣え紋もん坂ざか、見み返かえり柳やなぎ……お歯は黒ぐろどぶの名残なごりの高低差、すべてを横目にふらふらと歩いてきた。

　何な故ぜか再生した愛車の50ccスクーターを転がせばもっと早く来られたのだろうが、ガス欠の上にバス代すらない金欠状態では、徒歩以外に選せん択たく肢しはなかった。

「父さんや母さんがいたら面倒くさいなぁ……気づかれないようにサッと入ってサッと帰って……」

　手の中に握られているのは、マンションの鍵。

　このマンションは、彼女の実家なのだ。

　先述の通り、来ようと思えば簡単に来られる場所にありながら、みろくはめったに近寄らない。盆ぼん暮くれ正月すら足を運びたくない。

　理由は単純──居心地が悪いからだ。

　別に、両親と不仲というわけではない。

　むしろ、高校時代までは、優等生と褒められていた。その頃までは、両親にとっても「手のかからないいい子」だったはずだ。表向きは。

　歯車が嚙かみ合あわなくなり始めたのは、大学進学の頃だった。

　みろくの成績なら、もっと別の進路もあったろうに、彼女が進学したのは人文学類。それもお世辞にも就職などには有利とは言いがたい、民俗学・文化人類学コースだった。

　両親はおそらく、娘むすめに堅けん実じつな、それでいて上級の勤め人になって欲しかったはずだ。

　具体的に言うのは難しいが、それこそ、「誰もが聞いたことがある企き業ぎよう名めい」で、そこで働いていると親しん戚せき縁えん者じやに言うだけで「まぁ立派な娘さんですね」と言われることは間違いない。その先に結婚があるかどうかはさておき、まずは手て堅がたく安定した人生を望んでいたのだと思う。

　そんな親からすれば、みろくが選んだ進路は、将来を懸け念ねんさせるものに映ったはずだ。

　それでも入学まではまだ僅わずかに苦い顔はしていたものの、悪くはなかった。

　進学した筑つく波ばの大学は、れっきとした国立大で、有名私大に匹敵する難易度だったからだ。研究者で身を立てるのは難しいだろうが、せめて教師にでもなってくれれば、と納得していたようだ。

　問題は、そうまでして入った大学を休学し、東京へ戻ってきたことだ。

　両親は理解しようがなかっただろう。

　娘が民俗学を専攻した理由が、「御お伽とぎ噺ばなしの主人公に選ばれなかった」原因を知ろうとしたことで、それを解き明かすこともなく、無力無気力に戻ってきたことを。

　しかも、それからなにをするでもなく、唐とう突とつにアングラで怪しげでサブカルなネットメディアのライター……二昔前なら「売文屋」などと言われたようなヤクザな仕事を始めたのだから、顔も曇ろう。

　それでも、両親はあからさまにみろくを責めるようなことは言わなかった。

　だが、ふと会話が途切れたとき、父親に沈んだ顔で「お前、これからどうするか、ちゃんと考えているんだよな？」と尋ねられたりしたら、たいへん気まずい。

　進学の理由も、休学の事情も、どちらも自分が原因であるがゆえに、とにかくひたすら抗あらがいづらい。

「さて、行くか……」

　ぎゅっと、あらためてマンションの鍵を握りしめたところで、背後から声をかけられる。

「あれ、姉ちゃん」

「げ！」

　その声が耳に入り、背後を振ふり返かえって声の主の顔を見る前に、みろくはひどく不ふ愉ゆ快かいそうな声を上げた。

「ちょ……姉ちゃん、いくらなんでも『げ』はなくない？　『げ』は」

　そこにいたのは、風に流れる髪すらさわやかな美男子３に美少年３を加え、更に男前４で仕上げた絶妙な配合のイケメン青年だった。

　桃もも瀬せ小こ太た郎ろう──みろくの弟である。

「空腹状態以外でアンタと顔を合わせるとね、なんというかムカムカして、悪あく性せい嘔おう吐とってやつになっちゃうのよ。仁じん丹たんが欲しいわ仁じん丹たん！」

「じんたん……？　ああ、あの実写化もされたアニメの主人公」

「ちがうわボケ！」

　付つけ焼やき刃ばの関西弁でツッコミつつも、訂てい正せいする気力と体力はなかった。

「悪あく性せい嘔おう吐とってのは、気分が悪くて吐き気がするって意味なんだけどね！」

「そっかぁ、やっぱり姉ちゃんはいろんなことを知ってるなぁ」

　ばか兄弟コントの仲なか本もと工こう事じのような天てん真しん爛らん漫まんすぎる感想に、みろくは溜ため息いきをついてしまう。ボケと言われても、「吐き気がする」と言われても、小こ太た郎ろうの笑顔に陰りはない。
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　むしろ微ほほ笑えましそうにみろくを見つめている。

　──「みろく」と「小こ太た郎ろう」か……。

　みろくはいつも思う。自分たちの名前は、逆であるべきなのに。

　女なのに「太た郎ろう」？　という小こ賢ざかしいツッコミはいらない。こっちはどうとでもなる、どうでもいい名前だ。

　常に絶やさぬ、慈じ悲ひ深ぶかさすら思わせる弟の半はん跏か思し惟いなアルカイックスマイルは、五十六億七千万年後に降臨すると約束された救世主──弥み勒ろく菩ぼ薩さつを思わせる。

　この笑顔が、ある者にはどんなものでも受け入れる懐ふところの大きさに見え、ある者には底知れない器うつわの大きさを感じさせ、ある者には汚れない無む垢くなる魅力として作用する。

　要は、モテるのだ。

「どうしたんですかみろくさん。なんだか顔色悪いですけど」

「顔色が悪いというか、血色が良くないというか、流れるものが流れていない感じね」

　ひょいと、小こ太た郎ろうの背中から顔を出す少女二人。

　小こ犬いぬ丸まる里り菜なに猿さる喰はみななみ、小こ太た郎ろうの取り巻き──両手に花の美少女コンビである。

　この二人に年とし増まの肉食系女子・雉き子じ谷たにキサラを加えた三人組を、みろくは密ひそかに「三馬鹿」と呼ぶことにした。

「わたしは休学中だけど……アンタたち、普通の学生だよね？　こんな時間にうちで何やってんの……」

　親の留守中にガールフレンドたちを連つれ込こむ小こ太た郎ろうもどうかしているのだが、姉としてはホイホイ付いてくるほうが腹立たしい。

「うちの学校、今日、創立記念日なんですよぅ」

　里り菜なの回答。真実かどうかは怪しいが、筋は通っている。65点。

「午後からあまりにも程度の低い教師の授業二連発なんで、自主的に切り上げたの」

　ななみの回答。問題はあるが、少なくとも登校はしたのだろう。40点。

「姉ちゃん、ぼくもぼくも！」

　何な故ぜかはしゃぐような口調の小こ太た郎ろう。

　まるで、年長の女児三人でおままごとをしようとしているところに、「僕ぼくも入れてー」と駆け寄ってくるちびっ子のようだ。

「アンタには訊きいてないから。ちなみに……なに？」

「起きたらもう昼でさ」

　問題外こたろうの回答。発ほつ作さ的てきに頭を搔かき毟むしりたくなった。20点。

「あのね、自分の勝手で何がどうなろうが、それはアンタの責任だけど、わたしの弟のせいで他よ所そ様さまの子が外げ道どうに堕おちたら、わたしと桃もも瀬せ家の責任問題になるんだからね？」

「姉ちゃんは、あいかわらずしっかりものだなぁ」

　案の定、嫌みは通じず、それどころか小こ太た郎ろうは感心した顔をしている。

「子供って……そんな扱いされる歳としじゃないんだけど」

　しかし、不ふ機き嫌げんそうな顔で抗こう弁べんするななみに、みろくの嗜し虐ぎやく心しんが疼うずき出だした。

「ふふっ、親のスネかじっている学生が、エラそうな口叩たたいているんじゃないっての。大人ってのは、ちゃんと自分を養う甲か斐い性しようがあって、自立して、責任を持って──」

　と、自分のことを棚の上へ放り投げた上から目線で言ったところで、突とつ如じよ「ぎゅるるるん」という音が響いた。

「ん？」「あら？」「あれ？」

　響いた音を活字にすれば、機械のモーターが駆動した音かと思うだろうが、世の中そんなにロマンチックではない。

　いましがた、「大人とは自分を養う甲か斐い性しようを持つ者だ」とか高説を垂れた「自立した大の大人」様が盛せい大だいに腹を鳴らした音であることは、誰の耳にも明らかであった。

「すっごい腹の音。雌豚の鳴き声かと思ったわ」

　聞かなかったフリもしてくれない、辛しん辣らつ極まりない猿さる喰はみななみの容赦なき反はん撃げき。加えて、クールビューティの蔑さげすむような視線。

「ちがっ……これは……その………」

　かあああっと顔が赤く、熱くなっているのが、自分でもわかる。

「みろくさん、ダイエット中なんですか？」

　本人は助たすけ舟ぶねを出したつもりかも知れないが、天然ボケ小こ犬いぬ丸まる里り菜なの追撃。加えて、ほんわかサイコパスの純粋すぎる視線。

「そ、その……そーゆーわけでもないんだけど、ね……」

　しかし、半はん端ぱな「大人の」プライドが邪魔をして、助け舟にも乗り損ねた。

「あれ！　姉ちゃんお腹なか減ってんの！　ハラヘリヘリハラ？　あ、もしかしてそれでウチに帰ってきたの？　あ、そっか！　お金なくなっちゃったんだ？　父ちゃんと母ちゃんも、もうちょっと仕送り増やしてあげればいいのにね。ほらほら上がりなよ！　ぼく、メシ作るからさ！」

　キラキラと、輝くばかりの嬉うれしそうな顔の小こ太た郎ろう。

　みろくはわかっている。

　この弟に、敵意も害意も邪じや気きもない。

　幼い頃と変わらず、姉である自分を慕したってくれているのだとわかっている。

　自分にできることがあるなら、可能な限り応えたいという、１００％の善意なのだ。

　だからこそ──ムカつくのだ。

「は？　なに言ってんのアンタ」

「え……？」

　精せい一いつ杯ぱいの強がりで、引ひき攣つった顔面の筋肉を歪ゆがめ、嘲ちよう笑しようする。

「わ、わたしは……ダイエット中なの！　炭水化物ダイエット的なアレ！　でもって、いまはウォーキングの途中で真っ最中！　歩いて脂肪をバーニングしながら、ちょっと実家の様子を見に来ただけなんだからっ！」

「そ、そうなの……？」

　からっぽの胃い粘ねん膜まくにじゅくじゅくと胃液だけがにじみ出ているのがわかる。

　食欲中枢と肉体が「ムリしないでご飯食べてきなよ～」と訴うつたえているのがわかる。

　しかし、そんな本能の叫びを、みろくはプライドでねじ伏ふせた。

「んじゃ、わたし行くから！　アンタはアンタで、女の子をはべらせて好きに楽しく考えナシなハーレム人生をくっそくだらなく生きてなさい！」

　ふん、と逆ギレモードの鼻息を鳴らし、みろくは大おお股またで歩き出す。

　力いっぱい握りしめたせいか、手のひらの中のマンションの鍵が肉に食くい込こみ、キリキリと痛んだが、それも気にかけない。

「姉ちゃん……あの……またね！」

　背中越しに、小こ太た郎ろうの声が聞こえるが、それも気にかけない。

　その声に少しだけ、懐なつかしい寂しさが混じっているのも気づいていたが、あえて無視する。

　小こ太た郎ろうにだけは、あの弟にだけは、弱みを見せたくない。

　それがみろくの最後の最後の、そのまた最後に残ったプライドだった。

「とはいえ……どうしたものかなぁ………」

　ずんずんと、２ブロックほど進んだところで、またしても腹の虫が鳴る。

　貴重なカロリーを消費してしまっただけの結果に後こう悔かいしかけたところで、はたと思い浮かぶ。

「そうだ、いいプランがある！」

　まるでどこかの伝説的Ｂ級映画の主人公のように、みろくは呟つぶやいた。





■　■　■






「そンで、オレんとこに来たってわけか？」

　場所は変わって、再び台たい東とう区く浅あさ草くさ──日本どころか、世界的にも有名な観光スポットであろう。

　特に浅せん草そう寺じ周辺の一帯──雷かみなり門もんや仲なか見み世せ通どおりは休日も平日も関係なく、世界中から集まった観光客がひしめき、人力車が走り回っている。

　ここは、その一角にある蕎そ麦ば屋や。明治３年創業の老舗しにせ「尾張おわり屋や」の本店だ。

　そして、不機嫌そうな声を上げたのは、みろくの「師匠」であった。

「あ～～やっぱ浅あさ草くさは美お味いしい蕎そ麦ば屋やが多いですよね。江え戸どの文化が息づいている！」

「聞けよ。だいたい、あの写真が誰かもよくわかってねェ小こ娘むすめが文化を語りやがって」

　店内に飾かざられているモノクロの写真には、かつての常連客だった、長身にロイド眼鏡の老ろう紳しん士しが写っている。

「え、永なが井い荷か風ふうですよね？　『如い何かなる星の下に』の」

「……それは高たか見み順じゆんだろうが。この半可通が」

　喜色満面で蕎そ麦ばを啜すするみろくに、師匠は一段重い声で言うが、不ふ肖しようの弟子は気にしていない。

　30分ほど前──橋はし場ばの実家を背にしたみろくが向かったのは、浅あさ草くさ雷かみなり門もんにある師匠の事務所。

「二度は言いませんよ師匠、わたしにメシを奢おごれ！」

「おめェは……どうしてそんなエラそうにできるンだ……？」

　ちょうど遅めの昼食を取ろうと出てきたところを摑つかまえ、半ば無理やり奢おごらせることに成功し、いまに至っていた。

「あのなぁ……てめェ、オレが何食っているかわかるか？」

「何を言ってるんですか。蕎そ麦ばですよね？　蕎そ麦ば屋やに来たんですから」

　師匠の眼前にあるのは「もりそば」だ。

　蕎そ麦ば屋やの定番中の定番メニュー。

　それゆえに奥が深く、ごまかしも利きかず、「蕎そ麦ば屋やはもりに始まりもりに終わる」とかなんとか通ぶる芸人が後を絶たないのは、尾張おわり屋やが浅あさ草くさ演えん芸げいホールや東とう洋よう館かんに近いからだ。たぶん。

「もりそばとざるそばの違いって、海の苔りが載っているかどうかじゃなくて、全体のレベルが違うらしいですね。ざるそばがガンダムだとしたら、もりそばがジムみたいな？」

「そんな珍妙なうンちくなンざ訊きいてねェよ。てめェは何を食ってンだ」

「えーと……天ざるですね。美お味いしいですよ？」

　ピンとまっすぐに伸びた大ぶりの車エビが２尾載っている浅あさ草くさ名物だが、もりそばに比べ、値段は３倍以上だ。

「あのな……年長者として言わせてもらうぞ。奢おごってもらうときってェのはな、相手よりも高いもンは頼まねェのが礼れい儀ぎだぞ」

「あ、すいませーん！　なす田楽と玉子焼きと貝柱のおろし和あえもお願いします！　日本酒は笹ささの川かわで！」

「だから聞けよてめェは!?」

　どこ吹く風で追加注文するみろくに、師匠は呆あきれの溜ため息いきをつく。

　言外に「付ける薬がない」とでも言いたげであった。

「本当に美お味いしいですねこのお店。この天ぷら、サイコーです」

「ったりめぇだ。ネタも粉も油も違う。ゴマ油と白ゴマ油の配合を季節で変えて、海え老びしか揚あげねぇンだからな。ジャンクフードまみれのガキの舌に載せてやるにはもったいねェこだわりの一品よ」

　言葉のわりには、師匠の顔は少し得意げである。

　自分の行きつけの店を自慢するときの口上は、どれだけ年を経てもあまり変わらないものなのかもしれない。

　たとえそれが、人外の年月を生きてきた老ろう爺やであったとしても。

「五ご稜りよう郭かくから戻ってきた頃……それから長いこと通っているが、さすがに箱はこ館だて戦せん争そう以前のことはあらかた忘れちまったよ。人間の脳のう細さい胞ぼうってェのは一世紀半ですべて一いち巡じゆんするらしくてな」

「……………」

　ふと、みろくは蕎そ麦ば屋やの壁に掲げられた、「創業明治三年」と書かれた看板を見た。

　はじめて聞いたときはかなり驚いたが、明治３年……１８７０年ということは、１５０年近く前だ。齢よわい20歳の乙女には想像すらつかない過去の世界だ。

　だが、目の前にいる師匠は、この蕎そ麦ば屋やよりも……もしかしたら、「蕎そ麦ば」という料理が生まれるよりもなお、古きものらしい。

　こんなこと、同族以外の誰に話しても信じてもらえないだろう。

　鼻で笑われればいいほう、ヘタすれば正気を案じられるレベルであろう。

　だが、事実である。顕現者や夷い狄てきが事実であるように、顕現者の元締めであるこの老人もまた、天地自然の理ことわりとは違う事実を生きてきたのだ。

「なンだ？　ヘンな顔しやがって。こうなったらもう勝手に好きなだけ食え」

　自分を見つめるみろくの視線に気づいた師匠が、諦めたように言う。

　齢よわい千年とまでは信じづらくとも、途方もない高齢であることは、真っ白な髪と、刻まれたシワ、傍かたわらの杖つえの黒光りで想像がつく。

　しかし、時折放つ、濃こい目めのサングラス越しの眼光の鋭さ。

　なにより、まるで千年樹を前にしたような、大いなる年月を生きたものだけが持つ圧あつ倒とう的てきな「なにか」は、一般常識では「労いたわられる側」である老人とは思えない説得力がある。

　顕現者──古いにしえには「八や百お万よろずの神々」にも通じていたという、異能の者。

　みろくの弟、小こ太た郎ろうと同じく、超常の存在なのだ。

「どうしたバカ弟子。ありもしねェ猿さる知ぢ恵え絞しぼって何を考えてやがる」

　みろくの心中の変化を感じ取ったか、師匠が言った。

「奢おごらせといて不ま味ずそうな顔で食ってンじゃねェ。まだしもさっきまでのバカ面づらで海え老び天てんやっつけているほうが可か愛わいげがあったぞ」

「べ、別に……何も考えてないですよ」

　言葉とは裏腹な不機嫌な声で返しつつ、みろくは蕎そ麦ばを啜すする。

「まァた、小こ太た郎ろうとなンかあったか？」

「ごふっ!?」

　蕎そ麦ばが喉に詰まりそうになり、あわててお茶をあおった。

「なんでそこで小こ太た郎ろうの名前が出てくるんですか!?」

「てめェが不機嫌な理由はたいがいそれだろう。むしろそれ以外だった様ためしがねェ。わかりやすいンだよ小娘が」

　にやりと不敵な笑みを浮かべる師匠。

　齢よわい千年の魔人からすれば、たった20年しか生きていないみろくなど、赤子も同然だ。

「その……不機嫌ってわけじゃないですけど……」

　運ばれてきた玉子焼きにも手を付けず、怒おこられた子供のような顔で、みろくは言う。

「自分が、情けないなって……あと、なんか、世の中って不条理だよなぁって……」

　小こ太た郎ろう、師匠、ルイス、雉き子じ谷たにキサラ、猿さる喰はみななみ、小こ犬いぬ丸まる里り菜な……みな顕現者だ。

　顕現者とは、古き異能の者たち──現代に「御お伽とぎ噺ばなし」として伝わっている存在の記憶と力を受け継いだ者である。

　権能の発現には、様々な要素が絡からんでいるらしいが、詳しくは知らない。

　師匠も、知っているのか知らないのか、そこら辺は曖昧にしている。

　みろくにとって確かなことは、自分はそれに「なり損ねた」ということだ。

「結局……世の中、生まれついての運次第なんだなって、やっぱそーゆーとこあるんだなぁって思っちゃうと、情けないっていうか、卑屈になっちゃう自分がいて、それがまたみじめっていうか……」

　みろくに「桃もも太た郎ろう」の記憶が顕現したのは、中２の春だった。

　それ以来、自分はいずれ「桃もも太た郎ろう」の能力も顕現するのだと信じていた。

　だから、来るべき日に備え、修行に励んでいた。

　しかし、高３になってもその日が来ることはなかった。

　能力を受け継いだのは、誰あろう弟の小こ太た郎ろうだったのだ。

「自分はこの世ならざる異界の敵と戦う戦士なのだ」と、本気で思っていた。中学時代にやらかした所業を思い出すと、恥はずかしさに顔が赤くなる。

　中学生、しかも中２といえば「厨ちゆう二に」と言われるほどに痛い言動をかましてしまう年とし頃ごろだが、みろくのそれは常人のひと回りどころか、更に一回転する規模であった。

　そんな自分を、幼い小こ太た郎ろうは「姉ちゃんはすごいなぁ」と無邪気に見守っていた。

　その挙げ句がこの体ていたらくだ。

「ぶっちゃけ……アイツの顔見るの辛つらいんですよね。自分が情けないときには、なお一層……」

　進学先を筑つく波ばの山にしたのも、家を出る中ちゆう途と半はん端ぱな口実だ。

　つくばエクスプレスも開通していたから、電車一本、一時間足らずで戻れる保険付きで、とりあえず小こ太た郎ろうから離れたかった。

「やれやれ……しょうがねぇガキだな」

　くだらなそうに、師匠が言う。

　みろくは、文字通り「返す言葉もない」ので、何も返さない。

「来てるぞ。なす田楽なんて、冷めてうめェもンじゃねェからな、さっさと食え」

「あ、はい……」

　結局、何事にも熱中できず、なし崩くずし的てきに師匠にスカウトされ、師匠がオーナーを務めるネットメディアのライターをしているが、その収入は微び々びたるもの。

　わずかな親の仕送りがなければやっていけないのが現状である。

「師匠たちはいいですよね。なんていうか……『選ばれし者たち』って感じで……わたしなんて、宿屋の客Ａとか、道具屋Ｂとか、下手すりゃ『ここは◯◯の村だよ』って言うだけのモブキャラですから」

　卑屈で自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべたみろくは、酒の勢いを借りてぼやきまくる。

「ったく、陰気くせェ面つらで、メシが不ま味ずくなる話をしやがって……」

　呆あきれたように溜ため息いきをつくと、師匠はしばし思案するように額へ手を当てた。

「てめェは……まだわかってねェようだな。顕現者とはどういうものかを」

「わかってますよ。古いにしえから存在する『御お伽とぎ噺ばなし』として伝わる者たちの──」

「そんな百科事典みてェな上うわっ面つらの知識じゃねェよ」

　みろくの言葉を遮ると、師匠はファイロファックスの高級手帳を開き、空白のページへ乱暴にペンを走らせる。

「この住所ンとこに行ってみろ」

　そして、一気に破った手帳のページをみろくへ投げよこす。

「ここに、誰がいるんですか？」

「行きゃわかる。そいつも顕現者だ。ちょいとばかり特殊だが、今のお前にはちょうどいい塩あん梅ばいの教材だ」

　書かれている住所は、この蕎そ麦ば屋やからも、みろくのアパートからもそう遠くない。

　隅すみ田だ川がわの向こう側、吾あ妻づま橋ばしを渡って向むこう島じまの牛うし嶋じま神社の近くだ。

「え……20歳の女子大生に何をさせようっていうんですか？」

「いいから黙って行ってこい。師の言うことは黙って聞くのが弟子ってもンだ」

　怪け訝げんな顔のみろくに、師匠は言い捨てる。

「いやいや、昨今の教育現場はそうは行きませんよ。ちゃんとした教育プランを提示していただかないと。インフォームドコンセントですよ？」

「説明されねェと同意もできねェってか。これだから半はん端ぱに学を齧かじったガキはめんどくせェ……」

「そういうの学ハラって言うんですよ。あとモラハラとパワハラで三さん倍ばい満まんです」

「なんでもハラつけてンじゃねェ。ほれ、これやるから、ハラくくって行ってこい」

　羽は織おりの袖から取り出したのは分厚い封ふう筒とう。それを投げよこす。

「む？　これは……!!」

　中に入っていたのは、数えで50枚のビール券。それも大びん２本券だ。

「長くのたくってるとなァ、頼ンでもねェのに御ご機き嫌げん伺うかがいでそういうもンがちょくちょく送られてくる。めんどくせェからゴミ箱へ放り投げているンだがな」

「なんてもったいないことを……!!」

　ビール券は、文字通りビールを購こう入にゆうできる金券だが、一部のコンビニならビール以外にも使用できるし、金券ショップへ売れば現金にもなる。

　銀行の預金残高が47円のみろくには、金の延べ棒に匹敵するお宝である。

「くれてやるから、さっさと行ってこい！」

　それ以上、師匠の言葉に逆らう理由は、みろくにはなかった。





■　■　■






　隅すみ田だ川がわを渡り、牛うし嶋じま神社を目標に歩いて行くと、件くだんのアパートはあっさり見つかった。

「すごい。ボロい」

　自分の住んでいるアパートも築70年を超える、家賃３万３０００円のたいがいなボロアパートだが、そんなみろくから見ても思わず声が出てしまうほど、そのアパートはボロかった。

　半ダースの子供たちが「せーの」と壁を押したら、そのままギャグ漫画のようにグシャボロドッカンと壊れてしまいそうだ。

「ここに住んでいるの？　『ものぐさ太た郎ろう』が……」

　顕現者「ものぐさ太た郎ろう」に会い、顕現者のなンたるかを学び取れ──それが師匠の言いつけだった。

　ものぐさ太た郎ろうは「桃もも太た郎ろう」や「浦うら島しま太た郎ろう」「かぐや姫ひめ」などと比べると、マイナーな昔話だ。とはいえ、「ど」がつくほどではない。おそらくは鎌かま倉くら時じ代だい初期に発生した民間伝承で、「御お伽とぎ草ぞう子し」にも収録されているからだ。

　だから、みろくも話の概がい要ようは知っている。

　民俗学専攻だったのは伊だ達てではない──と思いたい。

「確か……ものぐさは、『物ものくさ』とも言われていて、長野あたりでは神格化されて立身出世と子宝の神として祀まつられているんだっけ……？」

　頭の奥にしまい込んでいた情報を口に出しながら、アパートの玄関へ向かう。

　いまどき珍しい、靴くつ箱ばこ付きの土間型玄関。

　靴を脱いで上がろうとしたところで、床の汚れが目についた。

　正直、土足のままで上がってもいいんじゃないかと思ったが、靴下一足ダメにする覚悟で上がり、二階にあるという「ものぐさ太た郎ろう」の部屋を目指す。

「ものぐさとは、『面倒くさがり』の意。文字通り、働くことはおろか動くことすら嫌い、食事は周囲の住人から恵んでもらっていた……」

　ギシギシというか、ゴキゴキというか、今にも破れそうな床を歩む。

「そのものぐさっぷりは凄すさまじく、一日中、竹と藁わらを編んで造ったようなボロ屋に寝ね転ころがり、ある日、恵んでもらった餅もちを落として道に転がしてしまったときなど、誰かに拾ってもらうまで延々と待ち続けたほど……」

　中に入ってから気づいたが、築年数自体は千せん束ぞく四丁目のおとぎり荘そうとたいして変わらないようだ。ドアではなく引き戸という違いはあるが。

　ただ、まったく管理されていないのだ。

　崩れかけの壁も破れた床も割れた窓もすべてそのままで、ただただ汚れるに任せている。

　廊下の端の盛り塩が妙に黒いな、と思ったら、カビと埃ほこりの塊だった。

　そこから、小さなしっぽが覗のぞいている。

　干からびたネズミの死体だったのかも知れないが、確かめたくもない。

「落とした餅を拾わせるため、通りかかった地じ頭とうに『ちょっとそれを拾ってこっちに持ってきてくれ』と言う。地頭とは、当時の役人、『泣く子と地頭には勝てぬ』と言われるほど、農民たちからは恐れられた存在。そんな者にすら臆おくさず言ってのけるほどの、筋金入りのものぐさ者」

　こんなボロアパートに誰が住んでいるのだろう、と思ったが、意外にもどの部屋にも生活感はあり、住人がいる様子であった。

　軋きしむ階段を上り、二階へ向かう。

　部屋番号から察するに、目当ての部屋は二階の端だ。

「あまりのものぐさっぷりに、地頭すらものぐさ太た郎ろうに命じられるままに餅を拾ってうやうやしく渡してしまった。当時の社会構造から考えればあり得ない話だけど、ありえない奇き蹟せきを起こしてしまうほど、常識外れの面倒くさがり屋、か……」

　どうやったら現代の話に喩たとえられるのだろう、などと考えつつ、ついに「二〇四」と書かれた部屋の前に立つ。

　表札に名前はないが、戸の向こうからテレビの音がかすかに響いている。

「すいません！　望もち月づきさんですか？」

　こんこんと木製の戸をノックするが、返事はない。

「すいませ～ん！　『デイリーコルチャックジャパン』の記者の……も、桃もも瀬せと申しますっ！　オ、オーナーからの紹介で来たんですけど……」

『デイリーコルチャックジャパン』とは、師匠がオーナーを務めているネットメディアで、オカルト方面の有名人だったシカゴの新聞記者が独立して作ったローカル紙とライセンス契けい約やくを結んだ日本版、と自称している。

　ちなみに、本家サイトのキャッチフレーズを自じ動どう翻ほん訳やくしたら「世界の謎と不思議に挑ちよう戦せんするスーパーミステリーメディア」と表示された。

「留守……？　テレビつけっぱなしで？」

　ちょっとタバコを買いに行く程度ならば、有り得る話かなと、待ってみようかとみろくが思ったところで、随ずい分ぶんと遅いタイミングで、声が返ってきた。

「あ～～～～～～」

「ん？」

　しかし、それがなにを意味するのか、ギリギリ人間の声とわかるレベル。

　動物の呻うめき声ごえかと思ったくらいだ。

「あの～……望もち月づきさん？　いらっしゃるんですか？」

　再び声をかけると、またしてもたっぷり間を空けて、

「あ～～～～～～～」

　という声が返ってくる。

「……一応、いるのかな？」

　首を捻ひねり、しばし悩んでいると、背後から声をかけられた。

「あの、望もち月づきさんのお知り合いの方ですか？」

「うわぁ!?　す、すいません！」

　いきなり声をかけられて、マヌケな声を上げてしまった。

「失礼しました。急に、お声がけをしてしまい」

　そこには、黒スーツの上下に、ストライプなネクタイを締めた、折り目正しそうな、中年と言うにはまだ若いが、青年と言うにはやや老ふけ過すぎな頃合いの男性が立っていた。

　笑顔のゴム仮面が張り付いているような表情は、なんとなく、ちょっと前に大人気を博した銀行が舞ぶ台たいのテレビドラマの主人公に似ていた。

「申し遅れました。私、こういうものです」

　渡された名刺には、有名な建築会社の名前が記されている。

「地じ藤とうと申します」

「じとーさん……」

　肩かた書がきは「社外交渉担当委い託たく」とあった。

「社外交渉担当って……しかも委託って……どういったお仕事なんですか？」

「ええ、マンションや商業施設など、建築物を造る際に　予定地にお住まいの地権者の方と、土地の買い上げに関して交渉させていただく仕事です」

「それって……要は……地上げ屋サン？」

「ん……」

　みろくの言葉で、地じ藤とうの張り付いた笑顔がかすかにこわばる。

「そうですね～……お嬢じようさんが生まれる前の時代には、そう呼ばれておりました」

「もしかして、その、暴力団的な？」

「いえいえいえいえ、思い違いはなさらないでください！　いまどきそういう肩かた書がきは、マイナスになることはあってもプラスにはならないんですよ」

　暴ぼう対たい法ほうが施し行こうされてから「ワレこら◯◯組なめとんかい！」と恫どう喝かつするだけで、恐きよう喝かつ罪ざいが適用される世の中だ。

「父の代はそういうこともしていたようですけどね。バブル期の頃までは」

「今は違うんですか？」

「あんな大おお雑ざつ把ぱな商売では、このご時世、やっていけません」

　ゴム仮面の笑顔を崩さず、声のトーンだけ落として続ける地じ藤とう。

「大変ですよ？　合法的に、根気よく、じっくりと時間をかけて信しん頼らいを築き、それでいながら同業他社に先を越されないように目を光らせる……法律や交渉術など、様々な分野に通じていなければできません」

　黒くろ縁ぶちのメガネをくいと上げると、細い目が鋭く光った。

「最近、このあたりの地価がまた上がってきまして……オリンピックで都心の再開発が加速していますからね。我々の仕事も増えてきました」

「あー、業なり平ひら橋ばしにスカイツリーが建ってから、注目浴びてますものね」

　そういえば、橋はし場ばにある実家の高層マンションも「スカイツリーが見える」からか、売ばい却きやくしないかという不動産屋のチラシがよく入っていた。

「望もち月づきさんにも、いい加減、首を縦に振っていただきたいんですが……」

「どういうことです？」

「このアパート、望もち月づきさんの持ち家なんですよ。彼、若いですが、大家なんです」

「え？」

　地じ藤とうの言葉に、みろくは驚く。

「まぁ、続きは中に入ってからにしましょう」

　言うや、地じ藤とうは骨こつ董とう品ひんレベルの引き戸に手をかける。

「勝手に入っていいんですか？　っていうか、鍵は……」

「この部屋、鍵なんてかかってたことがありませんよ。引き戸には鎌かま錠じようすら付いていませんし。あと、『入っていい』って言われたじゃないですか？」

「いつですか？」

　怪け訝げんそうな顔をするみろく。

　その脳裏に、先ほどの戸の向こうからの呻うめき声ごえが思い出される。

「え、あれが返答なんですか!?」

「望もち月づきさんは喋しやべることすら面倒くさがる方なので……」

「うわぁ……」

　こりゃあ、想像以上に厄介なトコに来てしまったぞ──みろくは早くも後悔していた。

　そして、部屋へ入るとすぐに、ウサギの飼育係の当番をしていた小学生時代を思い出した。

「なに……この臭におい……？」

　人間の生活空間とは、概がいしていろんな臭いがするものだ。

　たとえば、ルイスの部屋は見かけによらず掃除は行き届いていて清潔だが、風ふ呂ろに入らないので体たい臭しゆうは漂っている。本人も気にしているのか、高価な空くう気き清せい浄じよう機きが常時駆動しているけど、完全に本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　だが──これは違う。どちらかと言うと、「動物の巣」の臭いだ。

　部屋の広さは四畳半と推定されるが、家具が全くない。

　机も椅子も本ほん棚だなもクローゼットも冷蔵庫もなく、窓にはカーテンもかかっていない。

　その部屋の真ん中に、ゴミ捨て場から拾ったようなボロ布ぶ団とんが敷しかれ、男が寝っ転がっている。

　横たわっている──ではない。

　文字通り、「寝て」「転がっている」のだ。

　ボサボサの髪に、伸ばしっぱなしのヒゲ面づら。

　四し肢しをだらんと伸ばし、重力に引き寄せられるまま、死体のように寝ている。

　おそらくこの男が、望もち月づきなのだろう。

「望もち月づきさん、ど～も、地じ藤とうでございます」

　先に入った地じ藤とうが声をかけるが、望もち月づきは答えない。

「やれやれ、相変わらずだなぁ……それ、面白いですか？」

　テレビに映っているのは、ダイヤだか真しん珠じゆだかを売っている、通つう販はん番ばん組ぐみ。

「ええ～、これがたったの２万９８００円!?」と、わざとらしく、顔は覚えているが名前は思い出せない昔のアイドル歌手が驚いている。

「ゴミくらいは捨てなきゃいけませんよ～」

　望もち月づきの布ふ団とんの周りには、ゴミが散乱している。

　コンビニ弁当の空容器、パンを包んでいたビニール袋、サンドイッチの包み紙、おにぎりの包装、紙パック紅茶の容器などなど。

　それらを、地じ藤とうは慣れた手つきでバリーの革かわ鞄かばんから取り出したゴミ袋へ入れていく。

「なにしているんですか……？」

「掃除ですよ。こんな汚きたないところに住んでいたら、病気になっちゃいますからね」

　複数のゴミ袋に、不燃ごみと可燃ごみをテキパキと分けていく。

「そうでなくて、なんでそんなことを……」

「言ったでしょ？　望もち月づきさんはこのアパートの大家……地権者なんです」

　マンションだか大型商業施設だかはわからないが、新しく建物を建てるのに、このアパートが邪魔なのだろう。

「売っちゃえばいいのに……かなりのお金になりますよね？」

「当たり前ですよ。さっきも言いましたが、このあたりの不動産価格、高こう騰とうしていますからね。しかもなかなか立たち退のいてくださらないんで、値がぐんぐん吊つり上あがってます」

　土地というものは、まとまった広さを得ることで、単体の区画を切り売りするときの数倍、もしくは十数倍の価値を持つ。

　いつまでも望もち月づきが立たち退のかないと、このままではすでに見み込こみで買い取った隣接の土地が無駄になり、大損害になってしまうのだ。

「どうして売らないんですか？　何か思い入れがある……わきゃないか」

　ボロいながらも大切な建物ならば、もう少し手入れもするだろう。

「めんどくさいんだそうです」

「なにが？」

「判子を押すのが」

「はぁ？」

　何を言っているのかわからなかった。

「土地売買契約を行うための書類一式はこちらで用意しましたよ。土地の実測や公こう租そ公こう課かの精算も手配しました。言ってはなんですが、私の父の代ならあり得ない、良心的で儲もうけ度外視のサービスですよ。だけど、望もち月づきさんは判子を持っていないんですよ」

「だったら、地じ藤とうさんが買って渡せばいいじゃないですか！」

「そこらの三文判じゃダメなんですよ。土地売買契約書に捺おす判子は実印じゃないと……」

「そ、それって、まさか……？」

「実印を登録するのがめんどくさいんだそうです」

　実印とは、法律上もっとも重い権利と責任が発生する印であり、役所に判子の刻印の形を届け出る必要がある。

　その重要性から、届け出は必ず本人が行わなければならない。

　一応、代理人申しん請せいも可能だが、望もち月づきの意志がなければ、その手も使えない。

　そもそも、望もち月づきが若くして地権者となったのも「棚からボタモチ」的な話のようだが、敗戦直後の混乱期に建てられ、複雑に絡からみ合あった登記関係の問題をクリアするには、結局、彼の「ご聖断」を仰あおがねばならない。

「え～っと……確か墨すみ田だ区役所って、本ほん所じよ吾あ妻づま橋ばしだから──」

「ここからですと、歩いて５分ですよ」

　わずか徒歩５分をめんどくさがることで、数億をフイにする男。

「正しく言えば、アパートの玄関まで行ってくれれば、こちらでお車をご用意しますよ！　全部の手続きも責任持ってしっかり面倒見ます……」

「玄関へ行くことすら……面倒くさいんですか？」

　さすがはものぐさ太た郎ろうの顕現者と、みろくは驚きと呆あきれが交雑した顔で固まった。

「でも……近くのコンビニに買い物くらいは行ってるんでしょ？　それなら……」

　そうでなければ、部屋中に散らかっている膨大なゴミの山の説明がつかない。

「それも、困った理由があるのですよ～……」

　はぁと、疲つかれた溜ため息いきを漏らす地じ藤とう。

「困った理由、って……？」

　みろくが問いかけると同時に部屋の引き戸がスライドし、もうひとり来客が訪れた。

「望もち月づきサーン！　ゴハン、モッテキタヨ！」

　インド人かパキスタン人かバングラディッシュ人かアフガニスタン人かはわからないが、ともかく日本人ではない濃い顔の青年だった。

「アッラーッ！　地じ藤とうサン！」

「あからさまに嫌な顔をするなよ。確かに私は、君らにとっては招かれざる客だけど」

　状況が理解できないみろくは、地じ藤とうと謎の外国人の顔を見比べる。

「ほら、このお嬢さんも困っているじゃないですか。あ、この方はアパートの住人のラパチャティさん。上うえ野の公こう園えんのあたりで勝手にキーホルダーを売って小こ銭ぜにを稼いでいるひとです」

　丁寧に乱暴な紹介をする地じ藤とう。

「他ニモＨＡＰＰＹニナルオ香トカ売ッテルヨ。モンダイナーイ合法ダカラ」

　かなり問題のある方らしい。

　カタギな在留証明証があるのかすらも怪しい。

「アララーッ!?　望もち月づきサンチニオナゴガキタカ!?　デリヘルノヒトデスカ？」

「違うわ!!」

　口調はボケているが真しん剣けんな目で問われ、みろくはツッコむ。

「違ったんですか!?」

「アンタもそう思っていたんですかっ!?」

　そこに、驚いた顔の地じ藤とうが乗っかり、さらにもう一発ツッコむ。

「浅あさ草くさですから、どっかの和風コスプレデリバリーサービスかと思ったんですよ。いません？　そんな感じの服装のアニメキャラ。東京ＭＸで深夜にやってません？」

「知るかバカ！　うどんを鼻から啜すすれ！」

　今日会ったばかりの人間に、お世辞にも礼節に足りた口調ではないが、デリヘル嬢扱いされた以上は、これくらいの口の利きき方かたでちょうどいい。

　土地柄、近所を歩くたびにソープ嬢と間違われる千せん束ぞくのアパート周辺ならまだしも、ここはお歯は黒ぐろどぶの外なのだ。

「なんだ、違うのか……残念」

「ヨカッタヨー、サスガ望もち月づきサン」

　しかし、みろくの返答に、地じ藤とうとラパチャティの二人は、対照的な反応を見せる。

「どういうことよ？」

「ダッテ、女デキタラ、コノアパート、売ッテシマウデショ？　日本ノオナゴハメチャクチャカネカカル、コスパ高イデスカラネ」

　ひどい偏へん見けんだが、あながち間違いでもない。

「このひとはね、住人は住人ですが、家賃を払ってないんです」

　部屋の片付けを再開しながら、地じ藤とうが説明する。

「このアパート、正規の賃ちん貸たい契けい約やくで住んでいる住人はひとりもいません。みんな勝手に住み着いているんですよ。ある意味スラムみたいなものです。浅あさ草くさの九きゆう龍りゆう城じよう砦さいですよ」

「……え？　それって許されるんですか!?」

　賃貸契約を交かわしていない店たな子ことは、つまりただの不法侵入の不ふ法ほう占せん有ゆう者しやである。

「望もち月づきサンハ心ノヒローイヒトダカラ」

　おそらくは他の住人もラパチャティと似たりよったりの、かなりの札付き。

　まともな方法では部屋を借りることができないような者たちばかり。

　言いい換かえると、日本という国は、どんな形でも住所がなければ信用されず、まともな働き口を探すこともできないのだ。

「なるほど、このひと、大家なのに追い出しもしないんですね……」

　印鑑登録に徒歩５分の役所にも出向かない男が、ただでさえめんどくさい違い法ほう住人の立たち退のき交こう渉しようなどするわけがない。

「だから、家賃を払わない無ぶ頼らい無む法ほうの徒が住みたい放題なんです」

　それなら、こんなボロアパートと言うのも恐おそれ多おおい廃はい墟きよ同然のあばら屋が、全室埋まっているのも納得だ。

「ヒドイコトイウヨー、僕タチ、望もち月づきサンノタメニイツモコウシテ食ベ物サシイレテルノニヨ」

「コンビニの日切れ品じゃないですか。どうせゴミ捨て場から盗ぬすんできたんでしょう」

「バカダネー地じ藤とうサン、コウイウノニモ縄なわ張ばリアルカラ、コツイルンダヨー」

　ようやく、みろくにもからくりが見えてきた。

　アウトローな住人たちからすれば、この大家失格の望もち月づきが大家でいてくれるほうが、都合がいいのだ。

　しかし、収入のあてがない望もち月づきが飢えてこのアパートを売れば。もしくは、飢えに負けて飢え死にすれば、権利はどこへ行くかわからないが、今のような生活はできない。

　だから、住人たちは食料を運はこび込こみ、望もち月づきが最低限生きられるようにしているのだ。

「なんだか……こういう虫がいたような気がするなあ……」

　巣の中に別種族の、高カロリーの蜜みつを排はい出しゆつするイモムシか何かを引ひきずり込こみ、餌を与え、一種の共生関係を構築する種族がいる。

　みろくはそんな話を思い出しつつ、いつも自分が飢えていることも思い出した。

「えーと……鳥とつ取とりの渇かつえ殺ごろし方式というか、まずはこの連中を追い出して、食料供給を断たちましょうよ。地上げ屋なんですから」

　地じ藤とうが違法住人たちを追い出せば、もしかして土地売却が進むかもしれない。

「お嬢さんは鬼ですか。物騒なこと言わないでくださいよ。この建物も土地も、望もち月づきさんの所有物ですからね。望もち月づきさんの委任を受けて行うならまだしも、勝手にやればどうなるか……」

「死ナバモロトモヨ、地じ藤とうサーン。カミカゼアタックヨー」

　ラパチャティは陽気に笑っていた。手製の爆ばく弾だんや火か炎えん瓶びんっぽいものを抱えて。

　さすがにそれは冗談だと思うが、もし暴力的な方法で住人たちを追い出せば、彼らは強きよう制せい送そう還かん覚悟で警察に駆け込むだろう。そうすれば、トラブルを恐れる親会社から業務委託されている地じ藤とうは関係を切られるかもしれない。

「お嬢さんが来たのを見て、望もち月づきさんも少しは心境の変化が起こったかと思ったんですがねぇ」

　もしも、土地目当てでも金目当てでも、望もち月づきに配はい偶ぐう者しやができれば、その女も権利者である。そちらと交渉して、土地売買を成立させることができる。

「結局、私ができることは、こうしてちょくちょく様子を見に来て、望もち月づきさんが死んだりしないようにするだけなんです」

　望もち月づきが死に、また権利が宙ぶらりんになれば、それはそれで買収が面倒になる。

　微妙な人間関係の膠こう着ちやく状じよう態たいの下で、望もち月づきはダラダラと生きているのだろう。

「っていうか……このひと、自分の部屋に入られて、自分の話を好き勝手されているのに、見事に何の反応もないんですけど……」

　呆あきれた顔で、改めて望もち月づきを見るみろく。

　みろくたちが話している間も、望もち月づきは寝っ転がってテレビを見ているだけだ。

「………………」

　こんな生きる屍しかばねを見て、顕現者の何を知れというのか。みろくは首を傾かしげた。





■　■　■






　数日後──台たい東とう区く千せん束ぞくのアパートのみろくの部屋、の隣となりの部屋。

「ふっふっふっ……平ひら田た牧ぼく場じようの最高級金きん華か豚とんロース肉に、アクアファーム秩ちち父ぶの最高級ヨード卵『輝かがやき』、さらに米は魚うお沼ぬま産さんコシヒカリ……と見せかけて、近年人気急きゆう上じよう昇しようの北海道産ゆめぴりか！　この三つを用いて作られしカツ丼どんこそ、『至高』の名を冠かんするにふさわしい!!」

　ぷるんぷるんと腹の肉を揺らしながら、無駄に芝しば居いがかった口調でかつ丼を愛めでている無駄に巨漢の男、ルイス・来くる栖す・クリストファー。

　力ちから太た郎ろうの顕現者にして、みろくの隣人である。

「グダグダ言ってないで、早く食べないと冷めますよ？」

　冷ややかな一言を投げつけつつ、一足先にカツ丼に箸はしをつけるみろく。

「おい待て、何故なぜ貴様のほうが盛りが多い？　これはこの私が文明の利器『ネット通販』で購入した高級食材だぞ」

「それを調理してカツ丼にしてやったのは、わたしじゃないですか。手間賃です」

　デイトレードでかなりの金を荒あら稼かせぎしている、高等遊民気取りのルイス。

　半引きこもりな生活を送っている彼の趣味は美食である。そのため、ネット通販で全国津つ々つ浦うら々うらありとあらゆるお取り寄せグルメを楽しんでいる。

　しかし、いくら最高級食材を手に入れたところで、調理しなければ意味がない。

　さりとて、レンジでチンの冷れい凍とうものには飽きてしまった。

　そこで、たびたび、隣室のみろくを呼びつけ、作らせているのだ。

「ったく、でっかい身体からだでちっさいこと言うんだから」

　ポツリと呟つぶやくみろく。

　自慢だけならまだしも、レシピアプリの受け売りで調理の手順まで細かく口を出してくるので、微妙に不機嫌であった。

　スポンサーなら最低のタイプである。

「コラ画像みたいな顔面してるくせに器ちっさいなぁって言ったんです」

「待て？　言ってること変わってないか!?」

　ルイスの端たん整せいな顔に怒りの色が浮かぶ。

　顔のパーツと尊大な言動だけは美形の王子様キャラなルイスだが、見事なまでの肥満体型のせいで、なんともアンバランスな印象──できそこないの福笑いのようである。

「この前も、金欠で食べるものないからたかりに来たら留守だし……いざってときに役に立たないんですよね」

「すまん、先週末は神じん宮ぐうへ野球観戦に行っていたのだ」

　半引きこもりのルイスだが、唯一のアウトドアな例外は、東京ヤクルトスワローズの熱ねつ烈れつなファンだということだ。30万円近くもするプレミアム年間シートを買い、汗だくになりながら銀ぎん座ざ線せんで神じん宮ぐう球きゆう場じようへ通う。

　それでも、生来の風ふ呂ろ嫌ぎらいだから、外出時はシャネルのアリュールオム──男性用高級香水で体臭をごまかしている。ヴェルサイユ宮きゆう殿でんの貴族かという話であった。

「……って、なんでこの私が謝あやまらなければならん！」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな八つ当たりをするみろくに、ルイスは二にの腕うでをたぷたぷさせながら抗こう議ぎするが、馬ば耳じ東とう風ふうの彼女はとっくに丼の半分以上を胃袋へ入れていた。

「まったく救いのない女だな。来るべき黙もく示し録ろくの世界では、暴食の禁きん忌きを司つかさどる悪あく魔まベルゼブブも、貴様のような下げ賤せんで卑いやしいジャージ姿に化身しているのだろうな」

「ジャージと黙もく示し録ろくはかなり相あい性しよう悪いと思いますよ」

　呆あきれ果はてたルイス、もはや語るのも無駄と悟ったか、アーロンチェアにどっかと座り、カツ丼を食い始める。

「で、今は何の取材をしているんだ？」

　ルイスも表向きは『デイリーコルチャックジャパン』の記者の一人で、みろく同様に記事を執筆していた。取材はすべてネット上で済ませているが。

「ん～……取材っていうかですね、修行の一いつ環かんですかねぇ」

「修行？」

「顕現者のことを理解しろって……隅すみ田だ川がわのちょい向こう側にちょくちょく足を運んでいます」

「ほう？」

　そこまでみろくが話したところで、ルイスは興味深そうに笑った。

　笑ったと同時に、二重あごがぷるんと揺れた。

「なるほど、望もち月づきサンのところか……あの爺じいサンも面白いことを考える」

「ん……？」

　みろくは、二つの意味で驚いた。

　僅かな情報から、自分が通っている相手が望もち月づきだと看破したこと。

　もうひとつは、この無駄な脂肪と無駄なプライドの塊な王子様が、望もち月づきのような人物に「サン」付けしたことだ。

「あの……望もち月づきさんのこと、ご存じ……なんですよね。どんな方なんですか？」

　あれから、みろくは数日に一度、望もち月づきの家に行って、彼の行動を観察していた。

　しかし、何も得るものはなかった。

　なにせ、望もち月づきは動かないのだ。

　動かない上にしゃべりもしない。

　何度か、みろくは自分から話しかけた。

　だが、しゃべることすら面倒くさがっている望もち月づきはまともな返事をしない。

「あー」とか「うー」とか言うのがせいぜいだ。

「ふふふ……顕現者という高次元の霊的存在を知りたければ、確かに望もち月づきサンの観察は正解……うってつけだ。おっと、これ以上はしゃべるわけにはいかないな。すべてを見届ける前にすべてを明かすのは、すべてを明かさない以上にスマートではなかろう？」

「知ってます？　ヘンなポーズとヘンなしゃべり方しなくても、人間生きられるんですよ」

　その肥満体で何がスマートだ、とツッコむのを抑えつつ、みろくは毒を吐く。

「ん？」

　と、そのとき、みろくの傍かたわらのスマホが鳴った。

「誰、この電話番号……？」

　登録されていない携けい帯たい番号が表示されている。

「カードローンのお誘いか、ネット通信会社の代行のセールス電話だろう」

「ひどいですね。オオアリクイに空手ボディガードの夫を殺された未亡人が援えん助じよ交こう際さいを打だ診しんしてきたのかも知れないじゃないですか」

「おい……貴様はそれでもいいのか？　空手ボディガードの未亡人と援助交際したいのか？」

「う～ん……まぁ出てみるか」

　ルイスはネガティブな例ばかり出したが、それならそれで切れば済むだけなので、通話ボタンを押す。

「はいもしもし」

「あの……桃もも瀬せ様の携帯でよろしかったでしょうか？」

　自分の電話には珍しい、随分と折り目正しい声の相手だった。

「私、先日ご挨拶させていただいた、地じ藤とうでございます」

「あ、はい、どーも」

　そういえば、別わかれ際ぎわに名刺を渡されたので、『デイリーコルチャックジャパン』の記者名刺と交換したことを思い出した。

「どうしました？」

「あの、そちらに、望もち月づきさんは伺っておられないでしょうか？」

「はぁ？　何を言っているんですか……え!?」

　なんで自分のところに望もち月づきが来るのか、さっぱりわからないみろくは怪け訝げんそうな声を返したが、直後、質問の意味を理解し、驚きよう愕がくする。

「望もち月づきさんが動いた!?」

　あの、布ふ団とんの上からまったく移動しなかった、ものぐさ太た郎ろうが。

「そうなんですよ。こんなこと初めてで驚いているのですが」

　アパートの玄関口へ行くだけで数億手に入る、そんな美お味いしい話すらめんどくさがる男が、自室どころかアパートから消えたのだ。

「ちょ、今すぐ行きます！」

　口早にそう答えると、背後でルイスが言い放った「せいぜい健けん闘とうを祈るよ。ボンボヤージュ」とかなんとか気取った台詞せりふも無視して、みろくは部屋から飛び出した。さすがにジャージ姿で外出できるほど恥はじ知しらずではないので、速そつ攻こうで祖母の形見の和装へ着替えたが。




　宅配ピザ級の速さで愛車の50ccスクーターを走らせ、川向こうのアパートへ到着した。ビール券を換かん金きんしてガソリン代にしたのは言うまでもない。

「ああ、桃もも瀬せさん！」

　アパートの前で思案しあぐねていた地じ藤とうが、みろくの姿を見つけるや駆け寄ってきた。

「望もち月づきさん、ホントにいなくなっちゃったんですか？」

「ええ、部屋の中にも、トイレにもいませんでした」

　さすがのものぐさ太た郎ろうでも、トイレくらいには立って歩く。

　逆に言えば、望もち月づきの行きそうな場所は、それだけなのだ。

「一体どういうことなんでしょう……」

　腕を組み、困惑する地じ藤とうに問われたが、それはこっちの台詞せりふというのが、みろくの本音だった。

「自分から動くわけないから、誰かに誘拐された……？　もしかして、地じ藤とうさんとことは別の地上げ屋さんに？」

　ほかに望もち月づきの身体からだが何ど処こかに自ら移動したというのは考えにくい。

「いやぁ～それはないでしょう……私、望もち月づきさんの担当になったときに、同業他社の友人から、『かわいそうに』って、慰められましたから」

「そ、そうなんですか……」

　だが、望もち月づきの別の意味でのブラックリスト具合が、その予想を否定する。

「アッラー？　デリヘルノオナゴサン、コニチハ」

　現れたのは、買い物袋をさげた、違法住人ラパチャティだった。

「そういえば、入国管理局へ通報すると５万円以下の報ほう奨しよう金きんがもらえるんだっけ。今月の家賃にはなるかな……」

「アララーッ！　土下座スルカラカンベンシテクダサーイ！」

「どっからそんな知識を得るんだか……ん、なにそれ？」

「キツネウドンデス」

　土下座しながらラパチャティが答えた。

「そこはせめて、カレーうどんとか……もうちょっと異い邦ほう人じんっぽくしない？」

　みろくのツッコミに、ラパチャティは驚くほど真剣に否定する。

「ナニイッテマスカ！　日本ノカレーナンテナニ入ッテルカワカッタモンジャナイ」

　日本のカレーは一見して肉が入っていなくても、調味料として牛骨エキスや豚ぶた肉にくエキスが使われている。

　ラパチャティの宗教は不明だが、南アジアに多く存在するヒンズー教徒にもイスラム教徒にも、基本的には禁じられた食材なのだ。

「キツネウドンハスバラシイ！　オアゲサン、ウドン、コンブダシ……マーベラス！」

　動物性蛋たん白ぱく質しつが一いつ切さい入っていない関西風キツネうどんは、彼らが異邦の地で安心して食べられるメニューなのだろうか。

「そんなことはどうでもいいんですよ！　望もち月づきさん何ど処こ行ったんですか望もち月づきさん！」

　しびれを切らした地じ藤とうが怒鳴る。

「オチツイテクダサイ地じ藤とうサン！　近所メイワクダ！」

「す、すいません……でも、これは君たち違法住人にとっても死活問題なんですよ！」

　もし望もち月づきが隅すみ田だ川がわに浮いているのが発見されたら、彼の責任になるのだから、地じ藤とうも必死であった。

「ア～、ソーイエバ、望もち月づきサン、今朝、ナンカ言ッテタヨ」

「あのひと……喋しやべったんですか」

「ウン、一言ダケ」

　ラパチャティによれば、今日の早朝、食料を置いていった際に、望もち月づきがテレビに映っていた女優を見て一言、声を発したのだという。

「ヤリタイッテ」

「やっとまともな言葉を口にしたと思ったらそれか」

　呆あきれ果はてるみろく。

「やっぱり、女性が絡からむと行動するんですね」

　感心している地じ藤とう。

「でも、それだけじゃ、何ど処こへ行ったかわからないですよ～」

「……………」

　なおも困り果てている地じ藤とうを横目に、みろくは思案していた。

　ものぐさ太た郎ろうのエピソードは、ただ単に怠なまけ者ものがいた、だけで終わる話ではない。

　むしろここからが本番なのだ。

　怠け者のものぐさ太た郎ろうは、ある日いきなり、都に出て働き始める。

　その動機は、村の者たちに「都には美しい女が山ほどいるぞ」と言われたから。

　もし、望もち月づきの行動もそこに繫つながっているのだとしたら……？

「とりあえず、見つかったら連絡しますね」

　みろくは簡潔に言い残し、その場を立ち去る。顕現者にまつわるエトセトラを語るわけにもいかない。

　立ち去りながら、望もち月づきの行動を予測する。

「働きながら女の子を物色できる場所……しかも、今朝のニュース……」

　スマホで『デイリーコルチャックジャパン』ではない普通のニュースサイトへ接続し、芸能ニュースをスクロールする。

「さては……これかな？」

　該がい当とうする記事を見つけたみろくは、さっそくその場所へ愛車を走らせる。




　東京国際フォーラム──バブル期に、新たな21世紀の文ぶん化か振しん興こうがどうとかこうとかそれっぽい理屈をつけて、みろくが生まれる前の都知事が造らせたハコモノだ。早い話が、バブルの盛大な遺産というやつである。

　そこで行われるファッションイベント「OED─FASHION」に、人気モデルの梨なし野のまどかが出るという話題が、今朝のテレビで流れていたらしい。

　望もち月づきがそのニュースを見て、梨なし野のまどかを狙ったのだとしたら、この近くに来ている可能性が高い。

　会場周辺をうろつくと、警備員に不審者を見る目で見られたが、そんなことにかまっている場合ではない。

　ホール棟とうとガラス棟の間にある地上広場のオープンスペースをうろついていたところで、ようやくその姿を発見する。

「望もち月づきさん？」

「…………あんたは」

　伸びっぱなしの髪に、伸ばしっぱなしの髭ひげ面づらの男が、裏手の搬はん入にゆう口ぐちで、今着いたばかりのトラックから荷物を下ろしている。

　当たり前だが、アパートで着ていた薄汚いスウェットではなかった。

　いまは上下のツナギ──作業着を着ているが、間違いなく望もち月づきだ。

「誰だ？」

「わたしですよ、先日からたびたび伺っている、桃もも瀬せです」

「ああ………」

　やる気のない口調だが、数日前まで会話すら成り立たなかったことを考えれば、桁けた外はずれに饒じよう舌ぜつだし、一応、みろくのことも覚えているようだ。

「なんでこんなところにいるんです？」

「それは……」

　みろくの問いかけに、望もち月づきはしばし考えているような、はたまた何も考えていないような、ぼうっとした顔をしている。

「仕事中。あと10分で休きゆう憩けいだから、待ってろ」

　ぼそっと、ぶっきらぼうな声で言うと、荷下ろし作業を黙もく々もくと再開した。

「仕事中……ものぐさ太た郎ろうが!?」

　みろくは驚きながらも、言われるがまま、その場で待った。

　そして10分後──

「舞台設営のバイト？」

「ああ」

　庭園の一角で、缶かんコーヒー片手に、望もち月づきは言った。

　演劇、ミュージカル、オーケストラ、オペラ、さらには講演会にファッションショーなどなど、このコンベンションセンターでは様々な催もよおし物ものが行われ、それに合わせた舞台装置が組まれる。

　興行規模に応じて必要な人員はまちまちで、時には日ひ雇やといで設営バイトが募ぼ集しゆうされる。

　望もち月づきは、その一人になったのだ

「よくいきなり雇ってもらえましたね？」

「急に一人、空きが出た」

　家を出て、ふらりふらりと劇場を訪れたところ、人数が足りず困っていた設営の現げん場ば監かん督とくと遭遇したので、「働かせてくれ」と言ったら、二つ返事で了承されたらしい。

「なんて運の良いい……で、目的は……なんですか？」

　望もち月づきが金のために働くとは考えにくい。

「梨なし野のまどか」

「やっぱりですか──!!」

　返答を聞いて、みろくは額を押さえて天を仰いだ。

　梨なし野のまどか──超の付く人気モデルにして女優。芝居はど下手だが、笑って適当に棒読み台詞ぜりふを並べるだけで視し聴ちよう率りつが上がるというのだから、「顔と身体からだだけなら確実に日本トップレベル」の美女である。

　このような言い方をするのは、彼女の内面の酷ひどさもまた有名だからだ。

　スタッフや付き人、マネージャーへの辛辣な扱い、現場への遅刻など当たり前。

「あのＡＤ目障りだからクビにして」と言い放つのも日にち常じよう茶さ飯はん事じ。

　それでも許されるのは、兎とにも角かくにも人気のおかげである。

「なんでまた、あんなのを……もっと童どう貞ていからも好まれそうなアイドルとかならともかく……」

　つい先日、「年収２０００万円以下の男は人間の言葉をしゃべる虫だと思っている」とＳＮＳに書かき込こみ、ワイドショーのトップニュースになるほど炎えん上じようしたばかりの女め狐ぎつねである。

「こんなところで働いたって、そりゃひと目くらいなら見れるかも知れないですけど、それ以上お近づきになるなんて絶対に無理ですよ!!　まず無理！　ありえない！　不可能！」

　申し訳ないが、みろくでも望もち月づきに告白されたら対応に困る。

　困るというか怖い。怖いというよりもう通報モノだ。事案発生である。

「今からでも遅くないから、帰りましょう。高望みしたってなんにもならないんですから」

　一応、心の底からの説得だった。

　共きよう感かん性せい羞しゆう恥ちが発動して、自分までみじめになりそうだったから。

「ふふ……」

　しかし、望もち月づきはそんなみろくに、小さな笑い声で応えた。

「望もち月づきさん？」

　その笑みはみろくを笑ったものではない。

　誰か何かを嘲るというより、格好の獲え物ものを見つけた獣を思わせる笑みであった。

「休憩時間は、終わりだ」

　それだけ言うと、望もち月づきは立ち上がり、現場に戻っていった。

「なに……？」

　釈しやく然ぜんとしない気持ちになるみろくの頭のなかで、〝ものぐさ太た郎ろう〟の続きが思い出される。

　都に上った太た郎ろうは、寺社の建築現場で働く。

　その働きっぷりは、今までのものぐさ具合がウソのように勤勉であり、まるで生まれ変わったかのように、労ろう役えきをこなしていく。

　そして──。





■　■　■






　それから数日──望もち月づきは現場でまじめに仕事をこなしていたらしい。

　しかし、梨なし野のまどかが出演する「OED─FASHION」の開かい催さい日びに、それは起こった。

「警察……？」

　夕食の冷れい凍とう鍋なべ焼やきうどんをガスコンロへかけた直後、みろくの携帯が鳴った。

「あ、あの……誰がですか？　え!?　望もち月づきさん！」

　電話は、丸まるの内うち警察署からだった。

　みろくのアパートから丸まるの内うち警察署までは、そこそこの距離がある上に、電車やバスのつながりもよろしくない。

　仕方なく例によってスクーターを走らせる。

「なんでこんなことしたんですか？」

　警察署に到着し、警官から事情を聞いてみろくは声を上げる。

「あの女をモノにするためだ……」

「あ～いや、そ～じゃなくて……」

　悪びれずに答えた望もち月づきに、みろくは頭が痛くなってきた。

　顕現者というのは、小こ太た郎ろうも師匠もルイスも、どこか我わが道みちを行くゴーイングマイウェイなタイプが多いが、望もち月づきの場合はけもの道どころか道なき道を暴走しているのでたちが悪い。

　望もち月づきがやらかした事案はこうだ。

「OED─FASHION」が開催され、レッドカーペットを歩く梨なし野のまどか。

　その梨なし野のへ望もち月づきは襲いかかった。

　人混みをかき分け、制止のロープも越えて、その手を摑つかんだ。

　当然一帯は騒ぎとなり、即そく座ざに警備員と梨なし野のの事務所が雇っていた屈くつ強きようなＳＰたちが取とり押おさえ、そのまま警察に連行された。

　みろくのところに連絡が来たのは、念のために置いていった名刺を望もち月づきが持っていたからだ。

　──これからは軽々しく名刺配るのやめよう。

　うっかり個人情報をばら撒まくと、もれなく厄介事に巻まき込こまれる典型例であった。

「そんなとこでそんなことして、上う手まく行くわけがないじゃないですか……」

　望もち月づきの格好は、以前会ったときと同じく、ボサボサの髪と伸び放題のひげに、支給された作業着である。

「それでおまわりさん、何年くらい懲ちよう役えきを喰くらいそうなんですか？」

「いやいや、さすがに初犯だし。向こうさんも被ひ害がい届とどけは出さないみたいだから」

「そうなんですか」

　さすがにいきなりブタ箱行きはないと思ったが、予想外の温情処置に少し驚く。

「向こうさんも、大事にしたくないんだろう。『現場作業員が、周りの人ゴミに押され、たまたま』ということにしたいらしい」

　せっかくのファッションイベントだ。変な男にケチを付けられてはたまらないという判断だったようだ。

「とにかく、もうこんなことさせないでね」

　警官からひと通りお説教を喰くらい、ようやくみろくと望もち月づきは解放された。

「とりあえずですね……ここまでの手間賃代わりに、ひとつ言わせてください」

「ふむ」

　いくらか振り込みはあったが、けっして裕ゆう福ふくではないみろくの懐ふところ事じ情じようだ。千せん束ぞくから丸まるの内うちまでのガソリン代もできれば節約したかった。

「バカなことはやめてください。これなら、まだ部屋の中でぐーたらしているほうが、少なくとも他人の迷惑にはならないだけマシですよっ！」

　付け加えると、望もち月づきはバイト先の設営現場をクビになった。当然だ。

「とりあえず、地じ藤とうさんに連絡しておいたんで、いずれ迎えに来ると思いますよ。わたしはもう帰りますからっ！」

　やってられないとばかりに、みろくはその場に望もち月づきを置いたまま、さっさと引き揚げた。

　アパートへ戻ると冷凍鍋焼きうどんがドロドロに溶けていた。

　火は消していたので大事には至らなかったが。




　それから数日後、みろくは改めて、望もち月づきの家に向かう。

　もう、観察しなくてもいいでしょう、と師匠に言ったのだが──。

「まだまだ。ここからが面白いンじゃねェか、御お伽とぎ噺ばなしってのはよォ」

　と言われてしまった。

「あんなダメ男の観察で、何も得るものはないと思うんだけどなぁ……」

　疲れた顔で、ボロアパートのボロ階段を上り、ボロ部屋のボロ引き戸を開ける。

「望もち月づきさん入りますよ～………って、あれ？」

　そこに、望もち月づきの姿はなかった。

「ちょっとちょっと待ってよ～……あのひとまさか、まだあきらめてないの？　バカじゃないの!?」

　そこで、みろくは「ものぐさ太た郎ろう」の更に続きを思い出す。

　働き始めた太た郎ろうは、ある日休みをもらい、目的であった嫁探しを始める。

　大きな寺の山門で待ち伏せし、女を物色することしばし。

　太た郎ろうが目をつけたのは、なんと大貴族の姫だった。

「ここまではまぁ……その通りね」

　大衆の前で腕を摑つかみ、「俺おれの嫁になれ」と迫る太た郎ろう。

　しかし、その手は振りほどかれ、娘は逃げてしまう。

　しかし、太た郎ろうはその姫を追いかけ、屋や敷しきまで行ってしまう。

「………………これ、ストーカーだよね？」

　平安の時代なら、「辻つじ取どり」といって、女を無理やり妻にするという方法もあった。

　世界中に「嫁よめ攫さらい婚こん」と呼ばれ存在する、力ずくの事実婚である。

　処女しよじよ信しん仰こうが強かった時代、どんな事情であれ、それこそ強ごう姦かんされたのであっても、生き娘むすめでない者は嫁の貰もらい手てがなかった。

　それならば、無理矢理にでも関係を持った男に嫁に出すほうが「まだマシ」と、大変暴力的な、かつ女性じよせい蔑べつ視しな論理がまかり通った時代の産物である。

　しかし、今は現代だ。

「やばい……今度こそ逮捕される……」

　望もち月づきはおそらく、梨なし野のの自宅を見つけようとしている。

　そして、無理矢理にでも押し入って、関係を持とうと──要は一発かまそうとしているのだとしたら、もはや完全に犯罪である。

　だが、押しかけようにも、芸能人の自宅は、そう簡単にわかるものではない。

　わかるものではないが、少し、不安になった。

「三さん年ねん寝ね太た郎ろう」という御お伽とぎ噺ばなしがある。

　こちらも、ものぐさ太た郎ろうと同じく、ひたすら眠り続け、３年経たったある日、起きたと思ったら、荒あれ狂くるう大河に防ぼう波は堤ていを造り上げ、村人を救うという内容だ。

　御お伽とぎ噺ばなしのセオリーは、「何もしない者が、何かをしたとき、何かが起こる」である。

　みろくは、スマホを取り出し、ルイスに電話をかける。

「なんだ貴様か。この私の崇すう高こうなる眠りを妨さまたげるとは、偉えらくなったものだな」

　数回の呼び出し音の後に、自称・精神的貴族の美声が返ってきた。

　実物を知らなければ、尊大な物言いも許せてしまうくらいのイケメンボイスである。

「あのね、ルイス。ちょっと訊ききたいことがあるんですけど」

　苦情には耳を貸さず、訊ききたいことだけを尋ねる。

「ネットの情報だけで、芸能人の住所って、探さぐれたりします？」




　みろくの愛車は、都内某ぼう所しよの高級タワーマンションへ向かっていた。

　ルイスからの返答は「そう難しいことではない」だった。

　如い何かにネットワーク社会とはいえ、名前を検けん索さくしただけで住所が出てくるほどザルではない。

　しかし、この場合は、時にプライベートも切り売りする芸能人だ。

　例えばテレビのトーク番組、バラエティ。もしくは雑誌の取材やインタビューで、わずかに手がかりを漏らす。

「近所にある◯◯というチェーン店に行った」という発言だけで、そのチェーンの支店リストから目星をつけることは簡単だ。別のインタビューで「◯◯ＴＶからウチまでは◯◯◯◯円くらいで行ける」とタクシー運賃の話でもすれば、距離を特定し、だいたいの住所を絞しぼり込こむことができる。

　さらに、フェイスブックやツイッター、ブログの記述、それらのわずかな手がかりを集めることで、詳しよう細さいな個人情報を割り出すことは可能だ。

　自じ撮どり写真の背後に映った景色、太陽光の角度から、「どこのマンションの何階の何号室」まで調べあげることも不可能ではない。

「それでなくても、セレブが住む地域は限定されている。東京の土地柄に通じていれば、数えるほどしかないことはすぐにわかる」

　ましてや梨なし野のは、知名度は高いが、好感度は低いタレントである。

「そういうヤツは、狩かりの標的になりやすい」

　ルイスは、そうも言っていた。

　好感度が高い場合はネット上のネタとして消費されるだけだが、低い場合は個人情報を割り出し、時には自宅にまで押しかける「正義の人」もいるという。

　根気よくそれらの情報を探れば、見つけることは難しくないのだ。

「まったく、かんべんしてよね～……」

　実際、ルイスに頼んで調べてもらったら、一時間とかからず梨なし野のの自宅が判明した。

　しかし、疑問も残る。

　望もち月づきのアパートにネット環かん境きようはない。

　ＰＣやスマートフォンなどの情報端末以前に、そもそも電話回線すら引かれていないのだ。何な故ぜか携帯の電波も入らなかった。

　しかし、その疑問を口にしたところ、ルイスは鼻で笑った。

「家にはなくてもネットカフェなり、いくらでも手段はあるだろう。一部の自治体では図書館へ行けば、無料でネット接続も可能だ」

　それでも、安あん楽らく椅い子す探たん偵てい──もとい、アーロンチェアギークのルイスならともかく、今までぐーたら寝っ転がっていただけの男が、そんなことを知っているのだろうか。

　ネット中毒者ではないが、人並みにスマホやＰＣをいじっているみろくでも、できる自信はない。

「それも愚ぐ問もんだ。望もち月づきサンなら造作もないだろう」

　またしても「サン」付けで望もち月づきのことを呼ぶルイス。

　彼の答えは、みろくの知らない何かを根こん拠きよとしている。

　ともあれ、望もち月づきは梨なし野のの住所を調べあげ、そこに向かっている可能性が「高い」ということは間違いない。

「貴様も気をつけるんだな。何の取とり柄えもない平へい々へい凡ぼん々ぼんの一般人でも、名前と住所がわかれば、顔と年齢、学歴に勤め先くらいの個人情報は簡単に暴あばかれ、暇つぶしのネットリンチにも遭う」

　最後に、ルイスはそう言った。

「名刺には、携帯番号も書かないほうがいいかなぁ……」

　それなりに個人情報には気を使っている芸能人でさえこれである。

　背筋が凍りつきそうな話だった。

　浅あさ草くさから地下鉄を二回乗のり換かえ、駅から少し歩いたところに、件くだんのタワーマンションがあった。

　確かに有名な芸能人様が多くお住まいのセレブな街である。

　オートロックは当たり前、警備員と管理人が常じよう駐ちゆうし、みだりに入ることはかなわない。

「さて、どこにいるのやら……」

　周囲を見て回ったところで、地ち下か駐ちゆう車しや場じようの入り口が見えた。

「ここかな……？」

　こっそりと、警備員の目を盗んで入り込む。

　車種まではわからないが、お高いことはわかる高級外車の群れ。

　ここもそれなりに重要な場所なのだろうが、住居部分に比べれば警備はゆるい。

　そこを進んだところで、なにか、奇妙な音が聞こえる。

　ドゴ、ボガ、という、分厚いものを殴りつけるような音。

　タイヤか、古マットか、もしくは──人間。

「まさか！」

　音のするほうへ走ると、案の定、そこにいたのは望もち月づきだった。しかし、一人ではなかった。

　柱にもたれかかり、腕を組み、梨なし野のまどかは薄ら笑いを浮かべている。

　そしてもう一人、背の高いイケメン男が、地面に転がる望もち月づきの腹へ容赦なく蹴りを入れている。

「なっ……!?」

　声をかけようとしたが、さすがにみろくも躊ちゆう躇ちよする。

　イケメンは理性のリミッターが完全に外れており、前まえ蹴げりを破壊力の高い中ちゆう足そくで正確に蹴けり込こんでいる。素しろ人うとのみろくでも、喧けん嘩か慣なれしていることがわかる。

　下手に介かい入にゆうすれば、容赦ない暴力の矛ほこ先さきが自分へ向けられるかもしれない。

　薄はく情じようと思うだろうが、そこまで身体からだを張る義理はない。

　なので、近くの車の陰に隠れ、様子を見ていた。

「このクソうすぎたねェカスが！　あン、いいかげんにしろよテメェ！」

　男が、倒れている望もち月づきを踏みつけるように蹴りながら怒鳴った。

「テメェがやってンのはなァ、立派な犯罪なんだぞ、このストーカー野郎が！　一回見み逃のがされたからって調子乗ってンじゃねぇ！」

　男の言葉から、やっぱり望もち月づきはこのタワーマンションまで梨なし野のを追いかけてきたことが判明した。

　そして梨なし野のと遭遇し、性しよう懲こりもなく近づいたのだろう。

　しかし、プライベートの梨なし野のは一人ではなかった。

　同行の男に命じて、ストーカーに「制裁」を加えているのだ。

「このゴミが！　カスが！　オラァっ！」

　男のやっていることも、れっきとした暴行罪だ。

　しかし、梨なし野のの立場──付きまとわれている女の側からすれば、やられてもしかたのないことだろう。

　家にまで現れ、自分に迫ってくる、身元不明の汚らしい男。

　立場上、警けい察さつ沙ざ汰たになっても困る。ならば、遺い恨こんを無くすべく、徹てつ底てい的てきに痛い目を見せるしかない、と思ったのだろう。

「それにしても……あの男のほう、どっかで見たことあるなぁ」

　身近で小こ太た郎ろうを見慣れているみろくは、大半のイケメンには興味がないのだが、数年前にやかましいくらい繰り返し作られていた、ヒロインが不治の病にかかってどうたらといった映画のひとつで主演していた若手俳優にそっくりだった。

「いや、違う。本人だ！　確か、栗くり原はらなんとか……」

　テレビドラマやＣＭで、さわやか系好青年キャラで売れている人気俳優だ。

　どこぞの女性誌の抱かれたいタレントランキングでも上位に入っていた。

　パブリックイメージとは正反対の行動と言葉使いなので、初見ではまったく気づかなかった。

「栗くり原はらくん、あんまやり過ぎて、あたしのせいにならないようにしてよね」

　気け怠だるそうにせせら笑う梨なし野の。

「わーってるよ……でも、ちゃんと躾しつけておかなきゃダメだろ、こういう野良のら犬いぬはよォ」

　嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべながら、栗くり原はらが答える。

　その姿を見て思い出したが、以前、何処かの実話誌が、「栗くり原はらは元暴走族の一員」などと報じていた。

　厳密に言えば、六ろつ本ぽん木ぎ界かい隈わいで有名な「半グレ」という噂うわさだったのだが、テレビでのイメージと違いすぎたため、あっさり笑い話として流された。

　だが、この姿を見ると、ある程度は正しかったのだろう。

　すべてが真実ではないにしても、火のないところに煙は立たない。

「あのな……ゴミ虫？　聞こえるか？」

　口から血の混じった泡を吐いている望もち月づきに、栗くり原はらはしゃがみ込み、頰をはたきながら問いかける。

「聞こえてンだろ！　だったら返事しろよコラ！」

　痛みのあまり呻うめき声ごえを上げている望もち月づきの顔面に、容赦なく拳こぶしを叩たたき込こむ。

「なぁ、世の中はな、平等じゃねぇンだよ。神様に選ばれた俺たちと、選ばれてねぇボンクラしかいねぇンだよ」

　栗くり原はらの言葉に、隠れて様子を見ていたみろくの眉が、ピクリと動いた。

「お前らみたいなその他大勢はなァ？　黙って俺たちに憧れながら誰とでも換かえの利きく、くだらねぇ人生を生きてりゃいいンだよ。お前らと俺たちとじゃ、住んでる世界が違うンだ。理解しろよ、クズが」

　言いながら、栗くり原はらはさらに一発殴りつける。

「困るのよね……テレビとパソコンの画面との間に、壁が見えてないんだから」

　目の前に半死半生ボロボロの人間がいるのに、その光景を梨なし野のは笑っている。

「あのね、あたしに近づきたかったら、せめてイケメンで細マッチョなお金持ちになってからにしてくれないかしら。貧びん乏ぼう人にんとブサイクは視界に入れたくないのよ」

「無茶言うなよ、こいつには何もねぇだろうがよ？」

　言いながら、梨なし野のと栗くり原はらはバカ笑いをする。

「とりあえず自殺してさ、もうちょっとマシに生まれ変わってから出直してきたら？　アンタ見てたらわかるわ。生まれつきみじめなヤツは、なにをしても無駄」

「……さすがにちょっと、言いすぎじゃないかな!?」

　梨なし野のがそこまで言ったところで、思わず、みろくは声を上げてしまった。

「し……しまったー！」

　そして、声を上げてから、自分の迂う闊かつさを呪った。

「おいおい、誰だよ……？　コイツ、ストーカーなンだぜ、勘違いすんじゃねぇよ」

　栗くり原はらが睨にらみつけてくる。

「あン？　ケッタイな格好しやがってよォ、何様のつもりだ？」

　外見はイケメンだが、栗くり原はらの瞳どう孔こうは蛇へびのように底冷えのする光を放っていた。

　たとえ相手が女でも、容赦なく他人を殴れる者の目だ。

「あ、いや、あの、わたしはただの通りすがりで……」

　生まれつきみじめなヤツは何をしても無駄──その一言に、思わず自分を重ねてしまい、憤いきどおってしまったが、自分が声を上げたところでどうなるものでもない。

　わかっていたが、声を上げてしまったのだ。

「ウソ言わないでよ……そんな珍妙で貧びん乏ぼうくさい格好したヤツが、このマンションの住人なわけないじゃない。敷しき地ち内ないに勝手に入ったってだけで不法侵入よ？」

　梨なし野のの目はごまかせなかったが、祖母の形見の和装を「貧乏くさい」と言われるのだけは釈然としない。見てくれはいいが、見る目のない女だ。

「おい、もしかして、このゴミ男の仲間か？　そうなのか？　オイ？」

　栗くり原はらが近づいて来る。

　恐怖で、身体からだがすくみ、動けない。

　なんとかしなければと、必死で理性を働かせる。

「う、うわぁっ!!」

　とっさに、スマホのカメラを起動させ、シャッターを押す。

　電子的な「パシャリ」という音が響いた。

「おい、何のつもりだ！　それよこせ！」

　栗くり原はらの顔に、わずかに焦あせりが浮かんだ。

　とっさの思いつきだったが、成功だった。

　地位も名めい誉よもある立場の人間は、自分たちの姿を撮られることを嫌う。
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　ましてやどれだけ言い分はあろうが、暴行の現場だ、広められたら面倒なことこの上ないだろう。

「動かないでください！　この画像と会話、自動的にわたしのパソコンへ転送されましたから！」

　精一杯の気合いを込めてみろくは叫んだ。

　噓うそではない。元々、写真はすぐに複数のオンラインストレージサービスへバックアップされるよう設定している。ＩＣレコーダー機能の起動はさすがにハッタリだったが。

「なっ………！」

「そのひとから離れて、この場を立ち去ってください！　そうすればデータは消します！　でも、もし何かしたら、更に転送しますよ……何ど処こかは教えませんけどね」

「てめぇ、素しろ人うとじゃねえな？　何ど処このブン屋だ……」

　戸惑う栗くり原はらは指示を仰ぐように、梨なし野のへ視線を向けた。

「いいわよ、もうやるだけやったし。行きましょ、栗くり原はらくん」

　フンと鼻息を荒げ、傷口の蛆うじ虫むしを見るような視線を向けた梨なし野のは去り、栗くり原はらもその後に続いた。

「は、はぁ～……怖かった！」

　緊きん張ちようの糸が切れ、膝から崩くずれ落おちる。

「あ、そうだ……望もち月づきさん、大丈夫ですか？」

　あわてて望もち月づきのそばに寄る。ひどいやられっぷりだった。

　顔面は腫はれ上あがり、鼻び孔こうや唇から血が流れている。

　もしかして、骨にヒビ……折れているかもしれない。

「だから、やめときなさいって言ったじゃないですか～」

　こうなることは、容易に想像がついたはずだ。

　いや、つかないほうがおかしい。

　なのに、それなのに、望もち月づきは笑っていた。

「ごふっ……ぐふふ……ふふ……」

　血の混じったよだれを垂らしながら、ボサボサに伸びた髪の隙間から覗のぞく目は、悦よろこびに輝いている。

「……………!?」

　さすがにこれには、みろくも鳥肌が立った。

　純粋に不気味だと感じた。

「あ、あの……地じ藤とうさんに連絡して、迎えに来てもらいます……お医者さん、行ったほうがいいですよ……」

　慌てて立ち上がり、逃げるようにその場を後にした。

　何度も地じ藤とうに頼るのは申し訳ないと思ったが、それでも、この不気味な男にはこれ以上関わりたくなかった。

　念のため、梨なし野のと栗くり原はらの報復を警戒しつつ地下駐車場から出る。

　スマホで地じ藤とうへ電話し、後のことを託たくすと、不意にものぐさ太た郎ろうのその後の話が頭の中に浮かんできた。

　貴族の姫ひめ君ぎみの家にまで押しかけたものぐさ太た郎ろう。

　当然、姫君は不気味がり、騒ぎになることを恐れ、彼を床ゆか下したに隠したという。

「床下……？　地下駐車場……？　まさかねぇ……」

　不気味な感覚──偶ぐう然ぜんではない何かが進行しているような感覚に、みろくは寒気を覚えた。





■　■　■






　翌朝──千せん束ぞく四丁目のボロアパートにも陽ひの光は入り込む。

「もう、行くのやめよう……」

　この日の寝ね覚ざめは最悪だった。

　とりあえず水道水を一口飲み、テレビのリモコンを探す。

　時間は朝食には遅いが、昼食には早いという頃合いだ。もうちょっと我が慢まんしてから、昼時にルイスの部屋にでもたかりに行くかな、とかなんとか考えながら、何気なくテレビ画面へ視線を向ける──。

　次の瞬間、驚きに、みろくの目は点になった。

「栗くり原はらが……死んだ……？」

　映っていたのは、目が笑っていないバラエティ芸人が司会をしているワイドショー……もとい、情報バラエティ番組。

　画面端のテロップに「栗くり原はら祐ゆう悟ご死亡!?　他殺の疑いあり謎の男を逮捕！」と出ている。

「それで、佐さ藤とうさん～、栗くり原はらさんは、そのマンションのベランダから、突き落とされたんですね？」

「はい、このマンションは、栗くり原はらさんの住居ではなく、別の友人の方のお住まいらしいのですが、そちらに遊びに行ったところでなんらかのトラブルに巻き込まれたと──」

　司会者と現場に中ちゆう継けいに出ているレポーターが、ありきたりなやり取りを交わしている。画面に映された「事故現場」は、昨日、みろくが行った、あの都内某所の高級タワーマンションだ。

「ウソ……マジ……ちょっと……」

　リモコンを取り、チャンネルを替える。

　どの局も、人気俳優の突然の変死を、トップニュースで伝えていた。

　詳細はこうだ。

　昨夜のこと、栗くり原はらは友人のＡ氏──梨なし野ののことであろうが、どの局もぼかしていた──の部屋に滞たい在ざいしていた。

　そこに現れた謎の男と口論になり、揉もみ合あいになった挙げ句、二人いっしょにマンションのベランダから落下したのだという。

　地面に叩たたきつけられた栗くり原はらは即そく死し。

　まるで巨大な水みず袋ぶくろが弾はじけたような音が響いたと、周辺の住民が証言している。

　どれだけ原形を保てたかも怪しい話だろう。

　そして、謎の男のほうは下層階の手すりに引っかかり、奇き蹟せき的てきに命はとりとめ、現在は警察病院へ搬送され、意識が回復次第、事情を聞くということらしい。

「やっちゃった……？　ついに……望もち月づきさんが……殺した？」

　謎の男とは、望もち月づきに違いない。

　昨日の、不気味な笑顔を浮かべる望もち月づきの姿を思い出す。

　執しつ拗ように暴行を加えられ、さんざん暴言を浴びせられた。

　その復ふく讐しゆうを決意した笑みだったのだろうか。

「やっぱ……行かなきゃダメかなぁ……」

　面倒事に巻き込まれるのは御ご免めんだ。しかし、この顚てん末まつを最後まで観察するのが、師匠からの言いつけだ。

　望もち月づきだけではない、自分も地下駐車場の監視カメラに映っているかも知れない。

　仕方なく、みろくは着替え、外出の準備をした。




　東京都中なか野の区くにある東京警察病院──その名前だけ聞くと、警察の一部門かと思うが、厳密には別組織だ。

　とはいえ、警察の名を冠しているのは伊だ達てではない。

　プライバシーとセキュリティの面では万全を期しており、渦か中ちゆうの謎の男の顔を撮ろうと押しかけているマスコミたちも、誰ひとり入れない。

　そういう場所にもかかわらず、みろくはすんなりと中に入り、当の本人と面会もできた。

　やはり、栗くり原はらとともに落ちた謎の男は、望もち月づきであった。

　望もち月づきの名前を知っていること、さらに数日前、丸まるの内うち警察署に身元引受人として訪れていた記録から、関係者と判断された。

　なにより、本人からも確認が取れたのだ。

「望もち月づきさん、意識戻ったんですか!?」

　病室に行くまでの廊下、付つき添そいとして、刑けい事じが同行した。

　その刑事から、容態を知らされる。

　望もち月づきはほぼ無傷、わずかにかすり傷がある程度だという。

「ていうか、どれだけ運がいいんですか……」

　呆あきれるみろくだったが、事件とは別の傷──昼間に栗くり原はらから受けた暴行の傷があったので、精密検査が行われた。

　それもひと通り終わり、病室での事じ情じよう聴ちよう取しゆを終えたところだった。

「あの……わたし、会ってもいいんでしょうか？」

「ああ、証言が取れたし、君の上司からも言付かっているからな。望もち月づき氏は事件とは無関係……というよりも、彼が殺人犯から被害者を守ったんでね」

「守った？　殺人犯？　どういうことですか……？」

　テレビでは報じられないどころか、予想外の情報に、みろくは困惑した。

「栗くり原はらが、被害者の女性……梨なし野のまどかを殺そうとしたんだよ。望もち月づき氏は彼女をかばおうとして、揉もみ合あいになった……ということだ」

　さすがに警察はマスコミとは違う。事件から半日で以下のような事実が判明していた。

　栗くり原はらと交際していた梨なし野の、しかし、栗くり原はらは重度の麻ジ薬ヤ中ン毒キ者ーだった。

　それを知らなかった梨なし野のは、あの夜、栗くり原はらから無理やり薬物使用を勧められる。

　梨なし野のは拒きよ絶ぜつしたが、薬物が精神にも影響を与えていたのか、栗くり原はらは錯乱した。そして、「警察へ通報される」と思い込み、梨なし野のを殺そうとした。

　実際、水面下で内ない偵ていは進んでいた。半グレを「準暴力団」と認にん定ていした警察は、栗くり原はらが芸能界と半グレのパイプ役だと睨にらんでいたのだ。

「そこでなんで……望もち月づきさんが出てくるんですか？」

「彼は昼間の暴行で栗くり原はらが薬物中毒だと気づいていた。そこで、梨なし野のまどかに忠告すべく家を訪れたところで助けを求められ、大急ぎで部屋に向かい、栗くり原はらを止めようとした……」

　あとは、報道の通り、揉もみ合あいになってベランダから落下。

　栗くり原はらは死に、望もち月づきは生き残った。

「…………う～ん」

「思っていることはわかるよ。色々と、辻つじ褄つまが合わない部分も多い……どちらかと言うと、都合の良すぎる部分のほうが多いというのが正解だな」

　新しん條じようと名乗った刑事の年齢は、白しら髪がの混じり具合から、みろくの父親よりも少し下──たぶん、40代後半だと思われる。

「刑事の勘かん」などという、フィクションじみたものではなく、長くその職に従事している者が持つ経験則からの違和感だろう。

「だが、状況証拠や物的証拠に加え、証言まで揃そろっている。望もち月づき氏が薬物中毒と看破していたことも事実だ。正当防衛どころか、事故死と判断される可能性すらある」

　本来、容疑者とされている人間に、簡単に面会許可は下りないものである。

　それが訪れてすぐに会わせてくれるという段階で、望もち月づきの扱いもわかろうというものだった。

　警察病院に運ばれたのも、マスコミ対策といったほうが近いのだろう。

「それじゃ、あとは中で、本人から聞いて」

　病室の扉を示される。

「失礼します。えっと……望もち月づきさん……？」

　この場合、なんと言えばいいのか。「お元気ですか？」「このたびはご愁しゆう傷しよう様さまで」「無事でよかった」、どれもイマイチしっくり来ないなぁと、言葉を紡つむげないまま扉を開けたところで、みろくは固まった。

「え……？」

　しばし、病室の中、ベッドの上にいる男を見つめる。

「失礼しました」

　そして、扉を閉める。

「……刑事さん、部屋間違えてますよ」

「いや、正しいよ、ここが望もち月づき伊い三さぶ郎ろうの病室だ」

　言われてから、望もち月づきの下の名前が伊い三さぶ郎ろうだということをいまさら知る。

「他の望もち月づきさんじゃないんですか？　違いますよ。別人ですよ」

「ああ、無理もないな。看護師たちも驚いていた。だが間違いない」

　あらためて言われ、みろくはもう一度、扉を開けた。

「なに……？」

　ベッドの上の男が、気け怠だるく退屈そうな声で言った。

「マジで……望もち月づきさん、なんですか……!?」

　聞き覚えのある声に、ようやくみろくも信じざるを得ない心境となった。

　そこにいたのが、規格外のイケメンだったからだ。

　憂うれいげな眼まな差ざしにセクシーな口元、乱雑に切った髪でさえ、まるで考え尽くされた果ての無造作ヘアーのように決まっている、絶世の美男子がいた。

「せ、整形!?」

「……髭ひげ剃そって……髪切って……風ふ呂ろ入っただけ……」

「噓うそだー!!　それだけでこんなんなるかぁぁぁあー!!」

　叫ばずにはいられない話だった。

　だが、よく見れば、やる気のなさそうな両目の鈍い輝きだけは、記憶の中の望もち月づきと一いつ致ちしていた。

　好みによっては小こ太た郎ろうをも凌りよう駕がする、金こん剛ごう石せきのごとく輝く男前であった。

　死者に鞭むち打うつのは心苦しいが、いまや肉塊に成り果てた栗くり原はらなど、足元にも及およぶまい。

「なんで……？」

　そうなると、疑問が浮かぶ。

　これだけの容姿なら、ちょっと小こ綺ぎ麗れいにするだけで正せい攻こう法ほうで梨なし野のの心を引き寄せることも可能だったのでは──。

　少なくともみろくでは、半径２メートル以内に近づけないほど神こう々ごうしいハンサムパワーである。

「たるい……」

　しかし、そんなみろくのリアクションも、望もち月づきには面倒くさいのか、ボソリと呟つぶやかれる。

　その姿もまた物憂げな様子で、相手があの「ものぐさ太た郎ろう」と知らなければ、心を持って行かれそうになる光景だった。

「望もち月づきさん！　目を覚ましたのね！」

　そこに、バタバタとやかましい足音が近づいてきたと思うと、扉が勢い良く開け放たれ、もたれていたみろくを吹っ飛ばし、女が入ってくる。

　渦か中ちゆうの人、梨なし野のまどかだった。

「心配しました……もしかして、あなたがもう二度と目覚めないんじゃないかと。あの男から私を救ってくれてありがとう。私のすべてはあなたのものです！　愛してます！」

　テレビでの棒読み演技とは打って変わって、迫はく真しんの台詞せりふで一気に畳たたみ掛かけるやいなや、ベッドの上の望もち月づきに抱きついた。

「ナニコレ……状況が把握できないんですけど？」

　一人は死に、一人は美男子になり、一人は虫を見るような目で見ていた男に愛を叫んでいる。

　24時間も経たたずして、これだけ激変した人間関係というのは、かなり珍しいのではなかろうか……と、みろくは思った。




　それ以上、病室にいても意味はなかった。

　しかも、望もち月づきに抱きついている梨なし野のは、みろくを獲物を横取りしようとするハイエナだと勘違いしているのか、般はん若にやの形相で睨にらみつけてきたので、さっさと帰宅した。

　その後、さまざまな事実が明らかになった。

　司し法ほう解かい剖ぼうの結果、栗くり原はらの死体からは非合法の禁ド止ラ薬ツ物グが検出された。

　地下駐車場でのヒステリックな暴力性を、薬物の影響と看破した望もち月づきは正しかったのだ。

　そして、部屋にあった包丁からは、栗くり原はらの指し紋もんが検出された。

　なにより、「殺されかけた」という梨なし野のの証言がある。

　栗くり原はらが錯乱し、殺そうとしたのは本当なのだろうが、疑問は残る。

　そもそも、なぜ望もち月づきは現場にいたのか。

　梨なし野のの証言は「たまたま偶然」。殺されそうになったときに訪ねてきたので、助けを求めて部屋へ入れた、とのことだった。

　おそらく噓うそだろう。

　タイミングが良すぎるし、あのタワーマンションはオートロック式だ。

　インターホン越しに顔を確認し、正面玄関を開けなければ中には入れない。地下駐車場の暴行を黙もく認にんしていたとはいえ、管理会社の監視カメラもある。

　運良く誰かの出入りに紛れ込んで玄関を通り、エレベーターに乗り、梨なし野のの部屋の前まで……不可能ではないだろうが、不自然だ。

「たぶん、望もち月づきさんは、あらかじめ梨なし野のの部屋に潜もぐり込こんでいたんじゃないかと思うんですよ」

　数日後──みろくは事件の顚てん末まつをルイスに話していた。

　傲岸不遜で無駄にプライドの高い肥満体だが、意外と他人の話を聞くのは好きで、聞き上手だ。

　なので、相談というよりは、自身の考えをまとめるために、聞き役を頼んだ。

「セキュリティは確かだったんですが、それでも穴はあるはずです。メンテナンススタッフの通用口とか、たまたま階下の部屋の窓が開いていたとか……ゼロではないと思うんですよ」

「普通ならありえないレベルの確率だが、偶然さえ重なれば、目的の部屋に入り込むことは不可能ではないだろう」

　みろくも「いくらなんでも、都合が良すぎる……」と首を捻ひねりつつ語った仮説だが、ルイスは否定しなかった。

　否定しないというよりも、もっと大きな根拠があり、それゆえに同意しているという感じだ。

「あの……梨なし野のまどかも禁止薬物の常習犯だった可能性はありませんか？」

「それはないな。警察もバカではない。念のため、尿によう検けん査さも行われているだろう。本人も潔白を証明しなければならないからな。なんでそう思った？」

　仮説を否定されたみろくは「う～ん」と唸うなりつつ、更に推理する。

「そのことを黙っててやる代わりに、自分の恋人にしたんじゃないでしょうか？」

「それもないな」

　一言で否定するルイス。

「その女……間違いなく、望もち月づきサンに惚ほれたのさ」

「でも……そりゃ確かに超美形でしたが……驚くことに……でも他は……まぁ、あのアパートの土地は高額で売れますけど」

　それだけで、あれだけのベタボレになるのだろうかと、正気を疑っていた。

「その女優の好みのタイプってのは、なんだ？」

「えっと……イケメンで、金持ちの細マッチョでスポーツマンで、高学歴の年収バリバリなブルジョアジーでしたっけ？」

　美人なのは認めるが、どれだけ高望みなのだか……。

「望もち月づきサンの年収は５億だ」

「はぁぁぁあ!?」

　ルイスの唐突な言葉に、みろくは驚きのあまり、アパートの外にまで聞こえそうな声で叫んでいた。

「７、８年前だったか……アメリカの大学生たちが、ソフトウェア工学の常識を塗ぬり替かえる画期的なシステムアーキテクチャを開発した。彼らはそれを元に起業し、今では年商数千億という大だい企き業ぎようだ」

　ルイスは手早くキーボードを叩たたき、ネット経由で液えき晶しようディスプレイにその会社のロゴを表示した。

「あ、知ってる……見たことあります……」

「だろ？　このシステム開発の中心にいたのが、アメリカへ留学していた頃の望もち月づきサンだ。経営には直接関わっていないが、パテントの関係で、重役相当の報酬が毎年支払われている」

　米国の役員報酬は、日本のそれと比べて桁けたが違う。

　それでも、年収５億の数字は、世界一有名な清せい涼りよう飲いん料りよう水すいメーカーの役員クラスである。

「ウソ……あの望もち月づきさんが……」

「貴様はメンサという団体を知っているか？　国際的な高ＩＱ者のみを集めた組織なんだが……あのひとはそこのテストをトップクラスの成績でクリアしている。まぁ、天才というやつだな」

　メンサの入会資格を持つ者は、１００人に２人と言われるほどの知能の持ち主ばかり。

「ヘンな髪かみ型がたの脳科学者の人が会員でしたっけ？　なんとか体験の」

「アハ体験だ。言っておくが……望もち月づきサンは、あんな連中とは格が違うぞ」

　その中でも最上位となれば、もはや常人を超える存在だ。

「あとスポーツマンか？　あのひと、留学中に暇つぶしにテニスを始めて、全米５位になっている」

「はぁ!?　なんですかそれ!?」

「それと、あの容姿だが……イタリア旅行中にスカウトされ、モットリアーナコレクションの男性モデルに選ばれた」

「はぁああああああああ!?」

　イケメン、高学歴、スポーツマン、高収入、すべて揃そろっている。

　しかもほぼマックス値というか、ゲージを振り切っているレベルだ。

「も、もはや人類じゃない……」

「そうだな、こんなキャラクター、もしも漫画の登場人物にいたら、リアリティの欠片かけらもないと読者が怒り出すだろうな。読者が許しても編集者が許さん」

　驚くみろくを見て、ルイスはおかしそうに笑っている。

「なんで教えてくれなかったんですか！」

「訊きかれなかったからな」

「思い浮かぶわけないですよ、こんなチート設定！　『ぼくのかんがえたさいきょうのちょうじん』のほうが、まだ現実味ありますよ！」

　ルイスが、望もち月づきを「サン」付けする理由がわかった。

　傲岸不遜でプライドの高い男ではあるが、自己の基準を満たした者は認める。

　要は対人評価の敷居が高いのだが、これだけの材料を揃そろえられては、認めざるを得なかったのだろう。

　そして、それは梨なし野のまどかも同様であった。

　スペックだけを高望みする権けん威い主しゆ義ぎな女なら、その全部を揃そろえてしまえば、迷う理由がない。

「ブサイクな貧乏人がやればストーカーでも、美男子の金持ちがやれば『情熱的な愛』になる。ネットスラングでよく言うだろ、『ただしイケメンに限る』とな」

「女としては、容易に頷うなずきたくないですね……」

　とはいえ、望もち月づきが身を挺ていして梨なし野のを守ったのは本当だ。少なくとも。

　それがきっかけとなり、更に多くの隠し設定が明らかになったことで、すべての嫌けん悪お感かんが好意に裏返ったのだろうか。コペルニクス的転回というか。

「でもなんか、釈然としないなぁ……恵まれ過ぎじゃないですか、望もち月づきさん。なのにどうして、あんな生活をしていたんだろう？」

　そこだけが、どうしても引っかかった。
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　翌日──浅あさ草くさ雷かみなり門もんの事務所に、事の顚てん末まつを報告に行く。

　おそらく、師匠が見せたかった顕現者の真実はすべて見終えたはずだ、と思っての報告だ。

「……と、いう感じでした」

「なるほどな」

　くくくっ、と師匠は面白そうにほくそ笑えむ。

　この老ろう爺やは、みろくが望もち月づきに振り回された数日の流れを、あらかじめ予想していたのだろう。境界線上の中ちゆう途と半はん端ぱな顕現者は、池へ投げられた礫つぶての如ごとく、水みな面もに波は紋もんを作る──事件を招くことを。

　その仕掛けに気づいてしまったから、みろくは少し不愉快だった。

「なんていうか、顕現者っていうものが、よくわかりました」

　ものぐさ太た郎ろうの顕現者──望もち月づきを目まの当あたりにし、改めて自分の中ちゆう途と半はん端ぱさを呪った。

　元になった御お伽とぎ噺ばなし「ものぐさ太た郎ろう」の終しゆう盤ばんは、こうである。

　家にまで押しかけてきた太た郎ろうを、貴族の姫君は大事になるのを怖おそれ、床下に隠した。

　しかし、そこで太た郎ろうは、僅かな会話の中で、只ただ者ものではない知性を見せる。

　気になった姫は、太た郎ろうの髪を切り、ひげを剃そり、身なりを整えると、輝くばかりの貴公子となった。

　その姿に驚いた姫は、太た郎ろうはきっとよんどころのない者であろうと調べてみると、なんと皇族の血を継つぐ、中将の落らく胤いんであることがわかる。

　そして、噂うわさを聞きつけた朝ちよう廷ていより官位を授けられ、貴族となった太た郎ろうは、姫君を妻とし、地元に凱がい旋せんするのだった……めでたしめでたし。

「悪あく趣しゆ味みですよね、望もち月づきさん。ようは遊んでたんじゃないですか」

　わざと汚らしい格好の貧乏人のふりをして女に近づき、豪ごう華か絢けん爛らんな自分の本ほん性しようを最後に明かすことで、心変わりする人間の姿を愉たのしんだ。

　望もち月づきの不可解な行動を、みろくはそう結論づけた。

「てめェは……一を聞いても十を知るどころか、二も知れねェのか？」

　師匠が、ひどく呆あきれた声で言った。

「だってそうじゃないですか……言っちゃなんですけど、天才で美形でスポーツマンで大金持ちって……個人の努力だけでどうにかできる限度を超えてますよ」

　世の中には、桁外れの努力をすることで、成し得ないことを成なし遂とげる者もいる。

　それでも、これだけ備えているとなれば、もはやその範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつした者だ。

「最後に、実は高貴な家いえ柄がらの者とわかる……その宿命を継けい承しようする『ものぐさ太た郎ろう』の顕現者なら、あれだけの経歴でも不思議じゃないですし、こう言っちゃなんですけど……あのひとの人生自体、違法プログラムでデータを書かき換かえているようなものじゃないですか……」

　生まれつきそう生まれたというだけで、努力することもなく、すべてに恵まれる。

　それこそ、顕現者に選ばれなかったと思っているみろくからすれば、「運命に依え怙こ贔ひい屓きされた」ように思ってしまう話だった。

「バカか、てめェは……三も四も五も六も七も、八と九までわかってンのに、二の発想を間違えているせいで、十に辿たどりつけねェ」

「どういう意味ですか！」

　なおも呆あきれている師匠に、思わずみろくは声を荒らげる。

「てめェの予想通りだよ。アイツは、望もち月づきは……生まれつきすべてに恵まれているようにできている。だがそれは、最後のネタばらしのためじゃねェ。アイツが『ものぐさ太た郎ろう』だからだ」

「………？」

　師匠のなぞかけのような返答の意味がわからず、みろくは眉間にしわを寄せる。

「もっと遠眼鏡で見る癖を付けろ。ものぐさ太た郎ろうの物語の結末じゃねェ。因果を見ろ、全体を見ろ、そして、本質を見み抜ぬけ」

「本質って……」

　あらためて、ものぐさ太た郎ろうの話と、望もち月づきの行動を思い返してみる。

　そして、ふと、頭に浮かんだ。

「なにもしないでも、なんでも手に入る……？」

「そうだ」

　ようやくわかったか、とばかりに、師匠は鼻息をひとつ吹いた。

「アイツはな、なンでも手に入るンだ。なンもしなくても……いや、逆だな。『なにかをするよりも先に、なンでも手に入ってしまう』ンだよ」

　ものぐさ太た郎ろうの物語は、序じよ盤ばんからそういう御ご都つ合ごう主しゆ義ぎだった。

　今よりも遥はるかに福ふく利り厚こう生せいが薄かった時代、「働かざるもの食うべからず」だったはずの時代であるにもかかわらず、一日中寝っ転がっているだけの男のもとに、放っておいても食事が運ばれる。

　都に行って、嫁を娶めとりたいと思えば、それが大貴族の娘であろうが、それにふさわしい知力と家柄がついてくる。

「アイツの能力はな、究極の『後付け設定』だ。どんな不可能に思えることでも、『実は──だった』が追加されることで、どンなものでも成し遂げられる。てめェらの遊び言葉で言えば、『究極のチートキャラ』なンだよ」

「そんな………」

　師匠の言葉に、みろくは絶句した。

　ありえない話だ。それはある意味、因果の逆転に等しい。

「もっとも、限界知らずってわけじゃないがな。あくまで己の現げん世せ利り益やくに限定したものでしか恩おん恵けいは受けられねェし、代だい償しようとして、欲望を抱く敷居も高くなっちまう。だが、いったん欲望を抱けば、アイツはこの世界のすべてから過保護に御お膳ぜん立だてされるンだ」

　世界中の神話の中で、時に「神に愛されたもの」として語られる者がいる。

　あまりにも都合よく、運命に寵ちよう愛あいされ、望むものを手に入れる。

　望もち月づきというひとも、そんな存在なのかもしれない。

「オレはもう忘れちまったが……ものぐさ太た郎ろうってのは、古いにしえの庶しよ民みんが願ったものなのかも知れねェな」

　古き時代、人々は毎日、絶え間なく働かねば生きていけなかった。

　雨の日も風の日も猛もう暑しよの日も、土に鍬くわを入れて田を耕し、汗あせ水みずたらして。

　それでようやく、「ギリギリ生きていける」という程度の収しゆう穫かくを得る。

　そんな時代に生きていた人々の願いは何だったんだろう。

　無病息災、子し孫そん繁はん栄えい、金運招来──いや、もっと根源的なもの。

「働かずに食っていける生活がしたい」「なにもせずにダラダラとしたい」、そんなものだったのではなかろうか。

　そんな大衆の願いが、千数百年分積み重なった結果、ものぐさ太た郎ろうの物語が生まれた。

　何の努力もせず、何の苦労もせず、望むものを得られる者を。

「望もち月づき伊い三さぶ郎ろうの生活を見ていてどう思った？　うらやましかったか？」

「そ、それは……」

　みろくは答えようとしたが、口ごもってしまった。

「アイツの頭脳も、容姿も、すべて生まれつきのもンだ。それだけじゃねェ。アイツは『都合のいい』天才なンだ。気まぐれに行動を起こすだけで、そのすべては理想的な結果になる。アイツは……挫ざ折せつはおろか、努力すらしたことがない。いや……やりたくても、できないンだ」

　ものぐさ太た郎ろうはすべてを持っている。

　教科書を開くだけでどんな難解な問題でも答えられ、どんな競技でも万能にこなせる。

　何でもすべてを、完かん璧ぺきに──というよりも、世界が都合のいいように合わせてくれる。

　なにもしないでもクリアできる超ヌルゲー、それがものぐさ太た郎ろうにとってのこの世界なのだ。

「すべてが満たされているってのはなァ、何もねェのと同じなンだよ」

　望もち月づきも昔はその宿命に抗あらがおうとしたのかもしれない。

　だが、努力する前に、最善どころか最高の結末がもたらされる。

　それを繰り返してきた結果が、あの異常に豪ごう華か絢けん爛らんな経歴なのか。

　ついには、何をやっても何でもできてしまうことに疲れ、「なにもしない」という生き方を選んだ──いや、「生きる」努力すら放ほう棄きしたが、なおも自分を生かそうと周囲があれこれと面倒を見てくれるため、それすらできなかった。

　みろくは思い至る。

　あのとき、梨なし野のに罵ば倒とうされ、笑っていた望もち月づき。

　あれは「喜んでいた」のではないかと。

　容姿も経歴も財産もすべて隠し、汚らしい姿になって、傲ごう慢まんな女を口説く。

　無茶とも言える無理ゲーをすることで、初めて充実感や達成感を味わえると思ったのではなかろうか。

　だが、それは果たされず、梨なし野のは望もち月づきの本当の姿を知り、愛してしまった。『ものぐさ太た郎ろう』のあらすじ通りに。

「顕現ってェのは、一種の呪いだ。どこかの誰かが『そうあって欲しい』と願った条理に、人生すべてが囚とらわれる……アイツが夷い狄てきに取とり憑つかれねェで済ンでいるのが、オレには不思議なくらいでな」

　夷い狄てきは仄ほの暗ぐらい欲望に惹ひかれ、それを餌として喰くらうことで、この国へ潜り込む。

　だが、すぐに満たされ絶望してしまう望もち月づきには、夷い狄てきが取とり憑つく余地もない、ということなのだろうか？

　それはそれで、哀かなしい話だ。哀かなしい御お伽とぎ噺ばなしだ。

「……案外、顕現者らしい権能を与えられなかったてめェは、幸運だったのかも知れねェぞ？」

　そう呟つぶやく師匠の姿も、どこか悲ひ壮そう感かんが漂っていた。




　都内某所の高級タワーマンション、その最上階──。

　広くて、きれいな、誰もが憧れる高級な物件の寝しん室しつのベッドに、望もち月づきは横たわっていた。

「伊い三さぶ郎ろうさん……愛しているわ……」

　横たわる彼に、まるで娼しよう婦ふのように奉ほう仕しする梨なし野のまどか。

　その顔には恍こう惚こつとした悦よろこびさえ見て取れる。

　心も身体からだもすべてを捧ささげようとしている。

「……………」

　しかし、望もち月づきは答えない。

　指の一つも動かさず、やりたいようにやらせている。

　ただ、真っ白な天井を見つめながら、ポツリと、呟つぶやいた。

「たるい………」
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　師匠の事務所を去り、家路につくみろく。

　言こと問とい通どおりを越え、花はな園ぞの通どおりが見えてきた頃、「見えるはずのない」踏ふみ切きりに遭遇した。

　あるはずがない──浅あさ草くさの踏切は隅すみ田だ川がわを越えた桜さくら橋ばし通どおりのひとつだけだ。ましてや、千せん束ぞくに鉄道は通っていない。

　けれど、カンカンカンと、けたたましく鳴る警報機の音──幻げん聴ちようだとわかっているのに、足が止まる。

　帰宅ラッシュなのだろうか、ギュウギュウ詰めの電車が横切って行く。

　乗っている人々の顔に、笑顔はない。

　どの顔も、目を細め、うつむき、苦く役えきに耐える罪人のような顔をしている。

　幻げん覚かくだとわかっているのに、みろくは考えてしまう。

　少ない賃金で、ろくな休日も与えず、サービス残業を強制し、福利厚生も無視して、法で定められた最低限度の基準を「贅ぜい沢たく」と言って捨てる世界。

　倒れて死んでも顧かえりみられることはなく、心を病めば「甘え」と言われ、「ブラック企業」と糾きゆう弾だんされれば「企業いじめだ」と開き直る。

　そんな仕事でも、しなければ生きていけない世界。

　恋人を得る時間もなく、家庭を持つ蓄えも得られず、生きる糧かてを得るために働くのではなく、働くために生きる人々。

　二千年前の聖者はこう言ったらしい。

「人はパンのみにて生くるにあらず」

　生きるために生きるのではなく、生きることに喜びを見み出いだすために生きるのだと。

　金をもらうために働く、それは間違いではない。

　だけど、働くということは、社会に自分が関わるためのものでもある。

　そうすることで、自分という存在を確立するものでもある。

　努力して、苦労して、挫くじけそうになりながらも、やり遂とげ、なし遂げ、たどり着いたときに、人間は生きていることを喜べる。

　金はその過程で手にするものの一つでしかない。

　なのに、いまはその考えすら、給金を惜おしむ経営者が悪用している。

　働くことに喜びを見み出いだせない人々がいる限り、喜びを見み出いだせない労働を強制する者たちがいる限り、望もち月づきは永えい劫ごう、彼らの願望を背負い続けるのだろう。

　何の努力も許さない、甘くて優しい監かん獄ごくに閉とじ込こめられて。

「顕現は、一種の呪い、か………」

　ポツリと呟つぶやくと同時に、幻げん想そうの遮しや断だん機きが上がる。

「ねーちゃーん！　ねーちゃーん!!」

　甘く脳天気な声がなおも耳に残る警報機の残ざん響きようを搔かき消けしていく。踏切の向こう側に現れた小こ太た郎ろうが、みろくを見つけ、ぶんぶんと腕を振りながら駆け寄ってくる。

　その瞬間、「見えるはずのない」踏切も、線路も──すべての幻覚が雲うん散さん霧む消しようした。

「姉ちゃん、何ど処こ行ってたんだよ！　ずっとアパートの前で待ってたんだぞ？」

「……ごめん」

　もしかして──夷い狄てきの侵略だったのだろうか？

「あのさ、ご飯食べに行かない？　キサラさんのおすすめの、美お味いしいベトナム料理屋があるんだよ。奢おごるからさ、一緒に行こうよ！」

　戸惑う姉の心境も知らず、相変わらず、苦労知らずな笑顔──だが、本当にそうだろうか。

　みろくは、顕現者とは、「選ばれし者」と思っていた。

　だが、それは同時に「選ばれてしまった者」でもある。

　望むべき人生を選べず、いかなる条理からか、自分でない何者かの生き方を背負わされる。

『てめェは、幸運だったのかも知れねェぞ』──

　師匠はそう言っていた。

　もしかして自分は、既すんでのところで、小こ太た郎ろうに守られたのかもしれない。

「奢おごらなくていいよ」

　静かな声で、答えるみろく。

「え……」

　誘いを断られたのかと、悲しそうな顔になった小こ太た郎ろうを見て、みろくは思わず吹ふき出だしてしまった。

「今日はわたしが奢おごったげる。原げん稿こう料りようも入ったし、毎度毎度、弟に払わせるほど落ちぶれちゃいないんだからね」

　そう言うと、みろくはいたずらっぽく笑った。
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「ボツ」

　師匠はすげなくそう言うと、チェック用に印刷したみろくの原稿の束を机の端に放り投げた。

「ちょ、まっ。な、ななな……取材から何からすっごく大変だったんですよ!?」

「てめェの苦労なんぞ読者の知ったことか。それとも何か？　この記事を読むひとりひとりそうやって泣き落として回ンのか、おい」

「……それは、しませんけど。だったら、せめてどうしてボツなのかは説明してくれてもいいんじゃないですか？」

　師匠が放り投げた原稿は、これまでにみろくが出くわした事件──一いつ寸すん法ぼう師しやものぐさ太た郎ろうといった怪異、化け物、不思議な出来事。それらにまつわる最新の記事だった。

　みろくは、体験したことをきちんと記事に仕上げたつもりだ。少なくともそんな雑に扱われるようなレベルじゃないと自負している。それが思い上がりだったのか、それともこのクソジジイの性格が悪いのか。

「……ふぅー。てめェはまだわかってねェようだな。言うまでもねェが、この世の中には科学じゃ割り切れねェ訳わけのわかンねえモノ、不可視の領域に住まうモノがある──」

「……夷い狄てき、ですよね？」

「そいつもだが、それだけじゃねェだろ。つーかここまで言ってわかンねェのか」

「……本物の夷い狄てきと、そうじゃないお化けや心霊現象がある？」

　みろくの返事に呆あきれた師匠は、鼻で笑うような表情を隠そうともしない。

「15点。正しいところもあるから０点じゃねェが、赤点だ」

　心当たりのある言い回しで貶けなされたので、みろくは剣けん吞のんな表情になった。

「あの……そういうもったいぶった言い方をしないで、もっとはっきりわかりやすく説明できないんですか？」

「かっわいくねェ物言いをしやがる。あのな……記者の勝手なさじ加減で歪ゆがめられた与太話じゃ使い物になンねぇンだよ。こんな書き方じゃありきたりな心霊現象の類たぐいなのか、夷い狄てきなのかさっぱりわかンねェだろうが」

「夷い狄てきもお化けも心霊現象も、端はたから見たら大差ないと思うんですけど」

　実際に体験してきたみろくは、すっかり慣れてしまったのだが、正直なところ、世間一般から見れば夜道に現れる幽ゆう霊れいも、下水道に潜む白いワニも、御お伽とぎ噺ばなしの登場人物も同じ扱いになるんじゃないかと思っていた。少なくとも、そのくらいは「普通の人間の視線」を持っているつもりだった。

「──大差ねェからボツだと言ってンだよ。確かに夷い狄てきの存在をあからさまに明示することはできねェが、読むやつがサルじゃねェなら、違いを理解できる程度には書き分けろ」

「……そんなに詳しく書いたら、陰いん謀ぼう説せつ全開の電波ゆんゆん怪かい文ぶん書しよになっちゃうじゃないですか」

「うちの読者の大半は普通の人間だが、コルチャックの名前を冠した記事を読んでいる時点で、てめェを奇人変人と思い込んでいるボンクラだ」

　みろくにしてみれば、描びよう写しやをぼかしたのは、関係各位への気遣いでもあった。現代に生きる夷い狄てき、怪異。ソレにはソレの生活がある。

　おもしろおかしい「本当にあったと言っているひとがいる怖い話」レベルなら幾いくらでも誤ご魔ま化かせる。むしろきちんと書く必要のほうがないのではなかろうか。

「──阿あ呆ほう。古来から人間が『よくわからんもの』に対して何をしてきたか、てめェは筑つく波ばの山で習ってきたンだろう？　……いや、柳やなぎ田たやら折おり口ぐちやら薩さつ長ちようの犬どもが大だい日につ本ぽん帝てい国こくを拵こしらえるためにでっち上げた学問の成れの果てなンざ、むしろ思考の足あし枷かせかも知れねェな」

　確かにみろくは筑つく波ばの大学で民俗学を学んでいたが、師匠が貶けなしていると思われる名誉教授はずっと前に亡なくなっている。しかも、早々に休学してしまったから、名誉教授の著書『ミロク信仰の研究』と同じ名前を教授たちに珍しがられたことくらいしか記憶にない。

「……戦争、ですか？」

　おそるおそる極論を口にしたら、即座に頷うなずかれてしまい、みろくは逆に困惑する。

「てめェが想像しているような妖怪大戦争にはならねェと思いてェがな。むしろ、あるとしたら──魔ま女じよ狩がりだな。聞いたことあンだろ？」

「まさかの時のスペイン宗教裁判！　……じゃなくて、中世のヨーロッパで行われた異い端たん審しん判ぱん、ですよね……」

　文化人類学では、宗教的無知と社会的不安と偏へん向こうしたイデオロギーから発生した集団ヒステリー現象とされ、現代の排はい外がい主しゆ義ぎもこの流れを汲んでいる。

「そうだ。異端審判で処しよ刑けいされた連中にどンだけ『本物』がいたかなんて、わかりゃしねェだろ。過去の歴史を辿たどったら、異端や魔女っつーことにされて都合良く殺された奴やつのほうが多いンじゃねェのか？」

　言われてみれば、そうだ。知識のない一般大衆は、夷い狄てきと顕現者を正しく見分けることもできない。大差ないからこそ、夷い狄てきという存在の輪りん郭かくはぼかさなければならないと思っていたのだが、それが新しい偏見や迷めい信しんを作り出すこともある──。

「もしも、もしもだ。与太話程度で広まって──夷い狄てきも実際にいるから、信じる奴やつも出るだろう。そして『あいつが化け物かもしれねえ』と疑い始めるバカも出てくる。あるいは『あいつを化け物ということにしてしまおう』なんて奴やつらも出るだろう。そうなったらどうなる？」

「……夷い狄てきの存在を口実にして、誰かが魔女狩りを扇せん動どうする、ってことですか？」

「ボンクラどもの頭ン中を悪あく魔ま祓ばらいできねぇンだったら、ハナっから夷い狄てきのことなンざ書かねェほうがマシだ。ネットだ何だ、昔から他人を陥おとしいれる仕組みはなくなりゃしねェ。だからこそ、こンな『魔女』の話じゃなくて、もっとサルでもわかるように書けっつってンだよ」

「……さっきはサルじゃない程度の連中がわかるように書け、と言ったくせに」

「世の中にゃ、サルよりバカなボンクラもいることを思い出したのさ」





■　■　■






「あーもう、なんなのよぅ、あのクソジジイ……こっちも好きでやってる仕事じゃないのにぃ……」

　師匠の事務所を後にしたみろくは、胸に抱えた悶もん々もんとしたものを上う手まく消化できず、浅あさ草くさの街をうろついていた。

　夷い狄てきや怪奇現象が出てこない普通の街歩きコラムはそこそこ採用されているけど、本来の採用理由は、中ちゆう途と半はん端ぱとはいえ、顕現者だったからだ。そっちの原稿がボツばかりでは、何のためにライターを続けているのかわからない。

　極きよく端たんに言えば、お情けで続けられている状態なんて無職と変わらない。さすがにこの歳としで無職、というのは頭を抱えたくなる。何のためらいもなく、脛すねを齧かじり続つづけられるほどに脳天気な性格だったら良かったのに。それならあのジジイにいびられることもなかったのに。

「はー……もうほんと、どうしたものかなぁ……」

　手のひらにペットボトル──すっかりぬるくなったホットの日本茶を持ったまま、言こと問とい橋ばしを渡ってしまったので、墨すみ田だ公こう園えんのベンチへ腰掛け、ぼーっとしていた。

　春は桜、夏には隅すみ田だ川がわ花火大会が開かれるこの公園も、普段は混み合うこともない。静かに考え事をするにはうってつけだった。

　──そのはずだった。

「……ん？　あれ、今日って、何かあったっけ？」

　混み合うことはないが、散歩コースにしているひとや、ランニングをしているひとの姿はちらほら見かけるのがこの公園だ。対岸には、子供や老人が来る区営の小さな釣つり堀ぼりもある。

　入場料は２時間で30円という驚きよう異いの低価格。貸かし竿ざおはないので地元民専用だけど、貧乏人の懐ふところに優しく、静かにぼんやりするなら最適の場所──のはずなのだが、誰もいなかった。

　完全にひとの気配が消えていた。

　唐突に現れた、深夜の夜道にひとりで佇たたずんでいるような静けさ。まさか、また夷い狄てき絡がらみの奇妙な現象が起きているのだろうか？

　急に意識を研とぎ澄すませ、警戒したみろくだが、すぐに気のせいだと思い直す。

　釣り堀に誰かがふらりと姿を現したからだ。偶然、ひとがいなくなったタイミングだったのだろう。

　──なのに、ほっと一ひと息いきつくことはできなかった。

「え、何してんのあのジジイ」

　誰が聞いてるわけでもないから、と、つい口が悪くなってしまうのは、さっきみろくの原稿をすげなくボツにした師匠が、時じ代だい錯さく誤ごでド派手な着流し姿でふらふらと釣り堀に現れたからだ。

　別にコスプレではなく、普段から着慣れているように馴な染じんでいるのが、遠目にもわかる。

　事務所で会う師匠はいつも赤と黒のスーツ姿で、同じド派手でも和装は見たことがないが、考えてみれば、プライベートを知るほど親しい間あいだ柄がらでもなかった。安っぽい竿さおを釣り堀に垂らす姿は、隠いん居きよ後ごの老人の暇つぶしとしてはありふれている。少なくとも、服装にケチを付けるのはお門かど違ちがいだったと反省する。

「とはいえ、何……あの怠だるそうな顔。楽しくないならやんなきゃいいのに」

　たかが釣り堀で、まるでマグロの一いつ本ぽん釣づりを狙うような気合いを入れられても困るけれど、遠目に見てもわかるほど不機嫌なのはまたどうなのか。周囲の空気が悪く──。

「ならないか、誰もいないし」

　さっきの反論を考え、文句を言ってやろうかとも思ったが、夷い狄てきの存在がデリケートな問題というのもわかる。警戒すべき存在ではあるが、実際「あいつが夷い狄てきかもしれない」みたいなイジメの口実に使われるのは、みろくにとっても本意ではない。もっと陰いん惨さんで悲ひ惨さんで猟奇的な事件に繫つながる可能性もある。

　それに、不機嫌な老人が釣つり糸いとを垂らしている様子を見ていても面白くない。そろそろ自分も立ち去ろうか、と思ったら変化が起きた。

「────!!　！　……!!」

　えらくあわてた様子で女が現れたのだ。どうやら師匠を追いかけて来たようで。

　遠目からは何を話しているのかわからないが、女は遠くから見てもわかるほどにハイテンションで、バネ仕じ掛かけのオモチャのようにきびきびと動いていた。動いているだけで、効率が良いとは言っていない。

「え、何……あのひと……パントマイム？」

　昼間から酒かもっと悪いクスリでもキメているのかと心配になったが、それでいて、遠目に見てもわかるほどの美女であった。歳としの頃は20代後半だろうか、まるで絵巻物から出て来たかのようなつややかな黒髪、切れ長の目にすらりと通った鼻筋。昔のお姫様と言われても違和感のない清せい楚そな容姿だが、元気を通り越して慌ただしい様子が何もかもを台無しにしていた。

　その美女が、怠だるそうにしてるジジイ──もとい、師匠の世話を甲か斐い甲が斐いしく焼いている。持って来た上着を背にかけ、肩を揉もみ、飲み物を用意しては口に運ぶ様子は──。

「あー、介護しているんだ……」

　あまりに甲か斐い甲が斐いしいので、そんな感想を呟つぶやいてしまった。もっとも、師匠のほうはまるで空気のように美女を無視し、あくびをかみ殺しながら釣りを続けている。どう見ても頑がん固こなボケ老人だ。

　そんな態度も気にせず、世話を焼き、絶え間なく話しかける美女の様子はやっぱり介護にしか見えない。たぶん、もっと適当にあしらうのが老人介護の正解だと思うのだけども、この美女はお節せつ介かいに過ぎる。

「……師匠、わたしの前では格好つけているけど、歳としを考えれば介護係がいないわけがないよね……」

　これまでの数ヶ月、耄もう碌ろくした様子は欠片かけらも見たことがなかった。だがしかし、老人のボケ症状には波がある。数年前に亡なくなった祖母や祖父がそんな感じだったし、齢よわい千年を超えているであろうハイパーハードボイルド後期高齢者の師匠も、１５０年以上前の記憶は完全に忘れている。

　たまたまみろくが接してきた師匠はしっかりしたときで、気が緩んでいるときはああして介護されているのかもしれない。

　……そう思えば、さっきの態度もほんの少しだけど許してしまえそうな気がする。記事にいちゃもんをつけられたのと、ボケていることは別問題だけど、要介護の人間をクソジジイと悪あしざまに言うつもりもない。

　お年寄りには優しく。そんな子供の頃に言われた言葉を思い出し、独り頷うなずく。

　これはこれで心の平穏も取とり戻もどしたし、邪魔をするのも悪い。そろそろ行こうか──そう思って腰を上げたら、またおかしなことが起きた。

「……え、ちょっと待って。今度は何？」

　東とう洋よう館かんの舞台コントか、と思うようなタイミングの良さで、舞ぶ台たい袖そでから新たなキャストが現れた。

　細身のシルエットの黒スーツに色の入ったスタイリッシュな眼鏡。髪型はオールバックで綺き麗れいにまとめた男性は、遠目に見てもカマキリや豹ひようのようなイメージだ。クールとバイオレンスが同居しているような。

　ありていに言えば、そのスジのひとにしか見えなかった。

　ものぐさ太た郎ろうの件で顔を合わせたゴム仮面の地上げ屋……地じ藤とうさんは、せいぜい準構成員──企き業ぎよう舎しや弟てい止まりの雰囲気だったが、このひとは上から下までガチで若わか頭がしらっぽい。最近のヤクザ映画で喩たとえると、ピッチングマシンの前に縛しばり付つけられ、剛ごう速そつ球きゆうを顔面に当て続けられる加か瀬せ亮りよう。

　ところが、そのスジのひとは一人ではなく、別のスーツの男たちがワラワラと続いてくる。

「え、ちょっと──」

　あのジジイ……もとい、師匠はいったい何をやらかしたのか。思わず心配になり、近くの木こ陰かげまで近づいてしまう。止められるわけがないし、割り込む勇気もないのだけど。

　その間にスーツ軍団は師匠の眼前へ歩み寄っていたが、先頭のオールバック眼鏡に筋すじ者もの特有の威圧感はなく、きびきびとした有能なビジネスマンのようにも見える。

　インテリヤクザか。名前がないと面倒くさいので、若頭っぽいひとはとりあえず立たつ浪なみさん（仮）としておこう。ちなみに、事務所にあった『実話時代』には、若頭という呼こ称しようは関西発はつ祥しようだから使わない関東の組織も多いと書いてあったけど……こまけぇこたぁいいんだよ！

　だいたい、異様なこの状況にも師匠はあくびを嚙かみ殺ころすだけだ。介護の美女はさすがに気づいているようだが、特に警戒する様子はない。

　立たつ浪なみ（仮）は真横に迫り──深々と頭を下げた。それに倣ならい、スーツ軍団も揃そろって低く低く頭を下げる。

「──お楽しみのところ、邪魔して申し訳ありません」

「……は？」

　今度こそみろくはわけがわからなくなった。どこからどう見ても筋すじ者ものの集団に、深々と頭を下げられている。美女も慣れているのか動どう揺ようもせず、珍しく黙って見守っている。

　もっとも、当の師匠は視線すら向けないのだが。立たつ浪なみ（仮）はそんな仕打ちにも慣れているのか、話を続ける。

「──組長オヤジ、今日は舎弟衆一同、覚悟の上で直じか談だん判ぱんに参りました……っ！」

　そのまま膝を折り、綺き麗れいな土下座に姿勢を変える。誰ひとり躊躇ためらわない動きの統一感が、舞台めいたフィクションさを感じる。しかし、目の前で実際に起きているのを見ると、大の大人たちにそうさせる師匠への恐怖が膨ふくれ上あがる。

　思えば、釣り堀から人の気配がなくなったのは、こういうひとたちがうろついていたから──というか、人払いをしたんじゃなかろうか。

　文字通り「見世物ではない」のだから、何かしていても不思議ではない。吞のん気きに師匠への不満やら何やらブチブチ妄想している間に、人払いに気づかず取り残されたのだ。たぶん。

　回れ右でこっそり逃げることも考えた。けれども、自分の知らない師匠の姿に目を離せなくなっていた。

　幸か不幸か、近づいているせいで話も良く聞こえる。

「組長オヤジが連れてきた、あのわけのわからん半魚人……いや、助すけっ人と連中をどうかお引き取り願えませんでしょうかっ!!」

「「「組長オヤジ、お願いしますっ!!」」」

　考えてみると、男が集団で土下座をする様を初めて見た。いや、人生で見る機会がそうそうあるものではないのもわかっている。

　しかし、みろくの動揺とは関係なく、師匠はあくびをしつつ糸を垂らしている。

「あの連中、言葉が通じないどころか、ろくに喋しやべりもしないので、まったく意い思し疎そ通つうができないんですよ！　しかも、揃そろいもそろって妙に生臭い匂いがしますし、この前は観かん音のん裏うらの魚屋で暴れて、店をぶっ壊して、後始末が大変だったんですよ！」

　見るからに高齢の師匠──組長との格差が大きいのか、立たつ浪なみ（仮）のへりくだった口調は何ど処こか三下っぽい。知性はあるのだろうが、微妙に若頭っぽくない。

　いや、こっちが勝手に若頭扱いしているだけなんですが──。

「……魚屋？　……半魚人？」

　それに、筋すじ者ものと魚屋と半魚人もどうにも繫つながらない。地上げの対象なのだろうか？　だけど、話の流れからして明らかに困っているようだ。

「組長オヤジ！　あいつら魚屋に並んでいた魚をそのまま丸まる吞のみした上に、金も払わずにいきなり暴力沙ざ汰たっすよ……勘弁してくださいよ！　ウチの客分ってことでサツにつまんねえ口実を与えたら面倒ですし、だいたい、あの連中、何ど処この何モンなんですか！」

　立たつ浪なみ（仮）の横にいた若頭補佐っぽい男が口を挟む。こちらは粗暴なのに卑屈そうなマッチョ巨漢だったので、とりあえず佐さ々さ木きさん（仮）としておこう。

「……前にも言ったろ、南米の連中だってよ。ロス・セタスのダゴンという兄弟分から預かったンだよ」

　面倒そうではあるが、師匠がやっと口を開く。

　ロス・セタスと言えば、メキシコの麻薬カルテル──傭よう兵へい部ぶ隊たい上あがりの凶きよう暴ぼうな武ぶ闘とう派はだ。『カルテル・ランド』というドキュメンタリー映画で観みた。

「前はニュージーランドのヒュドラとか言ってたじゃねえっすか！」

「どっちもおンなじ南の海のほうだろうが」

「南半球で括くくらないで下さいよ！　大雑把すぎますよ！」

　立たつ浪なみ（仮）と佐さ々さ木き（仮）は本気で困っている様子だが、師匠の返答はあからさまにやる気がなく、適当であった。

「……それは、確かになあ」

　物陰に隠れていたみろくも思わず同意してしまう。南米とニュージーランドが同じなら、イギリスとロシアも同じになってしまう。

　ていうか、いくらなんでもメキシコでもっとも凶暴な麻薬カルテルと兄弟分の盃さかずきは交わさないだろう。工く藤どう會かいでもそんな無茶はしない。

「他にも女子中学生を誘拐しようとしたとか、ショーパブの踊おどり子こに襲いかかったとか。そんなの大っぴらにやられたら、水面下でもみ消すのは不可能に近いですし、シノギどころか後始末に追われて仕事になりません！」

「それでも、あいつらが問題を起こすたびに関係各所へ平身低頭謝って、顧こ問もん弁べん護ご士しにも金を積んで、なんとか示談に持もち込こんでいますけど、これじゃ正義の味方ですよ！」

　ああ。さすがに犯罪として立件されないよう、根回しと後始末をしていたのか。ほんの少しだけほっとした。そういえば、最近、妙に物騒だという話は聞いた気もする。

　もっとも、そんなヤの字じ絡がらみとは次元が違う、夷い狄てき絡がらみの物騒さの中にいたから、話半分に聞き流していたのだけど──。

「あんなヤクネタを抱えていると、オレらはロクにシノギもできやしません！　外と様ざまの兵隊を雇わなきゃならんほどの戦争でしたら、オレらがやって見せますから、あいつらは国へ帰してくれませんか!!」

　再び、立たつ浪なみ（仮）と佐さ々さ木き（仮）だけでなく、集まった──おそらく、それなりに立場があると推測されるスーツ軍団が一斉に額を地面に擦こすり付つけ、深々と土下座した。

「「お願いします、組長オヤジ!!」」

　物騒な話である。それだけ切せつ羽ぱ詰つまっているということか。格式やら決まり事やらを重んじると現実の風景まで舞台っぽくなるんだなあ。

　みろくはもはや別世界を覗のぞき込こむような感覚であった。

　やがて、男の威い信しんを賭けた直じか談だん判ぱんが功を奏したのか、組長オヤジと呼ばれた着流しの師匠が竿さおを放り投げふらりと立ち上がる。

「あ、あわわわわ！」

　堀へ落ちそうになった釣つり竿ざおは介護の美女がキャッチし、立ち上がった師匠は立たつ浪なみ（仮）の前に立ったが──そのまま、釣り堀の中へ蹴り飛ばした。

「……っ!!??」

　思わず声を上げそうになり、みろくは口を押さえる。

　鋭く蹴り放ったサッカーボールキックは、着流し姿の老人とは思えぬほど強きよう烈れつで、土下座の顔面がぐにゃりと歪ゆがんで吹っ飛んだ。

「……た、立たつ浪なみの兄貴ぃいっ!!??」

　──あれ？　本当に立たつ浪なみだったんだ。

「客分どもは好きにさせておけ。何かやらかしてもてめェらがいちいち面倒見る必要もねェ」

　それだけ言い残すと、師匠は一瞬、腹に一物ありそうな不気味な笑みを浮かべ、さっさと歩き出した。

「あ、あのっ……！」

　竿さおを持った美女は再びあわてて追いかけるが、師匠を引き留めようとした瞬間。

　顔色ひとつ変えず、今度は後うしろ回まわし蹴げりが炸裂した。服を脱ぬぎ捨すてるようなよどみない動作で。

「きゃんっ」

　美女はコントのようなオーバーアクションで釣り堀へ蹴り落とされたが、佐さ々さ木き（仮）とスーツ軍団は気づかずに立たつ浪なみ（本名）を引き上げている。

　その様子を振り返ることなく、師匠はすたすたと歩き去ってしまう。

　──す、スゴイ現場に居合わせてしまった……。

　口を手で押さえたまま、みろくは出て行くこともできずに震えていた。ヤクザの内うち輪わ揉もめをこんな日中に見るとは思わなかった。ていうか、やらないで欲しい。

　こういうのはもっとひとのいない所でひっそりとやっていただけないものだろうか。公園は公共の場だ。人払いで済むことではない。

　師匠だか組長オヤジだかジジイだかはもういないのだから、とっとと立たつ浪なみさん（本名）を回収して引ひっ込こんで欲しい。

　──面と向かって言う勇気もないのだが。

　──ていうか、はよ行け。

　みろくの願いは叶かなえられ、釣り堀からずぶ濡ぬれで這はい上あがった立たつ浪なみたちが退場する様子はコントで滑り倒した後の芸人にしか見えなかった。

　テレビと違って後づけの笑い声もなく、笑う状況でもないが、善後策でも話しているのか、小声で話しながら去っていくスーツ軍団にさっきの演劇っぽさは欠片かけらもない。

　遠くに背中しか見えなくなった頃、やっとみろくは息をはく。

「……はぁー。本当になんなのよぅ……アレ……」

　師匠らしきジジイ→さっさと何ど処こかへ去っていった。

　立たつ浪なみさんとスーツ軍団→ずぶ濡ぬれのまま何ど処こかへ行った。

　介護の美女→どうなったっけ？

「あ、ああああ!?　あの女のひと！　ちょっと！」

　考えてみれば、助けられた形けい跡せきもなく、そもそも釣り堀から這はい上あがった形跡もない。

　もう大丈夫だろう。みろくは木陰から出て釣り堀を覗のぞき込こむ。

　管理人も追い出されたのか、今はみろくしかいない。

　綺き麗れいとは言えない水の中に時折、魚の背が見え、そして──。

「あああああ！　ちょっと、大丈夫ですか！」

　美女がうつぶせのまま浮いていた。微妙に手が届かないあたりで。

　これだけ見ると完全に猟奇な事件の現場だ。いや、事件の現場であることには変わりないのだけど。

　ひと助けとはいえ、魚とコケで生臭い濁り水へ入ることは躊ちゆう躇ちよしたが、片足を突っ込んだ瞬間──。

「ぷはぁっ!?　あ、あら。どうしたんですか、そんなトコに入ると汚いですよ」

　一昔前に流は行やった、ブラウン管テレビから出てくるホラーヒロインみたいな姿で、こっちを気遣うとは思わなかった。

　文字通り片足を突っ込んだまま固まってしまったが、すぐに手を伸ばす。

「そ、そっちこそ……大丈夫ですかっ!?　ほら、早く上がらないと……マジで汚いんですよぉぉお！」

　足を突っ込んでみると想像以上に生臭かった。そんな濁り水に全身浸つかっていた女性は、水もしたたるいい女──を超えて、完全に生臭い何かになっていた。

「あはははは、これはご丁寧にどうもありがとうございます。本当に見ず知らずの方に助けていただくなんて申し訳ない──」

　この状況でテンションが更におかしくなっているのか、笑顔のまま早口で話す女性。あの師匠の介護はここまでネジが外れ……もとい、タフでないと務まらないのか……。

　そして、釣り堀から引き上げると、揃そろって不審者以外の何者でもなかった。

　かたや片足ずぶ濡ぬれの女性、こっちはまだ言い訳が利きく。しかし、全身ずぶ濡ぬれで水草や藻もが絡からみついてる生臭い女性はちょっと言い訳ができない。

「ど、どこか着き替がえできる所へ行かないと……」

　警察に呼び止められたらどう説明したものか。ヤクザな師匠に突つき落おとされたと言ったら、いろいろと面倒くさいことになりかねない。

「そうですねえ、お姉さんもそのままじゃ大変でしょうし」

「いや、あなたのほうが全身大変なことになっているんですけど!?」

「あ、ああ……そういえばそうでした。どうにもいけませんね、こんなことだからいつもいつもてめェは鈍どんくさい亀だと怒られてしまうんですよ、あはは」

　何でこのひとはこんな状況で明るく笑っていられるのか。

「とにかく、何ど処こかでちゃんと着替えないと、風か邪ぜひきますよ……」

「うーん。家はちょっと遠いんですよねえ」

　替かえの服は何ど処こかで調達するとして、シャワーやコインランドリーを考えると銭湯か。この辺でお風ふ呂ろと言えば、泡を立てた女性がタオル代わりのお高い所だが、銭湯も多い。

　とはいえ、みろくがよく通っていた蛇じや骨こつ湯ゆは先日──２０１９年５月31日で廃はい業ぎようしてしまった。浅あさ草くさＲＯＸのまつり湯ゆはさすがに高いし、曙あけぼの湯ゆや鶴つるの湯ゆが開くのは14時以降──まだ少し早い。

「あ、大丈夫です。言こと問とい橋ばしを渡れば、わりと近くに知り合いの店があるので。どうぞどうぞご遠慮なくっ」

「ご好意はありがたいのですが、いろいろと事情がありまして……」

　釣り堀へ蹴り落としたのは、仕事で世話になっている師匠だ。助けたことを知られたら、裏うら稼か業ぎようの内うち輪わ揉もめを覗のぞいていたこともバレて、話がややこしくなる。

「何を遠慮されているのですか？　助けていただいたお礼もしたいので、ぜひぜひ！」

「いえ、あのでも。本当に大丈夫ですから──あぁ!?」

　やっぱりハイテンションで押しの強い美女に遠慮して後ずさるが、釣り堀の縁へりで後ずされば、足を踏ふみ外はずすことを忘れていた。

　悲しいかな、カートゥーンなアニメーションとは違い、空中で足あし踏ぶみする余裕すらなく、ヒトは重力に引かれて落ちていくのだ。

「あ、あああああ!?」

　美女がとっさに手を伸ばしたけど、彼女の細ほそ腕うでで支えきれるはずもなく、今度はふたり揃そろってコケと魚類の匂いがしみついた釣り堀へ落下した。
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「……どうして、こんなことに……」

　結局、みろくと美女は「近くの知り合いの店」とやらへ向かう羽目になった。

　さっきのお節介が祟たたって、自分はかまわないという理屈は通らなかった。

　いや、押おし切きられる形で彼女の好意に甘えることになったところ「まで」は仕方あるまい。

　知り合いの店とは友人の店か、あるいは彼女の勤め先の介護施設か。

　そういう所を想像していたのだが──まさか連れて行かれた場所が『泡まみれの個室浴場』とは。

「てっきり、介護方面の堅かたい仕事だと思ってたのに……」

　歩く方向がみろくのボロアパートと同じ──千せん束ぞく方面と気づいた時点で、微妙に悪い予感はしていたのだが。あと、建物の外見は高級賃貸マンションっぽかったのに。

　いやしかし、知り合いの店と言っていただけで、ここで働いているとは言ってない。裏口から部屋に入ってからも備品が何ど処こにあるのかわからずワタワタとしていた。

　勤めているなら、そんなことはないはずだ。それとも、勤めている店とは違う系列店なのだろうか。

　──そんなことを、ソープランドの大きなバスタブに浸つかりながら考えていた。

「こういう所って何ていうか。そりゃ他の客に会わないように入れるわよね」

　牛ぎゆう太た郎ろう──もとい、男性従業員に事情を伝えたのか、裏口からエレベーターに乗り、部屋へ入るまで、誰かに見つかることはなかった。そりゃそうだ、こんなとこで客同士が鉢はち合あわせしたら気分もあまりよろしくない。

　そういう配はい慮りよも行き届いている高級店であろうことは、大きなバスタブや内装の豪華さからも想像できるが、みろくは男性向け風俗誌のライターではないので、性風俗産業への関心よりもこの状況に困っていた。正直なところ。

　そして、当の美女──。

「か──あ、あー。あーあー、えーと。「編あ女め」と申します」

　編あ女めさんと名乗った美女は暖色のガウンを纏まとい、みろくと自分の服を洗って乾かわかすため、裏方へ預けに行っていた。

　見ず知らずの人間に服を預けることに抵てい抗こうはあった。ましてや、日常の外出着へ仕立て直しているとはいえ、祖母の形見だ。しかし、ここまで来て四の五の言ってはいられない。

「いざとなれば、やっぱり師匠に連絡……あ、いや……それは避けたいな……」

　これまでのトラブルとは筋が違うし、水みず浸びたしのスマートフォンは使えるかどうか。

　それに、ヤクザと若い女性を釣り堀へ蹴り落とす外道に「服を取られたからどうにかしろ」と図ずう々ずうしく嚙かみつける自信がない──。

　ぶくぶくと、久々の豪華な風ふ呂ろに浸つかっていると編あ女めさんがひょこりと顔を出す。

「──湯加減、いかがですか？　温ぬるくないですかー？」

「……だ、大丈夫です」

　ここは風ふ呂ろだ。編あ女めさんも自分も全ぜん裸らなのは当たり前だ。しかし、銭湯とは違う個室浴場で全裸の美女にそういうことを言われるとその気ケが無くてもドギマギしてしまう。

　身を清めた彼女は、銭湯ではまず遭遇することのない最高級の美女なのだ。

「あーよかったー。わたくし熱いお風呂が苦手なんでいつもいつも温ぬるめにしちゃうんですよ。何でも自分基準だとよろしくないですよねー、不ふ手て際ぎわがなくて安心しました。あ、そうだ、お背中流しましょうかー？」

「だ、だだ、大丈夫です！　ご自分のほうを優先して、どうぞ」

「あははは、そうですかー？　ですけど、シャワーも浴びましたし──あ、もしかしてまだ少し臭いますか？　お魚さんには悪いですけど、ちょっと人様の前に出るにはキツイですからねー」
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　喋しやべりながらボディソープを出すと、ソレを手で延ばし身体からだへ塗ぬりつけていく。そう、ここはそういうお風ふ呂ろなのだ。タオルではなく女性の身体からだ「で」洗う所なのだからそうするしかない。

　ローションをかき混ぜてはいないので、まだ半信半疑だが、どうしても不安を拭いきれない。

　だいたい、みろくに「サービス」する理由はないし、あとで「おう金払えや」という事態にもならないはずだ。たぶん。

「あの、編あ女めさん？　訊きいていいのかわからないんですけど……さっきのご老人とは、どのようなご関係で……？」

「あ、はい！　あの方には昔、とてもお世話になりまして。具体的には、命の危機を救っていただいたので、少しでもお役に立てればと思いまして。身のまわりのお世話などさせていただいております」

　──思ったよりまともな理由だった。老人介護ではなかったけど、借金のカタで肉奴隷になっているとか、もっとアレでソレな可能性も想像していたので。

「命の危機ですか？　なんだか物騒な話のような……」

「ところがコレ、冗談でも比ひ喩ゆでもないんですよー。わたくし編あ女めが昔、ちょっとお使いで見ず知らずの土地へ行ったところ、地元の柄の悪いヤンチャ坊ぼう主ずたちに囲まれてヒーヒー言わされる事態になってしまいまして」

　あっけらかんと語る編あ女めさんだが、みろくは少しも笑えない。それが比喩でないのなら、とんでもない事案だろう。具体的には、はじめてのおつかいが田舎いなかヤンキーの集しゆう団だん輪りん姦かんになってしまってお蔵入り、というか。

「けれどもそこに颯さつ爽そうと通りかかったあのお方がヤンチャ坊主たちの容赦ない責めからわたくしを救い出してくれまして。おかげでお使いも無事完かん遂すいできたのですが、それもお手伝いいただいた上に、その過程でご迷惑をおかけしてしまいまして……。せめてもの恩返しや罪つみ滅ほろぼしができればと、わたくしの主あるじにもご理解いただいた上で、勝手にお世話させていただいているのですよ」

「……はあ。そうなんですか。わたしは介護のひとかと思っていたんですけど」

　高級ソープの個室をプライベートで使えたり、これまでの言葉の端はし々ばしから考えると、その上役もまっとうな職種ではないような気がする。

「介護だなんてとんでもない！　あの方はわたくしみたいなドジでのろまな亀がいなくてもしっかりやっていける立派な方でございますよ。むしろわたくしがどんくさいからいつもいつもお邪魔をしてばかりで申し訳ないくらいです」

　一瞬──ドン引きしてしまった。

「えええ……あんなことされたのに、怒らないんですか？　正直、女のひとを釣り堀へ蹴り落とすドメスティックバイオレンスなジジイとの共きよう依い存そん関かん係けいってどうかと思いますけど……」

　とばっちりで生臭い釣り堀へ落とされて、どうしてこんなにニコニコしていられるのか、やっぱりみろくにはわからない。

「いえいえだいじょーぶですよお。わたくし、海とか水とかもうそれこそ生まれたときから側そばにあるものなので、むしろそっちのほうが落ち着くくらいですし」

「あの、そういう問題じゃないと思うんですけど──」

　編あ女めさんが湾わん岸がん育ちなのはわかったが、それとマゾ気質は関係ない。はずだ。

「大丈夫なんです。わたくしは命を助けられた上に、ご迷惑までおかけしているんです。その大恩と比べれば、釣り堀のことなど、こうしてお風ふ呂ろに入って服を洗せん濯たくすれば良いいのですから。生きるか死ぬかに比べたら、たいしたことないでしょう？」

「そりゃまあ、たいていのことは生きるか死ぬかと比べたらたいしたことはないですし、死ぬこと以外かすり傷、と嘯うそぶいている天才編集者もいますけど……」

「はい。つまり、そういうことです。ドジでのろまなわたくしは──あの方にならたとえ殺されても文句は言えないんですよお」

　うわ。このひとはガチだ。演技や我慢、そういったものが欠片かけらも見えない、盲もう信しんの笑顔にみろくは恐怖すら覚えていた。

「あ、もしあの方のことで何かありましたら、わたくしに連絡していただければ。誠心誠意、お手伝いさせていただきます。ええ、それこそどーんなことでもやりますよお☆」

　このひと、師匠の言いつけだと騙だましたら、犯罪行為でも平然とやってくれそうだ。

「い、いえ……大丈夫ですっ。自分のことは自分でできる……と、思いたいので」

「そうですかあ。まあ、わたくしみたいなのができることなんてたかが知れてますし、それに関わり合いにならないほうが良いいのも事実ですからねぇ」

「あの……わたしが言うのもなんですけど、自分をそんな風に言わないほうがいいですよ」

　自己評価が低いのはみろくも同じだが、だからこそ、他人の自分を卑ひ下げする態度は癪しやくに障さわる。

「お気遣いありがとうございます。でも、本当のことですから。ささ、お背中流しますよ。わたくし、女のひと相手『も』上手なんですよ」

「いま……『も』って言いましたか」

「はい？　何かおかしなことを言いましたか？」

　きょとんと首を傾かしげる編あ女めさんだが、みろくは断だん固こ拒きよ否ひの姿勢を貫くのだった。





■　■　■






　──あの後。

　編あ女めさんに襲われて新しい世界に目覚めたり、キマシタワーが建設されることはなかった。法外な額を請せい求きゆうされ、中身のない薄っぺらな財布がバーニングな大だい惨さん事じにもならなかった。

　それどころか、風ふ呂ろから上がると、生臭くなっていた服から下着まで、すべて綺き麗れいに仕上がっていた。

　甲か斐い甲が斐いしくみろくの世話を焼いてくれた編あ女めさんだが、「迷惑料」と称しようして封筒を握らされそうになったので、これも断固拒否した。さすがにそこまでされると逆にコワイ、というか既すでにコワイ。

　帰かえり際ぎわまであれやこれやと面倒を見たがるので、逃げるように店を出たみろくは、吉よし原わら神社のあたりまで駆けて、やっと一息ついた。

「あのひと、若い男と付き合ったら付き合ったで、ベタベタに甘やかしてダメにするんだろうな……」

　犬・猿・雉きじの三馬鹿もたいがいだが、小こ太た郎ろうと絶対に付き合わせてはいけないタイプ──ダメ人間製造機だと、姉の本能は確信していた。

　それはさておき──師匠からボツを喰くらってぶーたれていたら、最高級のソープ嬢かも知れないひとに身体からだを洗われそうになって逃げてきた。

　我ながらわけがわからないけれど、その間にすっとばした「師匠」の知らなかった一面がショッキング過ぎた。怪しいとは思っていたけど、まさかヤクザの組長だったとは。

「……これって、本人に確認したほうがいいのかなぁ……」

　あまり気は進まないけど、万が一ということもある。いままで自分には裏うら稼か業ぎようの顔を見せてこなかったから、それなりの配慮はあるのかも知れない。

　とはいえ、今後のこともある。師匠がガチのヤクザ者なら、いまのうちにすっぱり縁を切ってしまいたい。自し然ぜん消しよう滅めつによる関係解消を待つほど吞のん気きじゃないし、向こうの気が変わっておかしなことになるのも困る。

　そう思い至ったみろくは、即座にスマートフォンから師匠の番号を呼び出した。幸い、壊れてはいなかった模様。




「……で、貴様は何な故ぜ、この俺おれ様さまの崇高なる眠りを妨げにやってきたのだ？」

　１時間後。みろくはルイス・来くる栖す・クリストファーの部屋を訪れていた。同じアパートの隣室だけど、不法侵入で叩たたき起おこされて機嫌が悪いのか、一いち人にん称しようが「俺様」になっている。

「いや、師匠の行ゆく方えを知っているかなー、と思って。あと、寝るんだったら鍵ぐらいかけときなさいよ」

「わざわざ私を経由しなくても、電話をかけるなり、事務所に行くなりすれば会えるだろう」

「そうなんですけど、どっちもダメだったから……此こ処こに来たんですよ」

　電話は通じず、雷かみなり門もんの事務所へスクーターを走らせても、誰も行方を知らず。

　だから、引き返してきたんだけど──と説明した。

「それは……また妙だな」

　ようやくむっくり起き上がったルイスは愛用の高価なアーロンチェアに背を預け、いかにも「考えてマス」というような表情を浮かべる。あまりに作りすぎたクールな表情とつば九く郎ろうっぽい着ぐるみパジャマ姿の落差にみろくは呆あきれてしまう。

「妙って、どういう意味ですか？」

「あの爺じいサンが連絡もなく音信不通になるとは思えないが。事件にでも巻き込まれたのか」

「……まあ、事件の現場を目撃はしましたけど」

「どういうことだ？」

　気は進まなかったが、みろくは隅すみ田だ公こう園えんで見た一件を話した。力ちから太た郎ろうの顕現者であるルイスも相当な奇人で、付き合いやすい人間ではないけれど、同じように裏うら稼か業ぎようへ引ひき込こまれる可能性がある以上、見過ごすのも寝覚めが悪い。

　場合によっては、あんなヤクザとは縁を切れ、と警告しなければならない。

「……爺じいサンが、インテリ風の黒服ヤクザと愛人の女性を釣り堀へ叩たたき落おとした？　貴様の見み間ま違ちがいではないのか？」

「師匠たちがいなくなった後、編あ女めさんを釣り堀から引き上げたの」

「編あ女めさん？　それが爺じいサンの愛人だと？」

　みろくの言葉を信じていないルイスだが、わざわざウソをつくような女だとも思っていないようで、いかにも深刻そうな表情を作ったまま、自分でも師匠に連絡を取ろうとした。

　だが、スマートフォンが繫つながることはなかった。

「──出ないな」

「でしょう」

　みろくも勝かち誇ほこるつもりはない。むしろ、繫つながってくれたほうが良かった。

　静かにスマートフォンを置き、ルイスは思考を巡らせる。

「まず、あの爺じいサンは口やかましいが、貴様の言うような蛮ばん行こうを平然と行う人間ではない。貴様もその現場を見るまではそう信じていたのだろう？」

「だから、事の真しん偽ぎを確認しないと気が済まないんですよ」

「……ふむ。愚おろかな貴様にしては賢けん明めいな判断だ。何より、貴様が聞いたヤクザの内うち輪わ揉もめとトラブルはすべて浅あさ草くさ界かい隈わいで起きた、本当の話だ──爺じいサンと私の関係を引き裂こうと作り話をする理由もない」

「何が悲しくてわざわざそんなことしなきゃならないんですか？」

　ちょいワル老人とニートデブ、どちらにも嫉妬する理由がない。あってたまるか。

「──椎しい根ね組ぐみのことは、どの程度知っている？」

「いや、さっぱりわからないんですけど。しいねちゃん？　新しいアイドルユニットか何かですか」

　心底呆あきれたような溜ため息いきをついたルイスが、蛆うじ虫むしを見るような冷たい視線を向けてくる。そういうヤツだとわかっていてもイラッとくる。

「その無知が演技ならば女優へ転向することを勧めよう。下しも北きた沢ざわあたりの小演劇で白しら雪ゆき姫ひめにはなれるだろう」

　褒めているようだが、みろくの性格と趣味から逆算した的確な嘲りだ。七人の小人かよ。

「椎しい根ね組ぐみは元々、関西に本ほん拠きよ地ちを置いていた、いわゆる経済ヤクザだが、最近、東京へ進出してきた……ここまで言えばわかるな」

　関西のヤクザ業界は山やま口ぐち組ぐみの分ぶん裂れつ騒そう動どうできな臭くさく、経済状況も良くない。一方、東京は２０２０年のオリンピックを控ひかえているから、新しいシノギを求めて上京してきたらしい。

　椎しい根ね組ぐみが出資していたフロント企業が、秋あき葉は原ばらでトレーディングカードゲームやアイドルユニットのプロデュースに成功したので、その伝つ手てで言こと問とい通どおりに東京支社──事務所を構えている。

　考えてみれば、浅あさ草くさから秋あき葉は原ばらは、つくばエクスプレスで２駅だ。

　秋あき葉は原ばらを縄張りとするヤクザはあるにはあるけど、どれも神かん田だ明みよう神じんや湯ゆ島しま天てん神じんの氏うじ子こ衆しゆうと結びついた地元密着型の古く小さな組だ。それとは別に、クールジャパンなビジネス経由であちこちの企業舎弟が群がっている二層構造なので、そっちを縄張りにできれば勝者総取り──巨大な収益源となる。

　加えて、泪なみだ橋ばし周辺のドヤ街も近いから、生活保護受給者の囲かこい込こみ＆ピンハネといった貧ひん困こんビジネスもやりやすい。

「わたしが見たスーツ軍団は、椎しい根ね組ぐみの組員ってことですか？」

「そうだろうな。魚屋やショーパブでの暴力沙ざ汰たは実際に起きたことだ。どういうわけか、大きな事件にはならず、現時点ではまだ、椎しい根ね組ぐみの仕業と広まってもいないがな……」

「何ですか、そのいかにもゆゆしき問題だ、とでも言いたげな顔は」

「さっきも言っただろう、椎しい根ね組ぐみは経済ヤクザだ。進出とは言ったが、時代錯誤な武力闘争で縄張り争いをする時代ではない。特に奴やつらが得意としているのはスーパー玉たま金きんのケツ持ち……店てん舗ぽ誘ゆう致ちによる経済侵略だ」

「なんですかその卑ひ猥わいな名前は」

　みろくは「このセクハラ野郎」と言わんばかりの白い目で一いち瞥べつする。

「……それも知らないのか。仮にも爺じいサンの所で記事を書くのを生なり業わいとしているのだろう」

「うるさいですね。わたしは所詮『モヤモヤさまぁ～ず』や『吉よし田だ類るいの酒さか場ば放ほう浪ろう記き』みたいな街歩き記事がメインのほっこり系ライターなんですよ。それで、そのすごく卑ひ猥わいな名前のスーパーがどうしたんですか」

「元は関西の特定層御ご用よう達たしの激安スーパーだ。とにかく安く、地域一帯に価格破壊を起こす──たとえば、鳥のささみ肉『という商品』が１００グラムで18円」

「うわあ……さすがに桁がおかしいと思いますけど。あと、いま何かわざとらしい言い方したのはいつもの癖ですか？　それともちゃんと意図があって言ってます？　何ですか『という商品』って」

「そのままの意味だ。果たして本物の鶏とり肉にくかどうか、それを確かめる術すべはない……」

「……お肉、なんですよね？」

「肉ではある。バイオクローン技術で培ばい養ようされた人造肉という噂うわさもあるが、見た目も味もささみ肉ではある」

「うわあ、ささみさん＠喰くいたくねえ……」

　そのうち、鳥頭に人間の身体からだの天才科学者が現れて大惨事になるんじゃなかろうか。それ。

「経済システムの常識を無視した商品表示でも怪しむことなく購入し食する下げ賤せんな大衆であろうと、ソレが全くのニセモノであれば気づく最低限の見識はあるだろう」

「そうなんですけど、むしろ鶏にわとり以外の肉を用意するほうが、普通、コストがかかるんじゃないですか？」

「その通りだ。しかし、スーパー玉たま金きんはそのような前提を容易に覆くつがえし、資本主義という土ど壌じようにデフレーションを引き起こしたあげく、シロアリに蝕むしばまれた木造建築のように都市を自じ壊かいさせていく。だが、愚かなる大衆は真しん偽ぎを確かめることなく、ただ現世利益に目を眩くらませ、そのタマシイすら貧困化していくのだ……」

　スーパー玉たま金きんは立地を選ばない。潰れたパチンコ屋であろうとも、平気で居抜き出店する。ド派手な原色の満まん艦かん飾しよくで。

　泪なみだ橋ばしや玉たま姫ひめ公こう園えんのあたりなら喜ばれるかも知れないが、世界的な観光地である浅あさ草くさ駅えきの近くに出店されると、かなり困ったことになりそうだ。

「つまり、出所の良くわからない商品が並んだバカみたいに安いスーパーを出店して、地域経済に打だ撃げきを与え、土地の文化を破壊すればするほど、貧困ビジネスが得意な椎しい根ね組ぐみはシノギがやりやすくなる、と」

「……貴様にしては理解が早いと褒めてやってもいい」

　確実にもっと違うことを言いたかった不機嫌さである。しかし、みろくはルイスの回りくどい言い回しに付き合うつもりはない。

「魚屋への嫌がらせは、別にその方針とは食くい違ちがってないんじゃないですか？」

「いいや、これまでの手法に比べて幼よう稚ち過ぎる。狡こう猾かつな経済ヤクザであるはずの椎しい根ね組ぐみが、突然、武闘派ヤクザに転向したのはどういうことだ？　もともと独立系で組織の実態は見えにくかったが……」

　ルイスは首を捻ひねっている。椎しい根ね組ぐみのシノギは闇やみ金きん融ゆう、野や球きゆう賭と博ばく、違法風俗、オレオレ詐欺、生活保護受給者の囲い込み＆ピンハネまで幅はば広ひろいが、あからさまな暴力沙ざ汰たは避けていた。

「いままでは法の目をかいくぐり、罪なき哀れな子羊たちを虐しいたげ私腹を肥やしてきたというのに、これではまるで自ら国家権力を挑ちよう発はつしている──」

「そういえばそんな話もしてましたねぇ」

　警察に口実を与えるとかなんとか。そして、師匠は南の海の半魚人──もとい、ヤンチャ勢を束ねる側だったとかなんとか。

「スーツ軍団のひとたちは必死に揉もみ消けしているみたいですけど、事件を起こした魚っぽい連中と面識はないんですか？」

「あるわけがなかろう。被害者の魚うお雉きじ──鮮せん魚ぎよ店てんは昔からの老舗しにせで、異様に目立つ男だからよく知っているが。むしろそんなインスマスな人種と爺じいサンに接点があったことに驚いている。いや──そもそもそれは真実なのか？」

「わたしも信じられないから、本人に訊きいてみようって言ってるんですけど」

「──わかった。オレのほうでも爺じいサンの行方は追ってみるが、その道が血と涙に濡ぬれていないことを祈ろう……」

　──そんな大げさな。

　普段なら、そう言ったはずだ。しかし、師匠と椎しい根ね組ぐみ＆編あ女めさんの関係を見てしまったみろくは、ルイスの危惧を否定できなかった。





■　■　■






「──小こ太た郎ろう？」

『あ、姉ちゃん!?　ご、ごめん、いまちょっと取とり込こみ中ちゆうで！　またかけ直す!!』

　自分の部屋へ戻り、念のため、師匠に自分を紹介した小こ太た郎ろうへ電話したら、あわただしく切られてしまった。

「……まさか、女じよ性せい絡がらみじゃないでしょうね？」

　いつの間にか、弟はカワイイ女の子に囲まれたモテモテハーレム野郎になっていました。かすかに聞こえたのは、女の嬌きよう声せいと荒い息づかい。

　これは──。

　未成年が○○してしまった事案？

　いやいや、まだ小こ太た郎ろうには早い。自分ならいいのかというと、高級すぎるお風ふ呂ろでご奉仕されかけてしまったほどの大人なのだ。偉そうにしてもいいだろう。

「ふふふ……虚むなしい勝利ですよ……」

　師匠だけではなく、弟の真偽まで確認しなければならないとは……いや、そっちは後回しでもいいか。

　とりあえず、音信不通の師匠をどうやって探すべきか。

「気は進まないけど、周辺の事件から調べてみますか……」

　物事はあやふやなままでは良くない、真偽を見み極きわめてこそ──最後にしたのはそんな話だった。

　もっとも、編あ女めさんはあんな調子だし、スーツ軍団に訊きくわけにもいくまい。

　師匠が何を目もく論ろんでいるのか、椎しい根ね組ぐみで何が起きているのかを調べ上げ、場合によっては師匠へ絶ぜつ縁えん状じようを叩たたきつける──。

「『かもしれない』では、与太話にしかならないからなぁ……」

　そう呟つぶやくと、スマートフォンが鳴った。

　小こ太た郎ろうのかけ直しかと思ったら、隣室──ルイスからだった。

　みろくの話に半信半疑のルイスだったが、ネットで見つけた椎しい根ね組ぐみ組長の近きん影えいは、ルイスが「爺じいサン」と呼んでいる老人とまったく同じ顔だった。洋服と和服の違いはあるが、ファッションセンスまで微妙に似通っている。

　それでも、同一人物説は否定していたのだが、みろくが真相を調べるのなら、ということで、色々と情報をリークしてくれた。

「これだけ調べられるんだったら、自分で出向いて確認すればいいのに。あとフィギュアたちにやらせるとか」

『広大にして混こん沌とんなる電子の海ディラックにも真実はある。だが、それを証明するのは「Q.E.D.」　……貴様の役回りだ。それと、私のフィギュアたちは自警団業務で忙しい。このところ、低級の夷い狄てきが無む尽じん蔵ぞうに頻ひん発ぱつしているんでな……』




「──なんて言ってましたけど、あれは単に外へ出たくないだけですね」

　半魚人の暴力事件が起きたのは、魚屋とショーパブだ。どちらが取材に行きやすいかと言えば、圧倒的に魚屋だ。

「ショーパブのほうは……あとで当たるとして。まずは魚屋さんですよね」

　簡単にまとめ直すと、椎しい根ね組ぐみの客分らしき半魚人たちが魚屋の店頭で鮮魚を丸まる吞のみ。咎とがめた店主を殴り飛ばして暴れた、とのこと。

　だが、事件として報道はされていない──というか、舎弟たちの根回しで、なんとか揉もみ消けした模様。

　いったいどんな手を使ったのか、被害者の店主はどうしているのか。それを確かめるべく、みろくは観かん音のん裏うらの魚うお雉きじという鮮魚店へ向かった。千せん束ぞく四丁目とは花はな園ぞの通どおりと千せん束ぞく通どおりを挟んだ隣町だ。





■　■　■






　──ところが、みろくが辿たどり着ついた魚うお雉きじの建物は、完全に無人だった。

「……どういうことですか、これは」

　工事現場の赤いカラーコーンと立ち入り禁止のバーに覆われていた。魚うお雉きじの看板は残っていたが、シャッターが閉まっており、告知の貼はり紙がみもなかった。

　それどころか、斜ななめに傾かたむいた建物は半はん壊かいしており、今にも隣の家を巻き込んで崩れ落ちそうだ。

　実際、隣の家との境界は、補強材代わりの鉄板で遮られている。

「これって……半魚人が暴れただけなのかな……？」

　みろくは首を捻ひねった。無銭飲食や暴行事件を隠すため、まさかトラックか重機で突っ込んだのでは──。

　師匠から取材用に借りていたデジカメを取り出し、何とも言えぬ顔で撮さつ影えいしていると、声をかけてくる人影があった。

「お嬢ちゃん、あんまり近づくと危ないわよ？」

「あ、どうもご親切に……」

　みろくは名刺を渡しつつ、声をかけてきた老ろう婆ばに話を聞くことにした。

「あの……こちらの魚うお雉きじさんに何があったか、ご存じじゃないでしょうか」

『デイリーコルチャックジャパン』の記者という立場を伝えると、老婆はわかったのかわかってないのか「凄すごいわねえ」などと呟つぶやいた。しかし、きちんと話してくれた。

「最近、浅あさ草くさ一帯で地震が多いのは知ってる？」

「いえ、初耳です。馬うま道みち通どおりや言こと問とい通どおりはよくトラックが通るから、それと間違えているんじゃないですか？」

　実際、みろくのアパートは古いので、たまに大型トラックが近くを通るとグラグラ揺れる。

「そうねえ、トラックも多いけど。そうじゃなくて……えーと、何て言ったかしら。地じ盤ばんっていうのが、何か緩くなってるとかで。こうやって崩れるお家うちが増えてるのよ」

「……地盤、ですか？」

「そうなの。ここだけじゃなくて、他にも何なん軒げんかちょっと揺れるだけで地面が崩れちゃって。家うちもいつ崩れるかわからないから、危ないわよ」

「トラックがこの家に突っ込んだとか、そういうことではないんですよね？」

「それは聞いたことないわねえ」

　地じ盤ばん沈ちん下かか。しかし、隅すみ田だ川がわに近いとはいえ、この辺の地盤はそんなに脆もろかったろうか。アメリカやメキシコでピンポイントに家が崩れたオカルトな事件なら、本家『デイリーコルチャック』から配信された記事で読んだ。地下水を汲くみ上あげ過すぎたのが原因らしいけど。

「隣の家は大丈夫なんですか？」

「まったく無傷よ。けど、そのせいで引っ越したくても売れないとか、保険も下りないとか。怖いわねえ」

「……なるほど」

　地盤沈下でこんなことになってしまったら、暴力沙ざ汰たなんてウヤムヤになるだろう。というか、家の人々もそれどころじゃない。

「あの……魚うお雉きじさんは、どちらへ？」

「何ど処こだったかしら、浅あさ草くさで新しい店舗が見つかるまで、妹さんのマンションでお世話になるって聞いたけど。ごめんなさいねえ」

「いえ、ありがとうございます」

　老婆と別れたみろくは溜ため息いきをついた。まさかあのヤクザ、地震兵器でも使って地盤沈下を起こしたのか。だとしたら、事件への対応としては方向性がズレている気がする。少なくとも経済ヤクザのやり口じゃないし、そもそも地震兵器なんて陰謀説の世界にしかない。

　他の所でも起きているなら、それを確かめるべきだろうか？

　そんなことを考えていたら、広くない路地の道みち幅はばスレスレをタンクローリーが走り抜けていった。あわや、という所でぶつかりそうになったが、辛かろうじて電信柱の陰に隠れてやりすごす。

　立て続けに高速で走り抜けていく数台のタンクローリーを見送ったみろくは、悪態をつくどころではなく、死ぬかもしれない危機感に震えていた。

「……な、なんでこんな狭い路地をわざわざ走っていくんですかっ！」

　せめてナンバーを覚えておけば良かった、と気づいても後の祭り。もやもやした感情を抱えたまま、次の調査に取りかかることにした。





■　■　■






　銀ぎん座ざブラジルはシカゴ靴くつ店てんの二階にある老舗しにせの喫きつ茶さ店てんだが、場所は銀ぎん座ざでもブラジルでもシカゴでもなく、浅あさ草くさ新しん仲なか見み世せ通どおりの一角だ。

「きっひひ、はいどーも♪　珍しいねぇ～、お姉さんからアタシに訊ききたいことがあるなんてねー☆」

「こちらこそ、働いてるひとを呼びつけるのは悪いと思ったんだけど」

　取材記録を整理しつつ、みろくが待っていたのは、雉き子じ谷たにキサラであった。

　ショーパブの件なら、ポールダンサーのキサラに話を聞くのが手っ取り早い。ついでに一応、顔見知りとして注意しておこうと考えていた。

「──ところで、小こ犬いぬ丸まるさんもいるのは何で？」

「あー。この子、一人にすると小こ太た郎ろうちゃん……もとい、弟さんをストーキングしちゃうからさ～。で、これからお姉さんと会うって、口を滑すべらせちゃったらついてきちゃって」

　面倒見はいいけど、迂う闊かつな姉あね御ごである。

「お、お邪魔はしませんからぁああ！　あと、里り菜なちゃんで問題ないですっ！　小こ太た郎ろうさまのお姉さまということは、里り菜なを虐しいたげる小姑こじゆうと……つまり悪あく役やく令れい嬢じようですから、国外追放されるまで我慢しますぅうう！」

　相変わらずの妄想癖にドン引きである。

「……まあ、いいけど。ところでそのウチの弟は？　さっき電話したらトンデモナイことになってるっぽかったんだけど──」

　キサラと小こ犬いぬ丸まる里り菜なもそのトンデモナイ現場にいたのではないのか──みろくは疑いの眼まな差ざしを向けたが、本当に心当たりがないようで、互いに顔を見合わせている。

「え～、マジっすかそれ。小こ太た郎ろうだったら、浅あさ草くさの翁おきなってひとに呼ばれたとかで、昨日から珍しく単独行動なんですよね。聞いてないんですか？」

「聞いてない。というか、訊きく前に電話を切られた……」

　──浅あさ草くさの翁おきな……誰だったっけ？　記憶にあるような、ないような……。

「お姉さんのこと、心配してきっと話さなかったんだと思いますっ！」

　バカ、とキサラが里り菜なをたしなめると、名前の通り小犬のように小さくなってしょぼくれる。

「え、ちょっと待って。何か心配かけるようなことしてんの、アイツ」

「いや、その。弟さんから聞いた限りでは、かなりマジでツライ案件だとかなんとか。ホントならアタシらも手伝いたいトコだったんだけど、こっちも厄介ごとがあって……」

「……アイツがそう言ったんなら、とりあえずそれはいいか」

　小こ太た郎ろうがマジ、と言ったのなら、それは本当なんだろう。それにそんな状況でアレやコレにうつつを抜かすような弟なら、改めてシメ上げるだけだ。

「小こ太た郎ろうさまのためなら、学校なんてどうでもいいのに……」

「良くはないだろ。中学生はさすがに義務教育なんだからよぉ」

　狂きよう信しん的てきストーカー少女に呆あきれつつも、キサラはわりあい真面目に諭さとしている。なんだか、ヤンキーの姉とオタクの妹みたいだ。

「キサラさんも仕事、大丈夫？　来てくれてわたしは助かったけど」

「くっくく……実はアタシ、ちょーっと職場でトラブルがあって、休業中なんだよね～。とゆーか、その話を訊きくつもりだったんじゃ？　お姉さんが言ってたショーパブ、ドンピシャでアタシの勤め先っすよ？」

「やったあ！　手間省けたっ！」

　灯台もと暗しと言うべきか。いや、キサラにしてみたら全然やってないが。

「弟の話はさておいて、詳しく訊きかせてもらっていいかな？」

「いいっすよ♪　あ、でもヘンなことに使うのはナシっすよ？」

「大丈夫、情報提供者のプライバシーは守るし、不利益になるようなことはしないから！」

　お互い、相手をすべて信用しているわけではないが、この辺は大人の約束だ。もっとも、里り菜なはふんふんと頷うなずいているが、よくわかっていない様子。




　銀ぎん座ざブラジル名物、元祖フライチキンバスケットにかぶりつきながら、キサラが話したのは、以下のような内容だ。

　ポールダンサーのキサラが勤めているショーパブは、きわどい衣装の踊おどりで愉たのしませる夜遊びスポットだが、ヌードにはならず、お金で女の子とどうのこうのできる店ではない。そういった意味では健全な店だ。

　そこに一いち見げんさんの客がやってきた。たとえその客が多少生臭かろうが、顔立ちが特徴的だろうが、日本語が通じているのか怪しかろうが、それだけで入店拒否するほど気取った店ではない。少なくとも店側はそう判断した。

「だけど、アタシらに襲いかかったら話は別だよねー？」

　生臭くて目が離れ過ぎた魚さかな面づらの客「たち」は、ステージに上がって踊り子を拉致しようとした。

　当然、店側は止めに入るし、商品である踊り子を守るべく「裏に控えている男の人」もいる。

　しかし、その用心棒はあっさりと殴り飛ばされた。仕方なくキサラが自慢の美び脚きやくで蹴り飛ばして助けると、あとは滅め茶ちや苦く茶ちやの大だい乱らん闘とうになったというオチだ。

「もー大変だったのよ。アタシや他の子はさっさと逃げたけど、落ち着いた後で店に行ってみれば盗んだバイクで走り出したのかってくらい散らかってるし、お客さんも何人か入院してるし」

「……本当は、キサラさんの必殺技『真空ポール独ご楽ま』が炸裂して、全員巻き込まれたんですけどね～☆」

「そ、それは言うなよ～っ！」

　里り菜なが口を挟んで、キサラがあわて出す。

　大乱闘の最さ中なか、ポールを軸じくにして繰くり出だした大回転キックで群がった半魚人たちはまとめて吹っ飛ばされ、ついでに店も半壊したらしい。

「……普通にそれ、暴力事件じゃないですか。どっちが加害者なのかわからないけど」

　顕現者になってポールダンスのキレが格段に良くなったと喜んでいたキサラだが、さすがに店を破壊したら本末転倒だろう。とんだ浅あさ草くさサンバカーニバルである。

「きっひひ、加害者はアイツらだから問題なし！　まあ、オーナーに金を握らせたり、裏取引があったとかで被害届を出すに出せないというか、出さない方向になったというか」

　椎しい根ね組ぐみのスーツ軍団が揉もみ消けしたのだろうが、部外者のみろくに、どうしても警察に行くべきだと正義を振りかざす義理はない。

　あのときは釣り堀に突き落とされてかわいそうだと思ったりもしたけど、普段やっている悪行を考えれば……という気分になる。

「──そのイカ臭くさい男たち、でしたっけ。何者かはわかってます？」

「生臭いだよ、お姉さん。店の業務内容が変わっちゃうじゃん。あー……それなんだけどさー、アレでしょ。何かどっかの組に雇われた外国人とか」

「椎しい根ね組ぐみ？」

「あー、それそれ。関西から流れてきた半グレ上がりの新興ヤクザね。でも、あの魚さかな面づらたちも最初はそれほど血の気多くなかったんだけどなぁ。いきなり店の商品を丸まる吞のみして、あとで立たつ浪なみの若頭が立たて替かえてたけど」

　みみっちいトラブルを起こせば、それを口実に警察から別の悪事を掘ほり返かえされる。なので、カスリが取れそうもない店では、騒ぐこともない。

「……まあ、普通はそうですよねぇ。暴対法もありますし……」

「そんなもんなんですかぁ？」

　里り菜なは首を傾かしげたが、ヤクザ事情に詳しい女子中学生のほうがよっぽど怖い。

「そうよー。だって実際、人魚……魚人？　なんで人魚って女だと美人なのに、男だと漢字の前後が逆になるんだろ？　キモメンへの嫌がらせ？」

「美人のマーメイドと化け物のマーマンは、別の種族だと思いますよぉ？」

「キサラさん、里り菜なちゃん……話がズレてる……」

「あ……ごめんね、お姉さん。でも、魚さかな面づらたちが暴れ回ったせいで、若頭がシロウトのウチのオーナーに土下座して、尻しりぬぐいしているんだよ。そっちのがよっぽど屈くつ辱じよくでしょ？」

　──土下座好きだなあ、立たつ浪なみ（本名）さん。それはそれとして、手た綱づなを握りきれていない、と言ってたのはそういうことか。

「なるほど。聞いた話はやっぱり本当だったみたいね……」

「ナニナニ、お姉さんはどんな話を聞いたのよん？」

「言葉も通じない連中が好き勝手するから、古参の組員たちが迷惑しているって」

　キサラの質問に答えつつ、みろくも元祖フライチキンバスケットへ手を伸ばす。安心してください。こちらは正しよう真しん正しよう銘めい、本物のささみカツです。

「はー。だけどなんでヤクザのことなんて調べてんの？　危ないんじゃないの」

「ち、ちょっと事情があって……。できればわたしもそっち方面には関わりたくないからこそ調べてるというか、知らないほうが危険というか……」

　要領を得ないみろくの返事にキサラも首を傾かしげる。でも、小こ太た郎ろうとも繫つながりのある師匠の正体がヤクザの組長かも知れないなんて、裏を取らなければ話すに話せない。

「あのあの、生臭くて目が離れてる魚っぽいひとたちの件なら、わたしも聞いたことがあるんですけどっ。話しても良いいですか……？」

　おずおずと手を挙げる里り菜な。止める理由はない。

「あのひとたち、登下校中に女の子を無理矢理連れて行こうとして、気をつけろって女子の間で噂うわさになっているんですよ～。ハーレムラブコメの主人公級に耳が聞こえないんじゃないか、ってくらい何を言っても通じないし、力もすっごく強いから捕まったら本当に危ないって！　腕を握られて、骨にヒビ入った子もいるんですよっ！」

「……聞けば聞くほど洒しや落れになってないわね。ウチのショーパブと実家をブチ壊して、女子中学生を誘拐する？　え、何ココ。日本よね？」

　キサラは苦笑いしつつも、かなり怒っていた。

「……実家？」

　みろくも頭痛がしてきそうだが、不意にひっかかる。

「お姉さんがさっき行ってきた、立ち入り禁止になった魚屋──魚うお雉きじって、アタシの実家なんだよね～。そっちは二卵らん性せい双そう生せい児じの兄貴が継いだんだけどさぁ」

　キサラの実家は先祖代々、観かん音のん裏うらで魚屋を生なり業わいとしているらしい。

　更に付け加えると、雉き子じ谷たにキサラという名前も芸名で、本名は雉き子じ谷たに壽す賀が子こである。「キサラさん怒るから言わないほうがいいよ」と小こ太た郎ろうに釘くぎを刺されていたけど、よりによって橋はし田だ壽す賀が子こと同じ名前では、そりゃそうか。

「だから、正直、かなり頭に来ているんだよねぇ～!!」

　直接の原因は建物の老朽化による自然倒壊なのだが、前日に魚さかな面づらたちとのトラブルがあったので、キサラは因果関係を疑っていた。

「兄貴もこっちに転ころがり込こんできてから、ずっと凹へこみっぱなしでさぁ～。服装までまともになっちゃったし」

「キサラさん、よく間違えられて、迷惑していたらしいんですよっ」

「……え？」

　キサラのワイルドで露出過多な容姿と間違えられる魚屋（♂）とはいったい。

「くっくく……ドラァグクイーンの魚屋ということで、わりと有名人だったりするのよん。東京ＭＸの『５時に夢中！』で日ひ出で郎ろうさんの『燃えろバルセロナ』を歌ったこともあるし……」

　東京ローカルとはいえ、マツコ・デラックスや岩いわ井い志し麻ま子こと共演するキサラそっくりの女装魚屋……想像するだけで強烈そうだが、それはそれとして。

「あのあの……その魚っぽいひとたち、ヤクザの傭兵……なんですよねぇ？」

　里り菜なが思い出したように話を戻す。

「でも、わたしたちの間では、トラックの運転手……運び屋じゃないかって噂うわさもあったんです。すぐに他の所へ行くから、好き勝手やってるんじゃないかって」

　里り菜なの推測は唐突だったが、みろくの記憶に引っかかるものがあった。

「……その話、詳しく聞かせて」

「はいですぅ～。えーと、トラックというか……タンクローリーでしたっけ、ガソリンとか運ぶ大きい車が、最近、里り菜なの監視カメラやドローンにもよく映っているんですけど、どの車も運転しているのは魚っぽいひとで」

「アレか……」

　荒っぽい運転だなあ、とは思ってたけど、まさかアレも組関係だったとは。

　そのタンクローリーに突っ込まれかけたことを思い出し、背筋が震えてしまう。

「あ、お姉さまも知ってたんですね」

「タンクローリーはね。だけど、何を運んでるのかな……？」

「ヤクザ者が運んでるんだから、ろくなもんじゃないと思うんだけど。里り菜なの情報網に噂うわさは入ってないの？」

　冷めたコーヒーを飲み干しつつ、キサラが呟つぶやく。

「ん、んんー？　そうですねえ～、里り菜なが偶然すれ違ちがったときは……なんか磯いそ臭くさいというか海みたいな匂いがしましたっ！」

「ガソリンの匂いじゃなくて？」

　小こ犬いぬ丸まる里り菜なは「犬」の顕現者なので、一般人より匂いには敏びん感かんだ。

「石油っぽい匂いは、普通のディーゼル車と変わりませんでしたよっ☆」

　やたらと潮の匂いがするタンクローリー。普通に考えれば、中にその匂いがする液体が入ってるんだろう。しかし、ヤクザ者がどうして？

「……里り菜な、タンクローリーって、魚とかの水すい槽そうにはならないよなぁ？」

「うーん。仕組みを考えると入れることはできますけど、出すのは難しいと思うんですよぅ……はたらくくるまレベルの知識ですけどっ！」

「きっひひ、『ビルのかじにはつっこむタンクローリー！』だな！」

　──いや、それは違うんじゃないかな。

　キサラはワシントン条約違反なレア魚や海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいの密輸でもやっているのではないかと推測していた。しかし、そんな派手なことをしていたら噂うわさになって、ルイスの情報網にも引っかかるはずだ。

「……あーもう、何がいったいどうなってるんだろう……」

　半魚人たちは、椎しい根ね組ぐみの本来のシノギとは関係なく動いている。むしろ組員にとっては厄介なヤクネタだ。

　そんな時限爆弾をわざわざ呼び寄せた責任者は、師匠かも知れない同じ顔の着流しヤクザ爺じいさんだ。

「まさか、あの地盤沈下まで椎しい根ね組ぐみと半魚人の仕業だったら……」

「地盤沈下？　やっぱり魚うお雉きじの件、魚さかな面づらが関係していたのかよっ！」

「魚屋以外にも何軒かピンポイントの地震が起きていたみたい……時期的にも椎しい根ね組ぐみが言こと問とい通どおりに事務所を構えた頃と符ふ合ごうしているし……」

「えっ……へー、そうなんだ。それは知らなかったよ……」

「あ、里り菜なは知ってますよぅ！　最近、あっちこっちでお家うちが崩れていて大変なんですよねぇ☆」

　キサラへマウントを取ろうとしたのか、里り菜なが妙な自己主張をしてくる。

「里り菜なちゃん、もしかして……場所も知ってる？」

「はい！　里り菜な、お散歩するのがすっごく好きなんですよぉ！」

　それは散歩というより、ストーキングじゃないのか──と思ったが、みろくは取材用に支給された地図を取り出した。書き込みが少ないと師匠に𠮟しかられるので、魚屋の場所にも×印を入れている。

　里り菜なに渡したペンは道を辿たどりながら、崩れた家や建物があるという場所に次々と×印をつけていく。

「うっそ、そんなにあっちこっち壊れてんの？　老朽化とかじゃなくて？」

「そうなんですよぉおお！　最近になって一気に増えたので、何かあったんじゃないかな～って」

「いやいや……地震だったらさ、もっと派手に被害が出てるんじゃないの!?」

　里り菜なが×印をつけるたび、キサラが驚く。

「地下水を汲み上げすぎたりして、地盤に影響を与えると、ピンポイントに地盤沈下することがあるのよ」

　みろくが解説して宥なだめたが、本家『デイリーコルチャック』の受け売りだ。

　とはいえ、家屋が半壊する程度の小規模な地震なんて聞いたことないけど。

「くくくっ、里り菜なが知ってるのは、このくらいですねっ！」

「……すっげー。１軒や２軒じゃねぇのかよ。あれ、お姉さんどうしたの？」

「いや、里り菜なちゃんの監視範囲……いや、散歩コースって、この範囲だけ？」

「いいえっ☆　このあたりまではうろうろしてますよぉ～」

　ほとんど浅あさ草くさ全域を指し示す里り菜な。

　対して、群発地震の範囲は浅せん草そう寺じより北──竜りゆう泉せん、入いり谷や、千せん束ぞく、浅あさ草くさ三丁目から六丁目の奥おく浅あさ草くさエリアに偏っている。

　×印を線で結んだ中心に何があるか、さっきまでのみろくなら気にも留めなかっただろう。しかし、そこはみろくのアパートの近く──いや、ついこの間行った場所だった。

「……中心って、この辺で正しいのかな？　地図だと普通の民家や駐車場だけど……里り菜なちゃん、最近はどうなってるか知ってる？」

「そのあたりは、いやらしいお店が多くてあまり行かないようにしています……」

　妄想癖をこじらせたストーカー女子中学生とはいえ、風俗街のリアルはきついのか、急にテンションが下がった。監視カメラも設置していないし、ドローンも飛ばしていないらしい。

　お歯は黒ぐろどぶの内側は、白髪交じりの客引きや店の送そう迎げい車しやが行き交う独特の雰囲気だ。まあ、さすがに気まずかろう。

「それが賢明だと思うよ。未成年立ち入り禁止のお風ふ呂ろだし……」

　いわゆるソープランドが立ち並んでいる、日本屈くつ指しの風俗街──だが、近年は衰すい退たい傾けい向こうにあり、駐車場やマンションになっている場所も多い。

「でも、このあたりに確か、竜りゆう宮ぐう城じようって高級ソープがあったと思うの。すっごく新しくて豪華で高級マンションみたいな……」

　──正せい式しき名めい称しようは『プリンセスインドラゴンパレス』。長い名前なので、編あ女めさんは竜りゆう宮ぐう城じようと呼んでいた。

「……ん、んんん？　竜りゆう宮ぐう城じようって……ホントにあるのかよ!?」

「え、ちょっと待って。キサラさん、何か知ってるんですか」

　キサラが首を捻ひねったのは「すっごく新しくて豪華」という、みろくの評だ。

　現在の新風俗営業法では、ソープランドは店舗の建たて替かえを禁じられており、新規出店に至っては事実上不可能だ。そのため、正面の造りは派手でも、裏側はかなり老朽化している。直下型地震が起きればひとたまりもないだろう。

「噂うわさには聞いていたけど、まさか実在するとは思わなかった。冗談みたいな裏風俗だったからさ」

「……裏風俗？」

「きっひひ♪　無許可営業ってことだよ。たぶん、高級賃貸マンションとかに偽ぎ装そうしているんじゃないかなぁ」

　キサラの表情からして、良いい話じゃないのは明らかだ。どうしてこうも嫌な予感がする話ばかり続くのか。聞かないという選択肢はないのだけど。

「いや、ウチの常連さんが愚痴っててさ。女子高生と不ふ倫りんしていたのがバレて離り婚こんした蟹かに江え部長というロクデナシの上司が今度はがっつり裏風俗にハマっちゃって困ってるって話だったんだけど。そのお店が竜りゆう宮ぐう城じようという名前でさ。そこまではよくある話だったんだけどね～」

　部下が困るほど風俗にハマるのはよくあっていい話なのか。しかし、その部下もショーパブに来てダンサーに愚痴っているのだから、なんとも業ごうが深い。

「ところが、そういうよくある話では終わらなくてさ。その上司、入院しちゃったらしいんだよね」

「入院って。穏やかじゃないですね……」

「しかも、入院の理由は腎じん虚きよ……疲ひ労ろうのもっと酷ひどいヤツというか。元はでっぷり太ってたのに、いまはミイラみたいになってるとかなんとか」

「……精気を抜ぬき取とられた、ってことなのかな？」

「聞いた限りじゃ、そんな感じだねぇ」

　むしろ、でっぷり太っていたからこそ、その程度で済んだのかもしれない。

「あの……それって本当に竜りゆう宮ぐう城じようが原因なんですか……？」

　黙っていた里り菜なが、小声で疑問を呈した。

「お金も時間も逸いち物もつもぜーんぶブチ込んで、日に日にやつれて、無断欠勤したあげく、病院から会社に連絡があって……とか言ってたから、やっぱりそれが原因なんじゃないの？」

　キサラの話では、それでもクビにはなっていないらしい。どんな会社だ。

「うーん。何でそこまで入いれ込こんじゃうのかな。風俗ってそんなに良いいの？」

　仮に編あ女めさん級の美女にオ・モ・テ・ナ・シされたとしても、瀕ひん死しになるまで通かよい詰つめるものだろうか？

　女性である上に喪も女じよのみろくには、どうにもよくわからない。

「いやー、お姉さんっ！　それがそんじょそこらの風俗じゃなくて、他とは次元の違うサービスを受けられる所らしくて！　部下のひとも熱心に誘われてたみたいなんだけど、洒しや落れにならないレベルの高級店だし、日に日にやつれていく上司を見ていたら、むしろ怖くて行けなかったって！」

「ううう……それって、なんか怪しい新興宗教や自じ己こ啓けい発はつセミナーみたいですよぉぉお……もう淫いん祠し邪じや教きようっていうか……」

　狂信的ストーカー少女にそう言われるのだから、相当に怪しいのだろう。

　編あ女めさんの一件で少し覗のぞいただけで、性風俗産業のサービス内容は基本的に聞きかじりでしか知らない。少なくとも、命を賭けるほどの場所だという認識はない。

「だーかーらー、珍しいって言ってんじゃない！」

「うーん。それほど評判だと、結局、摘てき発はつされたりするんじゃないかな？」

「きっひひ♪　それがねぇ、一いち見げんさんお断りで紹介がないと入れないらしいのよんっ☆　確か、会員専用サイトがあって、そこにアクセスしてからとか……見る？」

　キサラはスマートフォンを取り出し、客に教わったアドレスとパスワードでサイトへアクセスする。

　アドレスもパスワードも定期的に更こう新しんされるらしく、有効期限ギリギリであった。

「……うわー。よく訊きき出だしましたね」

「そこはまあ、酒の勢いというやつで♥」

　表示された竜りゆう宮ぐう城じようのサイトはソープランドというより、会員制高級クラブの雰囲気だ。豪華そうだが、情報量は少ない。

「……何で、女のひと……みんな目を隠してるんですか？」

　横から恐る恐る覗のぞき込こんだ里り菜なが、不思議そうに訊きいてくる。

「んー。ほら、なんだろ。様式美？」

　手のひらで目元を隠す写真は、風俗嬢の紹介としてはよくあることだが、この店の場合はむしろ、クローズドな会員制だからだろう。

　しかし、サイトを見たみろくは、何も言えずに固まっていた。

　竜りゆう宮ぐう城じようの看板と思われる嬢が、一覧の小さな画像で見てもわかったからだ。

　一緒に釣り堀へ落ちた女──編あ女めさんだった。

「……どしたの、お姉さん？」

「あ、いや。ちょっと知り合いの女性に似てたもんで」

「あー、そっか。まあ、そうじゃないと思ってたひとが実は風俗嬢だったとか、慣れていないとショックだよね～」

「まー、そのひとがこういう仕事してるかも知れないってのは想像してたんですけどね……」

　源げん氏じ名なは違うが、編あ女めさんが本当にこの店の看板なら、今度こそみろくの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おは切れるだろう。

　いかなる事情か知らないが、編あ女めさんは立場的にも心情的にも師匠には逆らえない。なのに、彼女が何をしたわけでもないのに釣り堀へ突き落とした。

　絶対服従の弱者を平気で虐しいたげる人間には、軽けい蔑べつの感情しかない──。

「……正直、もう関わり合いになりたくないんだけど、最後に一言、きちんと言っとかないと、気分が悪いですよね」

　思わず呟つぶやいたみろくの言葉の意味がわからず、キサラと里り菜なは首を傾かしげた。

　ところで、編あ女めさんの出勤スケジュール表が全日全時間で休みナシというのは、デタラメというか、サイト管理者の怠たい慢まんを感じるのだが、如何いかがなものか──。




　調査結果はルイスと話し合うとして、ある程度の事情はキサラと里り菜なにも話した。何かあったら小こ太た郎ろうにも話が行くよう、抜ぬけ目めなく手を打っておく。

　しかし、調査結果自体は、立たつ浪なみたちの言葉の裏取りに過ぎない。疑ぎ惑わくはあれど、師匠かも知れない着流しの組長が、竜りゆう宮ぐう城じように関かん与よしているかどうかはわからないままだ。

「あ、雨……」

　二人と別れ、千せん束ぞく四丁目のアパートへ歩いていると、地面にぽつぽつと雨あま粒つぶの染しみが広がって行く。

「ああもう、天気予報と全然違うじゃないかーっ！」

　雨足は弱まらず、雨はどんどん強くなっていく。

　幸い、鞄かばんの中には折おりたたみ傘がさが入っているので、あわてて取り出す。すれ違う人々は急いで雨宿りできる場所へ駆け込んでいく。

　新しん仲なか見み世せ通どおりから千せん束ぞくへ北上していくのはそれほどの距離ではない。なので、予定を変えずに歩いていたが、次第に雨が強くなる。

　どこかぬめっとした感じの雨。まるで風がぬかるんでいるかのような感覚に、みろくは海の中にいるような錯覚すら感じる。

　一瞬、夷い狄てきの侵略も考えたが、幻覚ならまだしも、天候まで自由にできるものだろうか。

　ぬめる空気の中、不意に雨宿りしていない人影を見た。

　他に人影もなく、傘もささずに歩いているその女性は、長い黒髪が顔にべったりと貼り付いている。その様子はまるで幽霊のように見える。

　寒さのせいか顔も真っ白で、遠目にはまるで亡ぼう霊れいか蠟ろう人にん形ぎようのようだ。普段のみろくなら、声をかけずに通り過ぎているだろう。

　だが、顔見知りなら放っておくわけにはいかない。

「編あ女めさんっ……！」

　みろくが駆け寄ると、編あ女めさんはのろのろと顔を上げた。

　頭一つ高いみろくを編あ女めさんが見上げる構図になったが、その動きはまるで電池の切れかけたオモチャのようにぎこちなく、先日の笑顔やおしゃべりな印象はなかった。むしろ、本当に編あ女めさんなのか、疑問が湧くほどであった。

　また、同じ顔の別人だというのだろうか──そう思うほど、ふたりの間に無言の時間が流れたような気がするが、実際には数秒も経たっていない。

「あ、あわわわわわわ！　すみません！」

　息が詰まりそうな重い空気が、パチン──何かのスイッチが入ったかのように切きり替かわった。

「少しぼーっとしてました、本当に申し訳ないです～。これだからもうドジでのろまな亀だと、いつも言われてしまうんですよ、ほんとにもー」

　編あ女めさんは、驚きつつも笑顔でみろくを見た。

「あ、編あ女めさん、ですよね……？」

　人ひと違ちがいではなかった。ほっとしながらみろくは傘を差し向けるが、拒絶に近い調子で押おし返かえされる。

「お気遣いなく……っ！　ほら、わたくしに傘を預けてしまったら、みろくさんが濡ぬれてしまうでしょう。それでお風か邪ぜでも引かれたらそちらのほうが大問題です。わたくしのほうはもうずぶ濡ぬれですし、これ以上濡ぬれようもありませんし。そもそも濡ぬれた程度ではどうにもなりませんので」

「……そうもいかないでしょう。だいたい、こんな所でどうしたんですか」

「どうしたって、何がですか？」

「何がじゃないですよっ。まるで亡霊みたいな顔で、こんな雨の中をふらふら歩いて……ほらもう、わたしのアパートが近くにあるので。狭くて汚いし、いまどき風ふ呂ろもありませんけど、タオルくらいは貸しますから」

「亡霊……ですか。そうかも知れませんね」

　みろくは編あ女めさんの手を握ろうとするが、やっぱり、驚くほど強く振ふり払はらわれてしまう。

「……編あ女めさん？」

「あ、あの、申し訳ありません。ですが大丈夫です、結構です、ご心配なく、本当に。ええ、わたくしのことなんて気になさらずに──」

「いえ、先日はとんでもなく豪華なお風ふ呂ろを借りてしまいましたし、そのお返しくらいはしてもいいですよね？」

「あ、あれはむしろ気遣っていただきましたし、わたくしが助けられた立場というか、あの場で貸し借りなしというか。ええ、それにこれからあのお店に行って、すぐに濡ぬれてしまいますから一緒です、一緒……です」

「……竜りゆう宮ぐう城じようの関係者なんですよね？」

「あははははは、そうですよー。いやあ、水商売をしている女で申し訳ない。ほら、ますます関わり合いにならないほうがいいってことですよぅ。軽蔑してくださっていいんですよ……」

「ふざけないでください。どうして軽蔑しなければならないんですか。心配なんですよ！」

「心配、ですか？」

　編あ女めさんはみろくの傘にも入らず、雨に打たれるまま、笑顔で首を傾かしげたままだ。

「いえ、その。風俗だから、ではなくて、お店の悪い噂うわさを聞いてしまったんです。お客さんが入院したって。あと、地震との関連も──」

「み、みろくさん……それはいけませんっ!!」

　ひどくあわてた声で編あ女めさんが震え出す。

「それに、命を助けられたとはいえ、あのひとの『御お役やく目め』を知られてしまったら、わたくしは貴女あなたを──」

　彼女の言葉が続かなかったのは、みろくが何者かに肩を摑つかまれたからだ。

　革の手て袋ぶくろをしているのかと思うほど、硬かたく乱暴な感かん触しよくに振り返ると──眼前には魚のように両目が離れた男の不気味な顔があった。

「な、何者なの……アンタたちは……！」

　降りしきる雨のせいか、大おお柄がらな男たち──半魚人ヤクザに取り囲まれていることに気づかなかった。

　連中は揃そろいもそろって傘もささず、のしのしと近づいてくる。

「あ、あの、このひとは関係ないですから！　ちょっと雨に濡ぬれていたわたくしを心配してくれただけのひとですから、何なに卒とぞ、なにとぞ──」

　半魚人にすがりつく編あ女めさんだが、すげなく振り払われる。その間に別の半魚人がみろくを軽々と肩に担かつぎ上あげてしまう。

「こら、ちょっと……離してようっ！　何するのよっ！」

「……フングルイ・ムグルウナフ・クトゥルー・ルルイエ・ウガフナグル・フタグン……!!」

　呪じゆ文もんのような言葉は明らかに日本語ではなかった。このままじゃマズイ。みろくは手加減せずに暴れたが、それこそ岩を殴っているかのように硬く、ぬるりとしていた。

　編あ女めさんは半魚人Ｂを止めようとしているが、半魚人Ａに突つき飛とばされ、転んでしまった。そうこうしている間に、半魚人Ｂが近くに停とめたタンクローリーへ歩き出す。

　拉致られたら、それこそどうなるかわからない。だが、半魚人Ａは取り出したスキットルの中身をみろくの顔へぶちまける。

「げほっ、ごほっ……！　な、なにこれ……生臭、い……」

　酒と腐った海産物を混ぜたような発はつ酵こう臭しゆうが鼻の奥まで一気に広がり──みろくは意識を失った。





■　■　■






　──猛もう烈れつな湯気。

　火傷やけどはしないが、蒸むし上あげるような熱気。

　意識を取り戻したみろくが最初に感じたのは、額から流れる自分の汗だった。

「う、ん……ここ、何ど処こよ……」

　曇った眼鏡越しに見た板張りの床は、触れるとかすかに湿しめっていて、最初はサウナにでも転がされているのかと思った。

　周囲はまるでドライアイスを焚たいているかのように湯気で覆われ──生臭かった。潮や磯いその匂いに加え、そこに生きるものをまとめて煮に詰つめたような臭い。まるで生いけ簀すの水を炊たいているような悪あく臭しゆうだが、更にイカを腐らせたような生臭さまで漂ってくる。

「気持ち……悪い……」

　延々と続く「すえた」臭いで頭がクラクラする中、周囲を見回す。揺らぐ視界に映ったのは、ひどく時代錯誤な宮殿──のようだった。

　朱しゆ塗ぬりの柱がいくつも立っているが、板張りの床は古い銭湯──湯屋のようだ。何より目を見張ったのは、周囲の壁が透明なアクリル板かガラス張りになっていて、水が満ちていたことだ。

　水族館──というより、子供の頃、家族旅行で見た「海底温泉」のようだ。

「──やっと目を覚ましやがったか、小娘」

　声が聞こえてきたほうを向くと、一段高い上座──豪ごう華か絢けん爛らんな玉座に座った着流し姿の老人が見下ろしている。

「師匠っ……！」

　老人──師匠と同一人物かも知れない組長は、傍かたわらに半はん裸らの編あ女めさんを座らせ、巨大な芭ば蕉しよう扇せんをゆらゆらと扇あおがせている。

「師匠だと？　ウチの組を嗅かぎ回まわっているブン屋だとかなンとか聞いていたが、その様子だと、ココのことはまだ知らなかったみてェだな」

　気け怠だるそうな態度は変わらないが、みろくにルイス以上の──蛆うじ虫むしどころか毒虫を見るような冷たい目を向けてくる。

　……となると、同一人物ではないのか？

　気が遠くなるほどの長い時間を生きてきたボケ老人とはいえ、可か愛わいい弟子の顔を忘れているとは考えにくい。だが、師匠は顕現者だ──平気で噓うそもつくし、多重人格設定のひとつくらいあっても不思議ではない。

「ここは──」

「てめェが嗅ぎ回っていた竜りゆう宮ぐう城じようの地下宮殿……いや、本体さね。何だ？　それも知らなかったのか。ったく、その程度の雑ざ魚こならもっと泳がせときゃ良かったぜ。相変わらず役に立ちゃしねェな、どいつもこいつも……」

　師匠と同じ顔、同じ声。嘲りの語ご彙いや口調、長い耳毛まで同じ──やっぱり噓うそをついている！

「……非合法ソープランドの地下に海底温泉？　いったい何をやってるんですか！　馬鹿師匠！」

　今更のように、みろくは自分が脱がされていないことを確認した。しかし、濡ぬれてべったりと貼り付いた服では守られている感じがしない。

「──何って、見りゃわかンだろ。それともいちいち説明されねェとわかンねェのか？」

　しゃくるように組長が指し示す。熱気でぼんやりしていて気づかなかったが、ここにはみろく、組長、編あ女めさんの三人以外にも誰かいる──。

　水音に紛れて聞こえてくるのは──男と女の吐と息いきが混こん淆こうした、苦しそうな呻うめくような嬌きよう声せいだ。

「な、なっ……!?」

　一組や二組ではない。

　どのくらい広いのかも判然としないが、この湯屋のような空間では、指折り数えなければわからないほどの男女がくんずほぐれつ重なり合い、声を上げていた。

「何、このムーンライトパーティー……？」

「──馬鹿野郎！　スワッピングじゃねェよ！」

　確かに──女たちは揃そろいも揃そろって黒髪の艶あでやかな美女で、スワッピングパーティーで見かけるタイプではなかった。いや、見に行ったこともないけど。

　そして、湯気の中に紛れてしまえば区別がつかないほど、どの女も編あ女めさんと同じ顔だった。

　──これは、完全に夷い狄てき絡がらみの案件だ。そうなると、組長の横にいるのが編あ女めさんなのかも疑わしくなる。

「──ま、単にまぐわいあってるだけじゃねェぜ。海水はすべての生命の起源だからな。傀儡くぐつの女どもに注がれた精気も、湯に飛んだ精気もまとめて集めて吸い上げる『儀ぎ式しき』にゃ、最適の触しよく媒ばいってワケだ」

　精気を吸い上げられて入院した、どっかの女子高生淫いん行こう不ふ倫りん部長の話も、組長の言葉が本当なら、比喩でもなんでもなく事実だったのだ。

　なるほど、この場所に満ちている生臭さは、海水に手を加えたらしい異能の湯だけでなく──情事の淫いん臭しゆうも混ざっているのか。

　正直、生娘にはかなりきつい状況だ。喉のど元もとまで吐き気がこみ上げてくる。

「どうして、丁寧に教えてくれるんですか？」

「真実とやらを知りたかったンだろ？　だったら、我が姫への供く物もつにこれからどンな目に遭うか教えても良かろうと思ったまでよ」

「……姫？」

　みろくは訊きき返かえしたが、組長は答えなかった。

　深く考えなくてもわかる。帰すつもりなら、べらべらと喋しやべる必要はないのだ。さて、逃げられるかどうか──。

　竜りゆう宮ぐう城じようが怪しいことはキサラたちに伝えている。自分が帰らなければ小こ太た郎ろうたちも動くだろう。だが、その前に考えなければならない。この状況をどう切きり抜ぬけるかを。

「──命いのち乞ごいとか、しねェのか？」

「したら、助けてくれるんですか？　どうせ上から目線で笑うだけのくせに」

「……はっ、可か愛わいげのねェ小娘だ。確かになンも変わりゃしねェな──おい」

　組長は座ったまま、編あ女めさんの顔をした側そば女めを促す。

　みろくは立ち上がろうとするが、さっき顔にかけられた発酵液の薬効がまだ残っているのか──座り込んだまま動けない。

　しずしずと、薄い布を申し訳程度に巻いた美女が降りてくる。

「……助けて、って言ったら、編あ女めさんは助けてくれる？」

　一いち縷るの望みを賭け、小声で囁ささやいてみる。だが、美女は静かに首を横へ振る。

「貴女あなたがいけないんですよ。ドジでのろまな『亀』を助けてしまうから、竜りゆう宮ぐう城じようへ案内することになってしまった。助けてはいけません、って言ったのに……」

　本物の編あ女めさんが、動かぬみろくの首に両手を這はわす。絞められるのかと身構えたが、その手は肌に貼り付いた服を剝はがそうとする。

「や、あ……ちょっと……！」

「男のひとみたいに、精を吐はき出だせば済むワケではありませんし、わたくしの主あるじ……姫の傀儡くぐつとなり、永久にまぐわい続けるのも苦しいでしょう。これからみろくさんの魂ごと吸い尽くして捧ささげさせていただきますので。ご堪かん忍にん下さいとも申しません、どうぞ気の済むまでお恨うらみになって下さいまし──」

　編あ女めさんの手つきにためらいはない。

　魂を供く物もつにする。その言葉をみろくはオカルトと笑い飛ばせない。それが可能な怪異──夷い狄てきの侵略だと知っているからだ。

「あなたも……夷い狄てきなの……？」

「はい、竜りゆう宮ぐう城じようの亀──浦うら島しま太た郎ろう様の監視役を命じられ、今世では編あ女めと名乗っております」

　耳元で囁ささやかれた声は甘く、蠱こ惑わく的てきですらある。湯気のせいか熱気のせいか、みろくの身体からだの芯しんが熱くうずき出す──。

　そんな状態で編あ女めさんを突き飛ばしても、逃にげ切きれるとは思えない。そもそもこの地下宮殿からどうやって出るのか。周囲はすべて水で満たされているが。

　まだ諦めてはいない。しかし身体からだは動かない。

「こ、この馬鹿師匠っ！　何が夷い狄てきの立場を考えろだ、何が魔女裁判だ！　こんなことをしていたら、そりゃ普通のひとに危険視されても仕方ないでしょうが！」

　ならば、言うだけ言ってやれ。言いたいことを。

「だいたい何ですか、裏ではこっそりヤクザの親分やって調子に乗りやがって、逆らえない女には八つ当たりして、ちょい悪オヤジを気取っているようですけど、端はたから見てるとみっともなくてしょうがないわ！　このこの馬鹿師匠がぁ──────！」

「うるせえ！　さっきからわけのわかンねェことを吠ほえやがって、この貧ひん相そうな胸の小娘が──！」

「貧相って言うなぁ！　魅惑のエンジェルバストと呼べ──────！」

　下着だけの半裸にされたみろくがあらんかぎりの声を上げた、そのときだ。

「「「……フ、フングルイ・ムグ、ムグ、ムグルウ……」」」

　破壊音と呻うめき声ごえが響き、天井から次々と半魚人が落ちてきた。

「──やれやれ、ったく。だぁれが馬鹿だと？　事の真しん贋がんも見抜けねェこのボンクラ弟子が！」

　宝石まであしらったド派手なステッキをブンブン振り回し、落下した半魚人の腹を踏みつけて降臨した男は、玉座の師匠と同じ顔と声、長い耳毛まで同じ──だが、真っ赤なスーツの老人だった。

「……あれ、師匠……ですか？」

「だったら、其処でふンぞり返ってる着流し野郎は師匠じゃねェのか？」

　老人なのにスニッカーズをバリバリ齧かじりつつ、ステッキの先で指し示したのは、着流し姿の師匠──とは別人の組長。

　予告ホームランのような挑発に編あ女めさんは手を止めたが、本物の師匠はみろくには近づけなかった。首元に鱗うろこすら見える半魚人たちが、玉座の下に隠されていた扉から大量になだれ込こみ、取り囲んでいたからだ。

　それでも、客の男と傀儡くぐつの女たちは交わることを止やめようとしない。

　そんな異様な空間で、同じ顔と同じ耳毛の男たちが互いを睨にらみつけている。

「てめェ……どうしてオレと同じ顔をしていやがる！」

　先に口を開いたのは、見下ろしている組長だった。
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「おうおう、１５０年ぶりの再会だってのに、まだ、あの悪わりぃ女め狐ぎつね……夷い狄てきの姫君に拐かどわかされて体よく使われてンのか、この馬鹿兄貴が！」

「……兄貴、だと？」

　みろくは驚いたが、師匠の言葉に組長はこめかみを押さえ、わなわなと震えていた。

「……ああ、思い、出してきたぞ。てめェは……昔、オレのオンナを……そうだ、箱はこ館だて戦せん争そう……五ご稜りよう郭かくで殺してくれた野郎じゃねェかぁっ……!!」

　組長の呪じゆ詛そも柳に風と受け流した師匠は、編あ女めさんへ視線を向けた。

「おい、てめェは五ご稜りよう郭かくで土ひじ方かたのトシ坊ぼうを背中から撃うった、女狙撃手だろ？　この馬鹿兄貴と通じて味方のふりをして、世界の終わりまで脇わき役やくであり続ける不死の呪いをかけやがった……オレや馬鹿兄貴と同じようにな」

　しかし、編あ女めさんは何も言わず、目を伏せるだけだ。

「ちっ。薩さつ長ちようにも騙だまされた馬鹿兄貴はオレよりボケてやがるぜ。殺しても生き返る不老不死の呪われた〈亀〉……魔女の下げ僕ぼくなら、てめェの横にいるじゃねェか。つっても、オレの言うことなんざ信じやしねェだろうがな」

「何をブツブツ言ってやがる、道みち真ざね！　丁度良い、ノコノコ来たてめェがわりいンだ」

「道みち真ざね……そうか、それがオレの名前だったンだな！　まったくひでェまだらボケだな、お互い……」

　師匠は一瞬、暗い表情を浮かべ、口元だけで笑った。

「おい、てめェら──このクソッタレを今度こそ生かして帰すな！　捧ささげ物ものにする必要もねェ、魚の餌だっ！」

　組長の号令で半魚人たちは一斉に殺気だつ。

「「「……フングルイ・ムグルウナフ・クトゥルー・ルルイエ・ウガフナグル・フタグン……!!」」」

「魚さかな面づらども……てめェらも思い出したぜ。五ご稜りよう郭かくじゃ薩さつ長ちようの兵隊を装よそおっていやがったが、正体は甲こう鉄てつ艦かんと共にアメリカからやってきた夷い狄てきだ……」

「師匠っ！」

「ぴーちくぱーちく騒ぐンじゃねェ！　馬鹿弟子が！」

　まったく動じない師匠に半魚人たちは襲いかからない──いや、襲いかかることができない。

「たくよぉ、やり過ぎなンだよ馬鹿兄貴。〈外の水〉をこんなに運び込みやがって、浅あさ草くさの龍りゆう脈みやくが歪ひずんでンのにも気づいてねェのか」

「何だ？　呪じゆ法ほうの講こう釈しやくで気を引いて命乞いでもしようってンのか」

「命乞いもクソもあるかよ。こンだけ淀よどんだ水を幽かく世りよから流ながし込こンでガンガン使えば、地盤に歪ひずみが出て崩れるっつーンだよ」

　──そういえば、五ご行ぎようという思想があったっけ。土ど剋こく水すい、土は水を濁す。

　精気を吸い上げる触媒として、夷い狄てきの世界から持ち込まれたいびつな水に浅あさ草くさの土地が拒絶反応を起こし、この竜りゆう宮ぐう城じようを中心とする一角にピンポイントな直下型地震を発生させていた──そういうカラクリだったのだ。

「これ以上〈土〉に暴れられても困るンでな。ここいらでざっと──洗い流しちまうぜ！」

　すべての指に塡はめている、亀の甲羅を模した指輪がギラギラと光り出すと、師匠はきらびやかな装そう飾しよくのステッキを床へ突つき立たてた。

　──しかし、一瞬の鋭い音だけで何も起きない。

「……なンだぁ？　何を仕掛けやがった！　道みち真ざね！」

　最初に気づいたのは師匠の兄──組長だったが、すぐに地の底から地震とも違う震しん動どうが伝わってきた。

　次の瞬間──茹ゆだった海水が張られていた風ふ呂ろの水面が、噴ふん水すいのように破は裂れつした。

「うわ、熱っ……!?」

　降りかかった湯は、海水を加工した異能の湯ではなかった。塩しお辛からくもない──新たに地の底から噴ふき出だした「温泉」だった。

「てめェっ……なンてことをしやがる！　姫の羊水を！」

　ようやく立ち上がった組長は激げき怒どし、師匠へ飛びかかろうとする。

「ぐぁあっ！」

　だが、まるで龍りゆうのようにうねる水柱と化した噴水が、横から殴りかかるように弾はじき流ながした！

「浅あさ草くさの湯は太古の海水だからな！　幽かく世りよで姫君が微睡まどろンでいやがる淀よどンだ海とは年季が違うぜ！」

　それだけではない。間欠泉のように湧わき上あがる大量の湯に触れただけで、周囲に群がっていた半魚人たちが、傀儡くぐつの美女たちが、まるでドロのように溶けていく！

「泥人形に魂の欠片かけらを吹ふき込こみ、使し役えきする呪法か。不可視の幽かく世りよから遠隔操作できる分、ルイスよりタチが悪いな──」

　遠い目で呟つぶやく師匠は、壁へ叩たたきつけられて呻うめく組長には視線を向けなかった。

「編あ女めさんっ……！」

　正しい温泉に洗い流され、身体からだが動くようになったみろくは、呆ぼう然ぜんとしている編あ女めさんへ手を差し伸べる。

　何をしよう、と思ったわけではない──だが、その手はあっけなく振り払われた。

「──いいですか、亀を助けてはいけません」

「まだ、そんなことを言ってるんですか！」

　目の前にいるのに、遠い。そんな錯覚の中、編あ女めさんの声が響く。

「亀を助けた浦うら島しま太た郎ろうは、竜りゆう宮ぐう城じようで楽しい時間を過ごしましたが、地上に帰ると──どうなりましたか？」

「そんな御お伽とぎ噺ばなしをしている場合じゃないでしょう！」

　みろくはそう言ったが、編あ女めさんは小さく首を振り、否定する。

「玉手箱の煙を浴びた浦うら島しま太た郎ろうは──老人になったかも知れない、鶴になったかも知れない。しかし、その後はどうなりましたか？　そうです……わたくしみたいなドジで間抜けな亀を助けなければ、きっとあの人は、幸せでいられたんです。わたくしの主あるじ……夷い狄てきの姫に魅み入いられることもなく、老いたまま永遠に生き続ける姫の呪いとも無縁で……だから」

　にこり、と編あ女めさんは笑顔を浮かべ、倒れたままの組長へと駆かけ出だす。

「亀を助けてはいけません、いいですね」

「編あ女めさんっ……！」

　四方八方──暴れる青せい龍りゆうと化した温泉に遮られ、みろくは追うことができない。

「──帰るぞ、小娘。もう此こ処こはおしめえだ」

　みろくを抱えた師匠が、肩に担かつぎ上あげると同時に、排はい除じよされる海水の荒あら波なみに吞のまれた編あ女めさんと組長は姿を消した。

「……師匠っ!!　編あ女めさんを助けないと！」

「この呪われた御お伽とぎ噺ばなしは、これで終わりだ」

　みろくの言葉に耳を貸さず、脱がされた服をステッキの先で拾い上げた師匠は、風のように地下宮殿を駆け抜け、立ち去った。

　あとはただ、暴あばれ狂くるう九く頭ずの青せい龍りゆうと呪われた異能の湯がせめぎ合い、すべてを押おし流ながすだけだった──。





■　■　■






『──浅あさ草くさに新しい温泉!?』

　スマートフォンで東京ＭＸのローカルニュース動画を観みながら、みろくは朝のコーヒーを口に運ぶ。

　師匠に担かつぎ上あげられ、地上へ出ると、竜りゆう宮ぐう城じようがあった建物は地面の割れ目へ吞のみ込こまれるように崩ほう落らくしていた。

　救急車や消防車、警察や野次馬が集まる中、みろくと師匠と駆けつけたキサラたちはその場を離れた。

　後のことは、ニュースで報じられた通りだ。

　高級賃貸マンションに偽装していたソープランドの違法建築が地盤を割り、そこから新しい温泉が噴ふん出しゆつした。もっとも、湯量、温度は一定せず、観光資源となるかはわからない──みろくの立場からすれば脳天気とも思えるそんな情報しかない。

　──地下宮殿にいたはずの人、人らしき者、人に近い者。その一切に触れられていない。

　そう。あの後、崩れ落ちた建物は「無人」だった。死体どころか負傷者すらいなかった。異様な臭しゆう気きの中で精気を吸われていた男たち、師匠と同じ顔の組長、傀儡くぐつの美女たち、そして……編あ女めさん。

　当然、建物の地下にあった御お伽とぎ噺ばなしの竜りゆう宮ぐう城じようのような湯屋も、影も形もなくなっていた。

　事件になったのは、編あ女めさんに案内された個室──地下宮殿へ誘さそい込こむ前に、供く物もつに適しているかどうかを吟ぎん味みする「試食室」だけだ。

　しかも、編あ女めさん以外の嬢はすべてダミーで、実際は彼女と同じ顔の傀儡くぐつ──泥人形に振ふり替かえられるのだが、誰も断らず、全員ハマって地下宮殿へ送られていた。

　椎しい根ね組ぐみへのガサ入れは熾し烈れつを極めたようだが、組長の独断でやっていたシノギで、その組長が行方不明になった以上、真相は藪やぶの中。組織も崩ほう壊かいしつつある。

　事件後、師匠は少しだけ語った。

『不老不死の呪われた兄貴は、もうひとりの浦うら島しま太た郎ろうの顕現者だ。１５０年ぶりに夷い狄てきの姫から役目を与えられ、浅あさ草くさに来たようだが、監視役の女が伝えた手段は傀儡くぐつの女で吸い上げた精気を供く物もつとする外げ法ほうだけ……結局、その程度の利用価値しかなかったのさ』

『師匠……』

　そう、組長と瓜うり二ふたつの弟──師匠への疑惑は解けた。浦うら島しま太た郎ろうの顕現者だということも判明した。それはきっと喜ばしいことなのだろう。

　だがしかし──。

　はいそうですか、とそれだけで納得できるはずもない──。




　最後に。小こ太た郎ろうが電話を切った件は、情報をリークした三馬鹿が吊つるし上あげた結果、両親のいない隙に独りでアダルトビデオを観みてフィーバーの真っ最中だったと判明。まずはひと安心。

　……問題はむしろ、観みていたのが『眼鏡×和服なお姉さんと高級ソープで鉢合わせ！』なる姉弟きようだいモノだった、ということで……。

『耳毛の爺じいちゃんから貰もらったんだよー。「てめェ、こういうの好きだろ？」と言われてさ──』

　やっぱりあの馬鹿師匠、ぶっ殺す!!
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　桃もも瀬せ小こ太た郎ろうは対たい峙じしていた。

　鎧よろい武む者しやと大おお百足むかでが悪魔合体したような禍まが々まがしい形状の誰かと。

　法ほう隆りゆう寺じ夢ゆめ殿どのを模した八角堂──本来はスターの晴れ舞台である大道場アリーナで。

「ひゃー。修行の一環とはいえ、こんな化け物と戦う羽目になるとはね……」

　でも、小こ太た郎ろうをこの場所へ差し向けた老人いわく、顕現者ではないらしい。

　そりゃそうだ。こんなモノ、自分と同じ人間だと思いたくない。

　だからと言って、夷い狄てきでもないらしい。

　夷い狄てきの侵略に呼応して目覚めたとはいえ、千年以上、半人半霊のまま眠り続けていたとかなんとか。

「なんだか、耳毛の爺じいちゃんの口車にまんまと乗せられちゃったなぁ……」

　苦笑いを浮かべた小こ太た郎ろうは、耳毛の爺じいちゃん──老人の言葉を反はん芻すうしてみる。

『てめェが十全に戦えるってンなら、九く段だん周辺に現れる、丑うし三みつ時どきの辻つじ斬ぎり──鎧よろい武む者しやの通とおり魔まを調ちよう伏ぶくしてこい。無事、首を取ってくりゃ、認めてやるよ』

　かくして、深夜の日につ本ぽん武ぶ道どう館かんで、奇妙な異い種しゆ格かく闘とう技ぎ戦せんが開催されることになった。

　しかも、「桃もも太た郎ろうの顕現者」対「上半身が鎧よろい武む者しや、下半身は大おお百足むかでの化け物」のイカれたマッチアップだけど、とりあえず実じつ況きようしてみますか。

「この館やかたは我を祀まつる筑つく土どの氏子ッ！　言わば我の領域ぞ！　それをわざわざ誘い込むとは、汝なんじは愚ぐ者しやか!?」

「だからだよ。相手の幽かく世りよで葬ほうむらないと、本当の意味で調伏できないからねっ☆」

　大おお百足むかで武む者しやの斬ざん撃げきは速く、闇に紛れる技もあるが、朱しゆ色いろの節足は小回りが利きかないようで、見た目ほどには怖くない。

　過去の通り魔事件が表おもて沙ざ汰たにならなかったのも、襲われた全員が逃げ切れたからだが、退治するとなれば、そうは行かない。

「戦いにまつわる『記憶』なら少しだけあるけど……桃もも太た郎ろうは、わざわざ鬼おにヶが島しまに乗のり込こんで皆みな殺ごろしにしたから、御お伽とぎ噺ばなしの英雄として語り継がれたんだよね……」

　小こ太た郎ろうは軽快な足運びで大おお百足むかで武む者しやの隙を狙っていくが、元は武ぶ芸げい百ひやつ般ぱんに長じる伝説の東国武士だったらしく、逆にこちらの隙を狙う斬撃を繰り出してきた。

「汝なんじ、刀も弓も持っておらぬとはッ！　それで我を討滅しようとは、笑しよう止しなり！」

「あっぶないなぁ……こんなとこ、姉ちゃんに見られたら、恥ずかしくて死にたくなっちゃうじゃないか！」

　戦闘用に準備しておいたハイカットの安あん全ぜん靴ぐつで振り下ろされる柄つかに蹴りを入れ、その反動で辛かろうじて回避した。

　喧けん嘩かの技には自信があるし、実際、人間相手なら負けたこともないけど、斬撃の鎧よろい武む者しやと徒と手しゆ空くう拳けんで戦うのは、やっぱり無理がある。

「ま、そりゃそうか。だったら、修行で会え得とくした技を使ってみるかな……」

　小こ太た郎ろうが意識を集中すると、右の手のひらから無数の煌きらめく粒りゆう子しが放たれ、急激に濃のう度どを増し──次の一瞬、桃色の閃せん光こうとなった。

「うぬッ！　汝なんじは顕現者かッ……忌まわしき俵たわらの藤とう太たの顕現者かッ！」

　閃せん光こうの中で大おお百足むかで武む者しやが叫ぶ。地獄から響くような重低音で。

「俵たわらの藤とう太た？　越えち前ぜん屋や俵ひよう太たの親戚かな？　だったら、とんだひと違いだね！」

　収束した光は長い矢のような形状で安定し、西エ洋スのト刺ツ剣クのようにも見えたが、光糸の収束性が低く、まるで硬こう度どがなかった。

　なので、閃せん光こうに怯ひるまず繰り出された大おお百足むかで武む者しやの斬撃を受け止めることができず、くにゃっと曲がって刃筋を逸そらす格好になる。

「ひゃああああっ！　まったく役に立たないぞっ、これ！」

　生来の柔じゆう軟なん性せいでギリギリ避よけた小こ太た郎ろうは呆あきれたが、振ふり抜ぬいた光は刺剣と鞭むちの中間のような斬撃になり、鎧よろいの隙間を貫いていた。

　柔じゆうよく剛を制す──偶然と言えば偶然だが、集中力を失ったことで収束していた矢が解ほどけ、ほとんど光糸と化したのが幸いした。
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　桃色の光糸は菌きん糸しの如ごとく大量増殖し、大おお百足むかで武む者しやの現うつし身みを内部から侵しん食しよくすることで、依より代しろとなった古武具ごと崩壊へ至らしめたからだ。

「口くち惜おしや！　一度ならずと二度までもッ！　近江おうみ三み上かみ山やまの大おお百足むかで共々、我らは汝なんじへの復ふく讐しゆうを決して忘れぬぞッ！」

　断末魔の叫びを上げた大おお百足むかで武む者しやは土くれと化し、すぐに乾いて塵ちりと成り果てた。

「ふー。結果オーライだけど、これはかなり格好悪いよね……修行のときは上う手まく具現化できていたのに……」

　桃もも瀬せ小こ太た郎ろう──桃もも太た郎ろうの顕現者は、初うい陣じんを苦々しく振り返った。戦いは偶然ではなく、必然であるべきだと。





■　■　■






「ずるいぞ、耳毛の爺じいちゃん！　ぼくが化け物退治している隙に、姉ちゃんを助けに行くなんて！　そんなに姉ちゃんの湯気で濡ぬれ濡ぬれナイスバディを独り占めしたかったのかよっ！」

　浅あさ草くさ一丁目の『デイリーコルチャックジャパン』編集部──老人の事務所を訪問した小こ太た郎ろうは、一方的にまくし立てていた。

「誰がナイスバディだ。あんな貧相な胸の小娘、熨の斗し付けてくれてもいらねェよ！」

「そりゃ、おっぱいはキサラさんやななみちゃんや里り菜なちゃんより小さいかも知れないけどさ……ぼくの姉ちゃんにそんな言い方するなっ！」

　いや、さすがに中学生の小こ犬いぬ丸まる里り菜なよりは大きいはず……と思い直したが、補正下着マジックに惑まどわされている可能性もある。

　当の本人は指し摘てきされるたびに「巨きよ乳にゆうではないけど、それなりにはあるんだぞ……というか美乳だ！　魅惑のエンジェルバストだ────！」とかなんとか言い張っているが、小こ太た郎ろうは「今度、しっかり確かめなくては！」と決意を新たにした。

「つーか、深夜の戦いで疲れていたとはいえ、報告もしねェで昼まで寝ていた上に、起おき抜ぬけのビデオ観賞で姉の電話を切って、そのまま携帯の電源も切りっぱなしだったガキには言われたくねェな！」

「……う、それを言われると、ちょっと弱いね」

　予想以上の疲労感だったので、さっさと橋はし場ばの自宅へ戻って寝てしまった上に、起き抜けのフィーバータイム中に気まずい電話がかかってきて以下略。

　すべて事実なので、反論の余地がない。

「だいたい……なんでぼくに、化け物退治なんか頼んだのさ？」

「なんか、じゃねェよ。浅あさ草くさだけで手て一いつ杯ぱいなとこに、神かん田だ明みよう神じんの首くび塚づかまで騒がしかったから、てめェに鎮しずめさせたンだよ。『帝てい都と物もの語がたり』知ってるか？　あの野郎、異様に執しゆう念ねん深ぶかいっつうか、未いまだにあちこちに点在している首と胴体を繫つないでもう一戦、と息巻いていやがった」

　実際問題、シャレにならない案件ではあった。

　かつて関かん東とう大だい震しん災さいで大おお手て町まちの大おお蔵くら省しよう庁舎が全ぜん焼しようした際、首くび塚づかを壊して仮庁舎を建設したら、わずか２年で大おお蔵くら大だい臣じんを筆頭に14名の関係者が亡なくなったので、新たに鎮ちん魂こん碑ひを建てたという故事は、国税庁の公式サイトにも記されている。本当に。

「ちぇー。こっちは大変だったんだけどなー。俵たわらの藤とう太たとかいうひとと間違われてさ」

「そう言うな。適材適所だ。オレより若いてめェのほうが、俵たわらの藤とう太た……藤原ふじわらの秀ひで郷さとの役回りには相応ふさわしいのさ」

「爺じいサン、竜りゆう宮ぐう城じよう事件のレポート作成で、ヒアリングに来たぞ」

　小こ太た郎ろうが首を傾かしげていると、もうひとりの来訪者が冷えたワインボトルを持って現れた。

　これまでの百鬼目録フエイクロアではついぞ見かけたことがない、金きん髪ぱつ碧へき眼がんで瘦そう身しんの華麗な王子様が。

「あれ、今日はルイスさんが来る日だったっけ？」

　なのに、小こ太た郎ろうは呼んだ。ルイスと。

　あのルイス・来栖・クリストファーだと。

　よく見れば、いつものトリコロールカラーのジャージ……というか、野球のユニフォームみたいな服装なのだが、そんなものでも溢あふれんばかりの王子様オーラのせいでお洒しや落れに見えてくる。「ひとは見た目が９割」とは言ったものだ。

「見ての通りさ。今日は新月……私の神通力は無力化されてしまう。垢あかが消えてしまえば、フィギュア製作も小休止だ」

　ルイス──力ちから太た郎ろうの顕現者は、桃もも瀬せみろくが知っているニートデブとはまるで違う優雅な所作でワイングラスを並べていく。

「確かに『見ての通り』だな。新月のてめェはまったくの別人だぜ」

　老人──浦うら島しま太た郎ろうの顕現者は、月に一度、纏まとった脂肪がすべて落ちてしまう王子様の特異体質に呆あきれつつも笑っている。

　生理現象なのか超ちよう自し然ぜん的てき現象なのか、全身の余計な脂肪が一晩にして消きえ失うせてしまうのだ。体たい脂し肪ぼう率りつも５％だ。

「うむ。路上ですれ違っても、みろく嬢はまったく気づかないのだからな」

「凹むことはないよ、ルイスさん。姉ちゃんはぼく以外の異性には欲情しないから。まったく興味がない……それだけなんだからさ」

「……その不気味かつ得体の知れない自信は、何ど処こから来るのかね？」

　凹んでもいないし、みろくを異性として認識する気もないのだが──と言わんばかりに、ルイスは呆あきれた。

「むしろ、一晩だけとはいえ、脂肪がすべて消えることのほうが迷惑だよ。アパートにいてもいいんだが、不法侵入のみろく嬢に騒がれたりすると、あとが面倒なのでね」

「だから、此こ処こへ避難してきたの？」

「私は二次元の人形たちだけを愛しているからね。あと、君のワイングラスはないぞ。未成年なのだから、ノンアルコールで我慢したまえ」

　ルイスはそう言うと、懐ふところから取り出したアーミーナイフ──ビクトリノックスで器用にコルク栓せんを抜いた。桃もも瀬せ家の姉弟きようだいと関わってしまった合あい縁えん奇き縁えんを笑いながら。





■　■　■






「なるほど、日につ本ぽん武ぶ道どう館かんが領域ということは、筑つく土ど神社から顕あらわれたのだな」

　ルイスは小こ太た郎ろうから話を聞くと、納得したように呟つぶやいた。

　筑つく土ど神社は日につ本ぽん武ぶ道どう館かんの氏うじ神がみで、祀まつられているのは平たいらの将まさ門かどと菅原すがわらの道みち真ざねだ。

「ならば、爺じいサンが大おお百足むかで武む者しやを討てば良かったのではないのか？　ある意味、兄弟みたいなものだろう？」

「オレは竜りゆう宮ぐう城じようにいた本物の兄弟をシメに行ってたンでな」

　老人は鼻で笑いつつ、回していたグラスのワインを呷あおった。

「それに、姉ちゃンと離れていても視みえるくれェの残ざん穢え……大おお百足むかでと将まさ門かどの合がつ体たい怪かい獣じゆうなンぞに苦戦しているようじゃ、この先、歪ゆがめられた御お伽とぎ噺ばなしを正すことはできねェよ」

　そう続けると、サングラス越しの視線が、ワイン代わりの炭酸水オレツツアを味気なく飲んでいる小こ太た郎ろうへ向けられた。

「……そっか、そういうことだったんだね」

「てめェの技はまだ半人前ですらねェ。生来の身体能力や喧けん嘩かの強さだけで姉ちゃンを助けられるのか、てめェ自身がよくわかっているだろ？」

「悔しいけど、耳毛の爺じいちゃんの言う通りかな……もう少し、技がないとね」

「よく言った。なら、もう一度稽けい古こをつけてやるぜェ♥

　前にも言ったが、強くならなきゃ、この先は生き残れねェぞ！」


第２巻へ続く　　









　『桃もも瀬せさん家ちの百鬼目録フエイクロア』創作ノート







　本作『桃もも瀬せさん家ちの百鬼目録フエイクロア』は４人のサイボーグ……もとい、小説家によるシェアードワールドでオムニバス形式（？）なライトノベル作品ですが、【原作・原案】が日あ日き日らさん、【キャラクター＆世界観設定・シリーズ構成】がゆずはらとしゆき、【執しつ筆ぴつ】にはＳＯＷさんと森もり崎さき亮りよう人とさんも加わり、深夜アニメみたいな手法で書かれています。何でライトノベルでそんな面めん倒どうくさいことになったのか、ぼく（ゆずはら）も全部は知りません。

　話の発ほつ端たんは２０１５年秋、日あ日き日らさんから突とつ然ぜん、電でん撃げき文庫ではなく出版社でもない謎なぞのクライアントとの企き画かく会議に召しよう喚かんされました。この時点で「御お伽とぎ噺ばなしをモチーフとした現代伝でん奇きで退魔まもの」という基本コンセプト、主人公は桃もも太た郎ろうの姉し弟てい（どう考えても日あ日き日らさんの趣しゆ味み）、ＳＯＷさんと森もり崎さきさんの執筆まで決まっていましたが、それ以外は真っ白です。

　つまり、ぼくが最後に呼ばれたのですが、日あ日き日らさんから「ゆずはらさん、暇ひまですよね？」と言われ、キャラクターと世界観を作ることに。確かに、ゲームシナリオの仕事で常に忙いそがしい日あ日き日らさんと違ちがって、こっちは『空くう想そう東とう京きよう百ひやつ景けい』というシリーズを書いていた〈箱〉が西にし尾お維い新しんさんだけ残してレーベル休止になり、暇だったんですけど。あと、ぼくは日あ日き日らさんと千ち葉ばサドルさんがタッグを組んでいた『平へい安あん残ざん酷こく物もの語がたり』『のばらセックス』などの担当編集者でもあったので、やんちゃの手伝いには慣れております。本業はあくまで小説家ですが。




　で、物語の大おお枠わくを作り、日あ日き日らさんとシリーズ構成を考え、吠Ｌホエルさんにキャラクターデザインを依い頼らいし、それぞれ執筆を開始しました。

　高こう慢まんデブやポールダンサーの姉あね御ごやストーカー少女が出てくるのはゆずはらの悪ふざけですが、舞ぶ台たいが浅あさ草くさになったのは、日あ日き日らさんが隅すみ田だ川がわべりのタワーマンションという名の土管に住んでいるので（『お笑いマンガ道場』風比ひ喩ゆ）、取材に便利だろうと。もっとも、千せん束ぞく四丁目の桃もも瀬せみろくのアパートなど、実際の舞台はほとんど裏浅あさ草くさエリアでしたので、結局、ゆずはらが取材に行きました。大人のお風ふ呂ろには入ってません。

　最初の第一章「一いつ寸すん法ぼう師し」と、最後の第五章「かぐや姫ひめ」が日あ日き日らさんの執筆で、第四章「猿さる蟹かに合がつ戦せん」がゆずはらの執筆になりました。第二章「ものぐさ太た郎ろう」のＳＯＷさんと、第三章「浦うら島しま太た郎ろう」の森もり崎さきさんにはできるだけ自由に書いていただいて、それをリレー小説っぽい感じに繫つないで、ゆずはらと日あ日き日らさんでオチをつけようと。なので、望もち月づきや編あ女めさんは、ＳＯＷさんと森崎さんのオリジナルキャラになります。

　２０１６年、日あ日き日らさん以外の３人が完成したので進しん捗ちよくを訊きいたら、「ゆずはらさん、かぐや姫も書いてくれます？」と。確かに、ゲームシナリオの仕事で常に忙しい日あ日き日らさんと違って（以下略）。かくして「かぐや姫」も書いたら、今度は謎のクライアント側の事情で企画ごとお蔵くら入いりに。おいこの野や郎ろう。一応、単行本になる予定だったんですが、文庫で換かん算さんすると２巻分の文量が祟たたって、結局、２年ほど宙ぶらりんの企画凍とう結けつ状態になりました。




　日あ日き日らさん以外の３人は原げん稿こうが書き上がっていたので、こりゃ困ったな、と思っていたら、２０１８年秋、助すけ太だ刀ちで現れたストレートエッジの三み木きさんがさくっと企画を引き上げてくれて、ようやく再開いたしました。有あり難がとうございます。

　そして、舞台設定を２０１９年に書き直したり、同時並へい行こうで書いていた『メトロポリス探たん偵てい社』という小説に桃もも瀬せみろくがこっそりカメオ出演したり、「なんで第一章が最後に上がるんだよ」「さすがに大オチ（終章）くらいは書けよ」と日あ日き日らさんの尻しりを叩たたいたりしていたら、電撃文庫から刊行されることになりました。小こ瀧だきさん頑がん張ばった。

　つーか、君らは少年漫まん画がの助すけっ人とヒーローか。本当に有り難うございます。




　なので、それぞれの著者と関係者の名めい誉よと尊厳のため、本作の何ど処こを誰だれが担当していたのか、改めて明示しますね。

【原作・原案】日あ日き日ら（１巻「序章」「一いつ寸すん法ぼう師し」、２巻「終章」）

【キャラクター＆世界観設定・シリーズ構成】

　　ゆずはらとしゆき（１巻「幕まく間あい」、２巻「猿さる蟹かに合がつ戦せん」「かぐや姫」）

【執筆】ＳＯＷ（１巻「ものぐさ太た郎ろう」）、森もり崎さき亮りよう人と（１巻「浦うら島しま太た郎ろう」）

【イラスト・キャラクターデザイン】吠Ｌホエル

【企画協力】小こ瀧だき健けん太た郎ろう、三み木き一かず馬ま（ストレートエッジ）、柚ゆず原はら季とし之ゆき（パノラマ観光公社）




　さて、シリーズ構成の都合上、ぼくは１巻だと「幕間」だけですので、こうして「解説」も書いておりますが、原作者・日あ日き日らさんの「あとがき」は２巻に載のります。

　というわけで、十一月に続き、十二月にも連続刊行となる『桃もも瀬せさん家の百鬼目録フエイクロア』２巻もよろしくお願いいたします。








２０２０年９月（また、嬉うれしくもない誕生日に）　ゆずはらとしゆき／柚原季之
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